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南城市の人口（前月比）　2016年2月末日（外国人登録含む）
【計】42,914人（+46） 【女】21,324人（+45） 【男】21,590人（+1） 【世帯数】16,434戸（+40）

今
月
の
表
紙
：
琉
球
国
惣
絵
図

18
世
紀
の
琉
球
を
描
い
た
地
図
。
南
城
市
地
域
は

か
つ
て
「
東
四
間
切
（
あ
が
り
ゆ
ま
じ
り
）」
と

呼
ば
れ
、歴
史
的
に
も
由
緒
の
あ
る
土
地
で
し
た
。

「
南
城
ら
し
さ
」
の
原
点
と
言
え
ま
す
。

平
成
28
年
度 
施
政
方
針

「
南
城
ら
し
さ
」
を
活
か
し
た
そ
の
先
へ
。
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平
成
28
年
３
月
市
議
会
定
例
会
の
開
会
に
あ
た
り
、
議
員

各
位
の
ご
健
勝
を
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

日
々
の
ご
精
励
に
対
し
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。

平
成
28
年
度
の
予
算
案
を
は
じ
め
と
す
る
諸
議
案
の
説
明

に
先
立
ち
、
新
年
度
の
市
政
運
営
に
臨
む
所
信
の
一
端
を
述

べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
議
員
の
皆
様
並
び
に
市
民
の
皆
様
の

ご
理
解
、
ご
賛
同
を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

南
城
市
は
、
町
村
合
併
と
い
う
大
き
な
転
換
期
か
ら
10
年

と
い
う
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。

合
併
の
背
景
に
は
、
住
民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
・
高
度
化
、

少
子
高
齢
化
の
進
行
、
地
方
分
権
や
三
位
一
体
改
革
な
ど
、

市
町
村
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
す
る
中
で
、
地

域
行
政
の
主
体
と
な
る
地
方
自
治
体
の
自
立
が
求
め
ら
れ

て
お
り
、
合
併
当
初
は
財
政
的
に
も
大
変
厳
し
い
状
況
に

あ
り
ま
し
た
。

合
併
後
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
か
つ
て
の
東
四
間
切
と
し
て

の
一
体
化
と
と
も
に
、
郷
土
を
誇
り
に
思
い
愛
す
る
心
を
も

つ
市
民
が
生
活
の
様
々
な
分
野
で
助
け
合
い
、
譲
り
合
い
、

力
を
合
わ
せ
る「
ユ
イ
マ
ー
ル
」の
精
神
の
も
と
、「
人
と
自
然
・

文
化
が
調
和
し
た
福
寿
で
活
力
に
満
ち
た
ユ
イ
マ
ー
ル
の
ま

ち
づ
く
り
」
を
基
本
理
念
に
、「
海
と
緑
と
光
あ
ふ
れ
る
南
城

市
」
を
将
来
像
に
掲
げ
、
市
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
り
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
の
一
体
化
は
、
教
育
、
道
路
、
産
業
基
盤
等

の
整
備
は
も
と
よ
り
、
合
併
に
よ
り
生
ま
れ
た
ハ
ー
ト
の
地

形
を
活
か
し
た
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
創
出
と
独
自
の
地
域
振

興
戦
略
を
展
開
し
、
南
城
市
民
と
し
て
の
誇
り
や
調
和
、
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
醸
成
に
も
寄
与
す
る
こ
と
が
で
き
た
も

の
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
平
成
22
年
８
月
に
は
、
市
民
の
ご
理
解
と
ご
協
力

の
も
と
、
那
覇
広
域
都
市
計
画
区
域
か
ら
離
脱
し
市
単
独
区

域
へ
移
行
す
る
都
市
計
画
区
域
再
編
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ

は
全
国
的
に
も
稀
な
ま
ち
づ
く
り
の
大
転
換
で
あ
り
、
こ
れ

に
よ
り
企
業
進
出
や
集
合
住
宅
等
の
建
設
が
誘
発
さ
れ
、
子

育
て
世
代
を
中
心
と
し
た
転
入
に
よ
り
、
減
少
傾
向
に
あ
っ

た
人
口
も
増
加
に
転
じ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
多
く
の
成
果
は
、
行
政
だ
け
で
は
な
く
、
地
域

住
民
や
事
業
者
ら
が
主
役
と
な
り
、
ま
ち
の
価
値
を
新
た
に

発
見
し
、
地
域
の
魅
力
を
高
め
る
連
鎖
が
生
ま
れ
た
こ
と
に

よ
る
も
の
で
あ
り
、
様
々
な
分
野
に
お
い
て
、
南
城
市
が
注

目
さ
れ
、
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
こ
と
は
、
私
の
大
き
な

励
み
で
あ
り
誇
り
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
我
が
国
の
人
口
は
、
２
０
０
８
年
を
ピ
ー
ク
に
減

少
局
面
に
突
入
し
、
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
に
よ
り
、
地

域
経
済
の
縮
小
や
住
民
の
経
済
力
の
低
下
、
地
域
社
会
の
様
々

な
基
盤
の
維
持
が
困
難
に
な
る
時
代
を
迎
え
る
と
し
、
国
・

地
方
を
挙
げ
た
地
方
創
生
へ
の
取
り
組
み
が
始
ま
り
ま
し
た
。

沖
縄
県
に
お
い
て
も
少
子
高
齢
化
は
確
実
に
進
行
し
て
お

り
ま
す
。

今
後
の
市
政
運
営
は
、
今
後
到
来
す
る
「
人
口
減
少
・
超

高
齢
社
会
」
に
お
い
て
も
、
市
民
の
皆
様
と
と
も
に
、
さ
ら

に
地
域
力
を
磨
き
、
市
独
自
の
施
策
展
開
を
図
り
つ
つ
、〝
き

ら
り
〞
と
光
る
「
日
本
一
元
気
で
魅
力
あ
る
南
城
市
」
の
実

現
に
全
力
を
傾
け
て
ま
い
り
ま
す
。

「
南
城
ら
し
さ
」を
活
か
し
た
そ
の
先
へ
！

平
成
28
年
度 

南
城
市
施
政
方
針

市
議
会
３
月
定
例
会
に
お
い
て
、
古
謝
景
春
市
長
が
施
政
方
針
を
発
表
し
ま
し
た
。

平成28年度 南城市施政方針

施
政
方
針
と
は…

新
年
度
の
基
本
方
針
と

主
要
施
策
を
市
長
が
述
べ
る
も
の
で
す
。

今
年
度
の
南
城
市
の
方
向
性
が
見
え
ま
す
。

南城市長

古
こ

謝
じゃ

 景
けい

春
しゅん

は
じ
め
に

本
市
の
人
口
は
、
合
併
以
前
か
ら
の
若
年
層
を
中
心
と
し

た
人
口
流
出
に
よ
り
、
合
併
当
初
の
人
口
４
０
７
５
９
人
か
ら
、

平
成
20
年
３
月
に
は
４
０
３
３
２
人
ま
で
減
少
し
ま
し
た
が
、

地
域
特
性
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
や
都
市
計
画
区
域
の
見

直
し
等
に
よ
り
、
若
い
世
代
を
中
心
と
し
た
転
入
に
よ
り
人

口
は
増
加
に
転
じ
、
間
も
な
く
４
３
０
０
０
人
を
達
成
す
る

見
込
み
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

本
市
が
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
ま
ち
づ
く
り
は
、
ま

さ
に
地
方
創
生
そ
の
も
の
で
あ
り
、
平
成
28
年
度
も
引
き
続
き
、

長
期
的
な
視
点
で
時
代
の
流
れ
を
的
確
に
つ
か
み
、
さ
ら
な

る
発
展
・
飛
躍
に
向
け
て
、
７
つ
の
基
本
政
策
で
あ
る

を
柱
と
し
て
、
総
合
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。
そ
し
て

同
時
に
、
市
制
施
行
１０
年
の
節
目
を
経
て
、
新
た
な
段
階
へ
の
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
目
指
し
、
去
る
２
月
に
策
定
し
た
「
南
城
市
人

口
ビ
ジ
ョ
ン
」
及
び
「
南
城
ち
ゃ
ー
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｊ
Ｕ
　
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
創

生
戦
略
」
に
基
づ
く
取
り
組
み
に
も
着
手
し
て
ま
い
り
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
平
成
28
年
度
の
重
点
的
な
施
策
に
つ
い
て
、

７
つ
の
基
本
政
策
に
沿
っ
て
、
そ
の
概
要
を
ご
説
明
申
し
上

げ
ま
す
。

（
１
）地
域
に
根
ざ
し
た
活
力
あ
る

　
　
産
業
の
ま
ち
づ
く
り

ま
ず
、「
地
域
に
根
ざ
し
た
活
力
あ
る
産
業
の
ま
ち
づ
く
り
」

に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

農
水
産
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
国
の
「
農
林
水
産
業
・

地
域
の
活
力
創
造
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
農
水
産
業
を
足
腰

の
強
い
産
業
と
し
て
い
く
た
め
の
政
策
と
、
農
業
・
農
村
の

有
す
る
多
面
的
機
能
の
維
持
・
発
揮
を
図
る
た
め
の
政
策
を

推
進
し
、
関
係
者
一
体
と
な
っ
て
、
課
題
の
解
決
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
平
成
27
年
10
月
に
大
筋
合
意
の

さ
れ
た
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ
き
ま
し
て
も
、
農
家
の
不
安
を
払
拭
す

る
よ
う
国
及
び
県
に
よ
る
対
策
の
実
施
状
況
を
注
視
し
て
ま

い
り
ま
す
。

農
業
に
つ
い
て
は
、
農
業
振
興
計
画
の
策
定
に
取
り
組
み
、

農
業
経
営
の
規
模
拡
大
や
農
業
へ
の
新
規
参
入
に
よ
る
農
地

利
用
の
効
率
化
・
高
度
化
を
促
進
し
、
農
業
の
生
産
向
上
を

図
っ
て
い
く
た
め
、
農
地
中
間
管
理
事
業
を
国
・
県
の
関
係

機
関
と
連
携
し
て
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
持
続
可

能
な
力
強
い
農
業
を
実
現
す
る
た
め
、
青
年
就
農
給
付
金
事

業
や
新
規
就
農
一
貫
支
援
事
業
な
ど
、
担
い
手
人
材
を
育
成

す
る
支
援
事
業
を
引
き
続
き
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
自
然
災

害
か
ら
農
作
物
を
守
る
対
策
と
し
て
、
既
存
の
農
業
用
施
設

の
強
化
補
強
や
防
風
壁
の
整
備
、
ま
た
災
害
に
強
い
農
業
施

設
の
設
置
に
つ
い
て
も
支
援
し
、
農
作
物
の
安
定
生
産
に
よ

る
農
家
の
所
得
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

農
業
生
産
基
盤
整
備
に
つ
い
て
は
、
農
業
生
産
の
基
礎
と

な
る
農
業
用
水
の
安
定
供
給
を
目
指
し
、
引
き
続
き
、
か
ん

が
い
施
設
整
備
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
農
道
、
農
業
用

用
排
水
施
設
を
計
画
的
に
整
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

畜
産
に
つ
い
て
は
、
優
良
繁
殖
牛
お
よ
び
優
良
乳
用
牛
の

リ
ー
ス
支
援
事
業
に
よ
る
繁
殖
雌
牛
、
乳
用
牛
の
改
良
増
殖
や
、

優
良
種
豚
導
入
に
よ
る
生
産
性
の
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
畜
産
の
悪
臭
や
排
泄
物
対
策
に
つ
い
も
、
引
き

続
き
関
係
者
と
連
携
協
力
し
、
バ
イ
オ
マ
ス
活
用
の
検
討
を

行
い
改
善
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

水
産
業
に
つ
い
て
は
、
安
全
・
安
心
な
水
産
物
の
安
定
的

な
供
給
に
向
け
、
漁
業
者
の
利
用
形
態
に
即
し
た
水
産
基
盤

の
整
備
拡
充
を
図
る
と
と
も
に
、
漁
業
協
同
組
合
を
は
じ
め

関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
漁
業
者
の
所
得
の
向
上
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

農
水
産
業
の
６
次
産
業
化
に
つ
い
て
も
、
地
域
特
性
に
あ
っ

た
生
産
か
ら
流
通
ま
で
の
仕
組
み
づ
く
り
や
地
元
資
源
を
活

か
し
た
付
加
価
値
を
高
め
る
産
品
の
開
発
な
ど
に
、
意
欲
あ

る
農
水
産
業
者
の
皆
さ
ま
が
主
体
と
な
っ
て
取
り
込
め
る
よ

う
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

商
工
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
商
工
会
と
連
携
を
図
り
つ

つ
市
内
事
業
者
に
対
す
る
支
援
を
引
き
続
き
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。

平
成
27
年
は
、
地
域
に
お
け
る
創
業
の
促
進
を
目
的
と
し

た
「
創
業
支
援
事
業
計
画
」
を
策
定
し
経
済
産
業
省
よ
り
認

定
を
頂
き
ま
し
た
。
こ
の
事
業
計
画
に
基
づ
き
関
係
機
関
と

の
連
携
に
よ
る
創
業
者
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
雇
用
環
境

の
更
な
る
改
善
を
目
指
し
、「
南
城
市
雇
用
創
出
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
」
を
総
合
戦
略
施
策
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
、
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、
第
二
次
観
光
振
興
計
画
と
観
光

施
設
危
機
管
理
計
画
の
策
定
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
安
座
真
ム
ラ
ヤ
ー
に
続
き
、
今
年
、
前
川
ム

ラ
ヤ
ー
が
完
成
し
、
現
在
知
名
ム
ラ
ヤ
ー
が
建
設
中
と
な
っ

て
お
り
、
地
域
と
連
携
し
様
々
な
事
業
を
行
い
つ
つ
、
地
域

活
性
化
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

２ 

平
成
28
年
度
の
重
点
施
策
に
つ
い
て

１ 

市
政
運
営
の
基
本
姿
勢

昨
年
に
引
き
続
き
県
外
主
要
都
市
に
て
南
城
市
の
魅
力
を

発
信
す
る
た
め
の
観
光
と
物
産
の
Ｐ
Ｒ
活
動
の
展
開
及
び
世

界
遺
産
「
斎
場
御
嶽
」
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
の
運
用
を
開
始
し
、

聖
地
と
し
て
の
理
解
も
深
め
て
頂
く
取
り
組
み
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

新
産
業
の
創
出
に
つ
い
て
は
、
南
部
東
道
路
の
整
備
や
那

覇
空
港
の
拡
張
、
国
際
物
流
ハ
ブ
化
等
に
伴
う
地
域
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
の
向
上
、
巨
大
市
場
を
生
み
出
す
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
絶
好
の

チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
官
民
連
携
に
よ
る
地
域
特
産
物
の
国
内

外
へ
の
販
路
拡
大
、
未
利
用
資
源
の
他
分
野
活
用
に
よ
る
新

た
な
産
業
創
出
、
創
業
支
援
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
本
市
で
は
、
新
庁
舎
建
設
に
伴
う
大
里
庁
舎
の

跡
地
利
用
に
つ
い
て
、
民
間
事
業
者
か
ら
提
案
を
公
募
し
、

去
る
１
月
に
Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
を
優
先
交
渉
事
業
者
と
し
て

決
定
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
本
市
の
恵
ま
れ
た
自
然
環

境
と
共
存
可
能
な
優
良
企
業
等
の
誘
致
に
取
り
組
む
な
ど
、

本
市
の
多
様
な
地
域
資
源
、
財
産
を
フ
ル
活
用
し
て
、
自

立
可
能
な
就
労
の
場
を
創
り
出
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

（
２
）心
豊
か
な
人
材
を
育
む

　
　
教
育
・
文
化
の
ま
ち
づ
く
り

次
に
、「
心
豊
か
な
人
材
を
育
む
教
育
・
文
化
の
ま
ち
づ
く

り
」
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

南
城
市
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
ふ
る
さ
と
に
誇

り
と
愛
着
を
持
ち
、
心
身
と
も
に
健
や
か
に
成
長
す
る
こ
と
は
、

全
て
の
市
民
の
願
い
で
す
。
教
育
環
境
を
整
備
し
、
学
校
教

育
と
社
会
教
育
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
生
涯
学
習
を
通

し
て
教
育
・
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
平
成
27
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
「
南
城
市
教
育

の
日
」
の
充
実
に
努
め
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
教
育
力
の

向
上
を
図
る
た
め
の
取
組
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

学
校
教
育
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
電
子
黒
板
の
整
備
、
校

内
L
A
N
の
整
備
等
を
行
い
、
学
校
の
情
報
化
を
さ
ら
に
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
保
育
園
・
幼
稚
園
・
小
学
校

の
交
流
・
連
携
を
引
き
続
き
充
実
さ
せ
、
学
び
の
基
礎
力
の

育
成
に
取
り
組
み
ま
す
。
さ
ら
に
、
玉
城
幼
稚
園
と
大
里
南

幼
稚
園
の
２
園
を
利
用
し
た
土
曜
日
の
一
時
預
か
り
事
業
を

引
き
続
き
実
施
し
、
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
、
子
育
て

支
援
、
幼
児
教
育
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

小
学
校
・
中
学
校
で
は
、
学
力
向
上
を
最
重
要
課
題
と
し

て
取
り
組
ん
だ
成
果
が
徐
々
に
表
れ
て
お
り
、今
後
と
も
、知
・

徳
・
体
の
調
和
の
と
れ
た
児
童
生
徒
の
育
成
に
努
め
、
さ
ら
に
、

４
地
区
の
学
習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
に
よ
る
学
校
支
援

を
実
施
し
、
教
育
活
動
の
充
実
と
地
域
の
活
性
化
に
向
け
た

環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
平
成
27

年
度
に
馬
天
小
学
校
に
開
室
し
た
県
立
島
尻
特
別
支
援
学
校

の
分
教
室
に
つ
い
て
は
、
障
が
い
児
が
地
域
の
学
校
に
通
う

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
の
モ
デ
ル
と
し
て
、「
地
域
の
子
供
は

地
域
で
育
て
る
」
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
継
続
し
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

国
際
的
な
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、
引
き
続
き
教
育
課
程

特
例
校
と
し
て
生
き
た
英
語
教
育
を
実
践
す
る
と
と
も
に
Ｅ

Ｓ
Ｌ
キ
ャ
ン
プ
や
英
語
検
定
受
検
者
へ
の
支
援
・
拡
充
に
よ
り
、

実
用
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
選
挙
制
度
が
一
部
改
正
さ
れ
、
選
挙
権
年
齢
が
18

歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
る
事
に
伴
い
児
童
生
徒
の
市
議
会
の
傍

聴
、
子
供
議
会
の
開
催
等
、
主
権
者
教
育
強
化
に
も
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

学
校
施
設
等
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
馬
天
小
学
校
空
調
設

備
工
事
、
玉
城
中
学
校
図
書
館
・
技
術
教
室
・
パ
ソ
コ
ン
教

室
改
築
工
事
及
び
久
高
小
中
学
校
太
陽
光
発
電
設
備
工
事
を

引
き
続
き
実
施
す
る
と
と
も
に
、
玉
城
中
学
校
武
道
場
・
屋

外
水
泳
プ
ー
ル
改
築
工
事
、
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
キ
ャ
ン
プ
等
受

入
施
設
の
実
施
設
計
に
着
手
し
ま
す
。
ま
た
、
大
里
北
小
学

校
の
改
築
事
業
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
用
地
確
保
に
努
め

な
が
ら
、
校
舎
・
体
育
館
及
び
運
動
場
の
実
施
設
計
と
敷
地

造
成
工
事
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

地
域
文
化
振
興
に
つ
い
て
は
、『
南
城
市
歴
史
文
化
基
本
構

想
』
等
に
基
づ
き
、
地
域
資
源
の
調
査
や
国
指
定
の
史
跡
整

備
に
関
連
し
た
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、「
尚

巴
志
活
用
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
実
施
事
業
」
で
は
、
文
化
振
興
・

地
域
振
興
・
人
材
育
成
等
の
事
業
と
結
び
つ
け
、
関
係
す
る

機
関
と
連
携
し
た
事
業
を
展
開
い
た
し
ま
す
。

世
界
遺
産
「
斎
場
御
嶽
」
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
得
ら
れ
た

調
査
成
果
を
基
に
琉
球
王
国
最
高
聖
地
の
保
護
と
活
用
に
つ

い
て
、
関
係
機
関
と
の
議
論
を
重
ね
な
が
ら
そ
の
魅
力
を
最

大
限
に
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

市
史
編
さ
ん
事
業
に
つ
い
て
は
、「
グ
ス
ク
」「
御
嶽
」「
戦
争
」

「
民
俗
」の
発
刊
に
向
け
て
作
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

前
年
度
に
続
き
「
集
落
域
文
化
遺
産
サ
イ
ン
整
備
事
業
」
を

推
進
し
、
本
市
の
魅
力
発
信
と
と
も
に
住
民
と
観
光
客
等
と

の
交
流
促
進
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

市
民
の
文
化
芸
術
振
興
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
発
信
拠

点
で
あ
る
文
化
セ
ン
タ
ー
・
シ
ュ
ガ
ー
ホ
ー
ル
の
施
設
機
能

強
化
事
業
を
実
施
し
、
音
楽
専
用
ホ
ー
ル
と
し
て
の
機
能
や

ク
オ
リ
テ
ィ
ー
を
よ
り
一
層
高
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

市
制
施
行
10
周
年
記
念
事
業
創
作
オ
ペ
ラ
に
続
き
今
年
度
は
、

市
民
協
働
を
活
か
し
た
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
創
作
し
、
創
造
的

な
音
楽
芸
術
活
動
の
展
開
に
よ
る
利
用
者
の
増
加
、
県
立
芸

術
大
学
と
の
包
括
連
携
で
地
域
に
残
る
伝
統
文
化
や
芸
能
の

保
存
・
継
承
等
に
よ
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
を
図

る
と
と
も
に
、
今
後
の
シ
ュ
ガ
ー
ホ
ー
ル
の
管
理
・
運
営
、

更
な
る
事
業
展
開
を
見
据
え
、
引
き
続
き
指
定
管
理
者
制
度

の
検
討
・
調
査
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

平
和
学
習
拠
点
「
糸
数
ア
ブ
チ
ラ
ガ
マ
」
に
つ
い
て
は
、

第
二
次
大
戦
の
遺
物
の
大
砲
や
魚
雷
を
展
示
す
る
と
と
も
に
、

入
壕
者
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
行
う
た

め
の
危
険
度
調
査
を
実
施
し
、
平
和
の
尊
さ
を
実
感
で
き
る

教
育
の
場
と
し
て
活
用
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
３
）温
も
り
あ
ふ
れ
る
福
寿

　
　（
健
康
・
福
祉
）の
ま
ち
づ
く
り

次
に
、「
温
も
り
あ
ふ
れ
る
福
寿
（
健
康
・
福
祉
）
の
ま
ち

づ
く
り
」
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

心
と
体
の
健
康
づ
く
り
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
市
民
が
い

き
い
き
と
心
豊
か
に
活
動
す
る
た
め
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に

応
じ
た
健
康
増
進
の
取
り
組
み
が
重
要
で
、
か
つ
、
生
活
習

慣
病
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、
早
期
に
対
策
を
講
じ
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
根
幹
と
な
る
対
策
と
し
て
定
め
た
「
デ
ー

タ
ヘ
ル
ス
計
画
（
保
健
事
業
実
施
計
画
）」
に
基
づ
き
、
本
市

の
健
康
課
題
で
も
あ
る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
起

因
す
る
「
虚
血
性
心
疾
患
・
脳
血
管
疾
患
・
糖
尿
病
性
腎
症
」

の
発
症
予
防
・
重
症
化
予
防
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

心
臓
、
脳
、
腎
臓
の
病
因
と
な
る
動
脈
硬
化
発
症
の
共
通

点
は
、「
血
管
内
皮
機
能
低
下
」
か
ら
は
じ
ま
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
有
所
見
者
を
対
象
と
し
た
２
次
健
診
に
て
、

血
管
内
皮
機
能
検
査
（
F
M
D
）
を
取
り
入
れ
、
機
能
低
下

を
早
期
に
発
見
し
生
活
習
慣
改
善
が
図
れ
る
よ
う
支
援
を
強

化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
医
療
費
適
正
化
に
つ
い
て
は
、
と
り
わ
け
糖
尿
病

等
に
よ
る
腎
対
策
が
重
要
と
な
る
た
め
、
対
象
者
を
選
定
し

保
険
者
、
大
学
（
腎
専
門
医
）、
開
業
医
と
連
携
し
対
策
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
平
成
28
年
度
も
引
き
続
き
Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ
サ
イ
ク
ル
に
基
づ
い
た
保
健
事
業
を
実
践
し
医
療
費
の
適

正
化
に
努
め
ま
す
。

健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、
一
括
交
付
金
を

活
用
し
た
健
康
教
室
等
の
開
催
、
児
童
生
徒
へ
の
生
活
習
慣

病
予
防
対
策
、
お
よ
び
保
健
指
導
等
を
実
施
し
、
そ
の
効
果

等
を
調
査
検
証
し
な
が
ら
、
地
域
組
織
等
へ
の
健
康
教
育
活

動
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
南
城
市
高
齢
者
保

健
福
祉
計
画
に
基
づ
き
、
各
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
を
図
り
、

高
齢
者
等
の
生
き
が
い
づ
く
り
や
地
域
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、「
高
齢
者
が
要
介
護
状
態
に

な
っ
て
も
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
が
継
続
で
き
る
」
を

基
本
と
し
た
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
努
め
る
と
と

も
に
、
地
域
支
援
事
業
に
よ
る
地
域
ふ
れ
あ
い
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
等
の
実
施
、
更
に
は
、
今
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
介

護
予
防
・
日
常
生
活
総
合
事
業
の
実
施
に
よ
り
、
介
護
予
防

に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
認
知
症
施
策
に
つ
い
て
は
、
市
内
高
齢
者
福
祉
施

設
と
の
連
携
の
も
と
、
認
知
症
の
早
期
発
見
、
重
度
化
防
止

に
努
め
る
と
同
時
に
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
地
域
で
の
増

員
に
取
り
組
み
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
医
療
費
が
年
々
伸
び

続
け
て
お
り
非
常
に
厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
り
ま
す
。
現
在
、

国
に
沖
縄
県
の
特
殊
事
情
を
考
慮
し
た
財
政
支
援
を
要
請
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
年
か
ら
特
別
調
整
交
付
金
の
上

積
み
が
確
定
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
も
引
続
き
粘
り
強
く

要
請
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
に
つ
い
て
は
、
沖
縄
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
と
連
携
を
強
化
し
、
健
康
の
保
持
増
進
を
図
り

長
寿
健
診
の
実
施
等
医
療
費
の
抑
制
を
図
り
安
定
的
な
事
業

運
営
に
努
め
ま
す
。

国
民
年
金
に
つ
い
て
は
、
年
金
受
給
者
数
は
年
々
増
加

し
市
民
生
活
の
向
上
に
大
き
く
貢
献
し
て
お
り
ま
す
。
広

報
活
動
や
年
金
相
談
な
ど
を
通
じ
、
制
度
の
周
知
を
図
る

と
と
も
に
、
年
金
事
務
所
と
連
携
し
て
市
民
の
年
金
受
給

権
の
獲
得
に
努
め
ま
す
。

子
育
て
支
援
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
子
育
て
支
援

の
ニ
ー
ズ
調
査
を
踏
ま
え
策
定
し
た
「
南
城
市
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
事
業
計
画
」
に
掲
げ
る
各
種
施
策
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
平
成
27
年
度
か
ら
施
行
さ
れ
た
子
ど
も
・
子
育
て

新
制
度
に
お
け
る
、
多
様
化
す
る
保
育
・
子
育
て
ニ
ー
ズ
へ

の
対
応
策
を
必
要
に
応
じ
検
討
し
な
が
ら
、
子
育
て
支
援
の

充
実
強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
女
性
の
社
会

進
出
を
推
進
す
る
た
め
、
仕
事
と
育
児
を
両
立
で
き
る
よ
う

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
支
援
を
継
続
す
る
と
と

も
に
、
病
児
・
病
後
児
保
育
事
業
や
子
育
て
世
代
の
就
労
支

援
に
努
め
ま
す
。

母
子
保
健
事
業
に
つ
い
て
は
、
母
性
並
び
に
乳
幼
児
の
健

康
の
保
持
増
進
を
図
る
た
め
、
き
め
細
か
な
乳
幼
児
健
診
の

実
施
や
市
独
自
の
健
康
相
談
を
充
実
す
る
な
ど
、
毎
年
、
効

率
の
よ
い
改
善
策
を
講
じ
な
が
ら
保
健
指
導
の
質
を
高
め
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
妊
婦
に
お
い
て
も
引
き
続
き
マ
タ
ニ

テ
ィ
教
室
を
開
催
し
、
出
産
・
育
児
に
関
す
る
保
健
指
導
を

一
層
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
に
つ
い
て
は
、
入
院
医
療
費
の

対
象
年
齢
を
中
学
校
卒
業
時
ま
で
、
通
院
医
療
費
に
つ
い
て

は
対
象
年
齢
を
小
学
校
就
学
前
ま
で
引
き
上
げ
、
子
育
て
世

代
の
負
担
軽
減
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
県
と
の
連
携

を
強
化
し
、
対
象
年
齢
の
拡
充
に
向
け
て
努
め
ま
す
。

待
機
児
童
解
消
の
対
策
に
つ
い
て
は
、
市
立
保
育
所
及
び

法
人
保
育
園
の
定
員
の
弾
力
運
用
を
活
用
す
る
と
と
も
に
、

認
可
外
保
育
施
設
の
認
可
化
移
行
支
援
事
業
に
取
り
組
み
、

法
人
保
育
園
を
増
す
こ
と
に
よ
り
入
所
定
員
の
拡
大
を
図
り
、

平
成
30
年
度
４
月
１
日
時
点
で
待
機
児
童
解
消
を
目
指
し
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
市
立
保
育
所
の
民
営
化
に
つ
い
て
は
、

市
立
保
育
所
７
か
所
の
う
ち
６
ヶ
所
を
民
営
化
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
民
間
活
力
の
導
入
を
図
る
た
め
、
残
り
１
ヶ
所
の

市
立
み
ど
り
保
育
所
の
民
営
化
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
法
人
保
育
園
で
の
通
常
保
育
を
は
じ
め
、
延
長
保

育
事
業
等
の
各
種
事
業
に
取
り
組
み
、
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に

応
じ
た
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

学
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
は
、
平
成
26
年
度
よ
り
実
施
し
て

い
る
公
的
施
設
移
行
事
業
を
推
進
し
、
市
内
小
学
校
敷
地
内

へ
の
施
設
整
備
を
進
め
、
放
課
後
の
子
ど
も
の
安
全
・
安
心

な
居
場
所
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

障
害
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の

解
消
を
目
的
と
す
る
「
障
害
者
差
別
解
消
法
」
が
４
月
１
日

か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。「
沖
縄
県
障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も

共
に
暮
ら
し
や
す
い
社
会
づ
く
り
条
例
」
の
周
知
を
図
る
と

と
も
に
、
障
害
者
総
合
支
援
法
や
南
城
市
障
が
い
者
計
画
、

障
が
い
福
祉
計
画
に
基
づ
い
た
、
自
立
支
援
給
付
や
地
域
生

活
支
援
事
業
の
展
開
及
び
障
害
者
虐
待
防
止
、
成
年
後
見
人

制
度
な
ど
の
権
利
擁
護
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

障
害
者
の
地
域
活
動
及
び
相
談
支
援
に
つ
い
て
は
、
地
域

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
体
制
強
化
、
利
用
促
進
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

相
談
・
療
育
に
つ
い
て
は
、
家
庭
相
談
員
、
女
性
相
談
員

を
継
続
配
置
し
、
家
庭
児
童
相
談
や
女
性
相
談
業
務
の
充
実

を
図
る
と
と
も
に
、
臨
床
心
理
士
の
継
続
配
置
に
よ
り
親
子

通
園
事
業
所
へ
の
巡
回
指
導
を
強
化
し
、
発
達
障
が
い
児
に

関
す
る
窓
口
相
談
業
務
も
含
め
、
相
談
及
び
療
育
の
支
援
体

制
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

母
子
・
寡
婦
・
父
子
家
庭
に
つ
い
て
は
、
児
童
扶
養
手
当

の
支
給
、
ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
母
子
・
父
子
医
療
費
助
成
や

就
職
に
有
利
と
な
る
よ
う
な
資
格
取
得
の
た
め
の
、
母
子
家

庭
等
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金
等
事
業
を
継
続
し
、
さ
ら
に
、

南
城
市
母
子
寡
婦
福
祉
会
や
関
係
機
関
と
の
連
携
を
強
化
し

な
が
ら
、
母
子
家
庭
等
の
生
活
基
盤
や
子
育
て
支
援
の
強
化

を
図
り
、
生
活
の
負
担
を
軽
減
し
子
ど
も
の
健
全
な
育
成
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ
い
て
は
、
平
成
28
年
度
新
た
に

実
施
さ
れ
る
「
沖
縄
子
供
の
貧
困
緊
急
対
策
事
業
」
を
実
施
し
、

食
事
の
提
供
や
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
を
行
う
と
と
も
に
、

教
育
委
員
会
と
連
携
し
、
子
ど
も
の
貧
困
対
策
支
援
員
を
配

置
し
、
関
係
各
課
と
横
断
的
に
情
報
共
有
し
事
業
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

昨
年
度
に
施
行
さ
れ
た
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
に
基
づ

く
、
自
立
支
援
事
業
と
住
居
確
保
給
付
金
支
給
事
業
に
つ
い

て
は
、
今
年
度
も
２
人
の
相
談
支
援
員
を
配
置
し
、
生
活
困

窮
者
の
早
期
発
見
や
見
守
り
の
た
め
の
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
構
築
す
る
と
と
も
に
、
庁
内
関
連
課
や
関
係
機
関
と
の
連

携
を
図
り
な
が
ら
個
々
人
の
状
況
に
応
じ
た
適
切
な
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。
去
る
８
月
に
は
、
福
祉
事
務
所

内
に
生
活
困
窮
者
等
の
自
立
に
向
け
た
就
労
支
援
を
行
う
事

を
目
的
に
、
地
方
公
共
団
体
無
料
職
業
紹
介
事
業
所
「
南
城

市
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
相
談
者
の
ニ
ー

ズ
へ
の
迅
速
な
対
応
を
目
指
す
べ
く
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
求
人

情
報
オ
ン
ラ
イ
ン
提
供
利
用
申
請
を
行
い
、
本
年
４
月
か
ら

那
覇
公
共
職
業
安
定
所
に
お
け
る
職
業
紹
介
関
連
情
報
が
提

供
さ
れ
る
予
定
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
生
活
困
窮
者
等
の
就

労
意
欲
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
は
、
国
の
補
助
事
業
を
活
用
し
て
、
新
規
に

婚
姻
し
た
低
所
得
世
帯
を
対
象
に
、
住
宅
の
取
得
や
賃
借
等

に
係
る
経
費
の
一
部
を
支
援
し
、
稼
働
年
齢
層
の
定
住
促
進

と
少
子
化
対
策
の
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

全
国
的
に
急
速
な
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
南

城
市
に
は
、
元
気
な
高
齢
者
が
多
く
お
り
、
生
き
が
い
と
就

労
の
場
と
し
て
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
活
動
に
つ
い

て
も
支
援
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
４
）市
民
と
相
互
理
解
を
深
め
る

　
交
流
の
ま
ち
づ
く
り

次
に
「
市
民
と
相
互
理
解
を
深
め
る
交
流
の
ま
ち
づ
く
り
」

に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
は
４
年
に
一
度
の
第
３
回
南
城
市
ま
つ
り
の
開
催
年

度
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
回
の
ま
つ
り
に
お
い
て
は
、
市

制
施
行
10
周
年
式
典
を
開
催
し
全
市
民
で
祝
う
と
と
も
に
、

地
域
間
の
相
互
理
解
と
交
流
を
深
め
、
市
民
と
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
を
一
層
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
郷
土
に
伝
わ
る
伝
統
芸
能
や
御
新
下
り
（
お
あ
ら

お
り
）
を
開
催
す
る
こ
と
で
、
伝
統
芸
能
の
保
存
継
承
、
技

術
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
本
市
の
歴
史
・
文
化
を
学
習

し
郷
土
に
誇
り
と
愛
着
を
持
っ
た
人
材
を
育
成
し
、
地
域
活

性
化
を
図
り
ま
す
。

国
内
・
国
際
交
流
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
昨
年
、
姉
妹
都

市
盟
約
20
周
年
と
い
う
節
目
の
年
を
迎
え
た
宮
崎
県
高
千
穂

町
と
は
、
今
後
、
よ
り
一
層
若

い
世
代
や
商
工
・
観
光
関
連
の

交
流
を
図
り
、
官
民
を
挙
げ
て

交
流
を
深
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
中
国
江
陰
市
と
の
友
好

都
市
締
結
に
向
け
協
議
し
て
ま

い
り
ま
す
。

10
月
に
は
、
移
住
者
世
代
の

功
績
を
讃
え
る
と
と
も
に
、
沖

縄
が
誇
る
人
的
財
産
で
あ
る
海

外
の
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
と
絆
を

深
め
る
た
め
「
第
６
回
世
界
の

ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
大
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
本
市
に
ゆ
か
り

の
あ
る
大
会
参
加
者
の
皆
さ
ま

を
お
招
き
し
、
市
民
と
の
交
流

を
通
じ
、
南
城
市
へ
の
理
解
が
深
ま
る
よ
う
、
市
内
観
光
や

交
流
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
の
開
催
な
ど
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
南
城
市
海
外
移
住
者
子
弟
の
研
修
生
を
受
け
入
れ
、

技
術
等
の
習
得
及
び
市
民
と
の
交
流
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

「
尚
巴
志
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」、「
Ｅ
Ｃ
Ｏ
ス
ピ
リ
ッ
ト
ラ

イ
ド
＆
ウ
ォ
ー
ク
ｉ
ｎ
南
城
市
」、
を
引
き
続
き
開
催
し
、
更

な
る
内
容
の
充
実
を
図
り
、
本
市
の
魅
力
発
信
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
体
育
協
会
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
等
と
の
連
携

を
図
り
指
導
者
の
育
成
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
推
進
体

制
の
充
実
、
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
キ
ャ
ン
プ
受
入
の
拡
充
、
陸
上
競

技
場
の
施
設
機
能
の
強
化
等
を
進
め
て
い
く
と
と
も
に
、
市
民

の
ス
ポ
ー
ツ
に
携
わ
る
機
会
を
増
や
し
、
健
康
増
進
の
た
め

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
」「
壮
年
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
を
開
催
し
、
市

民
が
交
流
を
持
て
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

多
様
な
交
流
を
活
発
に
す
る
情
報
基
盤
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
教
育
や
防
災
な
ど
、
様
々
な
分
野
で
高
度
な
市
民
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
の
基
盤
と
な
る
「
地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ

ト
」
の
耐
用
年
数
と
新
庁
舎
建
設
計
画
が
同
時
期
と
な
る
こ

と
か
ら
、
庁
舎
建
設
に
合
わ
せ
て
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
再
構
築

の
検
討
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

広
域
行
政
の
強
化
に
つ
い
て
は
、
南
部
東
道
路
や
観
光
振

興
将
来
拠
点
（
中
核
地
）
等
の
整
備
と
併
せ
、
南
部
観
光
の

振
興
に
資
す
る
施
設
整
備
及
び
公
共
交
通
体
系
の
構
築
な
ど
、

広
域
で
の
対
応
が
不
可
欠
な
分
野
に
お
い
て
、
国
や
県
、
関

係
市
町
村
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
具
体
的
な
取
組
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

（
５
）安
全
で
安
心
、快
適
な
暮
ら
し
を

　
支
え
る
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

次
に
「
安
全
で
安
心
、
快
適
な
暮
ら
し
を
支
え
る
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

本
市
は
、
都
市
計
画
区
域
再
編
に
伴
い
、
住
宅
開
発
や

企
業
立
地
が
進
展
し
、
さ
ら
に
は
南
部
東
道
路
の
着
工
、

新
庁
舎
建
設
事
業
お
よ
び
観
光
振
興
将
来
拠
点
事
業
の
大

規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
展
も
見
ら
れ
る
な
ど
、
ま
ち
づ

く
り
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
し
て
お
り
ま
す
。

昨
年
10
月
、
本
市
は
、
こ
う
し
た
情
勢
変
化
に
あ
わ
せ
て
、

一
体
的
な
都
市
づ
く
り
の
〝
そ
の
先
〞
を
見
据
え
、
南
城

市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
改
訂
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
本
市
の
「
南
城
ち
ゃ
ー
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｊ
Ｕ
　
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ

創
生
戦
略
」
で
は
、
市
中
央
部
に
お
い
て
先
導
的
都
市
拠
点

の
創
出
も
重
点
戦
略
と
し
て
位
置
づ
け
て
お
り
、
南
城
市
ら

し
い
自
然
・
歴
史
文
化
遺
産
・
景
観
と
の
調
和
を
図
り
つ
つ
、

生
活
や
都
市
活
動
の
場
を
充
実
す
る
計
画
的
な
土
地
利
用
等

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

交
通
体
系
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
国
道
３
３
１
号
、
主
要

県
道
を
核
と
し
た
効
率
・
効
果
的
な
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

形
成
、
市
全
域
の
一
体
化
を
図
り
、
利
便
性
を
高
め
て
ま
い

り
ま
す
。
そ
の
一
つ
と
な
る
南
部
東
道
路
整
備
は
、
平
成
27

年
５
月
よ
り
工
事
に
着
手
し
て
お
り
、
今
後
も
、
沖
縄
県
及

び
南
風
原
町
と
連
携
し
事
業
の
早
期
完
成
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
基
幹
道
路
の
国
道
３
３
１
号
で
は
、

交
通
環
境
改
善
や
児
童
生
徒
の
通
学
時
の
安
全
確
保
の
た
め
、

津
波
古
地
区
道
路
改
良
事
業
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
バ
ス
停

の
設
置
な
ど
主
要
道
路
に
か
か
る
整
備
必
要
箇
所
は
、
早
期

事
業
化
に
向
け
て
要
請
し
て
ま
い
り
ま
す
。

市
道
整
備
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
運
座
新
開
線
を
事
業
化

し
、
南
風
原
田
原
線
、
南
風
原
福
原
線
、
西
原
南
風
原
線
、

大
里
南
小
学
校
線
、
喜
良
原
新
里
長
作
原
線
、
新
開
田
原
線
、

船
越
大
城
線
、
前
川
當
山
線
、
大
里
城
趾
連
絡
線
、
新
開
中

央
線
、
嶺
井
土
改
１
号
〜
高
俣
線
は
引
き
続
き
、
完
成
に
向

け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
そ
の
他
市
道
整
備
に
つ
い
て

は
、
平
成
22
年
度
に
策
定
し
た
南
城
市
道
路
網
整
備
計
画
の

見
直
し
を
行
い
、
補
助
事
業
の
新
規
採
択
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

新
た
な
公
共
交
通
の
確
保
に
向
け
、
試
験
運
行
し
て
き
た

デ
マ
ン
ド
交
通
「
お
で
か
け
な
ん
じ
ぃ
」
は
、
平
成
28
年
度

よ
り
本
格
運
行
へ
移
行
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
実
証
実
験
事

業
結
果
を
踏
ま
え
、
利
用
者
拡
大
、
効
率
運
行
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
南
部
東
道
路
整
備
、
新
庁
舎
建
設
お
よ
び
観
光
振

興
将
来
拠
点
整
備
等
を
見
据
え
、
本
市
の
公
共
交
通
体
系
の

改
善
に
向
け
、
バ
ス
事
業
者
等
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が

ら
調
査
・
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

港
湾
整
備
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
管
理
者
で
あ
る
県
と

連
携
し
中
城
湾
港
馬
天
港
、
仲
伊
保
港
、
安
座
真
港
、
徳
仁

港
の
港
湾
施
設
の
改
修
促
進
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
佐
敷

地
区
港
湾
計
画
の
見
直
し
に
向
け
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
南
城
市
水
道
事
業
基
盤
整
備
計

画
に
基
づ
き
、
安
定
的
な
水
の
供
給
を
行
う
た
め
各
水
道
施

設
の
再
構
築
や
新
設
、
老
朽
化
施
設
の
計
画
的
な
更
新
並
び

に
水
道
施
設
の
耐
震
化
整
備
を
平
成
28
年
度
も
引
き
続
き
取

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
水
道
事
業
経
営
に
つ
い
て
は
、
水
質
、

施
設
の
管
理
強
化
を
図
り
、
公
営
企
業
経
営
の
基
本
を
踏
ま

え
な
が
ら
、
経
営
の
健
全
化
・
効
率
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、地
域
住
民
の
生
活
環
境
、河
川
・

海
域
な
ど
、
公
共
水
域
の
水
質
保
全
を
目
的
に
整
備
促
進
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
未
整
備
地
域
に
お
い
て
は
、
効
率
的

な
整
備
計
画
及
び
事
業
選
択
等
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
既
設
処
理
施
設
に
お
い
て
は
、
順
次
機

能
強
化
事
業
に
向
け
て
の
団
体
営
調
査
設
計
業
務
を
行
い
、

施
設
統
合
も
踏
ま
え
た
長
寿
命
化
対
策
に
向
け
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。
下
水
道
事
業
運
営
に
つ
い
て
は
、
接
続
推
進

活
動
を
継
続
し
て
行
い
、
さ
ら
な
る
経
営
努
力
を
図
り
、
健

全
な
事
業
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

地
域
に
根
ざ
し
た
循
環
型
社
会
の
形
成
に
つ
い
て
は
、
引

き
続
き
市
民
へ
の
ご
み
問
題
の
市
民
意
識
の
啓
発
を
図
り
、

更
な
る
ご
み
の
減
量
化
や
資
源
の
再
生
利
用
に
取
り
組
み
、

不
法
投
棄
等
に
つ
い
て
は
、
不
法
投
棄
未
然
防
止
事
業
で
導

入
し
た
監
視
カ
メ
ラ
・
防
止
ネ
ッ
ト
に
よ
る
対
策
、
山
間
部

の
パ
ト
ロ
ー
ル
や
看
板
の
設
置
等
を
行
い
、
不
法
投
棄
等
に

対
す
る
市
民
意
識
の
啓
発
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
総
合
的
な
環
境
対
策
の
取
り
組
み
と
し
て
、
公
共

施
設
等
の
照
明
器
具
を
省
エ
ネ
型
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
に
切
り
替

え
る
な
ど
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
を
行
い
、
低
炭
素

な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

公
園
整
備
に
つ
い
て
は
、
大
里
城
趾
公
園
の
緑
地
空
間
確
保

と
と
も
に
、
管
理
棟
施
設
を
地
域
文
化
の
継
承
や
地
域
内
交
流

に
活
用
す
る
と
と
も
に
供
用
開
始
後
の
指
定
管
理
に
つ
い
て
検

討
い
た
し
ま
す
。
グ
ス
ク
ロ
ー
ド
公
園
、
知
念
岬
公
園
に
つ
い

て
は
、
市
民
や
観
光
客
等
の
利
用
者
が
快
適
に
過
ご
せ
る
よ
う

に
、
遊
具
等
を
整
備
し
、
公
園
機
能
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

景
観
形
成
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
景
観
特
性
に
応
じ
た
ま

ち
づ
く
り
、
良
好
な
景
観
保
全
・
創
出
に
努
め
る
と
と
も
に

広
報
活
動
を
引
き
続
き
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

定
住
促
進
策
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
市
営
住
宅
の
老
朽
化

が
著
し
い
こ
と
か
ら
、
南
城
市
公
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計
画

に
基
づ
き
、
適
切
な
管
理
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

老
朽
化
が
著
し
い
嶺
井
団
地
の
建
て
替
え
に
つ
い
て
は
、
南

城
市
地
域
居
住
機
能
再
生
計
画
書
に
基
づ
き
、
沖
縄
県
並
び

に
沖
縄
県
住
宅
供
給
公
社
と
連
携
し
、
改
築
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

離
島
で
あ
る
久
高
島
に
つ
い
て
は
、
産
業
振
興
や
観
光
・

交
流
の
促
進
、
離
島
航
路
の
維
持
、
確
保
す
る
と
と
も
に
、

今
年
度
か
ら
離
島
食
品
・
日
用
品
輸
送
費
等
補
助
事
業
に
お

い
て
、
海
上
輸
送
費
を
助
成
し
小
売
店
の
生
活
必
需
品
等
の

価
格
を
低
減
す
る
こ
と
に
よ
り
、
島
民
の
割
高
な
生
活
コ
ス

ト
を
軽
減
し
定
住
条
件
の
整
備
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

防
災
に
つ
い
て
は
、
阪
神
淡
路
大
震
災
や
東
日
本
大
震
災

の
教
訓
を
踏
ま
え
、
地
震
・
津
波
・
土
砂
災
害
・
台
風
災
害

等
か
ら
市
民
を
守
る
た
め
、
地
域
防
災
計
画
に
基
づ
き
災
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。
既
存
の
防

災
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
経
年
劣
化
等
か
ら
新
庁
舎
移
転
に

あ
わ
せ
、
平
成
28
年
度
よ
り
災
害
に
強
い
新
た
な
防
災
シ
ス

テ
ム
の
構
築
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
市
民
の

防
災
意
識
の
向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、
災
害
の
未
然
防
止
、

災
害
発
生
時
に
迅
速
な
対
応
を
行
う
た
め
、
市
民
自
ら
自
分

達
の
地
域
は
自
分
達
で
守
る
共
助
の
精
神
を
育
み
、
自
主
的

に
防
災
活
動
を
行
え
る
自
主
防
災
組
織
の
結
成
、
育
成
強
化

に
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

消
防
・
救
助
体
制
に
関
し
て
は
、
迅
速
な
救
急
・
救
助
活

動
の
充
実
・
強
化
を
図
る
と
と
も
に
津
波
に
よ
る
消
防
機
能

の
喪
失
が
想
定
さ
れ
る
佐
敷
出
張
所
を
被
害
が
受
け
に
く
い

位
置
に
移
転
致
し
ま
す
。

防
犯
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、
市
民
、
各
種
団
体
や
警

察
署
等
と
連
携
し
、
自
主
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
拡
充
及
び

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
等
の
取
組
強
化
、
子
ど
も
１
１
０
番
の
家

の
拡
充
に
努
め
る
と
と
も
に
、
防
犯
灯
の
設
置
補
助
を
継
続

す
る
な
ど
、
防
犯
対
策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、引
き
続
き
、地
域
、各
種
団
体
、

地
区
交
通
安
全
協
会
、
警
察
署
等
と
、
よ
り
一
層
の
連
携
を

図
り
、
交
通
安
全
思
想
の
普
及
、
及
び
道
路
環
境
の
整
備
を

促
進
し
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
、
い
わ
ゆ
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

に
つ
い
て
は
、
さ
ら
な
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
と

と
も
に
、
個
人
情
報
の
適
正
管
理
、
関
連
シ
ス
テ
ム
の
安
全

対
策
を
徹
底
し
、
安
心
・
安
全
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

各
種
証
明
書
に
つ
い
て
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
個

人
番
号
カ
ー
ド
）
の
取
得
に
よ
り
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
で
交
付
が
可
能
と
な
る
よ
う
事
業
を
導
入
し
、
市
民
の
利

便
性
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
６
）人
の
和
が
支
え
る
市
民
主
役
の

　
　
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

次
に
「
人
の
和
が
支
え
る
市
民
主
役
の
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
」
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

本
市
で
は
、
先
達
が
築
き
あ
げ
て
き
た
地
域
づ
く
り
を
、

こ
れ
ま
で
に
培
っ
て
き
た
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
力
」
を
原
動

力
と
し
た
ム
ラ
ヤ
ー
構
想
を
平
成
24
年
度
に
策
定
い
た
し

ま
し
た
。

今
後
も
、
ム
ラ
ヤ
ー
構
想
を
よ
り
強
力
に
推
進
し
、
ム
ラ

ヤ
ー
を
中
心
に
互
い
に
支
え
合
う
仕
組
み
づ
く
り
を
構
築
し

て
ま
い
り
ま
す
。

市
民
と
行
政
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、
市
民

主
体
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
地
域
の
様
々
な
課

題
解
決
に
向
け
、
市
民
活
動
団
体
等
の
特
性
を
活
か
し
た
事

業
提
案
を
公
募
す
る
「
上
が
り
太
陽
プ
ラ
ン
」
を
継
続
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
な
ん
じ
ょ
う
地
域
デ
ザ
イ
ン
セ

ン
タ
ー
と
連
携
し
、
自
治
会
、
市
民
団
体
等
の
活
動
支
援
を

行
う
た
め
、
市
民
大
学
の
機
能
強
化
を
行
い
、
地
域
の
担
い

手
育
成
を
継
続
し
て
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

広
報
業
務
に
つ
い
て
は
、
F
M
な
ん
じ
ょ
う
の
活
用
、
広
報

誌
及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
連
携
、
さ
ら
に
F
a
c
e
b
o
o
k

等
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
と
の
相
乗
効
果
に
よ
り
、
市
民

の
皆
様
に
親
し
み
を
も
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
創
意
工
夫
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

新
庁
舎
建
設
事
業
に
つ
い
て
は
、「
市
民
に
親
し
ま
れ
、
環

境
に
配
慮
し
た
機
能
的
な
庁
舎
」
の
基
本
理
念
に
基
づ
き
、

庁
舎
建
設
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
平
成

27
年
度
に
は
、
庁
舎
建
設
に
関
し
広
く
市
民
の
意
見
を
聴
取

す
る
た
め
、
市
民
説
明
会
を
市
内
４
地
域
で
開
催
し
、
そ
の
後
、

実
施
設
計
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

平
成
28
年
度
に
つ
い
て
は
、
策
定
さ
れ
た
実
施
設
計
を
精

査
し
、
各
種
許
認
可
を
得
て
、
本
格
的
な
工
事
に
着
手
し
、

平
成
29
年
度
の
完
成
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

人
権
擁
護
相
談
及
び
行
政
相
談
に
つ
い
て
は
、
人
権
擁
護

委
員
や
行
政
相
談
委
員
の
活
動
の
活
発
化
を
図
る
と
と
も
に
、

人
権
の
確
立
、
行
政
相
談
に
関
す
る
情
報
提
供
や
相
談
体
制

の
強
化
に
引
き
続
き
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
て
は
、
今
年
度
、
条

例
の
制
定
と
都
市
宣
言
を
行
い
市
民
意
識
の
啓
発
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、
南
城
市
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
と
の
共
同

企
画
運
営
に
よ
る
、「
な
ん
じ
ょ
う
輝
き
フ
ェ
ス
タ
」
を
継
続

開
催
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
女
性
の
管
理
職
へ
の
登
用
、
審

議
会
及
び
委
員
会
等
の
政
策
・
方
針
決
定
過
程
へ
の
女
性
の

参
画
を
促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
効
率
的
な
行
財
政
運
営
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
南
城
市
行
政
改
革
大
綱
（
１
次
・
２
次
）
に
基
づ
き
、

行
財
政
改
革
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
合
併
に
伴
い

優
遇
さ
れ
て
き
た
普
通
交
付
税
は
、
本
年
度
よ
り
５
年
を

か
け
て
激
減
緩
和
策
が
講
じ
ら
れ
、
予
算
規
模
も
大
き
く

縮
減
さ
れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
歳
出
に
お
い
て
は
、

児
童
福
祉
費
、
社
会
福
祉
費
の
扶
助
費
や
補
助
金
、
国
民

健
康
保
険
会
計
及
び
下
水
道
会
計
へ
の
繰
出
金
の
増
額
な

ど
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
財
政
状
況

の
な
か
で
も
、
行
財
政
需
要
は
多
様
化
・
高
度
化
・
専
門

化
し
て
き
て
お
り
ま
す
。

今
後
は
、
将
来
を
見
据
え
た
堅
実
な
行
財
政
運
営
を
推
進

す
る
た
め
、
柔
軟
に
対
応
で
き
る
体
制
を
構
築
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
昨
年
、
第
３
次
南
城
市
行
政
改
革
大
綱
が
策
定

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
大
綱
に
基
づ
き
、
第
３
次
集
中
改
革
プ

ラ
ン
を
作
成
し
、
今
後
の
市
民
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
対
応
で
き

る
体
制
を
強
化
し
、
更
な
る
行
財
政
改
革
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
公
共
施
設
等
の
全
体
的
な
状
況
を
把
握
し
、

機
能
・
目
的
が
類
似
す
る
施
設
の
統
廃
合
を
積
極
的
に
推
進
し
、

行
財
政
負
担
の
軽
減
・
平
準
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

平
成
28
年
度
よ
り
、
職
員
の
能
力
を
最
大
限
に
引
き
出
し

活
用
す
る
こ
と
で
、
組
織
力
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

「
南
城
市
人
事
評
価
制
度
」
を
導
入
し
、
よ
り
適
正
な
人
事
管

理
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
27
年
度
に
策
定
さ
れ
た
「
第

２
次
定
員
適
正
化
計
画
」
に
基
づ
き
、
時
機
を
捉
え
た
職
員

の
集
中
配
置
な
ど
、
各
部
局
に
対
し
限
ら
れ
た
人
材
の
中
か

ら
職
員
配
置
の
必
要
数
を
的
確
に
見
極
め
、
よ
り
適
正
な
定

員
管
理
を
実
施
し
ま
す
。

平
成
28
年
度
に
お
い
て
は
、
中
核
地
を
中
心
と
し
た
新
た
な

ま
ち
づ
く
り
及
び
地
域
公
共
交
通
の
再
編
な
ど
を
強
力
に
推
進

し
て
い
く
た
め
、
企
画
部
内
に
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
を
発

足
し
ま
す
。
ま
た
、
教
育
部
内
に
生
涯
学
習
課
を
新
設
し
、
社
会

教
育
及
び
社
会
体
育
の
連
携
に
よ
り
、
市
民
の
生
涯
学
習
活
動
、

社
会
体
育
関
連
事
業
の
充
実
・
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
知
的
資
源
と
し
て
活
用
さ
れ
う
る
公
文
書
等
の
管

理
に
つ
い
て
実
効
性
を
確
保
し
、
適
正
か
つ
効
率
的
に
運
営

さ
れ
る
こ
と
で
情
報
公
開
や
個
人
情
報
保
護
に
適
切
に
対
応

し
う
る
こ
と
か
ら
平
成
28
年
度
よ
り
新
た
な
文
書
管
理
シ
ス

テ
ム
の
構
築
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
７
）市
民
の
心
で
世
界
へ
つ
な
ぐ

　
　
ま
ち
づ
く
り

次
に
「
市
民
の
心
で
世
界
へ
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ

い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

本
市
で
は
、
平
成
23
年
度
に
８
月
10
日
を
「
南
城
市
民
平

和
の
日
」
と
定
め
、
愛
、
真
心
、
平
和
、
感
謝
、
思
い
や
り
な
ど
、

の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
南
城
市
民
の
間
に
定
着
す
る
た
め
、「
ハ
ー

ト
の
ま
ち
宣
言
」
を
行
う
な
ど
の
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。

今
年
も
引
き
続
き
、
ハ
ー
ト
の
ま
ち
を
内
外
に
広
め
る
た

め
の
施
策
を
講
じ
、
南
城
市
か
ら
「
恒
久
平
和
」
を
発
信
し

て
ま
い
り
ま
す
。

観
光
産
業
は
、
本
市
の
基
幹
産
業
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

年
々
増
え
続
け
る
観
光
客
が
安
心
し
て
観
光
で
き
る
よ
う
、

地
域
Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ
の
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
を
増
や
す
と
と
も

に
、
観
光
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
と
連
動
し
、
観
光
情
報
発
信
力

を
高
め
、
外
国
人
観
光
客
で
も
安
心
し
て
、
満
足
で
き
る
環

境
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

本
市
は
こ
れ
ま
で
海
外
短
期
留
学
事
業
に
よ
り
、
市
内
の

中
高
校
生
１
８
０
名
余
を
米
国
の
大
学
に
派
遣
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
は
ア
メ
リ
カ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
カ

レ
ッ
ジ
２
校
と
協
定
を
結
び
、
長
期
留
学
へ
の
環
境
を
整
え

て
お
り
ま
す
。
平
成
28
年
度
も
ワ
シ
ン
ト
ン
州
立
大
学
へ
派

遣
す
る
と
と
も
に
、
中
学
生
中
国
国
際
交
流
派
遣
事
業
の
充

実
を
図
り
、
世
界
に
羽
ば
た
く
国
際
感
覚
豊
か
な
人
材
の
育

成
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
本
市
は
、
平
成
26
年
10
月
か
ら
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
国
際
協

力
機
構
の
「
草
の
根
技
術
協
力
事
業
（
地
域
活
性
化
特
別
枠
）」

に
よ
り
、
農
水
産
業
振
興
や
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
テ
ー
マ
と

し
て
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ビ
ク
ト
リ
ア
ス
市
と
の
受
入
・
派
遣

を
通
じ
た
人
的
交
流
、
技
術
支
援
等
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

こ
の
度
、
こ
の
草
の
根
技
術
協
力
事
業
が
き
っ
か
け
と
な
り
、

平
成
28
年
４
月
か
ら
２
期
４
年
に
わ
た
り
、
本
市
職
員
を
現

地
へ
派
遣
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
回
の
派
遣
目
的
は

ビ
ク
ト
リ
ア
ス
市
に
お
け
る
人
材
育
成
や
地
域
活
性
化
は
も

と
よ
り
、
南
城
市
の
人
材
育
成
及
び
帰
国
後
の
地
域
活
性
化

の
貢
献
を
図
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
な
ん
じ
ょ

う
市
民
大
学
の
取
り
組
み
等
と
と
も
に
、
多
様
で
多
彩
な
人

材
育
成
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

以
上
、
申
し
上
げ
ま
し
た
政
策
、
施
策
を
実
行
す
る
た
め

歳
入
の
面
に
お
い
て
は
、
市
税
は
増
収
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、

自
主
財
源
の
割
合
は
低
く
依
然
と
し
て
地
方
交
付
税
等
に
大

き
く
依
存
し
た
財
政
構
造
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

平
成
28
年
度
の
一
括
交
付
金
事
業
に
つ
い
て
は
、
32
事
業
、

交
付
金
ベ
ー
ス
で
９
億
６
百
50
万
１
千
円
を
計
上
い
た
し
ま

し
た
。
３
つ
の
新
規
事
業
に
つ
い
て
は
、
内
閣
府
の
内
諾
後

に
補
正
予
算
に
て
対
応
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
、

事
業
の
必
要
性
、
緊
急
性
等
を
勘
案
し
な
が
ら
、
観
光
、
農

水
産
業
、
教
育
、
防
災
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
分
野
に
一
括
交

付
金
及
び
地
方
創
生
に
係
る
新
型
交
付
金
を
活
用
し
、
本
市

の
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
を
見
据
え
た
事
業
展
開
を
図
っ
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
か
ら
平
成
32
年
度
ま
で
の
５
年
間
に
お
い
て
、

普
通
交
付
税
が
上
乗
せ
さ
れ
た
合
併
算
定
替
え
か
ら
一
本
算

定
へ
段
階
的
に
縮
減
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
一
方
で
歳
出
面
で
は
、

公
債
費
等
の
義
務
的
経
費
は
年
々
増
加
を
す
る
傾
向
に
あ
り
、

今
後
は
非
常
に
厳
し
い
財
政
運
営
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
が
想

定
さ
れ
ま
す
。

予
算
の
編
成
に
お
い
て
は
、
事
業
の
取
捨
選
択
を
実
施
、

市
民
が
安
心
し
て
安
全
に
暮
ら
せ
、
将
来
に
明
る
い
展
望
が

持
て
る
よ
う
、
限
ら
れ
た
財
源
を
緊
急
か
つ
重
要
な
施
策
に

重
点
的
・
効
率
的
に
配
分
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
ま
し
た
。

厳
し
い
中
で
の
予
算
編
成
で
し
た
が
、
今
ま
で
以
上
に
適
正

な
予
算
執
行
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

む
す
び
に

冒
頭
で
申
し
上
げ
た
よ
う
に
、
我
が
国
は
、
人
口
減
少
・

少
子
高
齢
化
へ
の
突
入
に
よ
る
困
難
な
時
代
に
対
応
す
る
た

め
、
国
・
地
方
が
同
じ
危
機
感
を
共
有
し
、
地
方
創
生
、
一

億
総
活
躍
社
会
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
新
年
度
は
、

各
地
方
自
治
体
が
策
定
し
た
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・
総
合
戦
略
に

基
づ
く
施
策
が
本
格
的
に
始
動
し
ま
す
。

沖
縄
県
に
お
い
て
は
、
人
口
が
減
る
と
い
う
現
実
は
ま
だ

実
感
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
　
し
か
し
本
市
は
、
そ
れ
を
経
験

し
合
併
後
10
年
間
で
様
々
な
課
題
に
挑
戦
し
、
徐
々
に
若
い

世
代
を
中
心
と
し
た
人
口
増
、
子
ど
も
の
人
口
増
に
繋
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

定
住
人
口
が
減
る
と
い
う
こ
と
は
、
市
民
生
活
や
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
地
域
産
業
ひ
い
て
は
市
の
行
財
政
運
営
ま
で

様
々
な
形
で
、
ま
ち
の
将
来
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

人
口
減
少
社
会
下
に
お
い
て
は
、
定
住
人
口
を
増
や
す
こ
と
、

或
い
は
交
流
人
口
を
増
や
す
こ
と
は
自
治
体
間
の
知
恵
比
べ

で
あ
り
、
ま
ち
づ
く
り
を
戦
略
的
視
点
か
ら
捉
え
、
果
敢
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

そ
の
戦
略
に
お
い
て
は
、
自
ら
の
弱
点
を
正
し
く
認
識
し
、

そ
れ
を
補
う
だ
け
で
は
な
く
弱
み
を
強
み
に
変
え
て
い
く

こ
と
、
同
時
に
固
有
の
強
み
の
上
に
立
脚
し
た
も
の
で
あ

る
こ
と
が
、
戦
略
策
定
に
お
い
て
〝
車
の
両
輪
〞
と
し
て

求
め
ら
れ
ま
す
。

私
は
、
先
人
達
か
ら
受
け
継
い
で
き
た
文
化
や
自
然
の
恵

み
と
、
そ
の
中
で
人
々
が
互
い
に
支
え
あ
っ
て
生
き
る
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
繋
が
り
の
強
さ
こ
そ
が
、
南
城
市
の
最
大

の
強
み
で
あ
り
、「
南
城
市
ら
し
さ
」
を
生
む
原
点
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
、〝
南
城
ら
し
さ
〞
を
核
と
し
て
、
地
域
の
総
合

力
の
結
集
と
市
民
主
役
の
市
政
を
基
本
に
、
本
市
の
豊
か
な

自
然
や
歴
史
・
文
化
、
育
ま
れ
た
人
々
の
ユ
イ
マ
ー
ル
精
神

を
育
み
な
が
ら
、
ム
ラ
ヤ
ー
を
活
か
し
た
地
域
づ
く
り
に
取

り
組
み
、「
日
本
一
元
気
で
魅
力
あ
る
南
城
市
」
の
実
現
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

以
上
、
行
政
運
営
に
臨
む
基
本
姿
勢
と
、
所
信
の
一
端
を

申
し
あ
げ
ま
し
た
が
、
市
民
の
皆
様
並
び
に
議
員
各
位
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
、
新
年
度
の
施

政
方
針
と
い
た
し
ま
す
。

平
成
28
年
３
月
１
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

南
城
市
長
　
古
　
謝
　
景
　
春
　

1234567
地
域
に
根
ざ
し
た
活
力
あ
る
産
業
の

ま
ち
づ
く
り

心
豊
か
な
人
材
を
育
む
教
育
・
文
化
の

ま
ち
づ
く
り

温
も
り
あ
ふ
れ
る
福
寿

（
健
康
・
福
祉
）の
ま
ち
づ
く
り

市
民
と
相
互
理
解
を
深
め
る
交
流
の

ま
ち
づ
く
り

安
全
で
安
心
、快
適
な
暮
ら
し
を

支
え
る
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

人
の
和
が
支
え
る
市
民
主
役
の
協
働
の

ま
ち
づ
く
り

市
民
の
心
で
世
界
へ
つ
な
ぐ

ま
ち
づ
く
り
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平
成
28
年
３
月
市
議
会
定
例
会
の
開
会
に
あ
た
り
、
議
員

各
位
の
ご
健
勝
を
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

日
々
の
ご
精
励
に
対
し
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。

平
成
28
年
度
の
予
算
案
を
は
じ
め
と
す
る
諸
議
案
の
説
明

に
先
立
ち
、
新
年
度
の
市
政
運
営
に
臨
む
所
信
の
一
端
を
述

べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
議
員
の
皆
様
並
び
に
市
民
の
皆
様
の

ご
理
解
、
ご
賛
同
を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

南
城
市
は
、
町
村
合
併
と
い
う
大
き
な
転
換
期
か
ら
10
年

と
い
う
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。

合
併
の
背
景
に
は
、
住
民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
・
高
度
化
、

少
子
高
齢
化
の
進
行
、
地
方
分
権
や
三
位
一
体
改
革
な
ど
、

市
町
村
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
す
る
中
で
、
地

域
行
政
の
主
体
と
な
る
地
方
自
治
体
の
自
立
が
求
め
ら
れ

て
お
り
、
合
併
当
初
は
財
政
的
に
も
大
変
厳
し
い
状
況
に

あ
り
ま
し
た
。

合
併
後
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
か
つ
て
の
東
四
間
切
と
し
て

の
一
体
化
と
と
も
に
、
郷
土
を
誇
り
に
思
い
愛
す
る
心
を
も

つ
市
民
が
生
活
の
様
々
な
分
野
で
助
け
合
い
、
譲
り
合
い
、

力
を
合
わ
せ
る「
ユ
イ
マ
ー
ル
」の
精
神
の
も
と
、「
人
と
自
然
・

文
化
が
調
和
し
た
福
寿
で
活
力
に
満
ち
た
ユ
イ
マ
ー
ル
の
ま

ち
づ
く
り
」
を
基
本
理
念
に
、「
海
と
緑
と
光
あ
ふ
れ
る
南
城

市
」
を
将
来
像
に
掲
げ
、
市
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
り
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
の
一
体
化
は
、
教
育
、
道
路
、
産
業
基
盤
等

の
整
備
は
も
と
よ
り
、
合
併
に
よ
り
生
ま
れ
た
ハ
ー
ト
の
地

形
を
活
か
し
た
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
創
出
と
独
自
の
地
域
振

興
戦
略
を
展
開
し
、
南
城
市
民
と
し
て
の
誇
り
や
調
和
、
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
醸
成
に
も
寄
与
す
る
こ
と
が
で
き
た
も

の
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
平
成
22
年
８
月
に
は
、
市
民
の
ご
理
解
と
ご
協
力

の
も
と
、
那
覇
広
域
都
市
計
画
区
域
か
ら
離
脱
し
市
単
独
区

域
へ
移
行
す
る
都
市
計
画
区
域
再
編
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ

は
全
国
的
に
も
稀
な
ま
ち
づ
く
り
の
大
転
換
で
あ
り
、
こ
れ

に
よ
り
企
業
進
出
や
集
合
住
宅
等
の
建
設
が
誘
発
さ
れ
、
子

育
て
世
代
を
中
心
と
し
た
転
入
に
よ
り
、
減
少
傾
向
に
あ
っ

た
人
口
も
増
加
に
転
じ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
多
く
の
成
果
は
、
行
政
だ
け
で
は
な
く
、
地
域

住
民
や
事
業
者
ら
が
主
役
と
な
り
、
ま
ち
の
価
値
を
新
た
に

発
見
し
、
地
域
の
魅
力
を
高
め
る
連
鎖
が
生
ま
れ
た
こ
と
に

よ
る
も
の
で
あ
り
、
様
々
な
分
野
に
お
い
て
、
南
城
市
が
注

目
さ
れ
、
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
こ
と
は
、
私
の
大
き
な

励
み
で
あ
り
誇
り
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
我
が
国
の
人
口
は
、
２
０
０
８
年
を
ピ
ー
ク
に
減

少
局
面
に
突
入
し
、
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
に
よ
り
、
地

域
経
済
の
縮
小
や
住
民
の
経
済
力
の
低
下
、
地
域
社
会
の
様
々

な
基
盤
の
維
持
が
困
難
に
な
る
時
代
を
迎
え
る
と
し
、
国
・

地
方
を
挙
げ
た
地
方
創
生
へ
の
取
り
組
み
が
始
ま
り
ま
し
た
。

沖
縄
県
に
お
い
て
も
少
子
高
齢
化
は
確
実
に
進
行
し
て
お

り
ま
す
。

今
後
の
市
政
運
営
は
、
今
後
到
来
す
る
「
人
口
減
少
・
超

高
齢
社
会
」
に
お
い
て
も
、
市
民
の
皆
様
と
と
も
に
、
さ
ら

に
地
域
力
を
磨
き
、
市
独
自
の
施
策
展
開
を
図
り
つ
つ
、〝
き

ら
り
〞
と
光
る
「
日
本
一
元
気
で
魅
力
あ
る
南
城
市
」
の
実

現
に
全
力
を
傾
け
て
ま
い
り
ま
す
。

「
南
城
ら
し
さ
」を
活
か
し
た
そ
の
先
へ
！

平
成
28
年
度 

南
城
市
施
政
方
針

市
議
会
３
月
定
例
会
に
お
い
て
、
古
謝
景
春
市
長
が
施
政
方
針
を
発
表
し
ま
し
た
。

平成28年度 南城市施政方針

施
政
方
針
と
は…

新
年
度
の
基
本
方
針
と

主
要
施
策
を
市
長
が
述
べ
る
も
の
で
す
。

今
年
度
の
南
城
市
の
方
向
性
が
見
え
ま
す
。

南城市長

古
こ

謝
じゃ

 景
けい

春
しゅん

は
じ
め
に

本
市
の
人
口
は
、
合
併
以
前
か
ら
の
若
年
層
を
中
心
と
し

た
人
口
流
出
に
よ
り
、
合
併
当
初
の
人
口
４
０
７
５
９
人
か
ら
、

平
成
20
年
３
月
に
は
４
０
３
３
２
人
ま
で
減
少
し
ま
し
た
が
、

地
域
特
性
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
や
都
市
計
画
区
域
の
見

直
し
等
に
よ
り
、
若
い
世
代
を
中
心
と
し
た
転
入
に
よ
り
人

口
は
増
加
に
転
じ
、
間
も
な
く
４
３
０
０
０
人
を
達
成
す
る

見
込
み
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

本
市
が
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
ま
ち
づ
く
り
は
、
ま

さ
に
地
方
創
生
そ
の
も
の
で
あ
り
、
平
成
28
年
度
も
引
き
続
き
、

長
期
的
な
視
点
で
時
代
の
流
れ
を
的
確
に
つ
か
み
、
さ
ら
な

る
発
展
・
飛
躍
に
向
け
て
、
７
つ
の
基
本
政
策
で
あ
る

を
柱
と
し
て
、
総
合
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。
そ
し
て

同
時
に
、
市
制
施
行
１０
年
の
節
目
を
経
て
、
新
た
な
段
階
へ
の
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
目
指
し
、
去
る
２
月
に
策
定
し
た
「
南
城
市
人

口
ビ
ジ
ョ
ン
」
及
び
「
南
城
ち
ゃ
ー
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｊ
Ｕ
　
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
創

生
戦
略
」
に
基
づ
く
取
り
組
み
に
も
着
手
し
て
ま
い
り
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
平
成
28
年
度
の
重
点
的
な
施
策
に
つ
い
て
、

７
つ
の
基
本
政
策
に
沿
っ
て
、
そ
の
概
要
を
ご
説
明
申
し
上

げ
ま
す
。

（
１
）地
域
に
根
ざ
し
た
活
力
あ
る

　
　
産
業
の
ま
ち
づ
く
り

ま
ず
、「
地
域
に
根
ざ
し
た
活
力
あ
る
産
業
の
ま
ち
づ
く
り
」

に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

農
水
産
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
国
の
「
農
林
水
産
業
・

地
域
の
活
力
創
造
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
農
水
産
業
を
足
腰

の
強
い
産
業
と
し
て
い
く
た
め
の
政
策
と
、
農
業
・
農
村
の

有
す
る
多
面
的
機
能
の
維
持
・
発
揮
を
図
る
た
め
の
政
策
を

推
進
し
、
関
係
者
一
体
と
な
っ
て
、
課
題
の
解
決
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
平
成
27
年
10
月
に
大
筋
合
意
の

さ
れ
た
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ
き
ま
し
て
も
、
農
家
の
不
安
を
払
拭
す

る
よ
う
国
及
び
県
に
よ
る
対
策
の
実
施
状
況
を
注
視
し
て
ま

い
り
ま
す
。

農
業
に
つ
い
て
は
、
農
業
振
興
計
画
の
策
定
に
取
り
組
み
、

農
業
経
営
の
規
模
拡
大
や
農
業
へ
の
新
規
参
入
に
よ
る
農
地

利
用
の
効
率
化
・
高
度
化
を
促
進
し
、
農
業
の
生
産
向
上
を

図
っ
て
い
く
た
め
、
農
地
中
間
管
理
事
業
を
国
・
県
の
関
係

機
関
と
連
携
し
て
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
持
続
可

能
な
力
強
い
農
業
を
実
現
す
る
た
め
、
青
年
就
農
給
付
金
事

業
や
新
規
就
農
一
貫
支
援
事
業
な
ど
、
担
い
手
人
材
を
育
成

す
る
支
援
事
業
を
引
き
続
き
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
自
然
災

害
か
ら
農
作
物
を
守
る
対
策
と
し
て
、
既
存
の
農
業
用
施
設

の
強
化
補
強
や
防
風
壁
の
整
備
、
ま
た
災
害
に
強
い
農
業
施

設
の
設
置
に
つ
い
て
も
支
援
し
、
農
作
物
の
安
定
生
産
に
よ

る
農
家
の
所
得
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

農
業
生
産
基
盤
整
備
に
つ
い
て
は
、
農
業
生
産
の
基
礎
と

な
る
農
業
用
水
の
安
定
供
給
を
目
指
し
、
引
き
続
き
、
か
ん

が
い
施
設
整
備
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
農
道
、
農
業
用

用
排
水
施
設
を
計
画
的
に
整
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

畜
産
に
つ
い
て
は
、
優
良
繁
殖
牛
お
よ
び
優
良
乳
用
牛
の

リ
ー
ス
支
援
事
業
に
よ
る
繁
殖
雌
牛
、
乳
用
牛
の
改
良
増
殖
や
、

優
良
種
豚
導
入
に
よ
る
生
産
性
の
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
畜
産
の
悪
臭
や
排
泄
物
対
策
に
つ
い
も
、
引
き

続
き
関
係
者
と
連
携
協
力
し
、
バ
イ
オ
マ
ス
活
用
の
検
討
を

行
い
改
善
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

水
産
業
に
つ
い
て
は
、
安
全
・
安
心
な
水
産
物
の
安
定
的

な
供
給
に
向
け
、
漁
業
者
の
利
用
形
態
に
即
し
た
水
産
基
盤

の
整
備
拡
充
を
図
る
と
と
も
に
、
漁
業
協
同
組
合
を
は
じ
め

関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
漁
業
者
の
所
得
の
向
上
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

農
水
産
業
の
６
次
産
業
化
に
つ
い
て
も
、
地
域
特
性
に
あ
っ

た
生
産
か
ら
流
通
ま
で
の
仕
組
み
づ
く
り
や
地
元
資
源
を
活

か
し
た
付
加
価
値
を
高
め
る
産
品
の
開
発
な
ど
に
、
意
欲
あ

る
農
水
産
業
者
の
皆
さ
ま
が
主
体
と
な
っ
て
取
り
込
め
る
よ

う
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

商
工
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
商
工
会
と
連
携
を
図
り
つ

つ
市
内
事
業
者
に
対
す
る
支
援
を
引
き
続
き
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。

平
成
27
年
は
、
地
域
に
お
け
る
創
業
の
促
進
を
目
的
と
し

た
「
創
業
支
援
事
業
計
画
」
を
策
定
し
経
済
産
業
省
よ
り
認

定
を
頂
き
ま
し
た
。
こ
の
事
業
計
画
に
基
づ
き
関
係
機
関
と

の
連
携
に
よ
る
創
業
者
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
雇
用
環
境

の
更
な
る
改
善
を
目
指
し
、「
南
城
市
雇
用
創
出
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
」
を
総
合
戦
略
施
策
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
、
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、
第
二
次
観
光
振
興
計
画
と
観
光

施
設
危
機
管
理
計
画
の
策
定
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
安
座
真
ム
ラ
ヤ
ー
に
続
き
、
今
年
、
前
川
ム

ラ
ヤ
ー
が
完
成
し
、
現
在
知
名
ム
ラ
ヤ
ー
が
建
設
中
と
な
っ

て
お
り
、
地
域
と
連
携
し
様
々
な
事
業
を
行
い
つ
つ
、
地
域

活
性
化
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

２ 

平
成
28
年
度
の
重
点
施
策
に
つ
い
て

１ 

市
政
運
営
の
基
本
姿
勢

昨
年
に
引
き
続
き
県
外
主
要
都
市
に
て
南
城
市
の
魅
力
を

発
信
す
る
た
め
の
観
光
と
物
産
の
Ｐ
Ｒ
活
動
の
展
開
及
び
世

界
遺
産
「
斎
場
御
嶽
」
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
の
運
用
を
開
始
し
、

聖
地
と
し
て
の
理
解
も
深
め
て
頂
く
取
り
組
み
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

新
産
業
の
創
出
に
つ
い
て
は
、
南
部
東
道
路
の
整
備
や
那

覇
空
港
の
拡
張
、
国
際
物
流
ハ
ブ
化
等
に
伴
う
地
域
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
の
向
上
、
巨
大
市
場
を
生
み
出
す
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
絶
好
の

チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
官
民
連
携
に
よ
る
地
域
特
産
物
の
国
内

外
へ
の
販
路
拡
大
、
未
利
用
資
源
の
他
分
野
活
用
に
よ
る
新

た
な
産
業
創
出
、
創
業
支
援
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
本
市
で
は
、
新
庁
舎
建
設
に
伴
う
大
里
庁
舎
の

跡
地
利
用
に
つ
い
て
、
民
間
事
業
者
か
ら
提
案
を
公
募
し
、

去
る
１
月
に
Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
を
優
先
交
渉
事
業
者
と
し
て

決
定
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
本
市
の
恵
ま
れ
た
自
然
環

境
と
共
存
可
能
な
優
良
企
業
等
の
誘
致
に
取
り
組
む
な
ど
、

本
市
の
多
様
な
地
域
資
源
、
財
産
を
フ
ル
活
用
し
て
、
自

立
可
能
な
就
労
の
場
を
創
り
出
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

（
２
）心
豊
か
な
人
材
を
育
む

　
　
教
育
・
文
化
の
ま
ち
づ
く
り

次
に
、「
心
豊
か
な
人
材
を
育
む
教
育
・
文
化
の
ま
ち
づ
く

り
」
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

南
城
市
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
ふ
る
さ
と
に
誇

り
と
愛
着
を
持
ち
、
心
身
と
も
に
健
や
か
に
成
長
す
る
こ
と
は
、

全
て
の
市
民
の
願
い
で
す
。
教
育
環
境
を
整
備
し
、
学
校
教

育
と
社
会
教
育
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
生
涯
学
習
を
通

し
て
教
育
・
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
平
成
27
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
「
南
城
市
教
育

の
日
」
の
充
実
に
努
め
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
教
育
力
の

向
上
を
図
る
た
め
の
取
組
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

学
校
教
育
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
電
子
黒
板
の
整
備
、
校

内
L
A
N
の
整
備
等
を
行
い
、
学
校
の
情
報
化
を
さ
ら
に
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
保
育
園
・
幼
稚
園
・
小
学
校

の
交
流
・
連
携
を
引
き
続
き
充
実
さ
せ
、
学
び
の
基
礎
力
の

育
成
に
取
り
組
み
ま
す
。
さ
ら
に
、
玉
城
幼
稚
園
と
大
里
南

幼
稚
園
の
２
園
を
利
用
し
た
土
曜
日
の
一
時
預
か
り
事
業
を

引
き
続
き
実
施
し
、
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
、
子
育
て

支
援
、
幼
児
教
育
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

小
学
校
・
中
学
校
で
は
、
学
力
向
上
を
最
重
要
課
題
と
し

て
取
り
組
ん
だ
成
果
が
徐
々
に
表
れ
て
お
り
、今
後
と
も
、知
・

徳
・
体
の
調
和
の
と
れ
た
児
童
生
徒
の
育
成
に
努
め
、
さ
ら
に
、

４
地
区
の
学
習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
に
よ
る
学
校
支
援

を
実
施
し
、
教
育
活
動
の
充
実
と
地
域
の
活
性
化
に
向
け
た

環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
平
成
27

年
度
に
馬
天
小
学
校
に
開
室
し
た
県
立
島
尻
特
別
支
援
学
校

の
分
教
室
に
つ
い
て
は
、
障
が
い
児
が
地
域
の
学
校
に
通
う

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
の
モ
デ
ル
と
し
て
、「
地
域
の
子
供
は

地
域
で
育
て
る
」
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
継
続
し
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

国
際
的
な
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、
引
き
続
き
教
育
課
程

特
例
校
と
し
て
生
き
た
英
語
教
育
を
実
践
す
る
と
と
も
に
Ｅ

Ｓ
Ｌ
キ
ャ
ン
プ
や
英
語
検
定
受
検
者
へ
の
支
援
・
拡
充
に
よ
り
、

実
用
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
選
挙
制
度
が
一
部
改
正
さ
れ
、
選
挙
権
年
齢
が
18

歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
る
事
に
伴
い
児
童
生
徒
の
市
議
会
の
傍

聴
、
子
供
議
会
の
開
催
等
、
主
権
者
教
育
強
化
に
も
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

学
校
施
設
等
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
馬
天
小
学
校
空
調
設

備
工
事
、
玉
城
中
学
校
図
書
館
・
技
術
教
室
・
パ
ソ
コ
ン
教

室
改
築
工
事
及
び
久
高
小
中
学
校
太
陽
光
発
電
設
備
工
事
を

引
き
続
き
実
施
す
る
と
と
も
に
、
玉
城
中
学
校
武
道
場
・
屋

外
水
泳
プ
ー
ル
改
築
工
事
、
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
キ
ャ
ン
プ
等
受

入
施
設
の
実
施
設
計
に
着
手
し
ま
す
。
ま
た
、
大
里
北
小
学

校
の
改
築
事
業
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
用
地
確
保
に
努
め

な
が
ら
、
校
舎
・
体
育
館
及
び
運
動
場
の
実
施
設
計
と
敷
地

造
成
工
事
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

地
域
文
化
振
興
に
つ
い
て
は
、『
南
城
市
歴
史
文
化
基
本
構

想
』
等
に
基
づ
き
、
地
域
資
源
の
調
査
や
国
指
定
の
史
跡
整

備
に
関
連
し
た
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、「
尚

巴
志
活
用
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
実
施
事
業
」
で
は
、
文
化
振
興
・

地
域
振
興
・
人
材
育
成
等
の
事
業
と
結
び
つ
け
、
関
係
す
る

機
関
と
連
携
し
た
事
業
を
展
開
い
た
し
ま
す
。

世
界
遺
産
「
斎
場
御
嶽
」
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
得
ら
れ
た

調
査
成
果
を
基
に
琉
球
王
国
最
高
聖
地
の
保
護
と
活
用
に
つ

い
て
、
関
係
機
関
と
の
議
論
を
重
ね
な
が
ら
そ
の
魅
力
を
最

大
限
に
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

市
史
編
さ
ん
事
業
に
つ
い
て
は
、「
グ
ス
ク
」「
御
嶽
」「
戦
争
」

「
民
俗
」の
発
刊
に
向
け
て
作
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

前
年
度
に
続
き
「
集
落
域
文
化
遺
産
サ
イ
ン
整
備
事
業
」
を

推
進
し
、
本
市
の
魅
力
発
信
と
と
も
に
住
民
と
観
光
客
等
と

の
交
流
促
進
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

市
民
の
文
化
芸
術
振
興
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
発
信
拠

点
で
あ
る
文
化
セ
ン
タ
ー
・
シ
ュ
ガ
ー
ホ
ー
ル
の
施
設
機
能

強
化
事
業
を
実
施
し
、
音
楽
専
用
ホ
ー
ル
と
し
て
の
機
能
や

ク
オ
リ
テ
ィ
ー
を
よ
り
一
層
高
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

市
制
施
行
10
周
年
記
念
事
業
創
作
オ
ペ
ラ
に
続
き
今
年
度
は
、

市
民
協
働
を
活
か
し
た
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
創
作
し
、
創
造
的

な
音
楽
芸
術
活
動
の
展
開
に
よ
る
利
用
者
の
増
加
、
県
立
芸

術
大
学
と
の
包
括
連
携
で
地
域
に
残
る
伝
統
文
化
や
芸
能
の

保
存
・
継
承
等
に
よ
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
を
図

る
と
と
も
に
、
今
後
の
シ
ュ
ガ
ー
ホ
ー
ル
の
管
理
・
運
営
、

更
な
る
事
業
展
開
を
見
据
え
、
引
き
続
き
指
定
管
理
者
制
度

の
検
討
・
調
査
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

平
和
学
習
拠
点
「
糸
数
ア
ブ
チ
ラ
ガ
マ
」
に
つ
い
て
は
、

第
二
次
大
戦
の
遺
物
の
大
砲
や
魚
雷
を
展
示
す
る
と
と
も
に
、

入
壕
者
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
行
う
た

め
の
危
険
度
調
査
を
実
施
し
、
平
和
の
尊
さ
を
実
感
で
き
る

教
育
の
場
と
し
て
活
用
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
３
）温
も
り
あ
ふ
れ
る
福
寿

　
　（
健
康
・
福
祉
）の
ま
ち
づ
く
り

次
に
、「
温
も
り
あ
ふ
れ
る
福
寿
（
健
康
・
福
祉
）
の
ま
ち

づ
く
り
」
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

心
と
体
の
健
康
づ
く
り
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
市
民
が
い

き
い
き
と
心
豊
か
に
活
動
す
る
た
め
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に

応
じ
た
健
康
増
進
の
取
り
組
み
が
重
要
で
、
か
つ
、
生
活
習

慣
病
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、
早
期
に
対
策
を
講
じ
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
根
幹
と
な
る
対
策
と
し
て
定
め
た
「
デ
ー

タ
ヘ
ル
ス
計
画
（
保
健
事
業
実
施
計
画
）」
に
基
づ
き
、
本
市

の
健
康
課
題
で
も
あ
る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
起

因
す
る
「
虚
血
性
心
疾
患
・
脳
血
管
疾
患
・
糖
尿
病
性
腎
症
」

の
発
症
予
防
・
重
症
化
予
防
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

心
臓
、
脳
、
腎
臓
の
病
因
と
な
る
動
脈
硬
化
発
症
の
共
通

点
は
、「
血
管
内
皮
機
能
低
下
」
か
ら
は
じ
ま
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
有
所
見
者
を
対
象
と
し
た
２
次
健
診
に
て
、

血
管
内
皮
機
能
検
査
（
F
M
D
）
を
取
り
入
れ
、
機
能
低
下

を
早
期
に
発
見
し
生
活
習
慣
改
善
が
図
れ
る
よ
う
支
援
を
強

化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
医
療
費
適
正
化
に
つ
い
て
は
、
と
り
わ
け
糖
尿
病

等
に
よ
る
腎
対
策
が
重
要
と
な
る
た
め
、
対
象
者
を
選
定
し

保
険
者
、
大
学
（
腎
専
門
医
）、
開
業
医
と
連
携
し
対
策
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
平
成
28
年
度
も
引
き
続
き
Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ
サ
イ
ク
ル
に
基
づ
い
た
保
健
事
業
を
実
践
し
医
療
費
の
適

正
化
に
努
め
ま
す
。

健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、
一
括
交
付
金
を

活
用
し
た
健
康
教
室
等
の
開
催
、
児
童
生
徒
へ
の
生
活
習
慣

病
予
防
対
策
、
お
よ
び
保
健
指
導
等
を
実
施
し
、
そ
の
効
果

等
を
調
査
検
証
し
な
が
ら
、
地
域
組
織
等
へ
の
健
康
教
育
活

動
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
南
城
市
高
齢
者
保

健
福
祉
計
画
に
基
づ
き
、
各
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
を
図
り
、

高
齢
者
等
の
生
き
が
い
づ
く
り
や
地
域
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、「
高
齢
者
が
要
介
護
状
態
に

な
っ
て
も
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
が
継
続
で
き
る
」
を

基
本
と
し
た
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
努
め
る
と
と

も
に
、
地
域
支
援
事
業
に
よ
る
地
域
ふ
れ
あ
い
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
等
の
実
施
、
更
に
は
、
今
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
介

護
予
防
・
日
常
生
活
総
合
事
業
の
実
施
に
よ
り
、
介
護
予
防

に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
認
知
症
施
策
に
つ
い
て
は
、
市
内
高
齢
者
福
祉
施

設
と
の
連
携
の
も
と
、
認
知
症
の
早
期
発
見
、
重
度
化
防
止

に
努
め
る
と
同
時
に
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
地
域
で
の
増

員
に
取
り
組
み
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
医
療
費
が
年
々
伸
び

続
け
て
お
り
非
常
に
厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
り
ま
す
。
現
在
、

国
に
沖
縄
県
の
特
殊
事
情
を
考
慮
し
た
財
政
支
援
を
要
請
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
年
か
ら
特
別
調
整
交
付
金
の
上

積
み
が
確
定
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
も
引
続
き
粘
り
強
く

要
請
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
に
つ
い
て
は
、
沖
縄
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
と
連
携
を
強
化
し
、
健
康
の
保
持
増
進
を
図
り

長
寿
健
診
の
実
施
等
医
療
費
の
抑
制
を
図
り
安
定
的
な
事
業

運
営
に
努
め
ま
す
。

国
民
年
金
に
つ
い
て
は
、
年
金
受
給
者
数
は
年
々
増
加

し
市
民
生
活
の
向
上
に
大
き
く
貢
献
し
て
お
り
ま
す
。
広

報
活
動
や
年
金
相
談
な
ど
を
通
じ
、
制
度
の
周
知
を
図
る

と
と
も
に
、
年
金
事
務
所
と
連
携
し
て
市
民
の
年
金
受
給

権
の
獲
得
に
努
め
ま
す
。

子
育
て
支
援
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
子
育
て
支
援

の
ニ
ー
ズ
調
査
を
踏
ま
え
策
定
し
た
「
南
城
市
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
事
業
計
画
」
に
掲
げ
る
各
種
施
策
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
平
成
27
年
度
か
ら
施
行
さ
れ
た
子
ど
も
・
子
育
て

新
制
度
に
お
け
る
、
多
様
化
す
る
保
育
・
子
育
て
ニ
ー
ズ
へ

の
対
応
策
を
必
要
に
応
じ
検
討
し
な
が
ら
、
子
育
て
支
援
の

充
実
強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
女
性
の
社
会

進
出
を
推
進
す
る
た
め
、
仕
事
と
育
児
を
両
立
で
き
る
よ
う

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
支
援
を
継
続
す
る
と
と

も
に
、
病
児
・
病
後
児
保
育
事
業
や
子
育
て
世
代
の
就
労
支

援
に
努
め
ま
す
。

母
子
保
健
事
業
に
つ
い
て
は
、
母
性
並
び
に
乳
幼
児
の
健

康
の
保
持
増
進
を
図
る
た
め
、
き
め
細
か
な
乳
幼
児
健
診
の

実
施
や
市
独
自
の
健
康
相
談
を
充
実
す
る
な
ど
、
毎
年
、
効

率
の
よ
い
改
善
策
を
講
じ
な
が
ら
保
健
指
導
の
質
を
高
め
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
妊
婦
に
お
い
て
も
引
き
続
き
マ
タ
ニ

テ
ィ
教
室
を
開
催
し
、
出
産
・
育
児
に
関
す
る
保
健
指
導
を

一
層
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
に
つ
い
て
は
、
入
院
医
療
費
の

対
象
年
齢
を
中
学
校
卒
業
時
ま
で
、
通
院
医
療
費
に
つ
い
て

は
対
象
年
齢
を
小
学
校
就
学
前
ま
で
引
き
上
げ
、
子
育
て
世

代
の
負
担
軽
減
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
県
と
の
連
携

を
強
化
し
、
対
象
年
齢
の
拡
充
に
向
け
て
努
め
ま
す
。

待
機
児
童
解
消
の
対
策
に
つ
い
て
は
、
市
立
保
育
所
及
び

法
人
保
育
園
の
定
員
の
弾
力
運
用
を
活
用
す
る
と
と
も
に
、

認
可
外
保
育
施
設
の
認
可
化
移
行
支
援
事
業
に
取
り
組
み
、

法
人
保
育
園
を
増
す
こ
と
に
よ
り
入
所
定
員
の
拡
大
を
図
り
、

平
成
30
年
度
４
月
１
日
時
点
で
待
機
児
童
解
消
を
目
指
し
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
市
立
保
育
所
の
民
営
化
に
つ
い
て
は
、

市
立
保
育
所
７
か
所
の
う
ち
６
ヶ
所
を
民
営
化
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
民
間
活
力
の
導
入
を
図
る
た
め
、
残
り
１
ヶ
所
の

市
立
み
ど
り
保
育
所
の
民
営
化
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
法
人
保
育
園
で
の
通
常
保
育
を
は
じ
め
、
延
長
保

育
事
業
等
の
各
種
事
業
に
取
り
組
み
、
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に

応
じ
た
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

学
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
は
、
平
成
26
年
度
よ
り
実
施
し
て

い
る
公
的
施
設
移
行
事
業
を
推
進
し
、
市
内
小
学
校
敷
地
内

へ
の
施
設
整
備
を
進
め
、
放
課
後
の
子
ど
も
の
安
全
・
安
心

な
居
場
所
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

障
害
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の

解
消
を
目
的
と
す
る
「
障
害
者
差
別
解
消
法
」
が
４
月
１
日

か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。「
沖
縄
県
障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も

共
に
暮
ら
し
や
す
い
社
会
づ
く
り
条
例
」
の
周
知
を
図
る
と

と
も
に
、
障
害
者
総
合
支
援
法
や
南
城
市
障
が
い
者
計
画
、

障
が
い
福
祉
計
画
に
基
づ
い
た
、
自
立
支
援
給
付
や
地
域
生

活
支
援
事
業
の
展
開
及
び
障
害
者
虐
待
防
止
、
成
年
後
見
人

制
度
な
ど
の
権
利
擁
護
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

障
害
者
の
地
域
活
動
及
び
相
談
支
援
に
つ
い
て
は
、
地
域

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
体
制
強
化
、
利
用
促
進
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

相
談
・
療
育
に
つ
い
て
は
、
家
庭
相
談
員
、
女
性
相
談
員

を
継
続
配
置
し
、
家
庭
児
童
相
談
や
女
性
相
談
業
務
の
充
実

を
図
る
と
と
も
に
、
臨
床
心
理
士
の
継
続
配
置
に
よ
り
親
子

通
園
事
業
所
へ
の
巡
回
指
導
を
強
化
し
、
発
達
障
が
い
児
に

関
す
る
窓
口
相
談
業
務
も
含
め
、
相
談
及
び
療
育
の
支
援
体

制
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

母
子
・
寡
婦
・
父
子
家
庭
に
つ
い
て
は
、
児
童
扶
養
手
当

の
支
給
、
ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
母
子
・
父
子
医
療
費
助
成
や

就
職
に
有
利
と
な
る
よ
う
な
資
格
取
得
の
た
め
の
、
母
子
家

庭
等
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金
等
事
業
を
継
続
し
、
さ
ら
に
、

南
城
市
母
子
寡
婦
福
祉
会
や
関
係
機
関
と
の
連
携
を
強
化
し

な
が
ら
、
母
子
家
庭
等
の
生
活
基
盤
や
子
育
て
支
援
の
強
化

を
図
り
、
生
活
の
負
担
を
軽
減
し
子
ど
も
の
健
全
な
育
成
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ
い
て
は
、
平
成
28
年
度
新
た
に

実
施
さ
れ
る
「
沖
縄
子
供
の
貧
困
緊
急
対
策
事
業
」
を
実
施
し
、

食
事
の
提
供
や
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
を
行
う
と
と
も
に
、

教
育
委
員
会
と
連
携
し
、
子
ど
も
の
貧
困
対
策
支
援
員
を
配

置
し
、
関
係
各
課
と
横
断
的
に
情
報
共
有
し
事
業
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

昨
年
度
に
施
行
さ
れ
た
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
に
基
づ

く
、
自
立
支
援
事
業
と
住
居
確
保
給
付
金
支
給
事
業
に
つ
い

て
は
、
今
年
度
も
２
人
の
相
談
支
援
員
を
配
置
し
、
生
活
困

窮
者
の
早
期
発
見
や
見
守
り
の
た
め
の
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
構
築
す
る
と
と
も
に
、
庁
内
関
連
課
や
関
係
機
関
と
の
連

携
を
図
り
な
が
ら
個
々
人
の
状
況
に
応
じ
た
適
切
な
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。
去
る
８
月
に
は
、
福
祉
事
務
所

内
に
生
活
困
窮
者
等
の
自
立
に
向
け
た
就
労
支
援
を
行
う
事

を
目
的
に
、
地
方
公
共
団
体
無
料
職
業
紹
介
事
業
所
「
南
城

市
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
相
談
者
の
ニ
ー

ズ
へ
の
迅
速
な
対
応
を
目
指
す
べ
く
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
求
人

情
報
オ
ン
ラ
イ
ン
提
供
利
用
申
請
を
行
い
、
本
年
４
月
か
ら

那
覇
公
共
職
業
安
定
所
に
お
け
る
職
業
紹
介
関
連
情
報
が
提

供
さ
れ
る
予
定
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
生
活
困
窮
者
等
の
就

労
意
欲
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
は
、
国
の
補
助
事
業
を
活
用
し
て
、
新
規
に

婚
姻
し
た
低
所
得
世
帯
を
対
象
に
、
住
宅
の
取
得
や
賃
借
等

に
係
る
経
費
の
一
部
を
支
援
し
、
稼
働
年
齢
層
の
定
住
促
進

と
少
子
化
対
策
の
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

全
国
的
に
急
速
な
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
南

城
市
に
は
、
元
気
な
高
齢
者
が
多
く
お
り
、
生
き
が
い
と
就

労
の
場
と
し
て
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
活
動
に
つ
い

て
も
支
援
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
４
）市
民
と
相
互
理
解
を
深
め
る

　
交
流
の
ま
ち
づ
く
り

次
に
「
市
民
と
相
互
理
解
を
深
め
る
交
流
の
ま
ち
づ
く
り
」

に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
は
４
年
に
一
度
の
第
３
回
南
城
市
ま
つ
り
の
開
催
年

度
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
回
の
ま
つ
り
に
お
い
て
は
、
市

制
施
行
10
周
年
式
典
を
開
催
し
全
市
民
で
祝
う
と
と
も
に
、

地
域
間
の
相
互
理
解
と
交
流
を
深
め
、
市
民
と
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
を
一
層
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
郷
土
に
伝
わ
る
伝
統
芸
能
や
御
新
下
り
（
お
あ
ら

お
り
）
を
開
催
す
る
こ
と
で
、
伝
統
芸
能
の
保
存
継
承
、
技

術
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
本
市
の
歴
史
・
文
化
を
学
習

し
郷
土
に
誇
り
と
愛
着
を
持
っ
た
人
材
を
育
成
し
、
地
域
活

性
化
を
図
り
ま
す
。

国
内
・
国
際
交
流
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
昨
年
、
姉
妹
都

市
盟
約
20
周
年
と
い
う
節
目
の
年
を
迎
え
た
宮
崎
県
高
千
穂

町
と
は
、
今
後
、
よ
り
一
層
若

い
世
代
や
商
工
・
観
光
関
連
の

交
流
を
図
り
、
官
民
を
挙
げ
て

交
流
を
深
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
中
国
江
陰
市
と
の
友
好

都
市
締
結
に
向
け
協
議
し
て
ま

い
り
ま
す
。

10
月
に
は
、
移
住
者
世
代
の

功
績
を
讃
え
る
と
と
も
に
、
沖

縄
が
誇
る
人
的
財
産
で
あ
る
海

外
の
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
と
絆
を

深
め
る
た
め
「
第
６
回
世
界
の

ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
大
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
本
市
に
ゆ
か
り

の
あ
る
大
会
参
加
者
の
皆
さ
ま

を
お
招
き
し
、
市
民
と
の
交
流

を
通
じ
、
南
城
市
へ
の
理
解
が
深
ま
る
よ
う
、
市
内
観
光
や

交
流
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
の
開
催
な
ど
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
南
城
市
海
外
移
住
者
子
弟
の
研
修
生
を
受
け
入
れ
、

技
術
等
の
習
得
及
び
市
民
と
の
交
流
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

「
尚
巴
志
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」、「
Ｅ
Ｃ
Ｏ
ス
ピ
リ
ッ
ト
ラ

イ
ド
＆
ウ
ォ
ー
ク
ｉ
ｎ
南
城
市
」、
を
引
き
続
き
開
催
し
、
更

な
る
内
容
の
充
実
を
図
り
、
本
市
の
魅
力
発
信
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
体
育
協
会
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
等
と
の
連
携

を
図
り
指
導
者
の
育
成
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
推
進
体

制
の
充
実
、
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
キ
ャ
ン
プ
受
入
の
拡
充
、
陸
上
競

技
場
の
施
設
機
能
の
強
化
等
を
進
め
て
い
く
と
と
も
に
、
市
民

の
ス
ポ
ー
ツ
に
携
わ
る
機
会
を
増
や
し
、
健
康
増
進
の
た
め

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
」「
壮
年
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
を
開
催
し
、
市

民
が
交
流
を
持
て
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

多
様
な
交
流
を
活
発
に
す
る
情
報
基
盤
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
教
育
や
防
災
な
ど
、
様
々
な
分
野
で
高
度
な
市
民
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
の
基
盤
と
な
る
「
地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ

ト
」
の
耐
用
年
数
と
新
庁
舎
建
設
計
画
が
同
時
期
と
な
る
こ

と
か
ら
、
庁
舎
建
設
に
合
わ
せ
て
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
再
構
築

の
検
討
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

広
域
行
政
の
強
化
に
つ
い
て
は
、
南
部
東
道
路
や
観
光
振

興
将
来
拠
点
（
中
核
地
）
等
の
整
備
と
併
せ
、
南
部
観
光
の

振
興
に
資
す
る
施
設
整
備
及
び
公
共
交
通
体
系
の
構
築
な
ど
、

広
域
で
の
対
応
が
不
可
欠
な
分
野
に
お
い
て
、
国
や
県
、
関

係
市
町
村
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
具
体
的
な
取
組
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

（
５
）安
全
で
安
心
、快
適
な
暮
ら
し
を

　
支
え
る
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

次
に
「
安
全
で
安
心
、
快
適
な
暮
ら
し
を
支
え
る
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

本
市
は
、
都
市
計
画
区
域
再
編
に
伴
い
、
住
宅
開
発
や

企
業
立
地
が
進
展
し
、
さ
ら
に
は
南
部
東
道
路
の
着
工
、

新
庁
舎
建
設
事
業
お
よ
び
観
光
振
興
将
来
拠
点
事
業
の
大

規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
展
も
見
ら
れ
る
な
ど
、
ま
ち
づ

く
り
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
し
て
お
り
ま
す
。

昨
年
10
月
、
本
市
は
、
こ
う
し
た
情
勢
変
化
に
あ
わ
せ
て
、

一
体
的
な
都
市
づ
く
り
の
〝
そ
の
先
〞
を
見
据
え
、
南
城

市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
改
訂
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
本
市
の
「
南
城
ち
ゃ
ー
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｊ
Ｕ
　
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ

創
生
戦
略
」
で
は
、
市
中
央
部
に
お
い
て
先
導
的
都
市
拠
点

の
創
出
も
重
点
戦
略
と
し
て
位
置
づ
け
て
お
り
、
南
城
市
ら

し
い
自
然
・
歴
史
文
化
遺
産
・
景
観
と
の
調
和
を
図
り
つ
つ
、

生
活
や
都
市
活
動
の
場
を
充
実
す
る
計
画
的
な
土
地
利
用
等

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

交
通
体
系
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
国
道
３
３
１
号
、
主
要

県
道
を
核
と
し
た
効
率
・
効
果
的
な
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

形
成
、
市
全
域
の
一
体
化
を
図
り
、
利
便
性
を
高
め
て
ま
い

り
ま
す
。
そ
の
一
つ
と
な
る
南
部
東
道
路
整
備
は
、
平
成
27

年
５
月
よ
り
工
事
に
着
手
し
て
お
り
、
今
後
も
、
沖
縄
県
及

び
南
風
原
町
と
連
携
し
事
業
の
早
期
完
成
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
基
幹
道
路
の
国
道
３
３
１
号
で
は
、

交
通
環
境
改
善
や
児
童
生
徒
の
通
学
時
の
安
全
確
保
の
た
め
、

津
波
古
地
区
道
路
改
良
事
業
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
バ
ス
停

の
設
置
な
ど
主
要
道
路
に
か
か
る
整
備
必
要
箇
所
は
、
早
期

事
業
化
に
向
け
て
要
請
し
て
ま
い
り
ま
す
。

市
道
整
備
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
運
座
新
開
線
を
事
業
化

し
、
南
風
原
田
原
線
、
南
風
原
福
原
線
、
西
原
南
風
原
線
、

大
里
南
小
学
校
線
、
喜
良
原
新
里
長
作
原
線
、
新
開
田
原
線
、

船
越
大
城
線
、
前
川
當
山
線
、
大
里
城
趾
連
絡
線
、
新
開
中

央
線
、
嶺
井
土
改
１
号
〜
高
俣
線
は
引
き
続
き
、
完
成
に
向

け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
そ
の
他
市
道
整
備
に
つ
い
て

は
、
平
成
22
年
度
に
策
定
し
た
南
城
市
道
路
網
整
備
計
画
の

見
直
し
を
行
い
、
補
助
事
業
の
新
規
採
択
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

新
た
な
公
共
交
通
の
確
保
に
向
け
、
試
験
運
行
し
て
き
た

デ
マ
ン
ド
交
通
「
お
で
か
け
な
ん
じ
ぃ
」
は
、
平
成
28
年
度

よ
り
本
格
運
行
へ
移
行
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
実
証
実
験
事

業
結
果
を
踏
ま
え
、
利
用
者
拡
大
、
効
率
運
行
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
南
部
東
道
路
整
備
、
新
庁
舎
建
設
お
よ
び
観
光
振

興
将
来
拠
点
整
備
等
を
見
据
え
、
本
市
の
公
共
交
通
体
系
の

改
善
に
向
け
、
バ
ス
事
業
者
等
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が

ら
調
査
・
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

港
湾
整
備
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
管
理
者
で
あ
る
県
と

連
携
し
中
城
湾
港
馬
天
港
、
仲
伊
保
港
、
安
座
真
港
、
徳
仁

港
の
港
湾
施
設
の
改
修
促
進
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
佐
敷

地
区
港
湾
計
画
の
見
直
し
に
向
け
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
南
城
市
水
道
事
業
基
盤
整
備
計

画
に
基
づ
き
、
安
定
的
な
水
の
供
給
を
行
う
た
め
各
水
道
施

設
の
再
構
築
や
新
設
、
老
朽
化
施
設
の
計
画
的
な
更
新
並
び

に
水
道
施
設
の
耐
震
化
整
備
を
平
成
28
年
度
も
引
き
続
き
取

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
水
道
事
業
経
営
に
つ
い
て
は
、
水
質
、

施
設
の
管
理
強
化
を
図
り
、
公
営
企
業
経
営
の
基
本
を
踏
ま

え
な
が
ら
、
経
営
の
健
全
化
・
効
率
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、地
域
住
民
の
生
活
環
境
、河
川
・

海
域
な
ど
、
公
共
水
域
の
水
質
保
全
を
目
的
に
整
備
促
進
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
未
整
備
地
域
に
お
い
て
は
、
効
率
的

な
整
備
計
画
及
び
事
業
選
択
等
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
既
設
処
理
施
設
に
お
い
て
は
、
順
次
機

能
強
化
事
業
に
向
け
て
の
団
体
営
調
査
設
計
業
務
を
行
い
、

施
設
統
合
も
踏
ま
え
た
長
寿
命
化
対
策
に
向
け
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。
下
水
道
事
業
運
営
に
つ
い
て
は
、
接
続
推
進

活
動
を
継
続
し
て
行
い
、
さ
ら
な
る
経
営
努
力
を
図
り
、
健

全
な
事
業
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

地
域
に
根
ざ
し
た
循
環
型
社
会
の
形
成
に
つ
い
て
は
、
引

き
続
き
市
民
へ
の
ご
み
問
題
の
市
民
意
識
の
啓
発
を
図
り
、

更
な
る
ご
み
の
減
量
化
や
資
源
の
再
生
利
用
に
取
り
組
み
、

不
法
投
棄
等
に
つ
い
て
は
、
不
法
投
棄
未
然
防
止
事
業
で
導

入
し
た
監
視
カ
メ
ラ
・
防
止
ネ
ッ
ト
に
よ
る
対
策
、
山
間
部

の
パ
ト
ロ
ー
ル
や
看
板
の
設
置
等
を
行
い
、
不
法
投
棄
等
に

対
す
る
市
民
意
識
の
啓
発
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
総
合
的
な
環
境
対
策
の
取
り
組
み
と
し
て
、
公
共

施
設
等
の
照
明
器
具
を
省
エ
ネ
型
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
に
切
り
替

え
る
な
ど
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
を
行
い
、
低
炭
素

な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

公
園
整
備
に
つ
い
て
は
、
大
里
城
趾
公
園
の
緑
地
空
間
確
保

と
と
も
に
、
管
理
棟
施
設
を
地
域
文
化
の
継
承
や
地
域
内
交
流

に
活
用
す
る
と
と
も
に
供
用
開
始
後
の
指
定
管
理
に
つ
い
て
検

討
い
た
し
ま
す
。
グ
ス
ク
ロ
ー
ド
公
園
、
知
念
岬
公
園
に
つ
い

て
は
、
市
民
や
観
光
客
等
の
利
用
者
が
快
適
に
過
ご
せ
る
よ
う

に
、
遊
具
等
を
整
備
し
、
公
園
機
能
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

景
観
形
成
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
景
観
特
性
に
応
じ
た
ま

ち
づ
く
り
、
良
好
な
景
観
保
全
・
創
出
に
努
め
る
と
と
も
に

広
報
活
動
を
引
き
続
き
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

定
住
促
進
策
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
市
営
住
宅
の
老
朽
化

が
著
し
い
こ
と
か
ら
、
南
城
市
公
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計
画

に
基
づ
き
、
適
切
な
管
理
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

老
朽
化
が
著
し
い
嶺
井
団
地
の
建
て
替
え
に
つ
い
て
は
、
南

城
市
地
域
居
住
機
能
再
生
計
画
書
に
基
づ
き
、
沖
縄
県
並
び

に
沖
縄
県
住
宅
供
給
公
社
と
連
携
し
、
改
築
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

離
島
で
あ
る
久
高
島
に
つ
い
て
は
、
産
業
振
興
や
観
光
・

交
流
の
促
進
、
離
島
航
路
の
維
持
、
確
保
す
る
と
と
も
に
、

今
年
度
か
ら
離
島
食
品
・
日
用
品
輸
送
費
等
補
助
事
業
に
お

い
て
、
海
上
輸
送
費
を
助
成
し
小
売
店
の
生
活
必
需
品
等
の

価
格
を
低
減
す
る
こ
と
に
よ
り
、
島
民
の
割
高
な
生
活
コ
ス

ト
を
軽
減
し
定
住
条
件
の
整
備
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

防
災
に
つ
い
て
は
、
阪
神
淡
路
大
震
災
や
東
日
本
大
震
災

の
教
訓
を
踏
ま
え
、
地
震
・
津
波
・
土
砂
災
害
・
台
風
災
害

等
か
ら
市
民
を
守
る
た
め
、
地
域
防
災
計
画
に
基
づ
き
災
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。
既
存
の
防

災
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
経
年
劣
化
等
か
ら
新
庁
舎
移
転
に

あ
わ
せ
、
平
成
28
年
度
よ
り
災
害
に
強
い
新
た
な
防
災
シ
ス

テ
ム
の
構
築
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
市
民
の

防
災
意
識
の
向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、
災
害
の
未
然
防
止
、

災
害
発
生
時
に
迅
速
な
対
応
を
行
う
た
め
、
市
民
自
ら
自
分

達
の
地
域
は
自
分
達
で
守
る
共
助
の
精
神
を
育
み
、
自
主
的

に
防
災
活
動
を
行
え
る
自
主
防
災
組
織
の
結
成
、
育
成
強
化

に
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

消
防
・
救
助
体
制
に
関
し
て
は
、
迅
速
な
救
急
・
救
助
活

動
の
充
実
・
強
化
を
図
る
と
と
も
に
津
波
に
よ
る
消
防
機
能

の
喪
失
が
想
定
さ
れ
る
佐
敷
出
張
所
を
被
害
が
受
け
に
く
い

位
置
に
移
転
致
し
ま
す
。

防
犯
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、
市
民
、
各
種
団
体
や
警

察
署
等
と
連
携
し
、
自
主
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
拡
充
及
び

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
等
の
取
組
強
化
、
子
ど
も
１
１
０
番
の
家

の
拡
充
に
努
め
る
と
と
も
に
、
防
犯
灯
の
設
置
補
助
を
継
続

す
る
な
ど
、
防
犯
対
策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、引
き
続
き
、地
域
、各
種
団
体
、

地
区
交
通
安
全
協
会
、
警
察
署
等
と
、
よ
り
一
層
の
連
携
を

図
り
、
交
通
安
全
思
想
の
普
及
、
及
び
道
路
環
境
の
整
備
を

促
進
し
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
、
い
わ
ゆ
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

に
つ
い
て
は
、
さ
ら
な
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
と

と
も
に
、
個
人
情
報
の
適
正
管
理
、
関
連
シ
ス
テ
ム
の
安
全

対
策
を
徹
底
し
、
安
心
・
安
全
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

各
種
証
明
書
に
つ
い
て
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
個

人
番
号
カ
ー
ド
）
の
取
得
に
よ
り
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
で
交
付
が
可
能
と
な
る
よ
う
事
業
を
導
入
し
、
市
民
の
利

便
性
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
６
）人
の
和
が
支
え
る
市
民
主
役
の

　
　
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

次
に
「
人
の
和
が
支
え
る
市
民
主
役
の
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
」
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

本
市
で
は
、
先
達
が
築
き
あ
げ
て
き
た
地
域
づ
く
り
を
、

こ
れ
ま
で
に
培
っ
て
き
た
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
力
」
を
原
動

力
と
し
た
ム
ラ
ヤ
ー
構
想
を
平
成
24
年
度
に
策
定
い
た
し

ま
し
た
。

今
後
も
、
ム
ラ
ヤ
ー
構
想
を
よ
り
強
力
に
推
進
し
、
ム
ラ

ヤ
ー
を
中
心
に
互
い
に
支
え
合
う
仕
組
み
づ
く
り
を
構
築
し

て
ま
い
り
ま
す
。

市
民
と
行
政
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、
市
民

主
体
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
地
域
の
様
々
な
課

題
解
決
に
向
け
、
市
民
活
動
団
体
等
の
特
性
を
活
か
し
た
事

業
提
案
を
公
募
す
る
「
上
が
り
太
陽
プ
ラ
ン
」
を
継
続
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
な
ん
じ
ょ
う
地
域
デ
ザ
イ
ン
セ

ン
タ
ー
と
連
携
し
、
自
治
会
、
市
民
団
体
等
の
活
動
支
援
を

行
う
た
め
、
市
民
大
学
の
機
能
強
化
を
行
い
、
地
域
の
担
い

手
育
成
を
継
続
し
て
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

広
報
業
務
に
つ
い
て
は
、
F
M
な
ん
じ
ょ
う
の
活
用
、
広
報

誌
及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
連
携
、
さ
ら
に
F
a
c
e
b
o
o
k

等
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
と
の
相
乗
効
果
に
よ
り
、
市
民

の
皆
様
に
親
し
み
を
も
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
創
意
工
夫
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

新
庁
舎
建
設
事
業
に
つ
い
て
は
、「
市
民
に
親
し
ま
れ
、
環

境
に
配
慮
し
た
機
能
的
な
庁
舎
」
の
基
本
理
念
に
基
づ
き
、

庁
舎
建
設
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
平
成

27
年
度
に
は
、
庁
舎
建
設
に
関
し
広
く
市
民
の
意
見
を
聴
取

す
る
た
め
、
市
民
説
明
会
を
市
内
４
地
域
で
開
催
し
、
そ
の
後
、

実
施
設
計
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

平
成
28
年
度
に
つ
い
て
は
、
策
定
さ
れ
た
実
施
設
計
を
精

査
し
、
各
種
許
認
可
を
得
て
、
本
格
的
な
工
事
に
着
手
し
、

平
成
29
年
度
の
完
成
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

人
権
擁
護
相
談
及
び
行
政
相
談
に
つ
い
て
は
、
人
権
擁
護

委
員
や
行
政
相
談
委
員
の
活
動
の
活
発
化
を
図
る
と
と
も
に
、

人
権
の
確
立
、
行
政
相
談
に
関
す
る
情
報
提
供
や
相
談
体
制

の
強
化
に
引
き
続
き
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
て
は
、
今
年
度
、
条

例
の
制
定
と
都
市
宣
言
を
行
い
市
民
意
識
の
啓
発
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、
南
城
市
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
と
の
共
同

企
画
運
営
に
よ
る
、「
な
ん
じ
ょ
う
輝
き
フ
ェ
ス
タ
」
を
継
続

開
催
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
女
性
の
管
理
職
へ
の
登
用
、
審

議
会
及
び
委
員
会
等
の
政
策
・
方
針
決
定
過
程
へ
の
女
性
の

参
画
を
促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
効
率
的
な
行
財
政
運
営
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
南
城
市
行
政
改
革
大
綱
（
１
次
・
２
次
）
に
基
づ
き
、

行
財
政
改
革
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
合
併
に
伴
い

優
遇
さ
れ
て
き
た
普
通
交
付
税
は
、
本
年
度
よ
り
５
年
を

か
け
て
激
減
緩
和
策
が
講
じ
ら
れ
、
予
算
規
模
も
大
き
く

縮
減
さ
れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
歳
出
に
お
い
て
は
、

児
童
福
祉
費
、
社
会
福
祉
費
の
扶
助
費
や
補
助
金
、
国
民

健
康
保
険
会
計
及
び
下
水
道
会
計
へ
の
繰
出
金
の
増
額
な

ど
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
財
政
状
況

の
な
か
で
も
、
行
財
政
需
要
は
多
様
化
・
高
度
化
・
専
門

化
し
て
き
て
お
り
ま
す
。

今
後
は
、
将
来
を
見
据
え
た
堅
実
な
行
財
政
運
営
を
推
進

す
る
た
め
、
柔
軟
に
対
応
で
き
る
体
制
を
構
築
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
昨
年
、
第
３
次
南
城
市
行
政
改
革
大
綱
が
策
定

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
大
綱
に
基
づ
き
、
第
３
次
集
中
改
革
プ

ラ
ン
を
作
成
し
、
今
後
の
市
民
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
対
応
で
き

る
体
制
を
強
化
し
、
更
な
る
行
財
政
改
革
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
公
共
施
設
等
の
全
体
的
な
状
況
を
把
握
し
、

機
能
・
目
的
が
類
似
す
る
施
設
の
統
廃
合
を
積
極
的
に
推
進
し
、

行
財
政
負
担
の
軽
減
・
平
準
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

平
成
28
年
度
よ
り
、
職
員
の
能
力
を
最
大
限
に
引
き
出
し

活
用
す
る
こ
と
で
、
組
織
力
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

「
南
城
市
人
事
評
価
制
度
」
を
導
入
し
、
よ
り
適
正
な
人
事
管

理
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
27
年
度
に
策
定
さ
れ
た
「
第

２
次
定
員
適
正
化
計
画
」
に
基
づ
き
、
時
機
を
捉
え
た
職
員

の
集
中
配
置
な
ど
、
各
部
局
に
対
し
限
ら
れ
た
人
材
の
中
か

ら
職
員
配
置
の
必
要
数
を
的
確
に
見
極
め
、
よ
り
適
正
な
定

員
管
理
を
実
施
し
ま
す
。

平
成
28
年
度
に
お
い
て
は
、
中
核
地
を
中
心
と
し
た
新
た
な

ま
ち
づ
く
り
及
び
地
域
公
共
交
通
の
再
編
な
ど
を
強
力
に
推
進

し
て
い
く
た
め
、
企
画
部
内
に
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
を
発

足
し
ま
す
。
ま
た
、
教
育
部
内
に
生
涯
学
習
課
を
新
設
し
、
社
会

教
育
及
び
社
会
体
育
の
連
携
に
よ
り
、
市
民
の
生
涯
学
習
活
動
、

社
会
体
育
関
連
事
業
の
充
実
・
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
知
的
資
源
と
し
て
活
用
さ
れ
う
る
公
文
書
等
の
管

理
に
つ
い
て
実
効
性
を
確
保
し
、
適
正
か
つ
効
率
的
に
運
営

さ
れ
る
こ
と
で
情
報
公
開
や
個
人
情
報
保
護
に
適
切
に
対
応

し
う
る
こ
と
か
ら
平
成
28
年
度
よ
り
新
た
な
文
書
管
理
シ
ス

テ
ム
の
構
築
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
７
）市
民
の
心
で
世
界
へ
つ
な
ぐ

　
　
ま
ち
づ
く
り

次
に
「
市
民
の
心
で
世
界
へ
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ

い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

本
市
で
は
、
平
成
23
年
度
に
８
月
10
日
を
「
南
城
市
民
平

和
の
日
」
と
定
め
、
愛
、
真
心
、
平
和
、
感
謝
、
思
い
や
り
な
ど
、

の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
南
城
市
民
の
間
に
定
着
す
る
た
め
、「
ハ
ー

ト
の
ま
ち
宣
言
」
を
行
う
な
ど
の
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。

今
年
も
引
き
続
き
、
ハ
ー
ト
の
ま
ち
を
内
外
に
広
め
る
た

め
の
施
策
を
講
じ
、
南
城
市
か
ら
「
恒
久
平
和
」
を
発
信
し

て
ま
い
り
ま
す
。

観
光
産
業
は
、
本
市
の
基
幹
産
業
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

年
々
増
え
続
け
る
観
光
客
が
安
心
し
て
観
光
で
き
る
よ
う
、

地
域
Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ
の
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
を
増
や
す
と
と
も

に
、
観
光
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
と
連
動
し
、
観
光
情
報
発
信
力

を
高
め
、
外
国
人
観
光
客
で
も
安
心
し
て
、
満
足
で
き
る
環

境
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

本
市
は
こ
れ
ま
で
海
外
短
期
留
学
事
業
に
よ
り
、
市
内
の

中
高
校
生
１
８
０
名
余
を
米
国
の
大
学
に
派
遣
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
は
ア
メ
リ
カ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
カ

レ
ッ
ジ
２
校
と
協
定
を
結
び
、
長
期
留
学
へ
の
環
境
を
整
え

て
お
り
ま
す
。
平
成
28
年
度
も
ワ
シ
ン
ト
ン
州
立
大
学
へ
派

遣
す
る
と
と
も
に
、
中
学
生
中
国
国
際
交
流
派
遣
事
業
の
充

実
を
図
り
、
世
界
に
羽
ば
た
く
国
際
感
覚
豊
か
な
人
材
の
育

成
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
本
市
は
、
平
成
26
年
10
月
か
ら
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
国
際
協

力
機
構
の
「
草
の
根
技
術
協
力
事
業
（
地
域
活
性
化
特
別
枠
）」

に
よ
り
、
農
水
産
業
振
興
や
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
テ
ー
マ
と

し
て
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ビ
ク
ト
リ
ア
ス
市
と
の
受
入
・
派
遣

を
通
じ
た
人
的
交
流
、
技
術
支
援
等
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

こ
の
度
、
こ
の
草
の
根
技
術
協
力
事
業
が
き
っ
か
け
と
な
り
、

平
成
28
年
４
月
か
ら
２
期
４
年
に
わ
た
り
、
本
市
職
員
を
現

地
へ
派
遣
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
回
の
派
遣
目
的
は

ビ
ク
ト
リ
ア
ス
市
に
お
け
る
人
材
育
成
や
地
域
活
性
化
は
も

と
よ
り
、
南
城
市
の
人
材
育
成
及
び
帰
国
後
の
地
域
活
性
化

の
貢
献
を
図
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
な
ん
じ
ょ

う
市
民
大
学
の
取
り
組
み
等
と
と
も
に
、
多
様
で
多
彩
な
人

材
育
成
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

以
上
、
申
し
上
げ
ま
し
た
政
策
、
施
策
を
実
行
す
る
た
め

歳
入
の
面
に
お
い
て
は
、
市
税
は
増
収
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、

自
主
財
源
の
割
合
は
低
く
依
然
と
し
て
地
方
交
付
税
等
に
大

き
く
依
存
し
た
財
政
構
造
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

平
成
28
年
度
の
一
括
交
付
金
事
業
に
つ
い
て
は
、
32
事
業
、

交
付
金
ベ
ー
ス
で
９
億
６
百
50
万
１
千
円
を
計
上
い
た
し
ま

し
た
。
３
つ
の
新
規
事
業
に
つ
い
て
は
、
内
閣
府
の
内
諾
後

に
補
正
予
算
に
て
対
応
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
、

事
業
の
必
要
性
、
緊
急
性
等
を
勘
案
し
な
が
ら
、
観
光
、
農

水
産
業
、
教
育
、
防
災
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
分
野
に
一
括
交

付
金
及
び
地
方
創
生
に
係
る
新
型
交
付
金
を
活
用
し
、
本
市

の
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
を
見
据
え
た
事
業
展
開
を
図
っ
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
か
ら
平
成
32
年
度
ま
で
の
５
年
間
に
お
い
て
、

普
通
交
付
税
が
上
乗
せ
さ
れ
た
合
併
算
定
替
え
か
ら
一
本
算

定
へ
段
階
的
に
縮
減
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
一
方
で
歳
出
面
で
は
、

公
債
費
等
の
義
務
的
経
費
は
年
々
増
加
を
す
る
傾
向
に
あ
り
、

今
後
は
非
常
に
厳
し
い
財
政
運
営
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
が
想

定
さ
れ
ま
す
。

予
算
の
編
成
に
お
い
て
は
、
事
業
の
取
捨
選
択
を
実
施
、

市
民
が
安
心
し
て
安
全
に
暮
ら
せ
、
将
来
に
明
る
い
展
望
が

持
て
る
よ
う
、
限
ら
れ
た
財
源
を
緊
急
か
つ
重
要
な
施
策
に

重
点
的
・
効
率
的
に
配
分
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
ま
し
た
。

厳
し
い
中
で
の
予
算
編
成
で
し
た
が
、
今
ま
で
以
上
に
適
正

な
予
算
執
行
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

む
す
び
に

冒
頭
で
申
し
上
げ
た
よ
う
に
、
我
が
国
は
、
人
口
減
少
・

少
子
高
齢
化
へ
の
突
入
に
よ
る
困
難
な
時
代
に
対
応
す
る
た

め
、
国
・
地
方
が
同
じ
危
機
感
を
共
有
し
、
地
方
創
生
、
一

億
総
活
躍
社
会
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
新
年
度
は
、

各
地
方
自
治
体
が
策
定
し
た
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・
総
合
戦
略
に

基
づ
く
施
策
が
本
格
的
に
始
動
し
ま
す
。

沖
縄
県
に
お
い
て
は
、
人
口
が
減
る
と
い
う
現
実
は
ま
だ

実
感
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
　
し
か
し
本
市
は
、
そ
れ
を
経
験

し
合
併
後
10
年
間
で
様
々
な
課
題
に
挑
戦
し
、
徐
々
に
若
い

世
代
を
中
心
と
し
た
人
口
増
、
子
ど
も
の
人
口
増
に
繋
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

定
住
人
口
が
減
る
と
い
う
こ
と
は
、
市
民
生
活
や
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
地
域
産
業
ひ
い
て
は
市
の
行
財
政
運
営
ま
で

様
々
な
形
で
、
ま
ち
の
将
来
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

人
口
減
少
社
会
下
に
お
い
て
は
、
定
住
人
口
を
増
や
す
こ
と
、

或
い
は
交
流
人
口
を
増
や
す
こ
と
は
自
治
体
間
の
知
恵
比
べ

で
あ
り
、
ま
ち
づ
く
り
を
戦
略
的
視
点
か
ら
捉
え
、
果
敢
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

そ
の
戦
略
に
お
い
て
は
、
自
ら
の
弱
点
を
正
し
く
認
識
し
、

そ
れ
を
補
う
だ
け
で
は
な
く
弱
み
を
強
み
に
変
え
て
い
く

こ
と
、
同
時
に
固
有
の
強
み
の
上
に
立
脚
し
た
も
の
で
あ

る
こ
と
が
、
戦
略
策
定
に
お
い
て
〝
車
の
両
輪
〞
と
し
て

求
め
ら
れ
ま
す
。

私
は
、
先
人
達
か
ら
受
け
継
い
で
き
た
文
化
や
自
然
の
恵

み
と
、
そ
の
中
で
人
々
が
互
い
に
支
え
あ
っ
て
生
き
る
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
繋
が
り
の
強
さ
こ
そ
が
、
南
城
市
の
最
大

の
強
み
で
あ
り
、「
南
城
市
ら
し
さ
」
を
生
む
原
点
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
、〝
南
城
ら
し
さ
〞
を
核
と
し
て
、
地
域
の
総
合

力
の
結
集
と
市
民
主
役
の
市
政
を
基
本
に
、
本
市
の
豊
か
な

自
然
や
歴
史
・
文
化
、
育
ま
れ
た
人
々
の
ユ
イ
マ
ー
ル
精
神

を
育
み
な
が
ら
、
ム
ラ
ヤ
ー
を
活
か
し
た
地
域
づ
く
り
に
取

り
組
み
、「
日
本
一
元
気
で
魅
力
あ
る
南
城
市
」
の
実
現
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

以
上
、
行
政
運
営
に
臨
む
基
本
姿
勢
と
、
所
信
の
一
端
を

申
し
あ
げ
ま
し
た
が
、
市
民
の
皆
様
並
び
に
議
員
各
位
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
、
新
年
度
の
施

政
方
針
と
い
た
し
ま
す
。

平
成
28
年
３
月
１
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

南
城
市
長
　
古
　
謝
　
景
　
春
　

1234567
地
域
に
根
ざ
し
た
活
力
あ
る
産
業
の

ま
ち
づ
く
り

心
豊
か
な
人
材
を
育
む
教
育
・
文
化
の

ま
ち
づ
く
り

温
も
り
あ
ふ
れ
る
福
寿

（
健
康
・
福
祉
）の
ま
ち
づ
く
り

市
民
と
相
互
理
解
を
深
め
る
交
流
の

ま
ち
づ
く
り

安
全
で
安
心
、快
適
な
暮
ら
し
を

支
え
る
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

人
の
和
が
支
え
る
市
民
主
役
の
協
働
の

ま
ち
づ
く
り

市
民
の
心
で
世
界
へ
つ
な
ぐ

ま
ち
づ
く
り
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昨
年
に
引
き
続
き
県
外
主
要
都
市
に
て
南
城
市
の
魅
力
を

発
信
す
る
た
め
の
観
光
と
物
産
の
Ｐ
Ｒ
活
動
の
展
開
及
び
世

界
遺
産
「
斎
場
御
嶽
」
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
の
運
用
を
開
始
し
、

聖
地
と
し
て
の
理
解
も
深
め
て
頂
く
取
り
組
み
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

新
産
業
の
創
出
に
つ
い
て
は
、
南
部
東
道
路
の
整
備
や
那

覇
空
港
の
拡
張
、
国
際
物
流
ハ
ブ
化
等
に
伴
う
地
域
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
の
向
上
、
巨
大
市
場
を
生
み
出
す
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
絶
好
の

チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
官
民
連
携
に
よ
る
地
域
特
産
物
の
国
内

外
へ
の
販
路
拡
大
、
未
利
用
資
源
の
他
分
野
活
用
に
よ
る
新

た
な
産
業
創
出
、
創
業
支
援
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
本
市
で
は
、
新
庁
舎
建
設
に
伴
う
大
里
庁
舎
の

跡
地
利
用
に
つ
い
て
、
民
間
事
業
者
か
ら
提
案
を
公
募
し
、

去
る
１
月
に
Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
を
優
先
交
渉
事
業
者
と
し
て

決
定
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
本
市
の
恵
ま
れ
た
自
然
環

境
と
共
存
可
能
な
優
良
企
業
等
の
誘
致
に
取
り
組
む
な
ど
、

本
市
の
多
様
な
地
域
資
源
、
財
産
を
フ
ル
活
用
し
て
、
自

立
可
能
な
就
労
の
場
を
創
り
出
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

（
２
）心
豊
か
な
人
材
を
育
む

　
　
教
育
・
文
化
の
ま
ち
づ
く
り

次
に
、「
心
豊
か
な
人
材
を
育
む
教
育
・
文
化
の
ま
ち
づ
く

り
」
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

南
城
市
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
ふ
る
さ
と
に
誇

り
と
愛
着
を
持
ち
、
心
身
と
も
に
健
や
か
に
成
長
す
る
こ
と
は
、

全
て
の
市
民
の
願
い
で
す
。
教
育
環
境
を
整
備
し
、
学
校
教

育
と
社
会
教
育
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
生
涯
学
習
を
通

し
て
教
育
・
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
平
成
27
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
「
南
城
市
教
育

の
日
」
の
充
実
に
努
め
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
教
育
力
の

向
上
を
図
る
た
め
の
取
組
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

学
校
教
育
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
電
子
黒
板
の
整
備
、
校

内
L
A
N
の
整
備
等
を
行
い
、
学
校
の
情
報
化
を
さ
ら
に
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
保
育
園
・
幼
稚
園
・
小
学
校

の
交
流
・
連
携
を
引
き
続
き
充
実
さ
せ
、
学
び
の
基
礎
力
の

育
成
に
取
り
組
み
ま
す
。
さ
ら
に
、
玉
城
幼
稚
園
と
大
里
南

幼
稚
園
の
２
園
を
利
用
し
た
土
曜
日
の
一
時
預
か
り
事
業
を

引
き
続
き
実
施
し
、
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
、
子
育
て

支
援
、
幼
児
教
育
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

小
学
校
・
中
学
校
で
は
、
学
力
向
上
を
最
重
要
課
題
と
し

て
取
り
組
ん
だ
成
果
が
徐
々
に
表
れ
て
お
り
、今
後
と
も
、知
・

徳
・
体
の
調
和
の
と
れ
た
児
童
生
徒
の
育
成
に
努
め
、
さ
ら
に
、

４
地
区
の
学
習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
に
よ
る
学
校
支
援

を
実
施
し
、
教
育
活
動
の
充
実
と
地
域
の
活
性
化
に
向
け
た

環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
平
成
27

年
度
に
馬
天
小
学
校
に
開
室
し
た
県
立
島
尻
特
別
支
援
学
校

の
分
教
室
に
つ
い
て
は
、
障
が
い
児
が
地
域
の
学
校
に
通
う

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
の
モ
デ
ル
と
し
て
、「
地
域
の
子
供
は

地
域
で
育
て
る
」
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
継
続
し
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

国
際
的
な
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、
引
き
続
き
教
育
課
程

特
例
校
と
し
て
生
き
た
英
語
教
育
を
実
践
す
る
と
と
も
に
Ｅ

Ｓ
Ｌ
キ
ャ
ン
プ
や
英
語
検
定
受
検
者
へ
の
支
援
・
拡
充
に
よ
り
、

実
用
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
選
挙
制
度
が
一
部
改
正
さ
れ
、
選
挙
権
年
齢
が
18

歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
る
事
に
伴
い
児
童
生
徒
の
市
議
会
の
傍

聴
、
子
供
議
会
の
開
催
等
、
主
権
者
教
育
強
化
に
も
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

学
校
施
設
等
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
馬
天
小
学
校
空
調
設

備
工
事
、
玉
城
中
学
校
図
書
館
・
技
術
教
室
・
パ
ソ
コ
ン
教

室
改
築
工
事
及
び
久
高
小
中
学
校
太
陽
光
発
電
設
備
工
事
を

引
き
続
き
実
施
す
る
と
と
も
に
、
玉
城
中
学
校
武
道
場
・
屋

外
水
泳
プ
ー
ル
改
築
工
事
、
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
キ
ャ
ン
プ
等
受

入
施
設
の
実
施
設
計
に
着
手
し
ま
す
。
ま
た
、
大
里
北
小
学

校
の
改
築
事
業
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
用
地
確
保
に
努
め

な
が
ら
、
校
舎
・
体
育
館
及
び
運
動
場
の
実
施
設
計
と
敷
地

造
成
工
事
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

地
域
文
化
振
興
に
つ
い
て
は
、『
南
城
市
歴
史
文
化
基
本
構

想
』
等
に
基
づ
き
、
地
域
資
源
の
調
査
や
国
指
定
の
史
跡
整

備
に
関
連
し
た
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、「
尚

巴
志
活
用
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
実
施
事
業
」
で
は
、
文
化
振
興
・

地
域
振
興
・
人
材
育
成
等
の
事
業
と
結
び
つ
け
、
関
係
す
る

機
関
と
連
携
し
た
事
業
を
展
開
い
た
し
ま
す
。

世
界
遺
産
「
斎
場
御
嶽
」
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
得
ら
れ
た

調
査
成
果
を
基
に
琉
球
王
国
最
高
聖
地
の
保
護
と
活
用
に
つ

い
て
、
関
係
機
関
と
の
議
論
を
重
ね
な
が
ら
そ
の
魅
力
を
最

大
限
に
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

市
史
編
さ
ん
事
業
に
つ
い
て
は
、「
グ
ス
ク
」「
御
嶽
」「
戦
争
」

「
民
俗
」の
発
刊
に
向
け
て
作
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

前
年
度
に
続
き
「
集
落
域
文
化
遺
産
サ
イ
ン
整
備
事
業
」
を

推
進
し
、
本
市
の
魅
力
発
信
と
と
も
に
住
民
と
観
光
客
等
と

の
交
流
促
進
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

市
民
の
文
化
芸
術
振
興
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
発
信
拠

点
で
あ
る
文
化
セ
ン
タ
ー
・
シ
ュ
ガ
ー
ホ
ー
ル
の
施
設
機
能

強
化
事
業
を
実
施
し
、
音
楽
専
用
ホ
ー
ル
と
し
て
の
機
能
や

ク
オ
リ
テ
ィ
ー
を
よ
り
一
層
高
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

市
制
施
行
10
周
年
記
念
事
業
創
作
オ
ペ
ラ
に
続
き
今
年
度
は
、

市
民
協
働
を
活
か
し
た
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
創
作
し
、
創
造
的

な
音
楽
芸
術
活
動
の
展
開
に
よ
る
利
用
者
の
増
加
、
県
立
芸

術
大
学
と
の
包
括
連
携
で
地
域
に
残
る
伝
統
文
化
や
芸
能
の

保
存
・
継
承
等
に
よ
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
を
図

る
と
と
も
に
、
今
後
の
シ
ュ
ガ
ー
ホ
ー
ル
の
管
理
・
運
営
、

更
な
る
事
業
展
開
を
見
据
え
、
引
き
続
き
指
定
管
理
者
制
度

の
検
討
・
調
査
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

平
和
学
習
拠
点
「
糸
数
ア
ブ
チ
ラ
ガ
マ
」
に
つ
い
て
は
、

第
二
次
大
戦
の
遺
物
の
大
砲
や
魚
雷
を
展
示
す
る
と
と
も
に
、

入
壕
者
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
行
う
た

め
の
危
険
度
調
査
を
実
施
し
、
平
和
の
尊
さ
を
実
感
で
き
る

教
育
の
場
と
し
て
活
用
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
３
）温
も
り
あ
ふ
れ
る
福
寿

　
　（
健
康
・
福
祉
）の
ま
ち
づ
く
り

次
に
、「
温
も
り
あ
ふ
れ
る
福
寿
（
健
康
・
福
祉
）
の
ま
ち

づ
く
り
」
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

心
と
体
の
健
康
づ
く
り
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
市
民
が
い

き
い
き
と
心
豊
か
に
活
動
す
る
た
め
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に

応
じ
た
健
康
増
進
の
取
り
組
み
が
重
要
で
、
か
つ
、
生
活
習

慣
病
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、
早
期
に
対
策
を
講
じ
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
根
幹
と
な
る
対
策
と
し
て
定
め
た
「
デ
ー

タ
ヘ
ル
ス
計
画
（
保
健
事
業
実
施
計
画
）」
に
基
づ
き
、
本
市

の
健
康
課
題
で
も
あ
る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
起

因
す
る
「
虚
血
性
心
疾
患
・
脳
血
管
疾
患
・
糖
尿
病
性
腎
症
」

の
発
症
予
防
・
重
症
化
予
防
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

心
臓
、
脳
、
腎
臓
の
病
因
と
な
る
動
脈
硬
化
発
症
の
共
通

点
は
、「
血
管
内
皮
機
能
低
下
」
か
ら
は
じ
ま
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
有
所
見
者
を
対
象
と
し
た
２
次
健
診
に
て
、

血
管
内
皮
機
能
検
査
（
F
M
D
）
を
取
り
入
れ
、
機
能
低
下

を
早
期
に
発
見
し
生
活
習
慣
改
善
が
図
れ
る
よ
う
支
援
を
強

化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
医
療
費
適
正
化
に
つ
い
て
は
、
と
り
わ
け
糖
尿
病

等
に
よ
る
腎
対
策
が
重
要
と
な
る
た
め
、
対
象
者
を
選
定
し

保
険
者
、
大
学
（
腎
専
門
医
）、
開
業
医
と
連
携
し
対
策
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
平
成
28
年
度
も
引
き
続
き
Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ
サ
イ
ク
ル
に
基
づ
い
た
保
健
事
業
を
実
践
し
医
療
費
の
適

正
化
に
努
め
ま
す
。

健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、
一
括
交
付
金
を

活
用
し
た
健
康
教
室
等
の
開
催
、
児
童
生
徒
へ
の
生
活
習
慣

病
予
防
対
策
、
お
よ
び
保
健
指
導
等
を
実
施
し
、
そ
の
効
果

等
を
調
査
検
証
し
な
が
ら
、
地
域
組
織
等
へ
の
健
康
教
育
活

動
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
南
城
市
高
齢
者
保

健
福
祉
計
画
に
基
づ
き
、
各
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
を
図
り
、

高
齢
者
等
の
生
き
が
い
づ
く
り
や
地
域
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、「
高
齢
者
が
要
介
護
状
態
に

な
っ
て
も
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
が
継
続
で
き
る
」
を

基
本
と
し
た
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
努
め
る
と
と

も
に
、
地
域
支
援
事
業
に
よ
る
地
域
ふ
れ
あ
い
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
等
の
実
施
、
更
に
は
、
今
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
介

護
予
防
・
日
常
生
活
総
合
事
業
の
実
施
に
よ
り
、
介
護
予
防

に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
認
知
症
施
策
に
つ
い
て
は
、
市
内
高
齢
者
福
祉
施

設
と
の
連
携
の
も
と
、
認
知
症
の
早
期
発
見
、
重
度
化
防
止

に
努
め
る
と
同
時
に
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
地
域
で
の
増

員
に
取
り
組
み
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
医
療
費
が
年
々
伸
び

続
け
て
お
り
非
常
に
厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
り
ま
す
。
現
在
、

国
に
沖
縄
県
の
特
殊
事
情
を
考
慮
し
た
財
政
支
援
を
要
請
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
年
か
ら
特
別
調
整
交
付
金
の
上

積
み
が
確
定
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
も
引
続
き
粘
り
強
く

要
請
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
に
つ
い
て
は
、
沖
縄
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
と
連
携
を
強
化
し
、
健
康
の
保
持
増
進
を
図
り

長
寿
健
診
の
実
施
等
医
療
費
の
抑
制
を
図
り
安
定
的
な
事
業

運
営
に
努
め
ま
す
。

平成28年度 南城市施政方針 平成28年度 南城市施政方針

大里庁舎跡地にはIT関連企業が進出予定。自然環境と共存しつつ、雇用の
増加と周辺地域への経済波及が見込まれます。

５年前の感動を新たに！ シュガーホールで創作市民ミュージカルを公演。

国
民
年
金
に
つ
い
て
は
、
年
金
受
給
者
数
は
年
々
増
加

し
市
民
生
活
の
向
上
に
大
き
く
貢
献
し
て
お
り
ま
す
。
広

報
活
動
や
年
金
相
談
な
ど
を
通
じ
、
制
度
の
周
知
を
図
る

と
と
も
に
、
年
金
事
務
所
と
連
携
し
て
市
民
の
年
金
受
給

権
の
獲
得
に
努
め
ま
す
。

子
育
て
支
援
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
子
育
て
支
援

の
ニ
ー
ズ
調
査
を
踏
ま
え
策
定
し
た
「
南
城
市
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
事
業
計
画
」
に
掲
げ
る
各
種
施
策
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
平
成
27
年
度
か
ら
施
行
さ
れ
た
子
ど
も
・
子
育
て

新
制
度
に
お
け
る
、
多
様
化
す
る
保
育
・
子
育
て
ニ
ー
ズ
へ

の
対
応
策
を
必
要
に
応
じ
検
討
し
な
が
ら
、
子
育
て
支
援
の

充
実
強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
女
性
の
社
会

進
出
を
推
進
す
る
た
め
、
仕
事
と
育
児
を
両
立
で
き
る
よ
う

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
支
援
を
継
続
す
る
と
と

も
に
、
病
児
・
病
後
児
保
育
事
業
や
子
育
て
世
代
の
就
労
支

援
に
努
め
ま
す
。

母
子
保
健
事
業
に
つ
い
て
は
、
母
性
並
び
に
乳
幼
児
の
健

康
の
保
持
増
進
を
図
る
た
め
、
き
め
細
か
な
乳
幼
児
健
診
の

実
施
や
市
独
自
の
健
康
相
談
を
充
実
す
る
な
ど
、
毎
年
、
効

率
の
よ
い
改
善
策
を
講
じ
な
が
ら
保
健
指
導
の
質
を
高
め
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
妊
婦
に
お
い
て
も
引
き
続
き
マ
タ
ニ

テ
ィ
教
室
を
開
催
し
、
出
産
・
育
児
に
関
す
る
保
健
指
導
を

一
層
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
に
つ
い
て
は
、
入
院
医
療
費
の

対
象
年
齢
を
中
学
校
卒
業
時
ま
で
、
通
院
医
療
費
に
つ
い
て

は
対
象
年
齢
を
小
学
校
就
学
前
ま
で
引
き
上
げ
、
子
育
て
世

代
の
負
担
軽
減
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
県
と
の
連
携

を
強
化
し
、
対
象
年
齢
の
拡
充
に
向
け
て
努
め
ま
す
。

待
機
児
童
解
消
の
対
策
に
つ
い
て
は
、
市
立
保
育
所
及
び

法
人
保
育
園
の
定
員
の
弾
力
運
用
を
活
用
す
る
と
と
も
に
、

認
可
外
保
育
施
設
の
認
可
化
移
行
支
援
事
業
に
取
り
組
み
、

法
人
保
育
園
を
増
す
こ
と
に
よ
り
入
所
定
員
の
拡
大
を
図
り
、

平
成
30
年
度
４
月
１
日
時
点
で
待
機
児
童
解
消
を
目
指
し
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
市
立
保
育
所
の
民
営
化
に
つ
い
て
は
、

市
立
保
育
所
７
か
所
の
う
ち
６
ヶ
所
を
民
営
化
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
民
間
活
力
の
導
入
を
図
る
た
め
、
残
り
１
ヶ
所
の

市
立
み
ど
り
保
育
所
の
民
営
化
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
法
人
保
育
園
で
の
通
常
保
育
を
は
じ
め
、
延
長
保

育
事
業
等
の
各
種
事
業
に
取
り
組
み
、
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に

応
じ
た
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

学
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
は
、
平
成
26
年
度
よ
り
実
施
し
て

い
る
公
的
施
設
移
行
事
業
を
推
進
し
、
市
内
小
学
校
敷
地
内

へ
の
施
設
整
備
を
進
め
、
放
課
後
の
子
ど
も
の
安
全
・
安
心

な
居
場
所
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

障
害
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の

解
消
を
目
的
と
す
る
「
障
害
者
差
別
解
消
法
」
が
４
月
１
日

か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。「
沖
縄
県
障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も

共
に
暮
ら
し
や
す
い
社
会
づ
く
り
条
例
」
の
周
知
を
図
る
と

と
も
に
、
障
害
者
総
合
支
援
法
や
南
城
市
障
が
い
者
計
画
、

障
が
い
福
祉
計
画
に
基
づ
い
た
、
自
立
支
援
給
付
や
地
域
生

活
支
援
事
業
の
展
開
及
び
障
害
者
虐
待
防
止
、
成
年
後
見
人

制
度
な
ど
の
権
利
擁
護
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

障
害
者
の
地
域
活
動
及
び
相
談
支
援
に
つ
い
て
は
、
地
域

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
体
制
強
化
、
利
用
促
進
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

相
談
・
療
育
に
つ
い
て
は
、
家
庭
相
談
員
、
女
性
相
談
員

を
継
続
配
置
し
、
家
庭
児
童
相
談
や
女
性
相
談
業
務
の
充
実

を
図
る
と
と
も
に
、
臨
床
心
理
士
の
継
続
配
置
に
よ
り
親
子

通
園
事
業
所
へ
の
巡
回
指
導
を
強
化
し
、
発
達
障
が
い
児
に

関
す
る
窓
口
相
談
業
務
も
含
め
、
相
談
及
び
療
育
の
支
援
体

制
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

母
子
・
寡
婦
・
父
子
家
庭
に
つ
い
て
は
、
児
童
扶
養
手
当

の
支
給
、
ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
母
子
・
父
子
医
療
費
助
成
や

就
職
に
有
利
と
な
る
よ
う
な
資
格
取
得
の
た
め
の
、
母
子
家

庭
等
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金
等
事
業
を
継
続
し
、
さ
ら
に
、

南
城
市
母
子
寡
婦
福
祉
会
や
関
係
機
関
と
の
連
携
を
強
化
し

な
が
ら
、
母
子
家
庭
等
の
生
活
基
盤
や
子
育
て
支
援
の
強
化

を
図
り
、
生
活
の
負
担
を
軽
減
し
子
ど
も
の
健
全
な
育
成
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ
い
て
は
、
平
成
28
年
度
新
た
に

実
施
さ
れ
る
「
沖
縄
子
供
の
貧
困
緊
急
対
策
事
業
」
を
実
施
し
、

食
事
の
提
供
や
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
を
行
う
と
と
も
に
、

教
育
委
員
会
と
連
携
し
、
子
ど
も
の
貧
困
対
策
支
援
員
を
配

置
し
、
関
係
各
課
と
横
断
的
に
情
報
共
有
し
事
業
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

昨
年
度
に
施
行
さ
れ
た
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
に
基
づ

く
、
自
立
支
援
事
業
と
住
居
確
保
給
付
金
支
給
事
業
に
つ
い

て
は
、
今
年
度
も
２
人
の
相
談
支
援
員
を
配
置
し
、
生
活
困

窮
者
の
早
期
発
見
や
見
守
り
の
た
め
の
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
構
築
す
る
と
と
も
に
、
庁
内
関
連
課
や
関
係
機
関
と
の
連

携
を
図
り
な
が
ら
個
々
人
の
状
況
に
応
じ
た
適
切
な
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。
去
る
８
月
に
は
、
福
祉
事
務
所

内
に
生
活
困
窮
者
等
の
自
立
に
向
け
た
就
労
支
援
を
行
う
事

を
目
的
に
、
地
方
公
共
団
体
無
料
職
業
紹
介
事
業
所
「
南
城

市
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
相
談
者
の
ニ
ー

ズ
へ
の
迅
速
な
対
応
を
目
指
す
べ
く
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
求
人

情
報
オ
ン
ラ
イ
ン
提
供
利
用
申
請
を
行
い
、
本
年
４
月
か
ら

那
覇
公
共
職
業
安
定
所
に
お
け
る
職
業
紹
介
関
連
情
報
が
提

供
さ
れ
る
予
定
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
生
活
困
窮
者
等
の
就

労
意
欲
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
は
、
国
の
補
助
事
業
を
活
用
し
て
、
新
規
に

婚
姻
し
た
低
所
得
世
帯
を
対
象
に
、
住
宅
の
取
得
や
賃
借
等

に
係
る
経
費
の
一
部
を
支
援
し
、
稼
働
年
齢
層
の
定
住
促
進

と
少
子
化
対
策
の
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

全
国
的
に
急
速
な
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
南

城
市
に
は
、
元
気
な
高
齢
者
が
多
く
お
り
、
生
き
が
い
と
就

労
の
場
と
し
て
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
活
動
に
つ
い

て
も
支
援
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
４
）市
民
と
相
互
理
解
を
深
め
る

　
交
流
の
ま
ち
づ
く
り

次
に
「
市
民
と
相
互
理
解
を
深
め
る
交
流
の
ま
ち
づ
く
り
」

に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
は
４
年
に
一
度
の
第
３
回
南
城
市
ま
つ
り
の
開
催
年

度
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
回
の
ま
つ
り
に
お
い
て
は
、
市

制
施
行
10
周
年
式
典
を
開
催
し
全
市
民
で
祝
う
と
と
も
に
、

地
域
間
の
相
互
理
解
と
交
流
を
深
め
、
市
民
と
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
を
一
層
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
郷
土
に
伝
わ
る
伝
統
芸
能
や
御
新
下
り
（
お
あ
ら

お
り
）
を
開
催
す
る
こ
と
で
、
伝
統
芸
能
の
保
存
継
承
、
技

術
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
本
市
の
歴
史
・
文
化
を
学
習

し
郷
土
に
誇
り
と
愛
着
を
持
っ
た
人
材
を
育
成
し
、
地
域
活

性
化
を
図
り
ま
す
。

国
内
・
国
際
交
流
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
昨
年
、
姉
妹
都

市
盟
約
20
周
年
と
い
う
節
目
の
年
を
迎
え
た
宮
崎
県
高
千
穂

町
と
は
、
今
後
、
よ
り
一
層
若

い
世
代
や
商
工
・
観
光
関
連
の

交
流
を
図
り
、
官
民
を
挙
げ
て

交
流
を
深
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
中
国
江
陰
市
と
の
友
好

都
市
締
結
に
向
け
協
議
し
て
ま

い
り
ま
す
。

10
月
に
は
、
移
住
者
世
代
の

功
績
を
讃
え
る
と
と
も
に
、
沖

縄
が
誇
る
人
的
財
産
で
あ
る
海

外
の
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
と
絆
を

深
め
る
た
め
「
第
６
回
世
界
の

ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
大
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
本
市
に
ゆ
か
り

の
あ
る
大
会
参
加
者
の
皆
さ
ま

を
お
招
き
し
、
市
民
と
の
交
流

を
通
じ
、
南
城
市
へ
の
理
解
が
深
ま
る
よ
う
、
市
内
観
光
や

交
流
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
の
開
催
な
ど
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
南
城
市
海
外
移
住
者
子
弟
の
研
修
生
を
受
け
入
れ
、

技
術
等
の
習
得
及
び
市
民
と
の
交
流
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

「
尚
巴
志
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」、「
Ｅ
Ｃ
Ｏ
ス
ピ
リ
ッ
ト
ラ

イ
ド
＆
ウ
ォ
ー
ク
ｉ
ｎ
南
城
市
」、
を
引
き
続
き
開
催
し
、
更

な
る
内
容
の
充
実
を
図
り
、
本
市
の
魅
力
発
信
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
体
育
協
会
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
等
と
の
連
携

を
図
り
指
導
者
の
育
成
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
推
進
体

制
の
充
実
、
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
キ
ャ
ン
プ
受
入
の
拡
充
、
陸
上
競

技
場
の
施
設
機
能
の
強
化
等
を
進
め
て
い
く
と
と
も
に
、
市
民

の
ス
ポ
ー
ツ
に
携
わ
る
機
会
を
増
や
し
、
健
康
増
進
の
た
め

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
」「
壮
年
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
を
開
催
し
、
市

民
が
交
流
を
持
て
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

多
様
な
交
流
を
活
発
に
す
る
情
報
基
盤
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
教
育
や
防
災
な
ど
、
様
々
な
分
野
で
高
度
な
市
民
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
の
基
盤
と
な
る
「
地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ

ト
」
の
耐
用
年
数
と
新
庁
舎
建
設
計
画
が
同
時
期
と
な
る
こ

と
か
ら
、
庁
舎
建
設
に
合
わ
せ
て
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
再
構
築

の
検
討
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

広
域
行
政
の
強
化
に
つ
い
て
は
、
南
部
東
道
路
や
観
光
振

興
将
来
拠
点
（
中
核
地
）
等
の
整
備
と
併
せ
、
南
部
観
光
の

振
興
に
資
す
る
施
設
整
備
及
び
公
共
交
通
体
系
の
構
築
な
ど
、

広
域
で
の
対
応
が
不
可
欠
な
分
野
に
お
い
て
、
国
や
県
、
関

係
市
町
村
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
具
体
的
な
取
組
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

（
５
）安
全
で
安
心
、快
適
な
暮
ら
し
を

　
支
え
る
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

次
に
「
安
全
で
安
心
、
快
適
な
暮
ら
し
を
支
え
る
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

本
市
は
、
都
市
計
画
区
域
再
編
に
伴
い
、
住
宅
開
発
や

企
業
立
地
が
進
展
し
、
さ
ら
に
は
南
部
東
道
路
の
着
工
、

新
庁
舎
建
設
事
業
お
よ
び
観
光
振
興
将
来
拠
点
事
業
の
大

規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
展
も
見
ら
れ
る
な
ど
、
ま
ち
づ

く
り
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
し
て
お
り
ま
す
。

昨
年
10
月
、
本
市
は
、
こ
う
し
た
情
勢
変
化
に
あ
わ
せ
て
、

一
体
的
な
都
市
づ
く
り
の
〝
そ
の
先
〞
を
見
据
え
、
南
城

市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
改
訂
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
本
市
の
「
南
城
ち
ゃ
ー
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｊ
Ｕ
　
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ

創
生
戦
略
」
で
は
、
市
中
央
部
に
お
い
て
先
導
的
都
市
拠
点

の
創
出
も
重
点
戦
略
と
し
て
位
置
づ
け
て
お
り
、
南
城
市
ら

し
い
自
然
・
歴
史
文
化
遺
産
・
景
観
と
の
調
和
を
図
り
つ
つ
、

生
活
や
都
市
活
動
の
場
を
充
実
す
る
計
画
的
な
土
地
利
用
等

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

交
通
体
系
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
国
道
３
３
１
号
、
主
要

県
道
を
核
と
し
た
効
率
・
効
果
的
な
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

形
成
、
市
全
域
の
一
体
化
を
図
り
、
利
便
性
を
高
め
て
ま
い

り
ま
す
。
そ
の
一
つ
と
な
る
南
部
東
道
路
整
備
は
、
平
成
27

年
５
月
よ
り
工
事
に
着
手
し
て
お
り
、
今
後
も
、
沖
縄
県
及

び
南
風
原
町
と
連
携
し
事
業
の
早
期
完
成
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
基
幹
道
路
の
国
道
３
３
１
号
で
は
、

交
通
環
境
改
善
や
児
童
生
徒
の
通
学
時
の
安
全
確
保
の
た
め
、

津
波
古
地
区
道
路
改
良
事
業
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
バ
ス
停

の
設
置
な
ど
主
要
道
路
に
か
か
る
整
備
必
要
箇
所
は
、
早
期

事
業
化
に
向
け
て
要
請
し
て
ま
い
り
ま
す
。

市
道
整
備
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
運
座
新
開
線
を
事
業
化

し
、
南
風
原
田
原
線
、
南
風
原
福
原
線
、
西
原
南
風
原
線
、

大
里
南
小
学
校
線
、
喜
良
原
新
里
長
作
原
線
、
新
開
田
原
線
、

船
越
大
城
線
、
前
川
當
山
線
、
大
里
城
趾
連
絡
線
、
新
開
中

央
線
、
嶺
井
土
改
１
号
〜
高
俣
線
は
引
き
続
き
、
完
成
に
向

け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
そ
の
他
市
道
整
備
に
つ
い
て

は
、
平
成
22
年
度
に
策
定
し
た
南
城
市
道
路
網
整
備
計
画
の

見
直
し
を
行
い
、
補
助
事
業
の
新
規
採
択
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

新
た
な
公
共
交
通
の
確
保
に
向
け
、
試
験
運
行
し
て
き
た

デ
マ
ン
ド
交
通
「
お
で
か
け
な
ん
じ
ぃ
」
は
、
平
成
28
年
度

よ
り
本
格
運
行
へ
移
行
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
実
証
実
験
事

業
結
果
を
踏
ま
え
、
利
用
者
拡
大
、
効
率
運
行
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
南
部
東
道
路
整
備
、
新
庁
舎
建
設
お
よ
び
観
光
振

興
将
来
拠
点
整
備
等
を
見
据
え
、
本
市
の
公
共
交
通
体
系
の

改
善
に
向
け
、
バ
ス
事
業
者
等
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が

ら
調
査
・
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

港
湾
整
備
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
管
理
者
で
あ
る
県
と

連
携
し
中
城
湾
港
馬
天
港
、
仲
伊
保
港
、
安
座
真
港
、
徳
仁

港
の
港
湾
施
設
の
改
修
促
進
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
佐
敷

地
区
港
湾
計
画
の
見
直
し
に
向
け
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
南
城
市
水
道
事
業
基
盤
整
備
計

画
に
基
づ
き
、
安
定
的
な
水
の
供
給
を
行
う
た
め
各
水
道
施

設
の
再
構
築
や
新
設
、
老
朽
化
施
設
の
計
画
的
な
更
新
並
び

に
水
道
施
設
の
耐
震
化
整
備
を
平
成
28
年
度
も
引
き
続
き
取

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
水
道
事
業
経
営
に
つ
い
て
は
、
水
質
、

施
設
の
管
理
強
化
を
図
り
、
公
営
企
業
経
営
の
基
本
を
踏
ま

え
な
が
ら
、
経
営
の
健
全
化
・
効
率
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、地
域
住
民
の
生
活
環
境
、河
川
・

海
域
な
ど
、
公
共
水
域
の
水
質
保
全
を
目
的
に
整
備
促
進
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
未
整
備
地
域
に
お
い
て
は
、
効
率
的

な
整
備
計
画
及
び
事
業
選
択
等
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
既
設
処
理
施
設
に
お
い
て
は
、
順
次
機

能
強
化
事
業
に
向
け
て
の
団
体
営
調
査
設
計
業
務
を
行
い
、

施
設
統
合
も
踏
ま
え
た
長
寿
命
化
対
策
に
向
け
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。
下
水
道
事
業
運
営
に
つ
い
て
は
、
接
続
推
進

活
動
を
継
続
し
て
行
い
、
さ
ら
な
る
経
営
努
力
を
図
り
、
健

全
な
事
業
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

地
域
に
根
ざ
し
た
循
環
型
社
会
の
形
成
に
つ
い
て
は
、
引

き
続
き
市
民
へ
の
ご
み
問
題
の
市
民
意
識
の
啓
発
を
図
り
、

更
な
る
ご
み
の
減
量
化
や
資
源
の
再
生
利
用
に
取
り
組
み
、

不
法
投
棄
等
に
つ
い
て
は
、
不
法
投
棄
未
然
防
止
事
業
で
導

入
し
た
監
視
カ
メ
ラ
・
防
止
ネ
ッ
ト
に
よ
る
対
策
、
山
間
部

の
パ
ト
ロ
ー
ル
や
看
板
の
設
置
等
を
行
い
、
不
法
投
棄
等
に

対
す
る
市
民
意
識
の
啓
発
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
総
合
的
な
環
境
対
策
の
取
り
組
み
と
し
て
、
公
共

施
設
等
の
照
明
器
具
を
省
エ
ネ
型
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
に
切
り
替

え
る
な
ど
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
を
行
い
、
低
炭
素

な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

公
園
整
備
に
つ
い
て
は
、
大
里
城
趾
公
園
の
緑
地
空
間
確
保

と
と
も
に
、
管
理
棟
施
設
を
地
域
文
化
の
継
承
や
地
域
内
交
流

に
活
用
す
る
と
と
も
に
供
用
開
始
後
の
指
定
管
理
に
つ
い
て
検

討
い
た
し
ま
す
。
グ
ス
ク
ロ
ー
ド
公
園
、
知
念
岬
公
園
に
つ
い

て
は
、
市
民
や
観
光
客
等
の
利
用
者
が
快
適
に
過
ご
せ
る
よ
う

に
、
遊
具
等
を
整
備
し
、
公
園
機
能
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

景
観
形
成
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
景
観
特
性
に
応
じ
た
ま

ち
づ
く
り
、
良
好
な
景
観
保
全
・
創
出
に
努
め
る
と
と
も
に

広
報
活
動
を
引
き
続
き
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

定
住
促
進
策
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
市
営
住
宅
の
老
朽
化

が
著
し
い
こ
と
か
ら
、
南
城
市
公
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計
画

に
基
づ
き
、
適
切
な
管
理
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

老
朽
化
が
著
し
い
嶺
井
団
地
の
建
て
替
え
に
つ
い
て
は
、
南

城
市
地
域
居
住
機
能
再
生
計
画
書
に
基
づ
き
、
沖
縄
県
並
び

に
沖
縄
県
住
宅
供
給
公
社
と
連
携
し
、
改
築
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

離
島
で
あ
る
久
高
島
に
つ
い
て
は
、
産
業
振
興
や
観
光
・

交
流
の
促
進
、
離
島
航
路
の
維
持
、
確
保
す
る
と
と
も
に
、

今
年
度
か
ら
離
島
食
品
・
日
用
品
輸
送
費
等
補
助
事
業
に
お

い
て
、
海
上
輸
送
費
を
助
成
し
小
売
店
の
生
活
必
需
品
等
の

価
格
を
低
減
す
る
こ
と
に
よ
り
、
島
民
の
割
高
な
生
活
コ
ス

ト
を
軽
減
し
定
住
条
件
の
整
備
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

防
災
に
つ
い
て
は
、
阪
神
淡
路
大
震
災
や
東
日
本
大
震
災

の
教
訓
を
踏
ま
え
、
地
震
・
津
波
・
土
砂
災
害
・
台
風
災
害

等
か
ら
市
民
を
守
る
た
め
、
地
域
防
災
計
画
に
基
づ
き
災
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。
既
存
の
防

災
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
経
年
劣
化
等
か
ら
新
庁
舎
移
転
に

あ
わ
せ
、
平
成
28
年
度
よ
り
災
害
に
強
い
新
た
な
防
災
シ
ス

テ
ム
の
構
築
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
市
民
の

防
災
意
識
の
向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、
災
害
の
未
然
防
止
、

災
害
発
生
時
に
迅
速
な
対
応
を
行
う
た
め
、
市
民
自
ら
自
分

達
の
地
域
は
自
分
達
で
守
る
共
助
の
精
神
を
育
み
、
自
主
的

に
防
災
活
動
を
行
え
る
自
主
防
災
組
織
の
結
成
、
育
成
強
化

に
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

消
防
・
救
助
体
制
に
関
し
て
は
、
迅
速
な
救
急
・
救
助
活

動
の
充
実
・
強
化
を
図
る
と
と
も
に
津
波
に
よ
る
消
防
機
能

の
喪
失
が
想
定
さ
れ
る
佐
敷
出
張
所
を
被
害
が
受
け
に
く
い

位
置
に
移
転
致
し
ま
す
。

防
犯
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、
市
民
、
各
種
団
体
や
警

察
署
等
と
連
携
し
、
自
主
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
拡
充
及
び

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
等
の
取
組
強
化
、
子
ど
も
１
１
０
番
の
家

の
拡
充
に
努
め
る
と
と
も
に
、
防
犯
灯
の
設
置
補
助
を
継
続

す
る
な
ど
、
防
犯
対
策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、引
き
続
き
、地
域
、各
種
団
体
、

地
区
交
通
安
全
協
会
、
警
察
署
等
と
、
よ
り
一
層
の
連
携
を

図
り
、
交
通
安
全
思
想
の
普
及
、
及
び
道
路
環
境
の
整
備
を

促
進
し
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
、
い
わ
ゆ
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

に
つ
い
て
は
、
さ
ら
な
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
と

と
も
に
、
個
人
情
報
の
適
正
管
理
、
関
連
シ
ス
テ
ム
の
安
全

対
策
を
徹
底
し
、
安
心
・
安
全
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

各
種
証
明
書
に
つ
い
て
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
個

人
番
号
カ
ー
ド
）
の
取
得
に
よ
り
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
で
交
付
が
可
能
と
な
る
よ
う
事
業
を
導
入
し
、
市
民
の
利

便
性
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
６
）人
の
和
が
支
え
る
市
民
主
役
の

　
　
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

次
に
「
人
の
和
が
支
え
る
市
民
主
役
の
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
」
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

本
市
で
は
、
先
達
が
築
き
あ
げ
て
き
た
地
域
づ
く
り
を
、

こ
れ
ま
で
に
培
っ
て
き
た
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
力
」
を
原
動

力
と
し
た
ム
ラ
ヤ
ー
構
想
を
平
成
24
年
度
に
策
定
い
た
し

ま
し
た
。

今
後
も
、
ム
ラ
ヤ
ー
構
想
を
よ
り
強
力
に
推
進
し
、
ム
ラ

ヤ
ー
を
中
心
に
互
い
に
支
え
合
う
仕
組
み
づ
く
り
を
構
築
し

て
ま
い
り
ま
す
。

市
民
と
行
政
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、
市
民

主
体
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
地
域
の
様
々
な
課

題
解
決
に
向
け
、
市
民
活
動
団
体
等
の
特
性
を
活
か
し
た
事

業
提
案
を
公
募
す
る
「
上
が
り
太
陽
プ
ラ
ン
」
を
継
続
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
な
ん
じ
ょ
う
地
域
デ
ザ
イ
ン
セ

ン
タ
ー
と
連
携
し
、
自
治
会
、
市
民
団
体
等
の
活
動
支
援
を

行
う
た
め
、
市
民
大
学
の
機
能
強
化
を
行
い
、
地
域
の
担
い

手
育
成
を
継
続
し
て
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

広
報
業
務
に
つ
い
て
は
、
F
M
な
ん
じ
ょ
う
の
活
用
、
広
報

誌
及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
連
携
、
さ
ら
に
F
a
c
e
b
o
o
k

等
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
と
の
相
乗
効
果
に
よ
り
、
市
民

の
皆
様
に
親
し
み
を
も
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
創
意
工
夫
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

新
庁
舎
建
設
事
業
に
つ
い
て
は
、「
市
民
に
親
し
ま
れ
、
環

境
に
配
慮
し
た
機
能
的
な
庁
舎
」
の
基
本
理
念
に
基
づ
き
、

庁
舎
建
設
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
平
成

27
年
度
に
は
、
庁
舎
建
設
に
関
し
広
く
市
民
の
意
見
を
聴
取

す
る
た
め
、
市
民
説
明
会
を
市
内
４
地
域
で
開
催
し
、
そ
の
後
、

実
施
設
計
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

平
成
28
年
度
に
つ
い
て
は
、
策
定
さ
れ
た
実
施
設
計
を
精

査
し
、
各
種
許
認
可
を
得
て
、
本
格
的
な
工
事
に
着
手
し
、

平
成
29
年
度
の
完
成
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

人
権
擁
護
相
談
及
び
行
政
相
談
に
つ
い
て
は
、
人
権
擁
護

委
員
や
行
政
相
談
委
員
の
活
動
の
活
発
化
を
図
る
と
と
も
に
、

人
権
の
確
立
、
行
政
相
談
に
関
す
る
情
報
提
供
や
相
談
体
制

の
強
化
に
引
き
続
き
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
て
は
、
今
年
度
、
条

例
の
制
定
と
都
市
宣
言
を
行
い
市
民
意
識
の
啓
発
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、
南
城
市
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
と
の
共
同

企
画
運
営
に
よ
る
、「
な
ん
じ
ょ
う
輝
き
フ
ェ
ス
タ
」
を
継
続

開
催
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
女
性
の
管
理
職
へ
の
登
用
、
審

議
会
及
び
委
員
会
等
の
政
策
・
方
針
決
定
過
程
へ
の
女
性
の

参
画
を
促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
効
率
的
な
行
財
政
運
営
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
南
城
市
行
政
改
革
大
綱
（
１
次
・
２
次
）
に
基
づ
き
、

行
財
政
改
革
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
合
併
に
伴
い

優
遇
さ
れ
て
き
た
普
通
交
付
税
は
、
本
年
度
よ
り
５
年
を

か
け
て
激
減
緩
和
策
が
講
じ
ら
れ
、
予
算
規
模
も
大
き
く

縮
減
さ
れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
歳
出
に
お
い
て
は
、

児
童
福
祉
費
、
社
会
福
祉
費
の
扶
助
費
や
補
助
金
、
国
民

健
康
保
険
会
計
及
び
下
水
道
会
計
へ
の
繰
出
金
の
増
額
な

ど
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
財
政
状
況

の
な
か
で
も
、
行
財
政
需
要
は
多
様
化
・
高
度
化
・
専
門

化
し
て
き
て
お
り
ま
す
。

今
後
は
、
将
来
を
見
据
え
た
堅
実
な
行
財
政
運
営
を
推
進

す
る
た
め
、
柔
軟
に
対
応
で
き
る
体
制
を
構
築
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
昨
年
、
第
３
次
南
城
市
行
政
改
革
大
綱
が
策
定

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
大
綱
に
基
づ
き
、
第
３
次
集
中
改
革
プ

ラ
ン
を
作
成
し
、
今
後
の
市
民
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
対
応
で
き

る
体
制
を
強
化
し
、
更
な
る
行
財
政
改
革
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
公
共
施
設
等
の
全
体
的
な
状
況
を
把
握
し
、

機
能
・
目
的
が
類
似
す
る
施
設
の
統
廃
合
を
積
極
的
に
推
進
し
、

行
財
政
負
担
の
軽
減
・
平
準
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

平
成
28
年
度
よ
り
、
職
員
の
能
力
を
最
大
限
に
引
き
出
し

活
用
す
る
こ
と
で
、
組
織
力
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

「
南
城
市
人
事
評
価
制
度
」
を
導
入
し
、
よ
り
適
正
な
人
事
管

理
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
27
年
度
に
策
定
さ
れ
た
「
第

２
次
定
員
適
正
化
計
画
」
に
基
づ
き
、
時
機
を
捉
え
た
職
員

の
集
中
配
置
な
ど
、
各
部
局
に
対
し
限
ら
れ
た
人
材
の
中
か

ら
職
員
配
置
の
必
要
数
を
的
確
に
見
極
め
、
よ
り
適
正
な
定

員
管
理
を
実
施
し
ま
す
。

平
成
28
年
度
に
お
い
て
は
、
中
核
地
を
中
心
と
し
た
新
た
な

ま
ち
づ
く
り
及
び
地
域
公
共
交
通
の
再
編
な
ど
を
強
力
に
推
進

し
て
い
く
た
め
、
企
画
部
内
に
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
を
発

足
し
ま
す
。
ま
た
、
教
育
部
内
に
生
涯
学
習
課
を
新
設
し
、
社
会

教
育
及
び
社
会
体
育
の
連
携
に
よ
り
、
市
民
の
生
涯
学
習
活
動
、

社
会
体
育
関
連
事
業
の
充
実
・
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
知
的
資
源
と
し
て
活
用
さ
れ
う
る
公
文
書
等
の
管

理
に
つ
い
て
実
効
性
を
確
保
し
、
適
正
か
つ
効
率
的
に
運
営

さ
れ
る
こ
と
で
情
報
公
開
や
個
人
情
報
保
護
に
適
切
に
対
応

し
う
る
こ
と
か
ら
平
成
28
年
度
よ
り
新
た
な
文
書
管
理
シ
ス

テ
ム
の
構
築
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
７
）市
民
の
心
で
世
界
へ
つ
な
ぐ

　
　
ま
ち
づ
く
り

次
に
「
市
民
の
心
で
世
界
へ
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ

い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

本
市
で
は
、
平
成
23
年
度
に
８
月
10
日
を
「
南
城
市
民
平

和
の
日
」
と
定
め
、
愛
、
真
心
、
平
和
、
感
謝
、
思
い
や
り
な
ど
、

の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
南
城
市
民
の
間
に
定
着
す
る
た
め
、「
ハ
ー

ト
の
ま
ち
宣
言
」
を
行
う
な
ど
の
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。

今
年
も
引
き
続
き
、
ハ
ー
ト
の
ま
ち
を
内
外
に
広
め
る
た

め
の
施
策
を
講
じ
、
南
城
市
か
ら
「
恒
久
平
和
」
を
発
信
し

て
ま
い
り
ま
す
。

観
光
産
業
は
、
本
市
の
基
幹
産
業
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

年
々
増
え
続
け
る
観
光
客
が
安
心
し
て
観
光
で
き
る
よ
う
、

地
域
Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ
の
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
を
増
や
す
と
と
も

に
、
観
光
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
と
連
動
し
、
観
光
情
報
発
信
力

を
高
め
、
外
国
人
観
光
客
で
も
安
心
し
て
、
満
足
で
き
る
環

境
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

本
市
は
こ
れ
ま
で
海
外
短
期
留
学
事
業
に
よ
り
、
市
内
の

中
高
校
生
１
８
０
名
余
を
米
国
の
大
学
に
派
遣
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
は
ア
メ
リ
カ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
カ

レ
ッ
ジ
２
校
と
協
定
を
結
び
、
長
期
留
学
へ
の
環
境
を
整
え

て
お
り
ま
す
。
平
成
28
年
度
も
ワ
シ
ン
ト
ン
州
立
大
学
へ
派

遣
す
る
と
と
も
に
、
中
学
生
中
国
国
際
交
流
派
遣
事
業
の
充

実
を
図
り
、
世
界
に
羽
ば
た
く
国
際
感
覚
豊
か
な
人
材
の
育

成
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
本
市
は
、
平
成
26
年
10
月
か
ら
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
国
際
協

力
機
構
の
「
草
の
根
技
術
協
力
事
業
（
地
域
活
性
化
特
別
枠
）」

に
よ
り
、
農
水
産
業
振
興
や
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
テ
ー
マ
と

し
て
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ビ
ク
ト
リ
ア
ス
市
と
の
受
入
・
派
遣

を
通
じ
た
人
的
交
流
、
技
術
支
援
等
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

こ
の
度
、
こ
の
草
の
根
技
術
協
力
事
業
が
き
っ
か
け
と
な
り
、

平
成
28
年
４
月
か
ら
２
期
４
年
に
わ
た
り
、
本
市
職
員
を
現

地
へ
派
遣
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
回
の
派
遣
目
的
は

ビ
ク
ト
リ
ア
ス
市
に
お
け
る
人
材
育
成
や
地
域
活
性
化
は
も

と
よ
り
、
南
城
市
の
人
材
育
成
及
び
帰
国
後
の
地
域
活
性
化

の
貢
献
を
図
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
な
ん
じ
ょ

う
市
民
大
学
の
取
り
組
み
等
と
と
も
に
、
多
様
で
多
彩
な
人

材
育
成
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

以
上
、
申
し
上
げ
ま
し
た
政
策
、
施
策
を
実
行
す
る
た
め

歳
入
の
面
に
お
い
て
は
、
市
税
は
増
収
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、

自
主
財
源
の
割
合
は
低
く
依
然
と
し
て
地
方
交
付
税
等
に
大

き
く
依
存
し
た
財
政
構
造
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

平
成
28
年
度
の
一
括
交
付
金
事
業
に
つ
い
て
は
、
32
事
業
、

交
付
金
ベ
ー
ス
で
９
億
６
百
50
万
１
千
円
を
計
上
い
た
し
ま

し
た
。
３
つ
の
新
規
事
業
に
つ
い
て
は
、
内
閣
府
の
内
諾
後

に
補
正
予
算
に
て
対
応
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
、

事
業
の
必
要
性
、
緊
急
性
等
を
勘
案
し
な
が
ら
、
観
光
、
農

水
産
業
、
教
育
、
防
災
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
分
野
に
一
括
交

付
金
及
び
地
方
創
生
に
係
る
新
型
交
付
金
を
活
用
し
、
本
市

の
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
を
見
据
え
た
事
業
展
開
を
図
っ
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
か
ら
平
成
32
年
度
ま
で
の
５
年
間
に
お
い
て
、

普
通
交
付
税
が
上
乗
せ
さ
れ
た
合
併
算
定
替
え
か
ら
一
本
算

定
へ
段
階
的
に
縮
減
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
一
方
で
歳
出
面
で
は
、

公
債
費
等
の
義
務
的
経
費
は
年
々
増
加
を
す
る
傾
向
に
あ
り
、

今
後
は
非
常
に
厳
し
い
財
政
運
営
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
が
想

定
さ
れ
ま
す
。

予
算
の
編
成
に
お
い
て
は
、
事
業
の
取
捨
選
択
を
実
施
、

市
民
が
安
心
し
て
安
全
に
暮
ら
せ
、
将
来
に
明
る
い
展
望
が

持
て
る
よ
う
、
限
ら
れ
た
財
源
を
緊
急
か
つ
重
要
な
施
策
に

重
点
的
・
効
率
的
に
配
分
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
ま
し
た
。

厳
し
い
中
で
の
予
算
編
成
で
し
た
が
、
今
ま
で
以
上
に
適
正

な
予
算
執
行
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

む
す
び
に

冒
頭
で
申
し
上
げ
た
よ
う
に
、
我
が
国
は
、
人
口
減
少
・

少
子
高
齢
化
へ
の
突
入
に
よ
る
困
難
な
時
代
に
対
応
す
る
た

め
、
国
・
地
方
が
同
じ
危
機
感
を
共
有
し
、
地
方
創
生
、
一

億
総
活
躍
社
会
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
新
年
度
は
、

各
地
方
自
治
体
が
策
定
し
た
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・
総
合
戦
略
に

基
づ
く
施
策
が
本
格
的
に
始
動
し
ま
す
。

沖
縄
県
に
お
い
て
は
、
人
口
が
減
る
と
い
う
現
実
は
ま
だ

実
感
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
　
し
か
し
本
市
は
、
そ
れ
を
経
験

し
合
併
後
10
年
間
で
様
々
な
課
題
に
挑
戦
し
、
徐
々
に
若
い

世
代
を
中
心
と
し
た
人
口
増
、
子
ど
も
の
人
口
増
に
繋
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

定
住
人
口
が
減
る
と
い
う
こ
と
は
、
市
民
生
活
や
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
地
域
産
業
ひ
い
て
は
市
の
行
財
政
運
営
ま
で

様
々
な
形
で
、
ま
ち
の
将
来
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

人
口
減
少
社
会
下
に
お
い
て
は
、
定
住
人
口
を
増
や
す
こ
と
、

或
い
は
交
流
人
口
を
増
や
す
こ
と
は
自
治
体
間
の
知
恵
比
べ

で
あ
り
、
ま
ち
づ
く
り
を
戦
略
的
視
点
か
ら
捉
え
、
果
敢
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

そ
の
戦
略
に
お
い
て
は
、
自
ら
の
弱
点
を
正
し
く
認
識
し
、

そ
れ
を
補
う
だ
け
で
は
な
く
弱
み
を
強
み
に
変
え
て
い
く

こ
と
、
同
時
に
固
有
の
強
み
の
上
に
立
脚
し
た
も
の
で
あ

る
こ
と
が
、
戦
略
策
定
に
お
い
て
〝
車
の
両
輪
〞
と
し
て

求
め
ら
れ
ま
す
。

私
は
、
先
人
達
か
ら
受
け
継
い
で
き
た
文
化
や
自
然
の
恵

み
と
、
そ
の
中
で
人
々
が
互
い
に
支
え
あ
っ
て
生
き
る
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
繋
が
り
の
強
さ
こ
そ
が
、
南
城
市
の
最
大

の
強
み
で
あ
り
、「
南
城
市
ら
し
さ
」
を
生
む
原
点
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
、〝
南
城
ら
し
さ
〞
を
核
と
し
て
、
地
域
の
総
合

力
の
結
集
と
市
民
主
役
の
市
政
を
基
本
に
、
本
市
の
豊
か
な

自
然
や
歴
史
・
文
化
、
育
ま
れ
た
人
々
の
ユ
イ
マ
ー
ル
精
神

を
育
み
な
が
ら
、
ム
ラ
ヤ
ー
を
活
か
し
た
地
域
づ
く
り
に
取

り
組
み
、「
日
本
一
元
気
で
魅
力
あ
る
南
城
市
」
の
実
現
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

以
上
、
行
政
運
営
に
臨
む
基
本
姿
勢
と
、
所
信
の
一
端
を

申
し
あ
げ
ま
し
た
が
、
市
民
の
皆
様
並
び
に
議
員
各
位
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
、
新
年
度
の
施

政
方
針
と
い
た
し
ま
す
。

平
成
28
年
３
月
１
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

南
城
市
長
　
古
　
謝
　
景
　
春
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昨
年
に
引
き
続
き
県
外
主
要
都
市
に
て
南
城
市
の
魅
力
を

発
信
す
る
た
め
の
観
光
と
物
産
の
Ｐ
Ｒ
活
動
の
展
開
及
び
世

界
遺
産
「
斎
場
御
嶽
」
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
の
運
用
を
開
始
し
、

聖
地
と
し
て
の
理
解
も
深
め
て
頂
く
取
り
組
み
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

新
産
業
の
創
出
に
つ
い
て
は
、
南
部
東
道
路
の
整
備
や
那

覇
空
港
の
拡
張
、
国
際
物
流
ハ
ブ
化
等
に
伴
う
地
域
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
の
向
上
、
巨
大
市
場
を
生
み
出
す
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
絶
好
の

チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
官
民
連
携
に
よ
る
地
域
特
産
物
の
国
内

外
へ
の
販
路
拡
大
、
未
利
用
資
源
の
他
分
野
活
用
に
よ
る
新

た
な
産
業
創
出
、
創
業
支
援
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
本
市
で
は
、
新
庁
舎
建
設
に
伴
う
大
里
庁
舎
の

跡
地
利
用
に
つ
い
て
、
民
間
事
業
者
か
ら
提
案
を
公
募
し
、

去
る
１
月
に
Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
を
優
先
交
渉
事
業
者
と
し
て

決
定
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
本
市
の
恵
ま
れ
た
自
然
環

境
と
共
存
可
能
な
優
良
企
業
等
の
誘
致
に
取
り
組
む
な
ど
、

本
市
の
多
様
な
地
域
資
源
、
財
産
を
フ
ル
活
用
し
て
、
自

立
可
能
な
就
労
の
場
を
創
り
出
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

（
２
）心
豊
か
な
人
材
を
育
む

　
　
教
育
・
文
化
の
ま
ち
づ
く
り

次
に
、「
心
豊
か
な
人
材
を
育
む
教
育
・
文
化
の
ま
ち
づ
く

り
」
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

南
城
市
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
ふ
る
さ
と
に
誇

り
と
愛
着
を
持
ち
、
心
身
と
も
に
健
や
か
に
成
長
す
る
こ
と
は
、

全
て
の
市
民
の
願
い
で
す
。
教
育
環
境
を
整
備
し
、
学
校
教

育
と
社
会
教
育
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
生
涯
学
習
を
通

し
て
教
育
・
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
平
成
27
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
「
南
城
市
教
育

の
日
」
の
充
実
に
努
め
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
教
育
力
の

向
上
を
図
る
た
め
の
取
組
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

学
校
教
育
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
電
子
黒
板
の
整
備
、
校

内
L
A
N
の
整
備
等
を
行
い
、
学
校
の
情
報
化
を
さ
ら
に
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
保
育
園
・
幼
稚
園
・
小
学
校

の
交
流
・
連
携
を
引
き
続
き
充
実
さ
せ
、
学
び
の
基
礎
力
の

育
成
に
取
り
組
み
ま
す
。
さ
ら
に
、
玉
城
幼
稚
園
と
大
里
南

幼
稚
園
の
２
園
を
利
用
し
た
土
曜
日
の
一
時
預
か
り
事
業
を

引
き
続
き
実
施
し
、
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
、
子
育
て

支
援
、
幼
児
教
育
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

小
学
校
・
中
学
校
で
は
、
学
力
向
上
を
最
重
要
課
題
と
し

て
取
り
組
ん
だ
成
果
が
徐
々
に
表
れ
て
お
り
、今
後
と
も
、知
・

徳
・
体
の
調
和
の
と
れ
た
児
童
生
徒
の
育
成
に
努
め
、
さ
ら
に
、

４
地
区
の
学
習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
に
よ
る
学
校
支
援

を
実
施
し
、
教
育
活
動
の
充
実
と
地
域
の
活
性
化
に
向
け
た

環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
平
成
27

年
度
に
馬
天
小
学
校
に
開
室
し
た
県
立
島
尻
特
別
支
援
学
校

の
分
教
室
に
つ
い
て
は
、
障
が
い
児
が
地
域
の
学
校
に
通
う

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
の
モ
デ
ル
と
し
て
、「
地
域
の
子
供
は

地
域
で
育
て
る
」
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
継
続
し
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

国
際
的
な
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、
引
き
続
き
教
育
課
程

特
例
校
と
し
て
生
き
た
英
語
教
育
を
実
践
す
る
と
と
も
に
Ｅ

Ｓ
Ｌ
キ
ャ
ン
プ
や
英
語
検
定
受
検
者
へ
の
支
援
・
拡
充
に
よ
り
、

実
用
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
選
挙
制
度
が
一
部
改
正
さ
れ
、
選
挙
権
年
齢
が
18

歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
る
事
に
伴
い
児
童
生
徒
の
市
議
会
の
傍

聴
、
子
供
議
会
の
開
催
等
、
主
権
者
教
育
強
化
に
も
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

学
校
施
設
等
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
馬
天
小
学
校
空
調
設

備
工
事
、
玉
城
中
学
校
図
書
館
・
技
術
教
室
・
パ
ソ
コ
ン
教

室
改
築
工
事
及
び
久
高
小
中
学
校
太
陽
光
発
電
設
備
工
事
を

引
き
続
き
実
施
す
る
と
と
も
に
、
玉
城
中
学
校
武
道
場
・
屋

外
水
泳
プ
ー
ル
改
築
工
事
、
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
キ
ャ
ン
プ
等
受

入
施
設
の
実
施
設
計
に
着
手
し
ま
す
。
ま
た
、
大
里
北
小
学

校
の
改
築
事
業
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
用
地
確
保
に
努
め

な
が
ら
、
校
舎
・
体
育
館
及
び
運
動
場
の
実
施
設
計
と
敷
地

造
成
工
事
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

地
域
文
化
振
興
に
つ
い
て
は
、『
南
城
市
歴
史
文
化
基
本
構

想
』
等
に
基
づ
き
、
地
域
資
源
の
調
査
や
国
指
定
の
史
跡
整

備
に
関
連
し
た
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、「
尚

巴
志
活
用
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
実
施
事
業
」
で
は
、
文
化
振
興
・

地
域
振
興
・
人
材
育
成
等
の
事
業
と
結
び
つ
け
、
関
係
す
る

機
関
と
連
携
し
た
事
業
を
展
開
い
た
し
ま
す
。

世
界
遺
産
「
斎
場
御
嶽
」
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
得
ら
れ
た

調
査
成
果
を
基
に
琉
球
王
国
最
高
聖
地
の
保
護
と
活
用
に
つ

い
て
、
関
係
機
関
と
の
議
論
を
重
ね
な
が
ら
そ
の
魅
力
を
最

大
限
に
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

市
史
編
さ
ん
事
業
に
つ
い
て
は
、「
グ
ス
ク
」「
御
嶽
」「
戦
争
」

「
民
俗
」の
発
刊
に
向
け
て
作
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

前
年
度
に
続
き
「
集
落
域
文
化
遺
産
サ
イ
ン
整
備
事
業
」
を

推
進
し
、
本
市
の
魅
力
発
信
と
と
も
に
住
民
と
観
光
客
等
と

の
交
流
促
進
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

市
民
の
文
化
芸
術
振
興
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
発
信
拠

点
で
あ
る
文
化
セ
ン
タ
ー
・
シ
ュ
ガ
ー
ホ
ー
ル
の
施
設
機
能

強
化
事
業
を
実
施
し
、
音
楽
専
用
ホ
ー
ル
と
し
て
の
機
能
や

ク
オ
リ
テ
ィ
ー
を
よ
り
一
層
高
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

市
制
施
行
10
周
年
記
念
事
業
創
作
オ
ペ
ラ
に
続
き
今
年
度
は
、

市
民
協
働
を
活
か
し
た
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
創
作
し
、
創
造
的

な
音
楽
芸
術
活
動
の
展
開
に
よ
る
利
用
者
の
増
加
、
県
立
芸

術
大
学
と
の
包
括
連
携
で
地
域
に
残
る
伝
統
文
化
や
芸
能
の

保
存
・
継
承
等
に
よ
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
を
図

る
と
と
も
に
、
今
後
の
シ
ュ
ガ
ー
ホ
ー
ル
の
管
理
・
運
営
、

更
な
る
事
業
展
開
を
見
据
え
、
引
き
続
き
指
定
管
理
者
制
度

の
検
討
・
調
査
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

平
和
学
習
拠
点
「
糸
数
ア
ブ
チ
ラ
ガ
マ
」
に
つ
い
て
は
、

第
二
次
大
戦
の
遺
物
の
大
砲
や
魚
雷
を
展
示
す
る
と
と
も
に
、

入
壕
者
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
行
う
た

め
の
危
険
度
調
査
を
実
施
し
、
平
和
の
尊
さ
を
実
感
で
き
る

教
育
の
場
と
し
て
活
用
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
３
）温
も
り
あ
ふ
れ
る
福
寿

　
　（
健
康
・
福
祉
）の
ま
ち
づ
く
り

次
に
、「
温
も
り
あ
ふ
れ
る
福
寿
（
健
康
・
福
祉
）
の
ま
ち

づ
く
り
」
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

心
と
体
の
健
康
づ
く
り
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
市
民
が
い

き
い
き
と
心
豊
か
に
活
動
す
る
た
め
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に

応
じ
た
健
康
増
進
の
取
り
組
み
が
重
要
で
、
か
つ
、
生
活
習

慣
病
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、
早
期
に
対
策
を
講
じ
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
根
幹
と
な
る
対
策
と
し
て
定
め
た
「
デ
ー

タ
ヘ
ル
ス
計
画
（
保
健
事
業
実
施
計
画
）」
に
基
づ
き
、
本
市

の
健
康
課
題
で
も
あ
る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
起

因
す
る
「
虚
血
性
心
疾
患
・
脳
血
管
疾
患
・
糖
尿
病
性
腎
症
」

の
発
症
予
防
・
重
症
化
予
防
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

心
臓
、
脳
、
腎
臓
の
病
因
と
な
る
動
脈
硬
化
発
症
の
共
通

点
は
、「
血
管
内
皮
機
能
低
下
」
か
ら
は
じ
ま
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
有
所
見
者
を
対
象
と
し
た
２
次
健
診
に
て
、

血
管
内
皮
機
能
検
査
（
F
M
D
）
を
取
り
入
れ
、
機
能
低
下

を
早
期
に
発
見
し
生
活
習
慣
改
善
が
図
れ
る
よ
う
支
援
を
強

化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
医
療
費
適
正
化
に
つ
い
て
は
、
と
り
わ
け
糖
尿
病

等
に
よ
る
腎
対
策
が
重
要
と
な
る
た
め
、
対
象
者
を
選
定
し

保
険
者
、
大
学
（
腎
専
門
医
）、
開
業
医
と
連
携
し
対
策
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
平
成
28
年
度
も
引
き
続
き
Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ
サ
イ
ク
ル
に
基
づ
い
た
保
健
事
業
を
実
践
し
医
療
費
の
適

正
化
に
努
め
ま
す
。

健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、
一
括
交
付
金
を

活
用
し
た
健
康
教
室
等
の
開
催
、
児
童
生
徒
へ
の
生
活
習
慣

病
予
防
対
策
、
お
よ
び
保
健
指
導
等
を
実
施
し
、
そ
の
効
果

等
を
調
査
検
証
し
な
が
ら
、
地
域
組
織
等
へ
の
健
康
教
育
活

動
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
南
城
市
高
齢
者
保

健
福
祉
計
画
に
基
づ
き
、
各
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
を
図
り
、

高
齢
者
等
の
生
き
が
い
づ
く
り
や
地
域
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、「
高
齢
者
が
要
介
護
状
態
に

な
っ
て
も
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
が
継
続
で
き
る
」
を

基
本
と
し
た
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
努
め
る
と
と

も
に
、
地
域
支
援
事
業
に
よ
る
地
域
ふ
れ
あ
い
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
等
の
実
施
、
更
に
は
、
今
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
介

護
予
防
・
日
常
生
活
総
合
事
業
の
実
施
に
よ
り
、
介
護
予
防

に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
認
知
症
施
策
に
つ
い
て
は
、
市
内
高
齢
者
福
祉
施

設
と
の
連
携
の
も
と
、
認
知
症
の
早
期
発
見
、
重
度
化
防
止

に
努
め
る
と
同
時
に
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
地
域
で
の
増

員
に
取
り
組
み
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
医
療
費
が
年
々
伸
び

続
け
て
お
り
非
常
に
厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
り
ま
す
。
現
在
、

国
に
沖
縄
県
の
特
殊
事
情
を
考
慮
し
た
財
政
支
援
を
要
請
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
年
か
ら
特
別
調
整
交
付
金
の
上

積
み
が
確
定
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
も
引
続
き
粘
り
強
く

要
請
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
に
つ
い
て
は
、
沖
縄
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
と
連
携
を
強
化
し
、
健
康
の
保
持
増
進
を
図
り

長
寿
健
診
の
実
施
等
医
療
費
の
抑
制
を
図
り
安
定
的
な
事
業

運
営
に
努
め
ま
す
。

平成28年度 南城市施政方針 平成28年度 南城市施政方針

大里庁舎跡地にはIT関連企業が進出予定。自然環境と共存しつつ、雇用の
増加と周辺地域への経済波及が見込まれます。

５年前の感動を新たに！ シュガーホールで創作市民ミュージカルを公演。

国
民
年
金
に
つ
い
て
は
、
年
金
受
給
者
数
は
年
々
増
加

し
市
民
生
活
の
向
上
に
大
き
く
貢
献
し
て
お
り
ま
す
。
広

報
活
動
や
年
金
相
談
な
ど
を
通
じ
、
制
度
の
周
知
を
図
る

と
と
も
に
、
年
金
事
務
所
と
連
携
し
て
市
民
の
年
金
受
給

権
の
獲
得
に
努
め
ま
す
。

子
育
て
支
援
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
子
育
て
支
援

の
ニ
ー
ズ
調
査
を
踏
ま
え
策
定
し
た
「
南
城
市
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
事
業
計
画
」
に
掲
げ
る
各
種
施
策
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
平
成
27
年
度
か
ら
施
行
さ
れ
た
子
ど
も
・
子
育
て

新
制
度
に
お
け
る
、
多
様
化
す
る
保
育
・
子
育
て
ニ
ー
ズ
へ

の
対
応
策
を
必
要
に
応
じ
検
討
し
な
が
ら
、
子
育
て
支
援
の

充
実
強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
女
性
の
社
会

進
出
を
推
進
す
る
た
め
、
仕
事
と
育
児
を
両
立
で
き
る
よ
う

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
支
援
を
継
続
す
る
と
と

も
に
、
病
児
・
病
後
児
保
育
事
業
や
子
育
て
世
代
の
就
労
支

援
に
努
め
ま
す
。

母
子
保
健
事
業
に
つ
い
て
は
、
母
性
並
び
に
乳
幼
児
の
健

康
の
保
持
増
進
を
図
る
た
め
、
き
め
細
か
な
乳
幼
児
健
診
の

実
施
や
市
独
自
の
健
康
相
談
を
充
実
す
る
な
ど
、
毎
年
、
効

率
の
よ
い
改
善
策
を
講
じ
な
が
ら
保
健
指
導
の
質
を
高
め
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
妊
婦
に
お
い
て
も
引
き
続
き
マ
タ
ニ

テ
ィ
教
室
を
開
催
し
、
出
産
・
育
児
に
関
す
る
保
健
指
導
を

一
層
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
に
つ
い
て
は
、
入
院
医
療
費
の

対
象
年
齢
を
中
学
校
卒
業
時
ま
で
、
通
院
医
療
費
に
つ
い
て

は
対
象
年
齢
を
小
学
校
就
学
前
ま
で
引
き
上
げ
、
子
育
て
世

代
の
負
担
軽
減
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
県
と
の
連
携

を
強
化
し
、
対
象
年
齢
の
拡
充
に
向
け
て
努
め
ま
す
。

待
機
児
童
解
消
の
対
策
に
つ
い
て
は
、
市
立
保
育
所
及
び

法
人
保
育
園
の
定
員
の
弾
力
運
用
を
活
用
す
る
と
と
も
に
、

認
可
外
保
育
施
設
の
認
可
化
移
行
支
援
事
業
に
取
り
組
み
、

法
人
保
育
園
を
増
す
こ
と
に
よ
り
入
所
定
員
の
拡
大
を
図
り
、

平
成
30
年
度
４
月
１
日
時
点
で
待
機
児
童
解
消
を
目
指
し
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
市
立
保
育
所
の
民
営
化
に
つ
い
て
は
、

市
立
保
育
所
７
か
所
の
う
ち
６
ヶ
所
を
民
営
化
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
民
間
活
力
の
導
入
を
図
る
た
め
、
残
り
１
ヶ
所
の

市
立
み
ど
り
保
育
所
の
民
営
化
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
法
人
保
育
園
で
の
通
常
保
育
を
は
じ
め
、
延
長
保

育
事
業
等
の
各
種
事
業
に
取
り
組
み
、
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に

応
じ
た
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

学
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
は
、
平
成
26
年
度
よ
り
実
施
し
て

い
る
公
的
施
設
移
行
事
業
を
推
進
し
、
市
内
小
学
校
敷
地
内

へ
の
施
設
整
備
を
進
め
、
放
課
後
の
子
ど
も
の
安
全
・
安
心

な
居
場
所
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

障
害
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の

解
消
を
目
的
と
す
る
「
障
害
者
差
別
解
消
法
」
が
４
月
１
日

か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。「
沖
縄
県
障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も

共
に
暮
ら
し
や
す
い
社
会
づ
く
り
条
例
」
の
周
知
を
図
る
と

と
も
に
、
障
害
者
総
合
支
援
法
や
南
城
市
障
が
い
者
計
画
、

障
が
い
福
祉
計
画
に
基
づ
い
た
、
自
立
支
援
給
付
や
地
域
生

活
支
援
事
業
の
展
開
及
び
障
害
者
虐
待
防
止
、
成
年
後
見
人

制
度
な
ど
の
権
利
擁
護
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

障
害
者
の
地
域
活
動
及
び
相
談
支
援
に
つ
い
て
は
、
地
域

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
体
制
強
化
、
利
用
促
進
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

相
談
・
療
育
に
つ
い
て
は
、
家
庭
相
談
員
、
女
性
相
談
員

を
継
続
配
置
し
、
家
庭
児
童
相
談
や
女
性
相
談
業
務
の
充
実

を
図
る
と
と
も
に
、
臨
床
心
理
士
の
継
続
配
置
に
よ
り
親
子

通
園
事
業
所
へ
の
巡
回
指
導
を
強
化
し
、
発
達
障
が
い
児
に

関
す
る
窓
口
相
談
業
務
も
含
め
、
相
談
及
び
療
育
の
支
援
体

制
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

母
子
・
寡
婦
・
父
子
家
庭
に
つ
い
て
は
、
児
童
扶
養
手
当

の
支
給
、
ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
母
子
・
父
子
医
療
費
助
成
や

就
職
に
有
利
と
な
る
よ
う
な
資
格
取
得
の
た
め
の
、
母
子
家

庭
等
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金
等
事
業
を
継
続
し
、
さ
ら
に
、

南
城
市
母
子
寡
婦
福
祉
会
や
関
係
機
関
と
の
連
携
を
強
化
し

な
が
ら
、
母
子
家
庭
等
の
生
活
基
盤
や
子
育
て
支
援
の
強
化

を
図
り
、
生
活
の
負
担
を
軽
減
し
子
ど
も
の
健
全
な
育
成
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ
い
て
は
、
平
成
28
年
度
新
た
に

実
施
さ
れ
る
「
沖
縄
子
供
の
貧
困
緊
急
対
策
事
業
」
を
実
施
し
、

食
事
の
提
供
や
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
を
行
う
と
と
も
に
、

教
育
委
員
会
と
連
携
し
、
子
ど
も
の
貧
困
対
策
支
援
員
を
配

置
し
、
関
係
各
課
と
横
断
的
に
情
報
共
有
し
事
業
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

昨
年
度
に
施
行
さ
れ
た
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
に
基
づ

く
、
自
立
支
援
事
業
と
住
居
確
保
給
付
金
支
給
事
業
に
つ
い

て
は
、
今
年
度
も
２
人
の
相
談
支
援
員
を
配
置
し
、
生
活
困

窮
者
の
早
期
発
見
や
見
守
り
の
た
め
の
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
構
築
す
る
と
と
も
に
、
庁
内
関
連
課
や
関
係
機
関
と
の
連

携
を
図
り
な
が
ら
個
々
人
の
状
況
に
応
じ
た
適
切
な
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。
去
る
８
月
に
は
、
福
祉
事
務
所

内
に
生
活
困
窮
者
等
の
自
立
に
向
け
た
就
労
支
援
を
行
う
事

を
目
的
に
、
地
方
公
共
団
体
無
料
職
業
紹
介
事
業
所
「
南
城

市
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
相
談
者
の
ニ
ー

ズ
へ
の
迅
速
な
対
応
を
目
指
す
べ
く
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
求
人

情
報
オ
ン
ラ
イ
ン
提
供
利
用
申
請
を
行
い
、
本
年
４
月
か
ら

那
覇
公
共
職
業
安
定
所
に
お
け
る
職
業
紹
介
関
連
情
報
が
提

供
さ
れ
る
予
定
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
生
活
困
窮
者
等
の
就

労
意
欲
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
は
、
国
の
補
助
事
業
を
活
用
し
て
、
新
規
に

婚
姻
し
た
低
所
得
世
帯
を
対
象
に
、
住
宅
の
取
得
や
賃
借
等

に
係
る
経
費
の
一
部
を
支
援
し
、
稼
働
年
齢
層
の
定
住
促
進

と
少
子
化
対
策
の
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

全
国
的
に
急
速
な
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
南

城
市
に
は
、
元
気
な
高
齢
者
が
多
く
お
り
、
生
き
が
い
と
就

労
の
場
と
し
て
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
活
動
に
つ
い

て
も
支
援
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
４
）市
民
と
相
互
理
解
を
深
め
る

　
交
流
の
ま
ち
づ
く
り

次
に
「
市
民
と
相
互
理
解
を
深
め
る
交
流
の
ま
ち
づ
く
り
」

に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
は
４
年
に
一
度
の
第
３
回
南
城
市
ま
つ
り
の
開
催
年

度
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
回
の
ま
つ
り
に
お
い
て
は
、
市

制
施
行
10
周
年
式
典
を
開
催
し
全
市
民
で
祝
う
と
と
も
に
、

地
域
間
の
相
互
理
解
と
交
流
を
深
め
、
市
民
と
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
を
一
層
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
郷
土
に
伝
わ
る
伝
統
芸
能
や
御
新
下
り
（
お
あ
ら

お
り
）
を
開
催
す
る
こ
と
で
、
伝
統
芸
能
の
保
存
継
承
、
技

術
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
本
市
の
歴
史
・
文
化
を
学
習

し
郷
土
に
誇
り
と
愛
着
を
持
っ
た
人
材
を
育
成
し
、
地
域
活

性
化
を
図
り
ま
す
。

国
内
・
国
際
交
流
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
昨
年
、
姉
妹
都

市
盟
約
20
周
年
と
い
う
節
目
の
年
を
迎
え
た
宮
崎
県
高
千
穂

町
と
は
、
今
後
、
よ
り
一
層
若

い
世
代
や
商
工
・
観
光
関
連
の

交
流
を
図
り
、
官
民
を
挙
げ
て

交
流
を
深
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
中
国
江
陰
市
と
の
友
好

都
市
締
結
に
向
け
協
議
し
て
ま

い
り
ま
す
。

10
月
に
は
、
移
住
者
世
代
の

功
績
を
讃
え
る
と
と
も
に
、
沖

縄
が
誇
る
人
的
財
産
で
あ
る
海

外
の
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
と
絆
を

深
め
る
た
め
「
第
６
回
世
界
の

ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
大
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
本
市
に
ゆ
か
り

の
あ
る
大
会
参
加
者
の
皆
さ
ま

を
お
招
き
し
、
市
民
と
の
交
流

を
通
じ
、
南
城
市
へ
の
理
解
が
深
ま
る
よ
う
、
市
内
観
光
や

交
流
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
の
開
催
な
ど
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
南
城
市
海
外
移
住
者
子
弟
の
研
修
生
を
受
け
入
れ
、

技
術
等
の
習
得
及
び
市
民
と
の
交
流
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

「
尚
巴
志
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」、「
Ｅ
Ｃ
Ｏ
ス
ピ
リ
ッ
ト
ラ

イ
ド
＆
ウ
ォ
ー
ク
ｉ
ｎ
南
城
市
」、
を
引
き
続
き
開
催
し
、
更

な
る
内
容
の
充
実
を
図
り
、
本
市
の
魅
力
発
信
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
体
育
協
会
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
等
と
の
連
携

を
図
り
指
導
者
の
育
成
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
推
進
体

制
の
充
実
、
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
キ
ャ
ン
プ
受
入
の
拡
充
、
陸
上
競

技
場
の
施
設
機
能
の
強
化
等
を
進
め
て
い
く
と
と
も
に
、
市
民

の
ス
ポ
ー
ツ
に
携
わ
る
機
会
を
増
や
し
、
健
康
増
進
の
た
め

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
」「
壮
年
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
を
開
催
し
、
市

民
が
交
流
を
持
て
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

多
様
な
交
流
を
活
発
に
す
る
情
報
基
盤
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
教
育
や
防
災
な
ど
、
様
々
な
分
野
で
高
度
な
市
民
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
の
基
盤
と
な
る
「
地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ

ト
」
の
耐
用
年
数
と
新
庁
舎
建
設
計
画
が
同
時
期
と
な
る
こ

と
か
ら
、
庁
舎
建
設
に
合
わ
せ
て
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
再
構
築

の
検
討
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

広
域
行
政
の
強
化
に
つ
い
て
は
、
南
部
東
道
路
や
観
光
振

興
将
来
拠
点
（
中
核
地
）
等
の
整
備
と
併
せ
、
南
部
観
光
の

振
興
に
資
す
る
施
設
整
備
及
び
公
共
交
通
体
系
の
構
築
な
ど
、

広
域
で
の
対
応
が
不
可
欠
な
分
野
に
お
い
て
、
国
や
県
、
関

係
市
町
村
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
具
体
的
な
取
組
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

（
５
）安
全
で
安
心
、快
適
な
暮
ら
し
を

　
支
え
る
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

次
に
「
安
全
で
安
心
、
快
適
な
暮
ら
し
を
支
え
る
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

本
市
は
、
都
市
計
画
区
域
再
編
に
伴
い
、
住
宅
開
発
や

企
業
立
地
が
進
展
し
、
さ
ら
に
は
南
部
東
道
路
の
着
工
、

新
庁
舎
建
設
事
業
お
よ
び
観
光
振
興
将
来
拠
点
事
業
の
大

規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
展
も
見
ら
れ
る
な
ど
、
ま
ち
づ

く
り
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
し
て
お
り
ま
す
。

昨
年
10
月
、
本
市
は
、
こ
う
し
た
情
勢
変
化
に
あ
わ
せ
て
、

一
体
的
な
都
市
づ
く
り
の
〝
そ
の
先
〞
を
見
据
え
、
南
城

市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
改
訂
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
本
市
の
「
南
城
ち
ゃ
ー
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｊ
Ｕ
　
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ

創
生
戦
略
」
で
は
、
市
中
央
部
に
お
い
て
先
導
的
都
市
拠
点

の
創
出
も
重
点
戦
略
と
し
て
位
置
づ
け
て
お
り
、
南
城
市
ら

し
い
自
然
・
歴
史
文
化
遺
産
・
景
観
と
の
調
和
を
図
り
つ
つ
、

生
活
や
都
市
活
動
の
場
を
充
実
す
る
計
画
的
な
土
地
利
用
等

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

交
通
体
系
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
国
道
３
３
１
号
、
主
要

県
道
を
核
と
し
た
効
率
・
効
果
的
な
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

形
成
、
市
全
域
の
一
体
化
を
図
り
、
利
便
性
を
高
め
て
ま
い

り
ま
す
。
そ
の
一
つ
と
な
る
南
部
東
道
路
整
備
は
、
平
成
27

年
５
月
よ
り
工
事
に
着
手
し
て
お
り
、
今
後
も
、
沖
縄
県
及

び
南
風
原
町
と
連
携
し
事
業
の
早
期
完
成
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
基
幹
道
路
の
国
道
３
３
１
号
で
は
、

交
通
環
境
改
善
や
児
童
生
徒
の
通
学
時
の
安
全
確
保
の
た
め
、

津
波
古
地
区
道
路
改
良
事
業
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
バ
ス
停

の
設
置
な
ど
主
要
道
路
に
か
か
る
整
備
必
要
箇
所
は
、
早
期

事
業
化
に
向
け
て
要
請
し
て
ま
い
り
ま
す
。

市
道
整
備
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
運
座
新
開
線
を
事
業
化

し
、
南
風
原
田
原
線
、
南
風
原
福
原
線
、
西
原
南
風
原
線
、

大
里
南
小
学
校
線
、
喜
良
原
新
里
長
作
原
線
、
新
開
田
原
線
、

船
越
大
城
線
、
前
川
當
山
線
、
大
里
城
趾
連
絡
線
、
新
開
中

央
線
、
嶺
井
土
改
１
号
〜
高
俣
線
は
引
き
続
き
、
完
成
に
向

け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
そ
の
他
市
道
整
備
に
つ
い
て

は
、
平
成
22
年
度
に
策
定
し
た
南
城
市
道
路
網
整
備
計
画
の

見
直
し
を
行
い
、
補
助
事
業
の
新
規
採
択
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

新
た
な
公
共
交
通
の
確
保
に
向
け
、
試
験
運
行
し
て
き
た

デ
マ
ン
ド
交
通
「
お
で
か
け
な
ん
じ
ぃ
」
は
、
平
成
28
年
度

よ
り
本
格
運
行
へ
移
行
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
実
証
実
験
事

業
結
果
を
踏
ま
え
、
利
用
者
拡
大
、
効
率
運
行
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
南
部
東
道
路
整
備
、
新
庁
舎
建
設
お
よ
び
観
光
振

興
将
来
拠
点
整
備
等
を
見
据
え
、
本
市
の
公
共
交
通
体
系
の

改
善
に
向
け
、
バ
ス
事
業
者
等
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が

ら
調
査
・
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

港
湾
整
備
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
管
理
者
で
あ
る
県
と

連
携
し
中
城
湾
港
馬
天
港
、
仲
伊
保
港
、
安
座
真
港
、
徳
仁

港
の
港
湾
施
設
の
改
修
促
進
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
佐
敷

地
区
港
湾
計
画
の
見
直
し
に
向
け
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
南
城
市
水
道
事
業
基
盤
整
備
計

画
に
基
づ
き
、
安
定
的
な
水
の
供
給
を
行
う
た
め
各
水
道
施

設
の
再
構
築
や
新
設
、
老
朽
化
施
設
の
計
画
的
な
更
新
並
び

に
水
道
施
設
の
耐
震
化
整
備
を
平
成
28
年
度
も
引
き
続
き
取

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
水
道
事
業
経
営
に
つ
い
て
は
、
水
質
、

施
設
の
管
理
強
化
を
図
り
、
公
営
企
業
経
営
の
基
本
を
踏
ま

え
な
が
ら
、
経
営
の
健
全
化
・
効
率
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、地
域
住
民
の
生
活
環
境
、河
川
・

海
域
な
ど
、
公
共
水
域
の
水
質
保
全
を
目
的
に
整
備
促
進
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
未
整
備
地
域
に
お
い
て
は
、
効
率
的

な
整
備
計
画
及
び
事
業
選
択
等
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
既
設
処
理
施
設
に
お
い
て
は
、
順
次
機

能
強
化
事
業
に
向
け
て
の
団
体
営
調
査
設
計
業
務
を
行
い
、

施
設
統
合
も
踏
ま
え
た
長
寿
命
化
対
策
に
向
け
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。
下
水
道
事
業
運
営
に
つ
い
て
は
、
接
続
推
進

活
動
を
継
続
し
て
行
い
、
さ
ら
な
る
経
営
努
力
を
図
り
、
健

全
な
事
業
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

地
域
に
根
ざ
し
た
循
環
型
社
会
の
形
成
に
つ
い
て
は
、
引

き
続
き
市
民
へ
の
ご
み
問
題
の
市
民
意
識
の
啓
発
を
図
り
、

更
な
る
ご
み
の
減
量
化
や
資
源
の
再
生
利
用
に
取
り
組
み
、

不
法
投
棄
等
に
つ
い
て
は
、
不
法
投
棄
未
然
防
止
事
業
で
導

入
し
た
監
視
カ
メ
ラ
・
防
止
ネ
ッ
ト
に
よ
る
対
策
、
山
間
部

の
パ
ト
ロ
ー
ル
や
看
板
の
設
置
等
を
行
い
、
不
法
投
棄
等
に

対
す
る
市
民
意
識
の
啓
発
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
総
合
的
な
環
境
対
策
の
取
り
組
み
と
し
て
、
公
共

施
設
等
の
照
明
器
具
を
省
エ
ネ
型
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
に
切
り
替

え
る
な
ど
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
を
行
い
、
低
炭
素

な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

公
園
整
備
に
つ
い
て
は
、
大
里
城
趾
公
園
の
緑
地
空
間
確
保

と
と
も
に
、
管
理
棟
施
設
を
地
域
文
化
の
継
承
や
地
域
内
交
流

に
活
用
す
る
と
と
も
に
供
用
開
始
後
の
指
定
管
理
に
つ
い
て
検

討
い
た
し
ま
す
。
グ
ス
ク
ロ
ー
ド
公
園
、
知
念
岬
公
園
に
つ
い

て
は
、
市
民
や
観
光
客
等
の
利
用
者
が
快
適
に
過
ご
せ
る
よ
う

に
、
遊
具
等
を
整
備
し
、
公
園
機
能
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

景
観
形
成
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
景
観
特
性
に
応
じ
た
ま

ち
づ
く
り
、
良
好
な
景
観
保
全
・
創
出
に
努
め
る
と
と
も
に

広
報
活
動
を
引
き
続
き
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

定
住
促
進
策
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
市
営
住
宅
の
老
朽
化

が
著
し
い
こ
と
か
ら
、
南
城
市
公
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計
画

に
基
づ
き
、
適
切
な
管
理
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

老
朽
化
が
著
し
い
嶺
井
団
地
の
建
て
替
え
に
つ
い
て
は
、
南

城
市
地
域
居
住
機
能
再
生
計
画
書
に
基
づ
き
、
沖
縄
県
並
び

に
沖
縄
県
住
宅
供
給
公
社
と
連
携
し
、
改
築
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

離
島
で
あ
る
久
高
島
に
つ
い
て
は
、
産
業
振
興
や
観
光
・

交
流
の
促
進
、
離
島
航
路
の
維
持
、
確
保
す
る
と
と
も
に
、

今
年
度
か
ら
離
島
食
品
・
日
用
品
輸
送
費
等
補
助
事
業
に
お

い
て
、
海
上
輸
送
費
を
助
成
し
小
売
店
の
生
活
必
需
品
等
の

価
格
を
低
減
す
る
こ
と
に
よ
り
、
島
民
の
割
高
な
生
活
コ
ス

ト
を
軽
減
し
定
住
条
件
の
整
備
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

防
災
に
つ
い
て
は
、
阪
神
淡
路
大
震
災
や
東
日
本
大
震
災

の
教
訓
を
踏
ま
え
、
地
震
・
津
波
・
土
砂
災
害
・
台
風
災
害

等
か
ら
市
民
を
守
る
た
め
、
地
域
防
災
計
画
に
基
づ
き
災
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。
既
存
の
防

災
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
経
年
劣
化
等
か
ら
新
庁
舎
移
転
に

あ
わ
せ
、
平
成
28
年
度
よ
り
災
害
に
強
い
新
た
な
防
災
シ
ス

テ
ム
の
構
築
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
市
民
の

防
災
意
識
の
向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、
災
害
の
未
然
防
止
、

災
害
発
生
時
に
迅
速
な
対
応
を
行
う
た
め
、
市
民
自
ら
自
分

達
の
地
域
は
自
分
達
で
守
る
共
助
の
精
神
を
育
み
、
自
主
的

に
防
災
活
動
を
行
え
る
自
主
防
災
組
織
の
結
成
、
育
成
強
化

に
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

消
防
・
救
助
体
制
に
関
し
て
は
、
迅
速
な
救
急
・
救
助
活

動
の
充
実
・
強
化
を
図
る
と
と
も
に
津
波
に
よ
る
消
防
機
能

の
喪
失
が
想
定
さ
れ
る
佐
敷
出
張
所
を
被
害
が
受
け
に
く
い

位
置
に
移
転
致
し
ま
す
。

防
犯
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、
市
民
、
各
種
団
体
や
警

察
署
等
と
連
携
し
、
自
主
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
拡
充
及
び

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
等
の
取
組
強
化
、
子
ど
も
１
１
０
番
の
家

の
拡
充
に
努
め
る
と
と
も
に
、
防
犯
灯
の
設
置
補
助
を
継
続

す
る
な
ど
、
防
犯
対
策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、引
き
続
き
、地
域
、各
種
団
体
、

地
区
交
通
安
全
協
会
、
警
察
署
等
と
、
よ
り
一
層
の
連
携
を

図
り
、
交
通
安
全
思
想
の
普
及
、
及
び
道
路
環
境
の
整
備
を

促
進
し
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
、
い
わ
ゆ
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

に
つ
い
て
は
、
さ
ら
な
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
と

と
も
に
、
個
人
情
報
の
適
正
管
理
、
関
連
シ
ス
テ
ム
の
安
全

対
策
を
徹
底
し
、
安
心
・
安
全
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

各
種
証
明
書
に
つ
い
て
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
個

人
番
号
カ
ー
ド
）
の
取
得
に
よ
り
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
で
交
付
が
可
能
と
な
る
よ
う
事
業
を
導
入
し
、
市
民
の
利

便
性
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
６
）人
の
和
が
支
え
る
市
民
主
役
の

　
　
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

次
に
「
人
の
和
が
支
え
る
市
民
主
役
の
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
」
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

本
市
で
は
、
先
達
が
築
き
あ
げ
て
き
た
地
域
づ
く
り
を
、

こ
れ
ま
で
に
培
っ
て
き
た
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
力
」
を
原
動

力
と
し
た
ム
ラ
ヤ
ー
構
想
を
平
成
24
年
度
に
策
定
い
た
し

ま
し
た
。

今
後
も
、
ム
ラ
ヤ
ー
構
想
を
よ
り
強
力
に
推
進
し
、
ム
ラ

ヤ
ー
を
中
心
に
互
い
に
支
え
合
う
仕
組
み
づ
く
り
を
構
築
し

て
ま
い
り
ま
す
。

市
民
と
行
政
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、
市
民

主
体
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
地
域
の
様
々
な
課

題
解
決
に
向
け
、
市
民
活
動
団
体
等
の
特
性
を
活
か
し
た
事

業
提
案
を
公
募
す
る
「
上
が
り
太
陽
プ
ラ
ン
」
を
継
続
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
な
ん
じ
ょ
う
地
域
デ
ザ
イ
ン
セ

ン
タ
ー
と
連
携
し
、
自
治
会
、
市
民
団
体
等
の
活
動
支
援
を

行
う
た
め
、
市
民
大
学
の
機
能
強
化
を
行
い
、
地
域
の
担
い

手
育
成
を
継
続
し
て
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

広
報
業
務
に
つ
い
て
は
、
F
M
な
ん
じ
ょ
う
の
活
用
、
広
報

誌
及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
連
携
、
さ
ら
に
F
a
c
e
b
o
o
k

等
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
と
の
相
乗
効
果
に
よ
り
、
市
民

の
皆
様
に
親
し
み
を
も
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
創
意
工
夫
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

新
庁
舎
建
設
事
業
に
つ
い
て
は
、「
市
民
に
親
し
ま
れ
、
環

境
に
配
慮
し
た
機
能
的
な
庁
舎
」
の
基
本
理
念
に
基
づ
き
、

庁
舎
建
設
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
平
成

27
年
度
に
は
、
庁
舎
建
設
に
関
し
広
く
市
民
の
意
見
を
聴
取

す
る
た
め
、
市
民
説
明
会
を
市
内
４
地
域
で
開
催
し
、
そ
の
後
、

実
施
設
計
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

平
成
28
年
度
に
つ
い
て
は
、
策
定
さ
れ
た
実
施
設
計
を
精

査
し
、
各
種
許
認
可
を
得
て
、
本
格
的
な
工
事
に
着
手
し
、

平
成
29
年
度
の
完
成
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

人
権
擁
護
相
談
及
び
行
政
相
談
に
つ
い
て
は
、
人
権
擁
護

委
員
や
行
政
相
談
委
員
の
活
動
の
活
発
化
を
図
る
と
と
も
に
、

人
権
の
確
立
、
行
政
相
談
に
関
す
る
情
報
提
供
や
相
談
体
制

の
強
化
に
引
き
続
き
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
て
は
、
今
年
度
、
条

例
の
制
定
と
都
市
宣
言
を
行
い
市
民
意
識
の
啓
発
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、
南
城
市
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
と
の
共
同

企
画
運
営
に
よ
る
、「
な
ん
じ
ょ
う
輝
き
フ
ェ
ス
タ
」
を
継
続

開
催
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
女
性
の
管
理
職
へ
の
登
用
、
審

議
会
及
び
委
員
会
等
の
政
策
・
方
針
決
定
過
程
へ
の
女
性
の

参
画
を
促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
効
率
的
な
行
財
政
運
営
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
南
城
市
行
政
改
革
大
綱
（
１
次
・
２
次
）
に
基
づ
き
、

行
財
政
改
革
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
合
併
に
伴
い

優
遇
さ
れ
て
き
た
普
通
交
付
税
は
、
本
年
度
よ
り
５
年
を

か
け
て
激
減
緩
和
策
が
講
じ
ら
れ
、
予
算
規
模
も
大
き
く

縮
減
さ
れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
歳
出
に
お
い
て
は
、

児
童
福
祉
費
、
社
会
福
祉
費
の
扶
助
費
や
補
助
金
、
国
民

健
康
保
険
会
計
及
び
下
水
道
会
計
へ
の
繰
出
金
の
増
額
な

ど
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
財
政
状
況

の
な
か
で
も
、
行
財
政
需
要
は
多
様
化
・
高
度
化
・
専
門

化
し
て
き
て
お
り
ま
す
。

今
後
は
、
将
来
を
見
据
え
た
堅
実
な
行
財
政
運
営
を
推
進

す
る
た
め
、
柔
軟
に
対
応
で
き
る
体
制
を
構
築
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
昨
年
、
第
３
次
南
城
市
行
政
改
革
大
綱
が
策
定

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
大
綱
に
基
づ
き
、
第
３
次
集
中
改
革
プ

ラ
ン
を
作
成
し
、
今
後
の
市
民
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
対
応
で
き

る
体
制
を
強
化
し
、
更
な
る
行
財
政
改
革
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
公
共
施
設
等
の
全
体
的
な
状
況
を
把
握
し
、

機
能
・
目
的
が
類
似
す
る
施
設
の
統
廃
合
を
積
極
的
に
推
進
し
、

行
財
政
負
担
の
軽
減
・
平
準
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

平
成
28
年
度
よ
り
、
職
員
の
能
力
を
最
大
限
に
引
き
出
し

活
用
す
る
こ
と
で
、
組
織
力
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

「
南
城
市
人
事
評
価
制
度
」
を
導
入
し
、
よ
り
適
正
な
人
事
管

理
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
27
年
度
に
策
定
さ
れ
た
「
第

２
次
定
員
適
正
化
計
画
」
に
基
づ
き
、
時
機
を
捉
え
た
職
員

の
集
中
配
置
な
ど
、
各
部
局
に
対
し
限
ら
れ
た
人
材
の
中
か

ら
職
員
配
置
の
必
要
数
を
的
確
に
見
極
め
、
よ
り
適
正
な
定

員
管
理
を
実
施
し
ま
す
。

平
成
28
年
度
に
お
い
て
は
、
中
核
地
を
中
心
と
し
た
新
た
な

ま
ち
づ
く
り
及
び
地
域
公
共
交
通
の
再
編
な
ど
を
強
力
に
推
進

し
て
い
く
た
め
、
企
画
部
内
に
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
を
発

足
し
ま
す
。
ま
た
、
教
育
部
内
に
生
涯
学
習
課
を
新
設
し
、
社
会

教
育
及
び
社
会
体
育
の
連
携
に
よ
り
、
市
民
の
生
涯
学
習
活
動
、

社
会
体
育
関
連
事
業
の
充
実
・
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
知
的
資
源
と
し
て
活
用
さ
れ
う
る
公
文
書
等
の
管

理
に
つ
い
て
実
効
性
を
確
保
し
、
適
正
か
つ
効
率
的
に
運
営

さ
れ
る
こ
と
で
情
報
公
開
や
個
人
情
報
保
護
に
適
切
に
対
応

し
う
る
こ
と
か
ら
平
成
28
年
度
よ
り
新
た
な
文
書
管
理
シ
ス

テ
ム
の
構
築
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
７
）市
民
の
心
で
世
界
へ
つ
な
ぐ

　
　
ま
ち
づ
く
り

次
に
「
市
民
の
心
で
世
界
へ
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ

い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

本
市
で
は
、
平
成
23
年
度
に
８
月
10
日
を
「
南
城
市
民
平

和
の
日
」
と
定
め
、
愛
、
真
心
、
平
和
、
感
謝
、
思
い
や
り
な
ど
、

の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
南
城
市
民
の
間
に
定
着
す
る
た
め
、「
ハ
ー

ト
の
ま
ち
宣
言
」
を
行
う
な
ど
の
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。

今
年
も
引
き
続
き
、
ハ
ー
ト
の
ま
ち
を
内
外
に
広
め
る
た

め
の
施
策
を
講
じ
、
南
城
市
か
ら
「
恒
久
平
和
」
を
発
信
し

て
ま
い
り
ま
す
。

観
光
産
業
は
、
本
市
の
基
幹
産
業
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

年
々
増
え
続
け
る
観
光
客
が
安
心
し
て
観
光
で
き
る
よ
う
、

地
域
Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ
の
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
を
増
や
す
と
と
も

に
、
観
光
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
と
連
動
し
、
観
光
情
報
発
信
力

を
高
め
、
外
国
人
観
光
客
で
も
安
心
し
て
、
満
足
で
き
る
環

境
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

本
市
は
こ
れ
ま
で
海
外
短
期
留
学
事
業
に
よ
り
、
市
内
の

中
高
校
生
１
８
０
名
余
を
米
国
の
大
学
に
派
遣
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
は
ア
メ
リ
カ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
カ

レ
ッ
ジ
２
校
と
協
定
を
結
び
、
長
期
留
学
へ
の
環
境
を
整
え

て
お
り
ま
す
。
平
成
28
年
度
も
ワ
シ
ン
ト
ン
州
立
大
学
へ
派

遣
す
る
と
と
も
に
、
中
学
生
中
国
国
際
交
流
派
遣
事
業
の
充

実
を
図
り
、
世
界
に
羽
ば
た
く
国
際
感
覚
豊
か
な
人
材
の
育

成
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
本
市
は
、
平
成
26
年
10
月
か
ら
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
国
際
協

力
機
構
の
「
草
の
根
技
術
協
力
事
業
（
地
域
活
性
化
特
別
枠
）」

に
よ
り
、
農
水
産
業
振
興
や
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
テ
ー
マ
と

し
て
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ビ
ク
ト
リ
ア
ス
市
と
の
受
入
・
派
遣

を
通
じ
た
人
的
交
流
、
技
術
支
援
等
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

こ
の
度
、
こ
の
草
の
根
技
術
協
力
事
業
が
き
っ
か
け
と
な
り
、

平
成
28
年
４
月
か
ら
２
期
４
年
に
わ
た
り
、
本
市
職
員
を
現

地
へ
派
遣
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
回
の
派
遣
目
的
は

ビ
ク
ト
リ
ア
ス
市
に
お
け
る
人
材
育
成
や
地
域
活
性
化
は
も

と
よ
り
、
南
城
市
の
人
材
育
成
及
び
帰
国
後
の
地
域
活
性
化

の
貢
献
を
図
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
な
ん
じ
ょ

う
市
民
大
学
の
取
り
組
み
等
と
と
も
に
、
多
様
で
多
彩
な
人

材
育
成
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

以
上
、
申
し
上
げ
ま
し
た
政
策
、
施
策
を
実
行
す
る
た
め

歳
入
の
面
に
お
い
て
は
、
市
税
は
増
収
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、

自
主
財
源
の
割
合
は
低
く
依
然
と
し
て
地
方
交
付
税
等
に
大

き
く
依
存
し
た
財
政
構
造
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

平
成
28
年
度
の
一
括
交
付
金
事
業
に
つ
い
て
は
、
32
事
業
、

交
付
金
ベ
ー
ス
で
９
億
６
百
50
万
１
千
円
を
計
上
い
た
し
ま

し
た
。
３
つ
の
新
規
事
業
に
つ
い
て
は
、
内
閣
府
の
内
諾
後

に
補
正
予
算
に
て
対
応
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
、

事
業
の
必
要
性
、
緊
急
性
等
を
勘
案
し
な
が
ら
、
観
光
、
農

水
産
業
、
教
育
、
防
災
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
分
野
に
一
括
交

付
金
及
び
地
方
創
生
に
係
る
新
型
交
付
金
を
活
用
し
、
本
市

の
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
を
見
据
え
た
事
業
展
開
を
図
っ
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
か
ら
平
成
32
年
度
ま
で
の
５
年
間
に
お
い
て
、

普
通
交
付
税
が
上
乗
せ
さ
れ
た
合
併
算
定
替
え
か
ら
一
本
算

定
へ
段
階
的
に
縮
減
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
一
方
で
歳
出
面
で
は
、

公
債
費
等
の
義
務
的
経
費
は
年
々
増
加
を
す
る
傾
向
に
あ
り
、

今
後
は
非
常
に
厳
し
い
財
政
運
営
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
が
想

定
さ
れ
ま
す
。

予
算
の
編
成
に
お
い
て
は
、
事
業
の
取
捨
選
択
を
実
施
、

市
民
が
安
心
し
て
安
全
に
暮
ら
せ
、
将
来
に
明
る
い
展
望
が

持
て
る
よ
う
、
限
ら
れ
た
財
源
を
緊
急
か
つ
重
要
な
施
策
に

重
点
的
・
効
率
的
に
配
分
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
ま
し
た
。

厳
し
い
中
で
の
予
算
編
成
で
し
た
が
、
今
ま
で
以
上
に
適
正

な
予
算
執
行
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

む
す
び
に

冒
頭
で
申
し
上
げ
た
よ
う
に
、
我
が
国
は
、
人
口
減
少
・

少
子
高
齢
化
へ
の
突
入
に
よ
る
困
難
な
時
代
に
対
応
す
る
た

め
、
国
・
地
方
が
同
じ
危
機
感
を
共
有
し
、
地
方
創
生
、
一

億
総
活
躍
社
会
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
新
年
度
は
、

各
地
方
自
治
体
が
策
定
し
た
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・
総
合
戦
略
に

基
づ
く
施
策
が
本
格
的
に
始
動
し
ま
す
。

沖
縄
県
に
お
い
て
は
、
人
口
が
減
る
と
い
う
現
実
は
ま
だ

実
感
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
　
し
か
し
本
市
は
、
そ
れ
を
経
験

し
合
併
後
10
年
間
で
様
々
な
課
題
に
挑
戦
し
、
徐
々
に
若
い

世
代
を
中
心
と
し
た
人
口
増
、
子
ど
も
の
人
口
増
に
繋
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

定
住
人
口
が
減
る
と
い
う
こ
と
は
、
市
民
生
活
や
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
地
域
産
業
ひ
い
て
は
市
の
行
財
政
運
営
ま
で

様
々
な
形
で
、
ま
ち
の
将
来
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

人
口
減
少
社
会
下
に
お
い
て
は
、
定
住
人
口
を
増
や
す
こ
と
、

或
い
は
交
流
人
口
を
増
や
す
こ
と
は
自
治
体
間
の
知
恵
比
べ

で
あ
り
、
ま
ち
づ
く
り
を
戦
略
的
視
点
か
ら
捉
え
、
果
敢
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

そ
の
戦
略
に
お
い
て
は
、
自
ら
の
弱
点
を
正
し
く
認
識
し
、

そ
れ
を
補
う
だ
け
で
は
な
く
弱
み
を
強
み
に
変
え
て
い
く

こ
と
、
同
時
に
固
有
の
強
み
の
上
に
立
脚
し
た
も
の
で
あ

る
こ
と
が
、
戦
略
策
定
に
お
い
て
〝
車
の
両
輪
〞
と
し
て

求
め
ら
れ
ま
す
。

私
は
、
先
人
達
か
ら
受
け
継
い
で
き
た
文
化
や
自
然
の
恵

み
と
、
そ
の
中
で
人
々
が
互
い
に
支
え
あ
っ
て
生
き
る
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
繋
が
り
の
強
さ
こ
そ
が
、
南
城
市
の
最
大

の
強
み
で
あ
り
、「
南
城
市
ら
し
さ
」
を
生
む
原
点
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
、〝
南
城
ら
し
さ
〞
を
核
と
し
て
、
地
域
の
総
合

力
の
結
集
と
市
民
主
役
の
市
政
を
基
本
に
、
本
市
の
豊
か
な

自
然
や
歴
史
・
文
化
、
育
ま
れ
た
人
々
の
ユ
イ
マ
ー
ル
精
神

を
育
み
な
が
ら
、
ム
ラ
ヤ
ー
を
活
か
し
た
地
域
づ
く
り
に
取

り
組
み
、「
日
本
一
元
気
で
魅
力
あ
る
南
城
市
」
の
実
現
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

以
上
、
行
政
運
営
に
臨
む
基
本
姿
勢
と
、
所
信
の
一
端
を

申
し
あ
げ
ま
し
た
が
、
市
民
の
皆
様
並
び
に
議
員
各
位
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
、
新
年
度
の
施

政
方
針
と
い
た
し
ま
す
。

平
成
28
年
３
月
１
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

南
城
市
長
　
古
　
謝
　
景
　
春
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昨
年
に
引
き
続
き
県
外
主
要
都
市
に
て
南
城
市
の
魅
力
を

発
信
す
る
た
め
の
観
光
と
物
産
の
Ｐ
Ｒ
活
動
の
展
開
及
び
世

界
遺
産
「
斎
場
御
嶽
」
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
の
運
用
を
開
始
し
、

聖
地
と
し
て
の
理
解
も
深
め
て
頂
く
取
り
組
み
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

新
産
業
の
創
出
に
つ
い
て
は
、
南
部
東
道
路
の
整
備
や
那

覇
空
港
の
拡
張
、
国
際
物
流
ハ
ブ
化
等
に
伴
う
地
域
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
の
向
上
、
巨
大
市
場
を
生
み
出
す
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
絶
好
の

チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
官
民
連
携
に
よ
る
地
域
特
産
物
の
国
内

外
へ
の
販
路
拡
大
、
未
利
用
資
源
の
他
分
野
活
用
に
よ
る
新

た
な
産
業
創
出
、
創
業
支
援
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
本
市
で
は
、
新
庁
舎
建
設
に
伴
う
大
里
庁
舎
の

跡
地
利
用
に
つ
い
て
、
民
間
事
業
者
か
ら
提
案
を
公
募
し
、

去
る
１
月
に
Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
を
優
先
交
渉
事
業
者
と
し
て

決
定
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
本
市
の
恵
ま
れ
た
自
然
環

境
と
共
存
可
能
な
優
良
企
業
等
の
誘
致
に
取
り
組
む
な
ど
、

本
市
の
多
様
な
地
域
資
源
、
財
産
を
フ
ル
活
用
し
て
、
自

立
可
能
な
就
労
の
場
を
創
り
出
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

（
２
）心
豊
か
な
人
材
を
育
む

　
　
教
育
・
文
化
の
ま
ち
づ
く
り

次
に
、「
心
豊
か
な
人
材
を
育
む
教
育
・
文
化
の
ま
ち
づ
く

り
」
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

南
城
市
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
ふ
る
さ
と
に
誇

り
と
愛
着
を
持
ち
、
心
身
と
も
に
健
や
か
に
成
長
す
る
こ
と
は
、

全
て
の
市
民
の
願
い
で
す
。
教
育
環
境
を
整
備
し
、
学
校
教

育
と
社
会
教
育
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
生
涯
学
習
を
通

し
て
教
育
・
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
平
成
27
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
「
南
城
市
教
育

の
日
」
の
充
実
に
努
め
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
教
育
力
の

向
上
を
図
る
た
め
の
取
組
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

学
校
教
育
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
電
子
黒
板
の
整
備
、
校

内
L
A
N
の
整
備
等
を
行
い
、
学
校
の
情
報
化
を
さ
ら
に
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
保
育
園
・
幼
稚
園
・
小
学
校

の
交
流
・
連
携
を
引
き
続
き
充
実
さ
せ
、
学
び
の
基
礎
力
の

育
成
に
取
り
組
み
ま
す
。
さ
ら
に
、
玉
城
幼
稚
園
と
大
里
南

幼
稚
園
の
２
園
を
利
用
し
た
土
曜
日
の
一
時
預
か
り
事
業
を

引
き
続
き
実
施
し
、
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
、
子
育
て

支
援
、
幼
児
教
育
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

小
学
校
・
中
学
校
で
は
、
学
力
向
上
を
最
重
要
課
題
と
し

て
取
り
組
ん
だ
成
果
が
徐
々
に
表
れ
て
お
り
、今
後
と
も
、知
・

徳
・
体
の
調
和
の
と
れ
た
児
童
生
徒
の
育
成
に
努
め
、
さ
ら
に
、

４
地
区
の
学
習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
に
よ
る
学
校
支
援

を
実
施
し
、
教
育
活
動
の
充
実
と
地
域
の
活
性
化
に
向
け
た

環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
平
成
27

年
度
に
馬
天
小
学
校
に
開
室
し
た
県
立
島
尻
特
別
支
援
学
校

の
分
教
室
に
つ
い
て
は
、
障
が
い
児
が
地
域
の
学
校
に
通
う

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
の
モ
デ
ル
と
し
て
、「
地
域
の
子
供
は

地
域
で
育
て
る
」
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
継
続
し
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

国
際
的
な
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、
引
き
続
き
教
育
課
程

特
例
校
と
し
て
生
き
た
英
語
教
育
を
実
践
す
る
と
と
も
に
Ｅ

Ｓ
Ｌ
キ
ャ
ン
プ
や
英
語
検
定
受
検
者
へ
の
支
援
・
拡
充
に
よ
り
、

実
用
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
選
挙
制
度
が
一
部
改
正
さ
れ
、
選
挙
権
年
齢
が
18

歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
る
事
に
伴
い
児
童
生
徒
の
市
議
会
の
傍

聴
、
子
供
議
会
の
開
催
等
、
主
権
者
教
育
強
化
に
も
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

学
校
施
設
等
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
馬
天
小
学
校
空
調
設

備
工
事
、
玉
城
中
学
校
図
書
館
・
技
術
教
室
・
パ
ソ
コ
ン
教

室
改
築
工
事
及
び
久
高
小
中
学
校
太
陽
光
発
電
設
備
工
事
を

引
き
続
き
実
施
す
る
と
と
も
に
、
玉
城
中
学
校
武
道
場
・
屋

外
水
泳
プ
ー
ル
改
築
工
事
、
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
キ
ャ
ン
プ
等
受

入
施
設
の
実
施
設
計
に
着
手
し
ま
す
。
ま
た
、
大
里
北
小
学

校
の
改
築
事
業
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
用
地
確
保
に
努
め

な
が
ら
、
校
舎
・
体
育
館
及
び
運
動
場
の
実
施
設
計
と
敷
地

造
成
工
事
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

地
域
文
化
振
興
に
つ
い
て
は
、『
南
城
市
歴
史
文
化
基
本
構

想
』
等
に
基
づ
き
、
地
域
資
源
の
調
査
や
国
指
定
の
史
跡
整

備
に
関
連
し
た
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、「
尚

巴
志
活
用
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
実
施
事
業
」
で
は
、
文
化
振
興
・

地
域
振
興
・
人
材
育
成
等
の
事
業
と
結
び
つ
け
、
関
係
す
る

機
関
と
連
携
し
た
事
業
を
展
開
い
た
し
ま
す
。

世
界
遺
産
「
斎
場
御
嶽
」
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
得
ら
れ
た

調
査
成
果
を
基
に
琉
球
王
国
最
高
聖
地
の
保
護
と
活
用
に
つ

い
て
、
関
係
機
関
と
の
議
論
を
重
ね
な
が
ら
そ
の
魅
力
を
最

大
限
に
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

市
史
編
さ
ん
事
業
に
つ
い
て
は
、「
グ
ス
ク
」「
御
嶽
」「
戦
争
」

「
民
俗
」の
発
刊
に
向
け
て
作
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

前
年
度
に
続
き
「
集
落
域
文
化
遺
産
サ
イ
ン
整
備
事
業
」
を

推
進
し
、
本
市
の
魅
力
発
信
と
と
も
に
住
民
と
観
光
客
等
と

の
交
流
促
進
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

市
民
の
文
化
芸
術
振
興
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
発
信
拠

点
で
あ
る
文
化
セ
ン
タ
ー
・
シ
ュ
ガ
ー
ホ
ー
ル
の
施
設
機
能

強
化
事
業
を
実
施
し
、
音
楽
専
用
ホ
ー
ル
と
し
て
の
機
能
や

ク
オ
リ
テ
ィ
ー
を
よ
り
一
層
高
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

市
制
施
行
10
周
年
記
念
事
業
創
作
オ
ペ
ラ
に
続
き
今
年
度
は
、

市
民
協
働
を
活
か
し
た
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
創
作
し
、
創
造
的

な
音
楽
芸
術
活
動
の
展
開
に
よ
る
利
用
者
の
増
加
、
県
立
芸

術
大
学
と
の
包
括
連
携
で
地
域
に
残
る
伝
統
文
化
や
芸
能
の

保
存
・
継
承
等
に
よ
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
を
図

る
と
と
も
に
、
今
後
の
シ
ュ
ガ
ー
ホ
ー
ル
の
管
理
・
運
営
、

更
な
る
事
業
展
開
を
見
据
え
、
引
き
続
き
指
定
管
理
者
制
度

の
検
討
・
調
査
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

平
和
学
習
拠
点
「
糸
数
ア
ブ
チ
ラ
ガ
マ
」
に
つ
い
て
は
、

第
二
次
大
戦
の
遺
物
の
大
砲
や
魚
雷
を
展
示
す
る
と
と
も
に
、

入
壕
者
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
行
う
た

め
の
危
険
度
調
査
を
実
施
し
、
平
和
の
尊
さ
を
実
感
で
き
る

教
育
の
場
と
し
て
活
用
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
３
）温
も
り
あ
ふ
れ
る
福
寿

　
　（
健
康
・
福
祉
）の
ま
ち
づ
く
り

次
に
、「
温
も
り
あ
ふ
れ
る
福
寿
（
健
康
・
福
祉
）
の
ま
ち

づ
く
り
」
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

心
と
体
の
健
康
づ
く
り
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
市
民
が
い

き
い
き
と
心
豊
か
に
活
動
す
る
た
め
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に

応
じ
た
健
康
増
進
の
取
り
組
み
が
重
要
で
、
か
つ
、
生
活
習

慣
病
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、
早
期
に
対
策
を
講
じ
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
根
幹
と
な
る
対
策
と
し
て
定
め
た
「
デ
ー

タ
ヘ
ル
ス
計
画
（
保
健
事
業
実
施
計
画
）」
に
基
づ
き
、
本
市

の
健
康
課
題
で
も
あ
る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
起

因
す
る
「
虚
血
性
心
疾
患
・
脳
血
管
疾
患
・
糖
尿
病
性
腎
症
」

の
発
症
予
防
・
重
症
化
予
防
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

心
臓
、
脳
、
腎
臓
の
病
因
と
な
る
動
脈
硬
化
発
症
の
共
通

点
は
、「
血
管
内
皮
機
能
低
下
」
か
ら
は
じ
ま
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
有
所
見
者
を
対
象
と
し
た
２
次
健
診
に
て
、

血
管
内
皮
機
能
検
査
（
F
M
D
）
を
取
り
入
れ
、
機
能
低
下

を
早
期
に
発
見
し
生
活
習
慣
改
善
が
図
れ
る
よ
う
支
援
を
強

化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
医
療
費
適
正
化
に
つ
い
て
は
、
と
り
わ
け
糖
尿
病

等
に
よ
る
腎
対
策
が
重
要
と
な
る
た
め
、
対
象
者
を
選
定
し

保
険
者
、
大
学
（
腎
専
門
医
）、
開
業
医
と
連
携
し
対
策
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
平
成
28
年
度
も
引
き
続
き
Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ
サ
イ
ク
ル
に
基
づ
い
た
保
健
事
業
を
実
践
し
医
療
費
の
適

正
化
に
努
め
ま
す
。

健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、
一
括
交
付
金
を

活
用
し
た
健
康
教
室
等
の
開
催
、
児
童
生
徒
へ
の
生
活
習
慣

病
予
防
対
策
、
お
よ
び
保
健
指
導
等
を
実
施
し
、
そ
の
効
果

等
を
調
査
検
証
し
な
が
ら
、
地
域
組
織
等
へ
の
健
康
教
育
活

動
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
南
城
市
高
齢
者
保

健
福
祉
計
画
に
基
づ
き
、
各
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
を
図
り
、

高
齢
者
等
の
生
き
が
い
づ
く
り
や
地
域
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、「
高
齢
者
が
要
介
護
状
態
に

な
っ
て
も
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
が
継
続
で
き
る
」
を

基
本
と
し
た
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
努
め
る
と
と

も
に
、
地
域
支
援
事
業
に
よ
る
地
域
ふ
れ
あ
い
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
等
の
実
施
、
更
に
は
、
今
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
介

護
予
防
・
日
常
生
活
総
合
事
業
の
実
施
に
よ
り
、
介
護
予
防

に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
認
知
症
施
策
に
つ
い
て
は
、
市
内
高
齢
者
福
祉
施

設
と
の
連
携
の
も
と
、
認
知
症
の
早
期
発
見
、
重
度
化
防
止

に
努
め
る
と
同
時
に
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
地
域
で
の
増

員
に
取
り
組
み
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
医
療
費
が
年
々
伸
び

続
け
て
お
り
非
常
に
厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
り
ま
す
。
現
在
、

国
に
沖
縄
県
の
特
殊
事
情
を
考
慮
し
た
財
政
支
援
を
要
請
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
年
か
ら
特
別
調
整
交
付
金
の
上

積
み
が
確
定
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
も
引
続
き
粘
り
強
く

要
請
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
に
つ
い
て
は
、
沖
縄
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
と
連
携
を
強
化
し
、
健
康
の
保
持
増
進
を
図
り

長
寿
健
診
の
実
施
等
医
療
費
の
抑
制
を
図
り
安
定
的
な
事
業

運
営
に
努
め
ま
す
。

国
民
年
金
に
つ
い
て
は
、
年
金
受
給
者
数
は
年
々
増
加

し
市
民
生
活
の
向
上
に
大
き
く
貢
献
し
て
お
り
ま
す
。
広

報
活
動
や
年
金
相
談
な
ど
を
通
じ
、
制
度
の
周
知
を
図
る

と
と
も
に
、
年
金
事
務
所
と
連
携
し
て
市
民
の
年
金
受
給

権
の
獲
得
に
努
め
ま
す
。

子
育
て
支
援
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
子
育
て
支
援

の
ニ
ー
ズ
調
査
を
踏
ま
え
策
定
し
た
「
南
城
市
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
事
業
計
画
」
に
掲
げ
る
各
種
施
策
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
平
成
27
年
度
か
ら
施
行
さ
れ
た
子
ど
も
・
子
育
て

新
制
度
に
お
け
る
、
多
様
化
す
る
保
育
・
子
育
て
ニ
ー
ズ
へ

の
対
応
策
を
必
要
に
応
じ
検
討
し
な
が
ら
、
子
育
て
支
援
の

充
実
強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
女
性
の
社
会

進
出
を
推
進
す
る
た
め
、
仕
事
と
育
児
を
両
立
で
き
る
よ
う

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
支
援
を
継
続
す
る
と
と

も
に
、
病
児
・
病
後
児
保
育
事
業
や
子
育
て
世
代
の
就
労
支

援
に
努
め
ま
す
。

母
子
保
健
事
業
に
つ
い
て
は
、
母
性
並
び
に
乳
幼
児
の
健

康
の
保
持
増
進
を
図
る
た
め
、
き
め
細
か
な
乳
幼
児
健
診
の

実
施
や
市
独
自
の
健
康
相
談
を
充
実
す
る
な
ど
、
毎
年
、
効

率
の
よ
い
改
善
策
を
講
じ
な
が
ら
保
健
指
導
の
質
を
高
め
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
妊
婦
に
お
い
て
も
引
き
続
き
マ
タ
ニ

テ
ィ
教
室
を
開
催
し
、
出
産
・
育
児
に
関
す
る
保
健
指
導
を

一
層
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
に
つ
い
て
は
、
入
院
医
療
費
の

対
象
年
齢
を
中
学
校
卒
業
時
ま
で
、
通
院
医
療
費
に
つ
い
て

は
対
象
年
齢
を
小
学
校
就
学
前
ま
で
引
き
上
げ
、
子
育
て
世

代
の
負
担
軽
減
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
県
と
の
連
携

を
強
化
し
、
対
象
年
齢
の
拡
充
に
向
け
て
努
め
ま
す
。

待
機
児
童
解
消
の
対
策
に
つ
い
て
は
、
市
立
保
育
所
及
び

法
人
保
育
園
の
定
員
の
弾
力
運
用
を
活
用
す
る
と
と
も
に
、

認
可
外
保
育
施
設
の
認
可
化
移
行
支
援
事
業
に
取
り
組
み
、

法
人
保
育
園
を
増
す
こ
と
に
よ
り
入
所
定
員
の
拡
大
を
図
り
、

平
成
30
年
度
４
月
１
日
時
点
で
待
機
児
童
解
消
を
目
指
し
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
市
立
保
育
所
の
民
営
化
に
つ
い
て
は
、

市
立
保
育
所
７
か
所
の
う
ち
６
ヶ
所
を
民
営
化
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
民
間
活
力
の
導
入
を
図
る
た
め
、
残
り
１
ヶ
所
の

市
立
み
ど
り
保
育
所
の
民
営
化
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
法
人
保
育
園
で
の
通
常
保
育
を
は
じ
め
、
延
長
保

育
事
業
等
の
各
種
事
業
に
取
り
組
み
、
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に

応
じ
た
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

学
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
は
、
平
成
26
年
度
よ
り
実
施
し
て

い
る
公
的
施
設
移
行
事
業
を
推
進
し
、
市
内
小
学
校
敷
地
内

へ
の
施
設
整
備
を
進
め
、
放
課
後
の
子
ど
も
の
安
全
・
安
心

な
居
場
所
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

障
害
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の

解
消
を
目
的
と
す
る
「
障
害
者
差
別
解
消
法
」
が
４
月
１
日

か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。「
沖
縄
県
障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も

共
に
暮
ら
し
や
す
い
社
会
づ
く
り
条
例
」
の
周
知
を
図
る
と

と
も
に
、
障
害
者
総
合
支
援
法
や
南
城
市
障
が
い
者
計
画
、

障
が
い
福
祉
計
画
に
基
づ
い
た
、
自
立
支
援
給
付
や
地
域
生

活
支
援
事
業
の
展
開
及
び
障
害
者
虐
待
防
止
、
成
年
後
見
人

制
度
な
ど
の
権
利
擁
護
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

障
害
者
の
地
域
活
動
及
び
相
談
支
援
に
つ
い
て
は
、
地
域

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
体
制
強
化
、
利
用
促
進
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

相
談
・
療
育
に
つ
い
て
は
、
家
庭
相
談
員
、
女
性
相
談
員

を
継
続
配
置
し
、
家
庭
児
童
相
談
や
女
性
相
談
業
務
の
充
実

を
図
る
と
と
も
に
、
臨
床
心
理
士
の
継
続
配
置
に
よ
り
親
子

通
園
事
業
所
へ
の
巡
回
指
導
を
強
化
し
、
発
達
障
が
い
児
に

関
す
る
窓
口
相
談
業
務
も
含
め
、
相
談
及
び
療
育
の
支
援
体

制
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

母
子
・
寡
婦
・
父
子
家
庭
に
つ
い
て
は
、
児
童
扶
養
手
当

の
支
給
、
ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
母
子
・
父
子
医
療
費
助
成
や

就
職
に
有
利
と
な
る
よ
う
な
資
格
取
得
の
た
め
の
、
母
子
家

庭
等
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金
等
事
業
を
継
続
し
、
さ
ら
に
、

南
城
市
母
子
寡
婦
福
祉
会
や
関
係
機
関
と
の
連
携
を
強
化
し

な
が
ら
、
母
子
家
庭
等
の
生
活
基
盤
や
子
育
て
支
援
の
強
化

を
図
り
、
生
活
の
負
担
を
軽
減
し
子
ど
も
の
健
全
な
育
成
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ
い
て
は
、
平
成
28
年
度
新
た
に

実
施
さ
れ
る
「
沖
縄
子
供
の
貧
困
緊
急
対
策
事
業
」
を
実
施
し
、

食
事
の
提
供
や
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
を
行
う
と
と
も
に
、

教
育
委
員
会
と
連
携
し
、
子
ど
も
の
貧
困
対
策
支
援
員
を
配

置
し
、
関
係
各
課
と
横
断
的
に
情
報
共
有
し
事
業
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

昨
年
度
に
施
行
さ
れ
た
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
に
基
づ

く
、
自
立
支
援
事
業
と
住
居
確
保
給
付
金
支
給
事
業
に
つ
い

て
は
、
今
年
度
も
２
人
の
相
談
支
援
員
を
配
置
し
、
生
活
困

窮
者
の
早
期
発
見
や
見
守
り
の
た
め
の
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
構
築
す
る
と
と
も
に
、
庁
内
関
連
課
や
関
係
機
関
と
の
連

携
を
図
り
な
が
ら
個
々
人
の
状
況
に
応
じ
た
適
切
な
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。
去
る
８
月
に
は
、
福
祉
事
務
所

内
に
生
活
困
窮
者
等
の
自
立
に
向
け
た
就
労
支
援
を
行
う
事

を
目
的
に
、
地
方
公
共
団
体
無
料
職
業
紹
介
事
業
所
「
南
城

市
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
相
談
者
の
ニ
ー

ズ
へ
の
迅
速
な
対
応
を
目
指
す
べ
く
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
求
人

情
報
オ
ン
ラ
イ
ン
提
供
利
用
申
請
を
行
い
、
本
年
４
月
か
ら

那
覇
公
共
職
業
安
定
所
に
お
け
る
職
業
紹
介
関
連
情
報
が
提

供
さ
れ
る
予
定
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
生
活
困
窮
者
等
の
就

労
意
欲
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
は
、
国
の
補
助
事
業
を
活
用
し
て
、
新
規
に

婚
姻
し
た
低
所
得
世
帯
を
対
象
に
、
住
宅
の
取
得
や
賃
借
等

に
係
る
経
費
の
一
部
を
支
援
し
、
稼
働
年
齢
層
の
定
住
促
進

と
少
子
化
対
策
の
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

全
国
的
に
急
速
な
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
南

城
市
に
は
、
元
気
な
高
齢
者
が
多
く
お
り
、
生
き
が
い
と
就

労
の
場
と
し
て
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
活
動
に
つ
い

て
も
支
援
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
４
）市
民
と
相
互
理
解
を
深
め
る

　
交
流
の
ま
ち
づ
く
り

次
に
「
市
民
と
相
互
理
解
を
深
め
る
交
流
の
ま
ち
づ
く
り
」

に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
は
４
年
に
一
度
の
第
３
回
南
城
市
ま
つ
り
の
開
催
年

度
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
回
の
ま
つ
り
に
お
い
て
は
、
市

制
施
行
10
周
年
式
典
を
開
催
し
全
市
民
で
祝
う
と
と
も
に
、

地
域
間
の
相
互
理
解
と
交
流
を
深
め
、
市
民
と
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
を
一
層
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
郷
土
に
伝
わ
る
伝
統
芸
能
や
御
新
下
り
（
お
あ
ら

お
り
）
を
開
催
す
る
こ
と
で
、
伝
統
芸
能
の
保
存
継
承
、
技

術
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
本
市
の
歴
史
・
文
化
を
学
習

し
郷
土
に
誇
り
と
愛
着
を
持
っ
た
人
材
を
育
成
し
、
地
域
活

性
化
を
図
り
ま
す
。

国
内
・
国
際
交
流
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
昨
年
、
姉
妹
都

市
盟
約
20
周
年
と
い
う
節
目
の
年
を
迎
え
た
宮
崎
県
高
千
穂

町
と
は
、
今
後
、
よ
り
一
層
若

い
世
代
や
商
工
・
観
光
関
連
の

交
流
を
図
り
、
官
民
を
挙
げ
て

交
流
を
深
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
中
国
江
陰
市
と
の
友
好

都
市
締
結
に
向
け
協
議
し
て
ま

い
り
ま
す
。

10
月
に
は
、
移
住
者
世
代
の

功
績
を
讃
え
る
と
と
も
に
、
沖

縄
が
誇
る
人
的
財
産
で
あ
る
海

外
の
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
と
絆
を

深
め
る
た
め
「
第
６
回
世
界
の

ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
大
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
本
市
に
ゆ
か
り

の
あ
る
大
会
参
加
者
の
皆
さ
ま

を
お
招
き
し
、
市
民
と
の
交
流

を
通
じ
、
南
城
市
へ
の
理
解
が
深
ま
る
よ
う
、
市
内
観
光
や

交
流
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
の
開
催
な
ど
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
南
城
市
海
外
移
住
者
子
弟
の
研
修
生
を
受
け
入
れ
、

技
術
等
の
習
得
及
び
市
民
と
の
交
流
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

「
尚
巴
志
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」、「
Ｅ
Ｃ
Ｏ
ス
ピ
リ
ッ
ト
ラ

イ
ド
＆
ウ
ォ
ー
ク
ｉ
ｎ
南
城
市
」、
を
引
き
続
き
開
催
し
、
更

な
る
内
容
の
充
実
を
図
り
、
本
市
の
魅
力
発
信
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
体
育
協
会
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
等
と
の
連
携

を
図
り
指
導
者
の
育
成
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
推
進
体

制
の
充
実
、
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
キ
ャ
ン
プ
受
入
の
拡
充
、
陸
上
競

技
場
の
施
設
機
能
の
強
化
等
を
進
め
て
い
く
と
と
も
に
、
市
民

の
ス
ポ
ー
ツ
に
携
わ
る
機
会
を
増
や
し
、
健
康
増
進
の
た
め

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
」「
壮
年
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
を
開
催
し
、
市

民
が
交
流
を
持
て
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

多
様
な
交
流
を
活
発
に
す
る
情
報
基
盤
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
教
育
や
防
災
な
ど
、
様
々
な
分
野
で
高
度
な
市
民
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
の
基
盤
と
な
る
「
地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ

ト
」
の
耐
用
年
数
と
新
庁
舎
建
設
計
画
が
同
時
期
と
な
る
こ

と
か
ら
、
庁
舎
建
設
に
合
わ
せ
て
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
再
構
築

の
検
討
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

広
域
行
政
の
強
化
に
つ
い
て
は
、
南
部
東
道
路
や
観
光
振

興
将
来
拠
点
（
中
核
地
）
等
の
整
備
と
併
せ
、
南
部
観
光
の

振
興
に
資
す
る
施
設
整
備
及
び
公
共
交
通
体
系
の
構
築
な
ど
、

広
域
で
の
対
応
が
不
可
欠
な
分
野
に
お
い
て
、
国
や
県
、
関

係
市
町
村
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
具
体
的
な
取
組
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

（
５
）安
全
で
安
心
、快
適
な
暮
ら
し
を

　
支
え
る
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

次
に
「
安
全
で
安
心
、
快
適
な
暮
ら
し
を
支
え
る
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

本
市
は
、
都
市
計
画
区
域
再
編
に
伴
い
、
住
宅
開
発
や
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企
業
立
地
が
進
展
し
、
さ
ら
に
は
南
部
東
道
路
の
着
工
、

新
庁
舎
建
設
事
業
お
よ
び
観
光
振
興
将
来
拠
点
事
業
の
大

規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
展
も
見
ら
れ
る
な
ど
、
ま
ち
づ

く
り
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
し
て
お
り
ま
す
。

昨
年
10
月
、
本
市
は
、
こ
う
し
た
情
勢
変
化
に
あ
わ
せ
て
、

一
体
的
な
都
市
づ
く
り
の
〝
そ
の
先
〞
を
見
据
え
、
南
城

市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
改
訂
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
本
市
の
「
南
城
ち
ゃ
ー
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｊ
Ｕ
　
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ

創
生
戦
略
」
で
は
、
市
中
央
部
に
お
い
て
先
導
的
都
市
拠
点

の
創
出
も
重
点
戦
略
と
し
て
位
置
づ
け
て
お
り
、
南
城
市
ら

し
い
自
然
・
歴
史
文
化
遺
産
・
景
観
と
の
調
和
を
図
り
つ
つ
、

生
活
や
都
市
活
動
の
場
を
充
実
す
る
計
画
的
な
土
地
利
用
等

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

交
通
体
系
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
国
道
３
３
１
号
、
主
要

県
道
を
核
と
し
た
効
率
・
効
果
的
な
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

形
成
、
市
全
域
の
一
体
化
を
図
り
、
利
便
性
を
高
め
て
ま
い

り
ま
す
。
そ
の
一
つ
と
な
る
南
部
東
道
路
整
備
は
、
平
成
27

年
５
月
よ
り
工
事
に
着
手
し
て
お
り
、
今
後
も
、
沖
縄
県
及

び
南
風
原
町
と
連
携
し
事
業
の
早
期
完
成
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
基
幹
道
路
の
国
道
３
３
１
号
で
は
、

交
通
環
境
改
善
や
児
童
生
徒
の
通
学
時
の
安
全
確
保
の
た
め
、

津
波
古
地
区
道
路
改
良
事
業
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
バ
ス
停

の
設
置
な
ど
主
要
道
路
に
か
か
る
整
備
必
要
箇
所
は
、
早
期

事
業
化
に
向
け
て
要
請
し
て
ま
い
り
ま
す
。

市
道
整
備
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
運
座
新
開
線
を
事
業
化

し
、
南
風
原
田
原
線
、
南
風
原
福
原
線
、
西
原
南
風
原
線
、

大
里
南
小
学
校
線
、
喜
良
原
新
里
長
作
原
線
、
新
開
田
原
線
、

船
越
大
城
線
、
前
川
當
山
線
、
大
里
城
趾
連
絡
線
、
新
開
中

央
線
、
嶺
井
土
改
１
号
〜
高
俣
線
は
引
き
続
き
、
完
成
に
向

け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
そ
の
他
市
道
整
備
に
つ
い
て

は
、
平
成
22
年
度
に
策
定
し
た
南
城
市
道
路
網
整
備
計
画
の

見
直
し
を
行
い
、
補
助
事
業
の
新
規
採
択
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

新
た
な
公
共
交
通
の
確
保
に
向
け
、
試
験
運
行
し
て
き
た

デ
マ
ン
ド
交
通
「
お
で
か
け
な
ん
じ
ぃ
」
は
、
平
成
28
年
度

よ
り
本
格
運
行
へ
移
行
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
実
証
実
験
事

業
結
果
を
踏
ま
え
、
利
用
者
拡
大
、
効
率
運
行
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
南
部
東
道
路
整
備
、
新
庁
舎
建
設
お
よ
び
観
光
振

興
将
来
拠
点
整
備
等
を
見
据
え
、
本
市
の
公
共
交
通
体
系
の

改
善
に
向
け
、
バ
ス
事
業
者
等
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が

ら
調
査
・
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

港
湾
整
備
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
管
理
者
で
あ
る
県
と

連
携
し
中
城
湾
港
馬
天
港
、
仲
伊
保
港
、
安
座
真
港
、
徳
仁

港
の
港
湾
施
設
の
改
修
促
進
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
佐
敷

地
区
港
湾
計
画
の
見
直
し
に
向
け
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
南
城
市
水
道
事
業
基
盤
整
備
計

画
に
基
づ
き
、
安
定
的
な
水
の
供
給
を
行
う
た
め
各
水
道
施

設
の
再
構
築
や
新
設
、
老
朽
化
施
設
の
計
画
的
な
更
新
並
び

に
水
道
施
設
の
耐
震
化
整
備
を
平
成
28
年
度
も
引
き
続
き
取

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
水
道
事
業
経
営
に
つ
い
て
は
、
水
質
、

施
設
の
管
理
強
化
を
図
り
、
公
営
企
業
経
営
の
基
本
を
踏
ま

え
な
が
ら
、
経
営
の
健
全
化
・
効
率
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、地
域
住
民
の
生
活
環
境
、河
川
・

海
域
な
ど
、
公
共
水
域
の
水
質
保
全
を
目
的
に
整
備
促
進
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
未
整
備
地
域
に
お
い
て
は
、
効
率
的

な
整
備
計
画
及
び
事
業
選
択
等
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
既
設
処
理
施
設
に
お
い
て
は
、
順
次
機

能
強
化
事
業
に
向
け
て
の
団
体
営
調
査
設
計
業
務
を
行
い
、

施
設
統
合
も
踏
ま
え
た
長
寿
命
化
対
策
に
向
け
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。
下
水
道
事
業
運
営
に
つ
い
て
は
、
接
続
推
進

活
動
を
継
続
し
て
行
い
、
さ
ら
な
る
経
営
努
力
を
図
り
、
健

全
な
事
業
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

地
域
に
根
ざ
し
た
循
環
型
社
会
の
形
成
に
つ
い
て
は
、
引

き
続
き
市
民
へ
の
ご
み
問
題
の
市
民
意
識
の
啓
発
を
図
り
、

更
な
る
ご
み
の
減
量
化
や
資
源
の
再
生
利
用
に
取
り
組
み
、

不
法
投
棄
等
に
つ
い
て
は
、
不
法
投
棄
未
然
防
止
事
業
で
導

入
し
た
監
視
カ
メ
ラ
・
防
止
ネ
ッ
ト
に
よ
る
対
策
、
山
間
部

の
パ
ト
ロ
ー
ル
や
看
板
の
設
置
等
を
行
い
、
不
法
投
棄
等
に

対
す
る
市
民
意
識
の
啓
発
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
総
合
的
な
環
境
対
策
の
取
り
組
み
と
し
て
、
公
共

施
設
等
の
照
明
器
具
を
省
エ
ネ
型
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
に
切
り
替

え
る
な
ど
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
を
行
い
、
低
炭
素

な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

公
園
整
備
に
つ
い
て
は
、
大
里
城
趾
公
園
の
緑
地
空
間
確
保

と
と
も
に
、
管
理
棟
施
設
を
地
域
文
化
の
継
承
や
地
域
内
交
流

に
活
用
す
る
と
と
も
に
供
用
開
始
後
の
指
定
管
理
に
つ
い
て
検

討
い
た
し
ま
す
。
グ
ス
ク
ロ
ー
ド
公
園
、
知
念
岬
公
園
に
つ
い

て
は
、
市
民
や
観
光
客
等
の
利
用
者
が
快
適
に
過
ご
せ
る
よ
う

に
、
遊
具
等
を
整
備
し
、
公
園
機
能
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

景
観
形
成
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
景
観
特
性
に
応
じ
た
ま

ち
づ
く
り
、
良
好
な
景
観
保
全
・
創
出
に
努
め
る
と
と
も
に

広
報
活
動
を
引
き
続
き
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

定
住
促
進
策
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
市
営
住
宅
の
老
朽
化

が
著
し
い
こ
と
か
ら
、
南
城
市
公
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計
画

に
基
づ
き
、
適
切
な
管
理
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

老
朽
化
が
著
し
い
嶺
井
団
地
の
建
て
替
え
に
つ
い
て
は
、
南

城
市
地
域
居
住
機
能
再
生
計
画
書
に
基
づ
き
、
沖
縄
県
並
び

に
沖
縄
県
住
宅
供
給
公
社
と
連
携
し
、
改
築
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

離
島
で
あ
る
久
高
島
に
つ
い
て
は
、
産
業
振
興
や
観
光
・

交
流
の
促
進
、
離
島
航
路
の
維
持
、
確
保
す
る
と
と
も
に
、

今
年
度
か
ら
離
島
食
品
・
日
用
品
輸
送
費
等
補
助
事
業
に
お

い
て
、
海
上
輸
送
費
を
助
成
し
小
売
店
の
生
活
必
需
品
等
の

価
格
を
低
減
す
る
こ
と
に
よ
り
、
島
民
の
割
高
な
生
活
コ
ス

ト
を
軽
減
し
定
住
条
件
の
整
備
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

防
災
に
つ
い
て
は
、
阪
神
淡
路
大
震
災
や
東
日
本
大
震
災

の
教
訓
を
踏
ま
え
、
地
震
・
津
波
・
土
砂
災
害
・
台
風
災
害

等
か
ら
市
民
を
守
る
た
め
、
地
域
防
災
計
画
に
基
づ
き
災
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。
既
存
の
防

災
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
経
年
劣
化
等
か
ら
新
庁
舎
移
転
に

あ
わ
せ
、
平
成
28
年
度
よ
り
災
害
に
強
い
新
た
な
防
災
シ
ス

テ
ム
の
構
築
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
市
民
の

防
災
意
識
の
向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、
災
害
の
未
然
防
止
、

災
害
発
生
時
に
迅
速
な
対
応
を
行
う
た
め
、
市
民
自
ら
自
分

達
の
地
域
は
自
分
達
で
守
る
共
助
の
精
神
を
育
み
、
自
主
的

に
防
災
活
動
を
行
え
る
自
主
防
災
組
織
の
結
成
、
育
成
強
化

に
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

消
防
・
救
助
体
制
に
関
し
て
は
、
迅
速
な
救
急
・
救
助
活

動
の
充
実
・
強
化
を
図
る
と
と
も
に
津
波
に
よ
る
消
防
機
能

の
喪
失
が
想
定
さ
れ
る
佐
敷
出
張
所
を
被
害
が
受
け
に
く
い

位
置
に
移
転
致
し
ま
す
。

防
犯
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、
市
民
、
各
種
団
体
や
警

察
署
等
と
連
携
し
、
自
主
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
拡
充
及
び

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
等
の
取
組
強
化
、
子
ど
も
１
１
０
番
の
家

の
拡
充
に
努
め
る
と
と
も
に
、
防
犯
灯
の
設
置
補
助
を
継
続

す
る
な
ど
、
防
犯
対
策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、引
き
続
き
、地
域
、各
種
団
体
、

地
区
交
通
安
全
協
会
、
警
察
署
等
と
、
よ
り
一
層
の
連
携
を

図
り
、
交
通
安
全
思
想
の
普
及
、
及
び
道
路
環
境
の
整
備
を

促
進
し
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
、
い
わ
ゆ
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

に
つ
い
て
は
、
さ
ら
な
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
と

と
も
に
、
個
人
情
報
の
適
正
管
理
、
関
連
シ
ス
テ
ム
の
安
全

対
策
を
徹
底
し
、
安
心
・
安
全
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

各
種
証
明
書
に
つ
い
て
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
個

人
番
号
カ
ー
ド
）
の
取
得
に
よ
り
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
で
交
付
が
可
能
と
な
る
よ
う
事
業
を
導
入
し
、
市
民
の
利

便
性
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
６
）人
の
和
が
支
え
る
市
民
主
役
の

　
　
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

次
に
「
人
の
和
が
支
え
る
市
民
主
役
の
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
」
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

本
市
で
は
、
先
達
が
築
き
あ
げ
て
き
た
地
域
づ
く
り
を
、

こ
れ
ま
で
に
培
っ
て
き
た
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
力
」
を
原
動

力
と
し
た
ム
ラ
ヤ
ー
構
想
を
平
成
24
年
度
に
策
定
い
た
し

ま
し
た
。

今
後
も
、
ム
ラ
ヤ
ー
構
想
を
よ
り
強
力
に
推
進
し
、
ム
ラ

ヤ
ー
を
中
心
に
互
い
に
支
え
合
う
仕
組
み
づ
く
り
を
構
築
し

て
ま
い
り
ま
す
。

市
民
と
行
政
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、
市
民

主
体
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
地
域
の
様
々
な
課

題
解
決
に
向
け
、
市
民
活
動
団
体
等
の
特
性
を
活
か
し
た
事

業
提
案
を
公
募
す
る
「
上
が
り
太
陽
プ
ラ
ン
」
を
継
続
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
な
ん
じ
ょ
う
地
域
デ
ザ
イ
ン
セ

ン
タ
ー
と
連
携
し
、
自
治
会
、
市
民
団
体
等
の
活
動
支
援
を

行
う
た
め
、
市
民
大
学
の
機
能
強
化
を
行
い
、
地
域
の
担
い

手
育
成
を
継
続
し
て
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

広
報
業
務
に
つ
い
て
は
、
F
M
な
ん
じ
ょ
う
の
活
用
、
広
報

誌
及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
連
携
、
さ
ら
に
F
a
c
e
b
o
o
k

等
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
と
の
相
乗
効
果
に
よ
り
、
市
民

の
皆
様
に
親
し
み
を
も
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
創
意
工
夫
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

新
庁
舎
建
設
事
業
に
つ
い
て
は
、「
市
民
に
親
し
ま
れ
、
環

境
に
配
慮
し
た
機
能
的
な
庁
舎
」
の
基
本
理
念
に
基
づ
き
、

庁
舎
建
設
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
平
成

27
年
度
に
は
、
庁
舎
建
設
に
関
し
広
く
市
民
の
意
見
を
聴
取

す
る
た
め
、
市
民
説
明
会
を
市
内
４
地
域
で
開
催
し
、
そ
の
後
、

実
施
設
計
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

平
成
28
年
度
に
つ
い
て
は
、
策
定
さ
れ
た
実
施
設
計
を
精

査
し
、
各
種
許
認
可
を
得
て
、
本
格
的
な
工
事
に
着
手
し
、

平
成
29
年
度
の
完
成
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

人
権
擁
護
相
談
及
び
行
政
相
談
に
つ
い
て
は
、
人
権
擁
護

委
員
や
行
政
相
談
委
員
の
活
動
の
活
発
化
を
図
る
と
と
も
に
、

人
権
の
確
立
、
行
政
相
談
に
関
す
る
情
報
提
供
や
相
談
体
制

の
強
化
に
引
き
続
き
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
て
は
、
今
年
度
、
条

例
の
制
定
と
都
市
宣
言
を
行
い
市
民
意
識
の
啓
発
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、
南
城
市
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
と
の
共
同

企
画
運
営
に
よ
る
、「
な
ん
じ
ょ
う
輝
き
フ
ェ
ス
タ
」
を
継
続

開
催
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
女
性
の
管
理
職
へ
の
登
用
、
審

議
会
及
び
委
員
会
等
の
政
策
・
方
針
決
定
過
程
へ
の
女
性
の

参
画
を
促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
効
率
的
な
行
財
政
運
営
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
南
城
市
行
政
改
革
大
綱
（
１
次
・
２
次
）
に
基
づ
き
、

行
財
政
改
革
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
合
併
に
伴
い

優
遇
さ
れ
て
き
た
普
通
交
付
税
は
、
本
年
度
よ
り
５
年
を

か
け
て
激
減
緩
和
策
が
講
じ
ら
れ
、
予
算
規
模
も
大
き
く

縮
減
さ
れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
歳
出
に
お
い
て
は
、

児
童
福
祉
費
、
社
会
福
祉
費
の
扶
助
費
や
補
助
金
、
国
民

健
康
保
険
会
計
及
び
下
水
道
会
計
へ
の
繰
出
金
の
増
額
な

ど
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
財
政
状
況

の
な
か
で
も
、
行
財
政
需
要
は
多
様
化
・
高
度
化
・
専
門

化
し
て
き
て
お
り
ま
す
。

今
後
は
、
将
来
を
見
据
え
た
堅
実
な
行
財
政
運
営
を
推
進

す
る
た
め
、
柔
軟
に
対
応
で
き
る
体
制
を
構
築
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
昨
年
、
第
３
次
南
城
市
行
政
改
革
大
綱
が
策
定

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
大
綱
に
基
づ
き
、
第
３
次
集
中
改
革
プ

ラ
ン
を
作
成
し
、
今
後
の
市
民
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
対
応
で
き

る
体
制
を
強
化
し
、
更
な
る
行
財
政
改
革
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
公
共
施
設
等
の
全
体
的
な
状
況
を
把
握
し
、

機
能
・
目
的
が
類
似
す
る
施
設
の
統
廃
合
を
積
極
的
に
推
進
し
、

行
財
政
負
担
の
軽
減
・
平
準
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

平
成
28
年
度
よ
り
、
職
員
の
能
力
を
最
大
限
に
引
き
出
し

活
用
す
る
こ
と
で
、
組
織
力
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

「
南
城
市
人
事
評
価
制
度
」
を
導
入
し
、
よ
り
適
正
な
人
事
管

理
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
27
年
度
に
策
定
さ
れ
た
「
第

２
次
定
員
適
正
化
計
画
」
に
基
づ
き
、
時
機
を
捉
え
た
職
員

の
集
中
配
置
な
ど
、
各
部
局
に
対
し
限
ら
れ
た
人
材
の
中
か

ら
職
員
配
置
の
必
要
数
を
的
確
に
見
極
め
、
よ
り
適
正
な
定

員
管
理
を
実
施
し
ま
す
。

平
成
28
年
度
に
お
い
て
は
、
中
核
地
を
中
心
と
し
た
新
た
な

ま
ち
づ
く
り
及
び
地
域
公
共
交
通
の
再
編
な
ど
を
強
力
に
推
進

し
て
い
く
た
め
、
企
画
部
内
に
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
を
発

足
し
ま
す
。
ま
た
、
教
育
部
内
に
生
涯
学
習
課
を
新
設
し
、
社
会

教
育
及
び
社
会
体
育
の
連
携
に
よ
り
、
市
民
の
生
涯
学
習
活
動
、

社
会
体
育
関
連
事
業
の
充
実
・
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
知
的
資
源
と
し
て
活
用
さ
れ
う
る
公
文
書
等
の
管

理
に
つ
い
て
実
効
性
を
確
保
し
、
適
正
か
つ
効
率
的
に
運
営

さ
れ
る
こ
と
で
情
報
公
開
や
個
人
情
報
保
護
に
適
切
に
対
応

し
う
る
こ
と
か
ら
平
成
28
年
度
よ
り
新
た
な
文
書
管
理
シ
ス

テ
ム
の
構
築
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
７
）市
民
の
心
で
世
界
へ
つ
な
ぐ

　
　
ま
ち
づ
く
り

次
に
「
市
民
の
心
で
世
界
へ
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ

い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

本
市
で
は
、
平
成
23
年
度
に
８
月
10
日
を
「
南
城
市
民
平

和
の
日
」
と
定
め
、
愛
、
真
心
、
平
和
、
感
謝
、
思
い
や
り
な
ど
、

の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
南
城
市
民
の
間
に
定
着
す
る
た
め
、「
ハ
ー

ト
の
ま
ち
宣
言
」
を
行
う
な
ど
の
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。

今
年
も
引
き
続
き
、
ハ
ー
ト
の
ま
ち
を
内
外
に
広
め
る
た

め
の
施
策
を
講
じ
、
南
城
市
か
ら
「
恒
久
平
和
」
を
発
信
し

て
ま
い
り
ま
す
。

観
光
産
業
は
、
本
市
の
基
幹
産
業
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

年
々
増
え
続
け
る
観
光
客
が
安
心
し
て
観
光
で
き
る
よ
う
、

地
域
Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ
の
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
を
増
や
す
と
と
も

に
、
観
光
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
と
連
動
し
、
観
光
情
報
発
信
力

を
高
め
、
外
国
人
観
光
客
で
も
安
心
し
て
、
満
足
で
き
る
環

境
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

本
市
は
こ
れ
ま
で
海
外
短
期
留
学
事
業
に
よ
り
、
市
内
の

中
高
校
生
１
８
０
名
余
を
米
国
の
大
学
に
派
遣
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
は
ア
メ
リ
カ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
カ

レ
ッ
ジ
２
校
と
協
定
を
結
び
、
長
期
留
学
へ
の
環
境
を
整
え

て
お
り
ま
す
。
平
成
28
年
度
も
ワ
シ
ン
ト
ン
州
立
大
学
へ
派

遣
す
る
と
と
も
に
、
中
学
生
中
国
国
際
交
流
派
遣
事
業
の
充

実
を
図
り
、
世
界
に
羽
ば
た
く
国
際
感
覚
豊
か
な
人
材
の
育

成
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
本
市
は
、
平
成
26
年
10
月
か
ら
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
国
際
協

力
機
構
の
「
草
の
根
技
術
協
力
事
業
（
地
域
活
性
化
特
別
枠
）」

に
よ
り
、
農
水
産
業
振
興
や
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
テ
ー
マ
と

し
て
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ビ
ク
ト
リ
ア
ス
市
と
の
受
入
・
派
遣

を
通
じ
た
人
的
交
流
、
技
術
支
援
等
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

こ
の
度
、
こ
の
草
の
根
技
術
協
力
事
業
が
き
っ
か
け
と
な
り
、

平
成
28
年
４
月
か
ら
２
期
４
年
に
わ
た
り
、
本
市
職
員
を
現

地
へ
派
遣
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
回
の
派
遣
目
的
は

ビ
ク
ト
リ
ア
ス
市
に
お
け
る
人
材
育
成
や
地
域
活
性
化
は
も

と
よ
り
、
南
城
市
の
人
材
育
成
及
び
帰
国
後
の
地
域
活
性
化

の
貢
献
を
図
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
な
ん
じ
ょ

う
市
民
大
学
の
取
り
組
み
等
と
と
も
に
、
多
様
で
多
彩
な
人

材
育
成
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

以
上
、
申
し
上
げ
ま
し
た
政
策
、
施
策
を
実
行
す
る
た
め

歳
入
の
面
に
お
い
て
は
、
市
税
は
増
収
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、

自
主
財
源
の
割
合
は
低
く
依
然
と
し
て
地
方
交
付
税
等
に
大

き
く
依
存
し
た
財
政
構
造
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

平
成
28
年
度
の
一
括
交
付
金
事
業
に
つ
い
て
は
、
32
事
業
、

交
付
金
ベ
ー
ス
で
９
億
６
百
50
万
１
千
円
を
計
上
い
た
し
ま

し
た
。
３
つ
の
新
規
事
業
に
つ
い
て
は
、
内
閣
府
の
内
諾
後

に
補
正
予
算
に
て
対
応
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
、

事
業
の
必
要
性
、
緊
急
性
等
を
勘
案
し
な
が
ら
、
観
光
、
農

水
産
業
、
教
育
、
防
災
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
分
野
に
一
括
交

付
金
及
び
地
方
創
生
に
係
る
新
型
交
付
金
を
活
用
し
、
本
市

の
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
を
見
据
え
た
事
業
展
開
を
図
っ
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
か
ら
平
成
32
年
度
ま
で
の
５
年
間
に
お
い
て
、

普
通
交
付
税
が
上
乗
せ
さ
れ
た
合
併
算
定
替
え
か
ら
一
本
算

定
へ
段
階
的
に
縮
減
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
一
方
で
歳
出
面
で
は
、

公
債
費
等
の
義
務
的
経
費
は
年
々
増
加
を
す
る
傾
向
に
あ
り
、

今
後
は
非
常
に
厳
し
い
財
政
運
営
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
が
想

定
さ
れ
ま
す
。

予
算
の
編
成
に
お
い
て
は
、
事
業
の
取
捨
選
択
を
実
施
、

市
民
が
安
心
し
て
安
全
に
暮
ら
せ
、
将
来
に
明
る
い
展
望
が

持
て
る
よ
う
、
限
ら
れ
た
財
源
を
緊
急
か
つ
重
要
な
施
策
に

重
点
的
・
効
率
的
に
配
分
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
ま
し
た
。

厳
し
い
中
で
の
予
算
編
成
で
し
た
が
、
今
ま
で
以
上
に
適
正

な
予
算
執
行
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

む
す
び
に

冒
頭
で
申
し
上
げ
た
よ
う
に
、
我
が
国
は
、
人
口
減
少
・

少
子
高
齢
化
へ
の
突
入
に
よ
る
困
難
な
時
代
に
対
応
す
る
た

め
、
国
・
地
方
が
同
じ
危
機
感
を
共
有
し
、
地
方
創
生
、
一

億
総
活
躍
社
会
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
新
年
度
は
、

各
地
方
自
治
体
が
策
定
し
た
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・
総
合
戦
略
に

基
づ
く
施
策
が
本
格
的
に
始
動
し
ま
す
。

沖
縄
県
に
お
い
て
は
、
人
口
が
減
る
と
い
う
現
実
は
ま
だ

実
感
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
　
し
か
し
本
市
は
、
そ
れ
を
経
験

し
合
併
後
10
年
間
で
様
々
な
課
題
に
挑
戦
し
、
徐
々
に
若
い

世
代
を
中
心
と
し
た
人
口
増
、
子
ど
も
の
人
口
増
に
繋
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

定
住
人
口
が
減
る
と
い
う
こ
と
は
、
市
民
生
活
や
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
地
域
産
業
ひ
い
て
は
市
の
行
財
政
運
営
ま
で

様
々
な
形
で
、
ま
ち
の
将
来
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

人
口
減
少
社
会
下
に
お
い
て
は
、
定
住
人
口
を
増
や
す
こ
と
、

或
い
は
交
流
人
口
を
増
や
す
こ
と
は
自
治
体
間
の
知
恵
比
べ

で
あ
り
、
ま
ち
づ
く
り
を
戦
略
的
視
点
か
ら
捉
え
、
果
敢
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

そ
の
戦
略
に
お
い
て
は
、
自
ら
の
弱
点
を
正
し
く
認
識
し
、

そ
れ
を
補
う
だ
け
で
は
な
く
弱
み
を
強
み
に
変
え
て
い
く

こ
と
、
同
時
に
固
有
の
強
み
の
上
に
立
脚
し
た
も
の
で
あ

る
こ
と
が
、
戦
略
策
定
に
お
い
て
〝
車
の
両
輪
〞
と
し
て

求
め
ら
れ
ま
す
。

私
は
、
先
人
達
か
ら
受
け
継
い
で
き
た
文
化
や
自
然
の
恵

み
と
、
そ
の
中
で
人
々
が
互
い
に
支
え
あ
っ
て
生
き
る
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
繋
が
り
の
強
さ
こ
そ
が
、
南
城
市
の
最
大

の
強
み
で
あ
り
、「
南
城
市
ら
し
さ
」
を
生
む
原
点
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
、〝
南
城
ら
し
さ
〞
を
核
と
し
て
、
地
域
の
総
合

力
の
結
集
と
市
民
主
役
の
市
政
を
基
本
に
、
本
市
の
豊
か
な

自
然
や
歴
史
・
文
化
、
育
ま
れ
た
人
々
の
ユ
イ
マ
ー
ル
精
神

を
育
み
な
が
ら
、
ム
ラ
ヤ
ー
を
活
か
し
た
地
域
づ
く
り
に
取

り
組
み
、「
日
本
一
元
気
で
魅
力
あ
る
南
城
市
」
の
実
現
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

以
上
、
行
政
運
営
に
臨
む
基
本
姿
勢
と
、
所
信
の
一
端
を

申
し
あ
げ
ま
し
た
が
、
市
民
の
皆
様
並
び
に
議
員
各
位
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
、
新
年
度
の
施

政
方
針
と
い
た
し
ま
す
。

平
成
28
年
３
月
１
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

南
城
市
長
　
古
　
謝
　
景
　
春
　

平成30年度の待機児童解消を目ざして保育園の認可化を進め
るとともに、子どもの貧困対策も実施していきます。

今年は南城市まつりを開催。斎場御嶽で行われた聞得大君の
就任儀礼「御新下り」も再現される予定です。
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昨
年
に
引
き
続
き
県
外
主
要
都
市
に
て
南
城
市
の
魅
力
を

発
信
す
る
た
め
の
観
光
と
物
産
の
Ｐ
Ｒ
活
動
の
展
開
及
び
世

界
遺
産
「
斎
場
御
嶽
」
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
の
運
用
を
開
始
し
、

聖
地
と
し
て
の
理
解
も
深
め
て
頂
く
取
り
組
み
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

新
産
業
の
創
出
に
つ
い
て
は
、
南
部
東
道
路
の
整
備
や
那

覇
空
港
の
拡
張
、
国
際
物
流
ハ
ブ
化
等
に
伴
う
地
域
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
の
向
上
、
巨
大
市
場
を
生
み
出
す
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
絶
好
の

チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
官
民
連
携
に
よ
る
地
域
特
産
物
の
国
内

外
へ
の
販
路
拡
大
、
未
利
用
資
源
の
他
分
野
活
用
に
よ
る
新

た
な
産
業
創
出
、
創
業
支
援
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
本
市
で
は
、
新
庁
舎
建
設
に
伴
う
大
里
庁
舎
の

跡
地
利
用
に
つ
い
て
、
民
間
事
業
者
か
ら
提
案
を
公
募
し
、

去
る
１
月
に
Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
を
優
先
交
渉
事
業
者
と
し
て

決
定
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
本
市
の
恵
ま
れ
た
自
然
環

境
と
共
存
可
能
な
優
良
企
業
等
の
誘
致
に
取
り
組
む
な
ど
、

本
市
の
多
様
な
地
域
資
源
、
財
産
を
フ
ル
活
用
し
て
、
自

立
可
能
な
就
労
の
場
を
創
り
出
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

（
２
）心
豊
か
な
人
材
を
育
む

　
　
教
育
・
文
化
の
ま
ち
づ
く
り

次
に
、「
心
豊
か
な
人
材
を
育
む
教
育
・
文
化
の
ま
ち
づ
く

り
」
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

南
城
市
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
ふ
る
さ
と
に
誇

り
と
愛
着
を
持
ち
、
心
身
と
も
に
健
や
か
に
成
長
す
る
こ
と
は
、

全
て
の
市
民
の
願
い
で
す
。
教
育
環
境
を
整
備
し
、
学
校
教

育
と
社
会
教
育
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
生
涯
学
習
を
通

し
て
教
育
・
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
平
成
27
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
「
南
城
市
教
育

の
日
」
の
充
実
に
努
め
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
教
育
力
の

向
上
を
図
る
た
め
の
取
組
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

学
校
教
育
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
電
子
黒
板
の
整
備
、
校

内
L
A
N
の
整
備
等
を
行
い
、
学
校
の
情
報
化
を
さ
ら
に
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
保
育
園
・
幼
稚
園
・
小
学
校

の
交
流
・
連
携
を
引
き
続
き
充
実
さ
せ
、
学
び
の
基
礎
力
の

育
成
に
取
り
組
み
ま
す
。
さ
ら
に
、
玉
城
幼
稚
園
と
大
里
南

幼
稚
園
の
２
園
を
利
用
し
た
土
曜
日
の
一
時
預
か
り
事
業
を

引
き
続
き
実
施
し
、
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
、
子
育
て

支
援
、
幼
児
教
育
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

小
学
校
・
中
学
校
で
は
、
学
力
向
上
を
最
重
要
課
題
と
し

て
取
り
組
ん
だ
成
果
が
徐
々
に
表
れ
て
お
り
、今
後
と
も
、知
・

徳
・
体
の
調
和
の
と
れ
た
児
童
生
徒
の
育
成
に
努
め
、
さ
ら
に
、

４
地
区
の
学
習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
に
よ
る
学
校
支
援

を
実
施
し
、
教
育
活
動
の
充
実
と
地
域
の
活
性
化
に
向
け
た

環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
平
成
27

年
度
に
馬
天
小
学
校
に
開
室
し
た
県
立
島
尻
特
別
支
援
学
校

の
分
教
室
に
つ
い
て
は
、
障
が
い
児
が
地
域
の
学
校
に
通
う

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
の
モ
デ
ル
と
し
て
、「
地
域
の
子
供
は

地
域
で
育
て
る
」
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
継
続
し
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

国
際
的
な
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、
引
き
続
き
教
育
課
程

特
例
校
と
し
て
生
き
た
英
語
教
育
を
実
践
す
る
と
と
も
に
Ｅ

Ｓ
Ｌ
キ
ャ
ン
プ
や
英
語
検
定
受
検
者
へ
の
支
援
・
拡
充
に
よ
り
、

実
用
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
選
挙
制
度
が
一
部
改
正
さ
れ
、
選
挙
権
年
齢
が
18

歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
る
事
に
伴
い
児
童
生
徒
の
市
議
会
の
傍

聴
、
子
供
議
会
の
開
催
等
、
主
権
者
教
育
強
化
に
も
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

学
校
施
設
等
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
馬
天
小
学
校
空
調
設

備
工
事
、
玉
城
中
学
校
図
書
館
・
技
術
教
室
・
パ
ソ
コ
ン
教

室
改
築
工
事
及
び
久
高
小
中
学
校
太
陽
光
発
電
設
備
工
事
を

引
き
続
き
実
施
す
る
と
と
も
に
、
玉
城
中
学
校
武
道
場
・
屋

外
水
泳
プ
ー
ル
改
築
工
事
、
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
キ
ャ
ン
プ
等
受

入
施
設
の
実
施
設
計
に
着
手
し
ま
す
。
ま
た
、
大
里
北
小
学

校
の
改
築
事
業
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
用
地
確
保
に
努
め

な
が
ら
、
校
舎
・
体
育
館
及
び
運
動
場
の
実
施
設
計
と
敷
地

造
成
工
事
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

地
域
文
化
振
興
に
つ
い
て
は
、『
南
城
市
歴
史
文
化
基
本
構

想
』
等
に
基
づ
き
、
地
域
資
源
の
調
査
や
国
指
定
の
史
跡
整

備
に
関
連
し
た
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、「
尚

巴
志
活
用
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
実
施
事
業
」
で
は
、
文
化
振
興
・

地
域
振
興
・
人
材
育
成
等
の
事
業
と
結
び
つ
け
、
関
係
す
る

機
関
と
連
携
し
た
事
業
を
展
開
い
た
し
ま
す
。

世
界
遺
産
「
斎
場
御
嶽
」
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
得
ら
れ
た

調
査
成
果
を
基
に
琉
球
王
国
最
高
聖
地
の
保
護
と
活
用
に
つ

い
て
、
関
係
機
関
と
の
議
論
を
重
ね
な
が
ら
そ
の
魅
力
を
最

大
限
に
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

市
史
編
さ
ん
事
業
に
つ
い
て
は
、「
グ
ス
ク
」「
御
嶽
」「
戦
争
」

「
民
俗
」の
発
刊
に
向
け
て
作
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

前
年
度
に
続
き
「
集
落
域
文
化
遺
産
サ
イ
ン
整
備
事
業
」
を

推
進
し
、
本
市
の
魅
力
発
信
と
と
も
に
住
民
と
観
光
客
等
と

の
交
流
促
進
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

市
民
の
文
化
芸
術
振
興
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
発
信
拠

点
で
あ
る
文
化
セ
ン
タ
ー
・
シ
ュ
ガ
ー
ホ
ー
ル
の
施
設
機
能

強
化
事
業
を
実
施
し
、
音
楽
専
用
ホ
ー
ル
と
し
て
の
機
能
や

ク
オ
リ
テ
ィ
ー
を
よ
り
一
層
高
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

市
制
施
行
10
周
年
記
念
事
業
創
作
オ
ペ
ラ
に
続
き
今
年
度
は
、

市
民
協
働
を
活
か
し
た
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
創
作
し
、
創
造
的

な
音
楽
芸
術
活
動
の
展
開
に
よ
る
利
用
者
の
増
加
、
県
立
芸

術
大
学
と
の
包
括
連
携
で
地
域
に
残
る
伝
統
文
化
や
芸
能
の

保
存
・
継
承
等
に
よ
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
を
図

る
と
と
も
に
、
今
後
の
シ
ュ
ガ
ー
ホ
ー
ル
の
管
理
・
運
営
、

更
な
る
事
業
展
開
を
見
据
え
、
引
き
続
き
指
定
管
理
者
制
度

の
検
討
・
調
査
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

平
和
学
習
拠
点
「
糸
数
ア
ブ
チ
ラ
ガ
マ
」
に
つ
い
て
は
、

第
二
次
大
戦
の
遺
物
の
大
砲
や
魚
雷
を
展
示
す
る
と
と
も
に
、

入
壕
者
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
行
う
た

め
の
危
険
度
調
査
を
実
施
し
、
平
和
の
尊
さ
を
実
感
で
き
る

教
育
の
場
と
し
て
活
用
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
３
）温
も
り
あ
ふ
れ
る
福
寿

　
　（
健
康
・
福
祉
）の
ま
ち
づ
く
り

次
に
、「
温
も
り
あ
ふ
れ
る
福
寿
（
健
康
・
福
祉
）
の
ま
ち

づ
く
り
」
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

心
と
体
の
健
康
づ
く
り
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
市
民
が
い

き
い
き
と
心
豊
か
に
活
動
す
る
た
め
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に

応
じ
た
健
康
増
進
の
取
り
組
み
が
重
要
で
、
か
つ
、
生
活
習

慣
病
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、
早
期
に
対
策
を
講
じ
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
根
幹
と
な
る
対
策
と
し
て
定
め
た
「
デ
ー

タ
ヘ
ル
ス
計
画
（
保
健
事
業
実
施
計
画
）」
に
基
づ
き
、
本
市

の
健
康
課
題
で
も
あ
る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
起

因
す
る
「
虚
血
性
心
疾
患
・
脳
血
管
疾
患
・
糖
尿
病
性
腎
症
」

の
発
症
予
防
・
重
症
化
予
防
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

心
臓
、
脳
、
腎
臓
の
病
因
と
な
る
動
脈
硬
化
発
症
の
共
通

点
は
、「
血
管
内
皮
機
能
低
下
」
か
ら
は
じ
ま
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
有
所
見
者
を
対
象
と
し
た
２
次
健
診
に
て
、

血
管
内
皮
機
能
検
査
（
F
M
D
）
を
取
り
入
れ
、
機
能
低
下

を
早
期
に
発
見
し
生
活
習
慣
改
善
が
図
れ
る
よ
う
支
援
を
強

化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
医
療
費
適
正
化
に
つ
い
て
は
、
と
り
わ
け
糖
尿
病

等
に
よ
る
腎
対
策
が
重
要
と
な
る
た
め
、
対
象
者
を
選
定
し

保
険
者
、
大
学
（
腎
専
門
医
）、
開
業
医
と
連
携
し
対
策
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
平
成
28
年
度
も
引
き
続
き
Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ
サ
イ
ク
ル
に
基
づ
い
た
保
健
事
業
を
実
践
し
医
療
費
の
適

正
化
に
努
め
ま
す
。

健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、
一
括
交
付
金
を

活
用
し
た
健
康
教
室
等
の
開
催
、
児
童
生
徒
へ
の
生
活
習
慣

病
予
防
対
策
、
お
よ
び
保
健
指
導
等
を
実
施
し
、
そ
の
効
果

等
を
調
査
検
証
し
な
が
ら
、
地
域
組
織
等
へ
の
健
康
教
育
活

動
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
南
城
市
高
齢
者
保

健
福
祉
計
画
に
基
づ
き
、
各
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
を
図
り
、

高
齢
者
等
の
生
き
が
い
づ
く
り
や
地
域
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、「
高
齢
者
が
要
介
護
状
態
に

な
っ
て
も
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
が
継
続
で
き
る
」
を

基
本
と
し
た
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
努
め
る
と
と

も
に
、
地
域
支
援
事
業
に
よ
る
地
域
ふ
れ
あ
い
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
等
の
実
施
、
更
に
は
、
今
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
介

護
予
防
・
日
常
生
活
総
合
事
業
の
実
施
に
よ
り
、
介
護
予
防

に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
認
知
症
施
策
に
つ
い
て
は
、
市
内
高
齢
者
福
祉
施

設
と
の
連
携
の
も
と
、
認
知
症
の
早
期
発
見
、
重
度
化
防
止

に
努
め
る
と
同
時
に
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
地
域
で
の
増

員
に
取
り
組
み
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
医
療
費
が
年
々
伸
び

続
け
て
お
り
非
常
に
厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
り
ま
す
。
現
在
、

国
に
沖
縄
県
の
特
殊
事
情
を
考
慮
し
た
財
政
支
援
を
要
請
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
年
か
ら
特
別
調
整
交
付
金
の
上

積
み
が
確
定
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
も
引
続
き
粘
り
強
く

要
請
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
に
つ
い
て
は
、
沖
縄
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
と
連
携
を
強
化
し
、
健
康
の
保
持
増
進
を
図
り

長
寿
健
診
の
実
施
等
医
療
費
の
抑
制
を
図
り
安
定
的
な
事
業

運
営
に
努
め
ま
す
。

国
民
年
金
に
つ
い
て
は
、
年
金
受
給
者
数
は
年
々
増
加

し
市
民
生
活
の
向
上
に
大
き
く
貢
献
し
て
お
り
ま
す
。
広

報
活
動
や
年
金
相
談
な
ど
を
通
じ
、
制
度
の
周
知
を
図
る

と
と
も
に
、
年
金
事
務
所
と
連
携
し
て
市
民
の
年
金
受
給

権
の
獲
得
に
努
め
ま
す
。

子
育
て
支
援
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
子
育
て
支
援

の
ニ
ー
ズ
調
査
を
踏
ま
え
策
定
し
た
「
南
城
市
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
事
業
計
画
」
に
掲
げ
る
各
種
施
策
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
平
成
27
年
度
か
ら
施
行
さ
れ
た
子
ど
も
・
子
育
て

新
制
度
に
お
け
る
、
多
様
化
す
る
保
育
・
子
育
て
ニ
ー
ズ
へ

の
対
応
策
を
必
要
に
応
じ
検
討
し
な
が
ら
、
子
育
て
支
援
の

充
実
強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
女
性
の
社
会

進
出
を
推
進
す
る
た
め
、
仕
事
と
育
児
を
両
立
で
き
る
よ
う

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
支
援
を
継
続
す
る
と
と

も
に
、
病
児
・
病
後
児
保
育
事
業
や
子
育
て
世
代
の
就
労
支

援
に
努
め
ま
す
。

母
子
保
健
事
業
に
つ
い
て
は
、
母
性
並
び
に
乳
幼
児
の
健

康
の
保
持
増
進
を
図
る
た
め
、
き
め
細
か
な
乳
幼
児
健
診
の

実
施
や
市
独
自
の
健
康
相
談
を
充
実
す
る
な
ど
、
毎
年
、
効

率
の
よ
い
改
善
策
を
講
じ
な
が
ら
保
健
指
導
の
質
を
高
め
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
妊
婦
に
お
い
て
も
引
き
続
き
マ
タ
ニ

テ
ィ
教
室
を
開
催
し
、
出
産
・
育
児
に
関
す
る
保
健
指
導
を

一
層
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
に
つ
い
て
は
、
入
院
医
療
費
の

対
象
年
齢
を
中
学
校
卒
業
時
ま
で
、
通
院
医
療
費
に
つ
い
て

は
対
象
年
齢
を
小
学
校
就
学
前
ま
で
引
き
上
げ
、
子
育
て
世

代
の
負
担
軽
減
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
県
と
の
連
携

を
強
化
し
、
対
象
年
齢
の
拡
充
に
向
け
て
努
め
ま
す
。

待
機
児
童
解
消
の
対
策
に
つ
い
て
は
、
市
立
保
育
所
及
び

法
人
保
育
園
の
定
員
の
弾
力
運
用
を
活
用
す
る
と
と
も
に
、

認
可
外
保
育
施
設
の
認
可
化
移
行
支
援
事
業
に
取
り
組
み
、

法
人
保
育
園
を
増
す
こ
と
に
よ
り
入
所
定
員
の
拡
大
を
図
り
、

平
成
30
年
度
４
月
１
日
時
点
で
待
機
児
童
解
消
を
目
指
し
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
市
立
保
育
所
の
民
営
化
に
つ
い
て
は
、

市
立
保
育
所
７
か
所
の
う
ち
６
ヶ
所
を
民
営
化
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
民
間
活
力
の
導
入
を
図
る
た
め
、
残
り
１
ヶ
所
の

市
立
み
ど
り
保
育
所
の
民
営
化
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
法
人
保
育
園
で
の
通
常
保
育
を
は
じ
め
、
延
長
保

育
事
業
等
の
各
種
事
業
に
取
り
組
み
、
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に

応
じ
た
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

学
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
は
、
平
成
26
年
度
よ
り
実
施
し
て

い
る
公
的
施
設
移
行
事
業
を
推
進
し
、
市
内
小
学
校
敷
地
内

へ
の
施
設
整
備
を
進
め
、
放
課
後
の
子
ど
も
の
安
全
・
安
心

な
居
場
所
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

障
害
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の

解
消
を
目
的
と
す
る
「
障
害
者
差
別
解
消
法
」
が
４
月
１
日

か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。「
沖
縄
県
障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も

共
に
暮
ら
し
や
す
い
社
会
づ
く
り
条
例
」
の
周
知
を
図
る
と

と
も
に
、
障
害
者
総
合
支
援
法
や
南
城
市
障
が
い
者
計
画
、

障
が
い
福
祉
計
画
に
基
づ
い
た
、
自
立
支
援
給
付
や
地
域
生

活
支
援
事
業
の
展
開
及
び
障
害
者
虐
待
防
止
、
成
年
後
見
人

制
度
な
ど
の
権
利
擁
護
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

障
害
者
の
地
域
活
動
及
び
相
談
支
援
に
つ
い
て
は
、
地
域

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
体
制
強
化
、
利
用
促
進
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

相
談
・
療
育
に
つ
い
て
は
、
家
庭
相
談
員
、
女
性
相
談
員

を
継
続
配
置
し
、
家
庭
児
童
相
談
や
女
性
相
談
業
務
の
充
実

を
図
る
と
と
も
に
、
臨
床
心
理
士
の
継
続
配
置
に
よ
り
親
子

通
園
事
業
所
へ
の
巡
回
指
導
を
強
化
し
、
発
達
障
が
い
児
に

関
す
る
窓
口
相
談
業
務
も
含
め
、
相
談
及
び
療
育
の
支
援
体

制
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

母
子
・
寡
婦
・
父
子
家
庭
に
つ
い
て
は
、
児
童
扶
養
手
当

の
支
給
、
ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
母
子
・
父
子
医
療
費
助
成
や

就
職
に
有
利
と
な
る
よ
う
な
資
格
取
得
の
た
め
の
、
母
子
家

庭
等
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金
等
事
業
を
継
続
し
、
さ
ら
に
、

南
城
市
母
子
寡
婦
福
祉
会
や
関
係
機
関
と
の
連
携
を
強
化
し

な
が
ら
、
母
子
家
庭
等
の
生
活
基
盤
や
子
育
て
支
援
の
強
化

を
図
り
、
生
活
の
負
担
を
軽
減
し
子
ど
も
の
健
全
な
育
成
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ
い
て
は
、
平
成
28
年
度
新
た
に

実
施
さ
れ
る
「
沖
縄
子
供
の
貧
困
緊
急
対
策
事
業
」
を
実
施
し
、

食
事
の
提
供
や
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
を
行
う
と
と
も
に
、

教
育
委
員
会
と
連
携
し
、
子
ど
も
の
貧
困
対
策
支
援
員
を
配

置
し
、
関
係
各
課
と
横
断
的
に
情
報
共
有
し
事
業
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

昨
年
度
に
施
行
さ
れ
た
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
に
基
づ

く
、
自
立
支
援
事
業
と
住
居
確
保
給
付
金
支
給
事
業
に
つ
い

て
は
、
今
年
度
も
２
人
の
相
談
支
援
員
を
配
置
し
、
生
活
困

窮
者
の
早
期
発
見
や
見
守
り
の
た
め
の
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
構
築
す
る
と
と
も
に
、
庁
内
関
連
課
や
関
係
機
関
と
の
連

携
を
図
り
な
が
ら
個
々
人
の
状
況
に
応
じ
た
適
切
な
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。
去
る
８
月
に
は
、
福
祉
事
務
所

内
に
生
活
困
窮
者
等
の
自
立
に
向
け
た
就
労
支
援
を
行
う
事

を
目
的
に
、
地
方
公
共
団
体
無
料
職
業
紹
介
事
業
所
「
南
城

市
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
相
談
者
の
ニ
ー

ズ
へ
の
迅
速
な
対
応
を
目
指
す
べ
く
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
求
人

情
報
オ
ン
ラ
イ
ン
提
供
利
用
申
請
を
行
い
、
本
年
４
月
か
ら

那
覇
公
共
職
業
安
定
所
に
お
け
る
職
業
紹
介
関
連
情
報
が
提

供
さ
れ
る
予
定
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
生
活
困
窮
者
等
の
就

労
意
欲
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
は
、
国
の
補
助
事
業
を
活
用
し
て
、
新
規
に

婚
姻
し
た
低
所
得
世
帯
を
対
象
に
、
住
宅
の
取
得
や
賃
借
等

に
係
る
経
費
の
一
部
を
支
援
し
、
稼
働
年
齢
層
の
定
住
促
進

と
少
子
化
対
策
の
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

全
国
的
に
急
速
な
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
南

城
市
に
は
、
元
気
な
高
齢
者
が
多
く
お
り
、
生
き
が
い
と
就

労
の
場
と
し
て
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
活
動
に
つ
い

て
も
支
援
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
４
）市
民
と
相
互
理
解
を
深
め
る

　
交
流
の
ま
ち
づ
く
り

次
に
「
市
民
と
相
互
理
解
を
深
め
る
交
流
の
ま
ち
づ
く
り
」

に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
は
４
年
に
一
度
の
第
３
回
南
城
市
ま
つ
り
の
開
催
年

度
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
回
の
ま
つ
り
に
お
い
て
は
、
市

制
施
行
10
周
年
式
典
を
開
催
し
全
市
民
で
祝
う
と
と
も
に
、

地
域
間
の
相
互
理
解
と
交
流
を
深
め
、
市
民
と
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
を
一
層
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
郷
土
に
伝
わ
る
伝
統
芸
能
や
御
新
下
り
（
お
あ
ら

お
り
）
を
開
催
す
る
こ
と
で
、
伝
統
芸
能
の
保
存
継
承
、
技

術
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
本
市
の
歴
史
・
文
化
を
学
習

し
郷
土
に
誇
り
と
愛
着
を
持
っ
た
人
材
を
育
成
し
、
地
域
活

性
化
を
図
り
ま
す
。

国
内
・
国
際
交
流
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
昨
年
、
姉
妹
都

市
盟
約
20
周
年
と
い
う
節
目
の
年
を
迎
え
た
宮
崎
県
高
千
穂

町
と
は
、
今
後
、
よ
り
一
層
若

い
世
代
や
商
工
・
観
光
関
連
の

交
流
を
図
り
、
官
民
を
挙
げ
て

交
流
を
深
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
中
国
江
陰
市
と
の
友
好

都
市
締
結
に
向
け
協
議
し
て
ま

い
り
ま
す
。

10
月
に
は
、
移
住
者
世
代
の

功
績
を
讃
え
る
と
と
も
に
、
沖

縄
が
誇
る
人
的
財
産
で
あ
る
海

外
の
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
と
絆
を

深
め
る
た
め
「
第
６
回
世
界
の

ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
大
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
本
市
に
ゆ
か
り

の
あ
る
大
会
参
加
者
の
皆
さ
ま

を
お
招
き
し
、
市
民
と
の
交
流

を
通
じ
、
南
城
市
へ
の
理
解
が
深
ま
る
よ
う
、
市
内
観
光
や

交
流
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
の
開
催
な
ど
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
南
城
市
海
外
移
住
者
子
弟
の
研
修
生
を
受
け
入
れ
、

技
術
等
の
習
得
及
び
市
民
と
の
交
流
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

「
尚
巴
志
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」、「
Ｅ
Ｃ
Ｏ
ス
ピ
リ
ッ
ト
ラ

イ
ド
＆
ウ
ォ
ー
ク
ｉ
ｎ
南
城
市
」、
を
引
き
続
き
開
催
し
、
更

な
る
内
容
の
充
実
を
図
り
、
本
市
の
魅
力
発
信
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
体
育
協
会
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
等
と
の
連
携

を
図
り
指
導
者
の
育
成
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
推
進
体

制
の
充
実
、
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
キ
ャ
ン
プ
受
入
の
拡
充
、
陸
上
競

技
場
の
施
設
機
能
の
強
化
等
を
進
め
て
い
く
と
と
も
に
、
市
民

の
ス
ポ
ー
ツ
に
携
わ
る
機
会
を
増
や
し
、
健
康
増
進
の
た
め

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
」「
壮
年
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
を
開
催
し
、
市

民
が
交
流
を
持
て
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

多
様
な
交
流
を
活
発
に
す
る
情
報
基
盤
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
教
育
や
防
災
な
ど
、
様
々
な
分
野
で
高
度
な
市
民
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
の
基
盤
と
な
る
「
地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ

ト
」
の
耐
用
年
数
と
新
庁
舎
建
設
計
画
が
同
時
期
と
な
る
こ

と
か
ら
、
庁
舎
建
設
に
合
わ
せ
て
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
再
構
築

の
検
討
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

広
域
行
政
の
強
化
に
つ
い
て
は
、
南
部
東
道
路
や
観
光
振

興
将
来
拠
点
（
中
核
地
）
等
の
整
備
と
併
せ
、
南
部
観
光
の

振
興
に
資
す
る
施
設
整
備
及
び
公
共
交
通
体
系
の
構
築
な
ど
、

広
域
で
の
対
応
が
不
可
欠
な
分
野
に
お
い
て
、
国
や
県
、
関

係
市
町
村
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
具
体
的
な
取
組
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

（
５
）安
全
で
安
心
、快
適
な
暮
ら
し
を

　
支
え
る
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

次
に
「
安
全
で
安
心
、
快
適
な
暮
ら
し
を
支
え
る
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

本
市
は
、
都
市
計
画
区
域
再
編
に
伴
い
、
住
宅
開
発
や
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企
業
立
地
が
進
展
し
、
さ
ら
に
は
南
部
東
道
路
の
着
工
、

新
庁
舎
建
設
事
業
お
よ
び
観
光
振
興
将
来
拠
点
事
業
の
大

規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
展
も
見
ら
れ
る
な
ど
、
ま
ち
づ

く
り
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
し
て
お
り
ま
す
。

昨
年
10
月
、
本
市
は
、
こ
う
し
た
情
勢
変
化
に
あ
わ
せ
て
、

一
体
的
な
都
市
づ
く
り
の
〝
そ
の
先
〞
を
見
据
え
、
南
城

市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
改
訂
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
本
市
の
「
南
城
ち
ゃ
ー
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｊ
Ｕ
　
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ

創
生
戦
略
」
で
は
、
市
中
央
部
に
お
い
て
先
導
的
都
市
拠
点

の
創
出
も
重
点
戦
略
と
し
て
位
置
づ
け
て
お
り
、
南
城
市
ら

し
い
自
然
・
歴
史
文
化
遺
産
・
景
観
と
の
調
和
を
図
り
つ
つ
、

生
活
や
都
市
活
動
の
場
を
充
実
す
る
計
画
的
な
土
地
利
用
等

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

交
通
体
系
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
国
道
３
３
１
号
、
主
要

県
道
を
核
と
し
た
効
率
・
効
果
的
な
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

形
成
、
市
全
域
の
一
体
化
を
図
り
、
利
便
性
を
高
め
て
ま
い

り
ま
す
。
そ
の
一
つ
と
な
る
南
部
東
道
路
整
備
は
、
平
成
27

年
５
月
よ
り
工
事
に
着
手
し
て
お
り
、
今
後
も
、
沖
縄
県
及

び
南
風
原
町
と
連
携
し
事
業
の
早
期
完
成
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
基
幹
道
路
の
国
道
３
３
１
号
で
は
、

交
通
環
境
改
善
や
児
童
生
徒
の
通
学
時
の
安
全
確
保
の
た
め
、

津
波
古
地
区
道
路
改
良
事
業
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
バ
ス
停

の
設
置
な
ど
主
要
道
路
に
か
か
る
整
備
必
要
箇
所
は
、
早
期

事
業
化
に
向
け
て
要
請
し
て
ま
い
り
ま
す
。

市
道
整
備
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
運
座
新
開
線
を
事
業
化

し
、
南
風
原
田
原
線
、
南
風
原
福
原
線
、
西
原
南
風
原
線
、

大
里
南
小
学
校
線
、
喜
良
原
新
里
長
作
原
線
、
新
開
田
原
線
、

船
越
大
城
線
、
前
川
當
山
線
、
大
里
城
趾
連
絡
線
、
新
開
中

央
線
、
嶺
井
土
改
１
号
〜
高
俣
線
は
引
き
続
き
、
完
成
に
向

け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
そ
の
他
市
道
整
備
に
つ
い
て

は
、
平
成
22
年
度
に
策
定
し
た
南
城
市
道
路
網
整
備
計
画
の

見
直
し
を
行
い
、
補
助
事
業
の
新
規
採
択
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

新
た
な
公
共
交
通
の
確
保
に
向
け
、
試
験
運
行
し
て
き
た

デ
マ
ン
ド
交
通
「
お
で
か
け
な
ん
じ
ぃ
」
は
、
平
成
28
年
度

よ
り
本
格
運
行
へ
移
行
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
実
証
実
験
事

業
結
果
を
踏
ま
え
、
利
用
者
拡
大
、
効
率
運
行
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
南
部
東
道
路
整
備
、
新
庁
舎
建
設
お
よ
び
観
光
振

興
将
来
拠
点
整
備
等
を
見
据
え
、
本
市
の
公
共
交
通
体
系
の

改
善
に
向
け
、
バ
ス
事
業
者
等
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が

ら
調
査
・
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

港
湾
整
備
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
管
理
者
で
あ
る
県
と

連
携
し
中
城
湾
港
馬
天
港
、
仲
伊
保
港
、
安
座
真
港
、
徳
仁

港
の
港
湾
施
設
の
改
修
促
進
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
佐
敷

地
区
港
湾
計
画
の
見
直
し
に
向
け
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
南
城
市
水
道
事
業
基
盤
整
備
計

画
に
基
づ
き
、
安
定
的
な
水
の
供
給
を
行
う
た
め
各
水
道
施

設
の
再
構
築
や
新
設
、
老
朽
化
施
設
の
計
画
的
な
更
新
並
び

に
水
道
施
設
の
耐
震
化
整
備
を
平
成
28
年
度
も
引
き
続
き
取

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
水
道
事
業
経
営
に
つ
い
て
は
、
水
質
、

施
設
の
管
理
強
化
を
図
り
、
公
営
企
業
経
営
の
基
本
を
踏
ま

え
な
が
ら
、
経
営
の
健
全
化
・
効
率
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、地
域
住
民
の
生
活
環
境
、河
川
・

海
域
な
ど
、
公
共
水
域
の
水
質
保
全
を
目
的
に
整
備
促
進
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
未
整
備
地
域
に
お
い
て
は
、
効
率
的

な
整
備
計
画
及
び
事
業
選
択
等
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
既
設
処
理
施
設
に
お
い
て
は
、
順
次
機

能
強
化
事
業
に
向
け
て
の
団
体
営
調
査
設
計
業
務
を
行
い
、

施
設
統
合
も
踏
ま
え
た
長
寿
命
化
対
策
に
向
け
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。
下
水
道
事
業
運
営
に
つ
い
て
は
、
接
続
推
進

活
動
を
継
続
し
て
行
い
、
さ
ら
な
る
経
営
努
力
を
図
り
、
健

全
な
事
業
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

地
域
に
根
ざ
し
た
循
環
型
社
会
の
形
成
に
つ
い
て
は
、
引

き
続
き
市
民
へ
の
ご
み
問
題
の
市
民
意
識
の
啓
発
を
図
り
、

更
な
る
ご
み
の
減
量
化
や
資
源
の
再
生
利
用
に
取
り
組
み
、

不
法
投
棄
等
に
つ
い
て
は
、
不
法
投
棄
未
然
防
止
事
業
で
導

入
し
た
監
視
カ
メ
ラ
・
防
止
ネ
ッ
ト
に
よ
る
対
策
、
山
間
部

の
パ
ト
ロ
ー
ル
や
看
板
の
設
置
等
を
行
い
、
不
法
投
棄
等
に

対
す
る
市
民
意
識
の
啓
発
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
総
合
的
な
環
境
対
策
の
取
り
組
み
と
し
て
、
公
共

施
設
等
の
照
明
器
具
を
省
エ
ネ
型
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
に
切
り
替

え
る
な
ど
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
を
行
い
、
低
炭
素

な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

公
園
整
備
に
つ
い
て
は
、
大
里
城
趾
公
園
の
緑
地
空
間
確
保

と
と
も
に
、
管
理
棟
施
設
を
地
域
文
化
の
継
承
や
地
域
内
交
流

に
活
用
す
る
と
と
も
に
供
用
開
始
後
の
指
定
管
理
に
つ
い
て
検

討
い
た
し
ま
す
。
グ
ス
ク
ロ
ー
ド
公
園
、
知
念
岬
公
園
に
つ
い

て
は
、
市
民
や
観
光
客
等
の
利
用
者
が
快
適
に
過
ご
せ
る
よ
う

に
、
遊
具
等
を
整
備
し
、
公
園
機
能
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

景
観
形
成
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
景
観
特
性
に
応
じ
た
ま

ち
づ
く
り
、
良
好
な
景
観
保
全
・
創
出
に
努
め
る
と
と
も
に

広
報
活
動
を
引
き
続
き
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

定
住
促
進
策
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
市
営
住
宅
の
老
朽
化

が
著
し
い
こ
と
か
ら
、
南
城
市
公
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計
画

に
基
づ
き
、
適
切
な
管
理
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

老
朽
化
が
著
し
い
嶺
井
団
地
の
建
て
替
え
に
つ
い
て
は
、
南

城
市
地
域
居
住
機
能
再
生
計
画
書
に
基
づ
き
、
沖
縄
県
並
び

に
沖
縄
県
住
宅
供
給
公
社
と
連
携
し
、
改
築
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

離
島
で
あ
る
久
高
島
に
つ
い
て
は
、
産
業
振
興
や
観
光
・

交
流
の
促
進
、
離
島
航
路
の
維
持
、
確
保
す
る
と
と
も
に
、

今
年
度
か
ら
離
島
食
品
・
日
用
品
輸
送
費
等
補
助
事
業
に
お

い
て
、
海
上
輸
送
費
を
助
成
し
小
売
店
の
生
活
必
需
品
等
の

価
格
を
低
減
す
る
こ
と
に
よ
り
、
島
民
の
割
高
な
生
活
コ
ス

ト
を
軽
減
し
定
住
条
件
の
整
備
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

防
災
に
つ
い
て
は
、
阪
神
淡
路
大
震
災
や
東
日
本
大
震
災

の
教
訓
を
踏
ま
え
、
地
震
・
津
波
・
土
砂
災
害
・
台
風
災
害

等
か
ら
市
民
を
守
る
た
め
、
地
域
防
災
計
画
に
基
づ
き
災
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。
既
存
の
防

災
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
経
年
劣
化
等
か
ら
新
庁
舎
移
転
に

あ
わ
せ
、
平
成
28
年
度
よ
り
災
害
に
強
い
新
た
な
防
災
シ
ス

テ
ム
の
構
築
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
市
民
の

防
災
意
識
の
向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、
災
害
の
未
然
防
止
、

災
害
発
生
時
に
迅
速
な
対
応
を
行
う
た
め
、
市
民
自
ら
自
分

達
の
地
域
は
自
分
達
で
守
る
共
助
の
精
神
を
育
み
、
自
主
的

に
防
災
活
動
を
行
え
る
自
主
防
災
組
織
の
結
成
、
育
成
強
化

に
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

消
防
・
救
助
体
制
に
関
し
て
は
、
迅
速
な
救
急
・
救
助
活

動
の
充
実
・
強
化
を
図
る
と
と
も
に
津
波
に
よ
る
消
防
機
能

の
喪
失
が
想
定
さ
れ
る
佐
敷
出
張
所
を
被
害
が
受
け
に
く
い

位
置
に
移
転
致
し
ま
す
。

防
犯
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、
市
民
、
各
種
団
体
や
警

察
署
等
と
連
携
し
、
自
主
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
拡
充
及
び

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
等
の
取
組
強
化
、
子
ど
も
１
１
０
番
の
家

の
拡
充
に
努
め
る
と
と
も
に
、
防
犯
灯
の
設
置
補
助
を
継
続

す
る
な
ど
、
防
犯
対
策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、引
き
続
き
、地
域
、各
種
団
体
、

地
区
交
通
安
全
協
会
、
警
察
署
等
と
、
よ
り
一
層
の
連
携
を

図
り
、
交
通
安
全
思
想
の
普
及
、
及
び
道
路
環
境
の
整
備
を

促
進
し
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
、
い
わ
ゆ
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

に
つ
い
て
は
、
さ
ら
な
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
と

と
も
に
、
個
人
情
報
の
適
正
管
理
、
関
連
シ
ス
テ
ム
の
安
全

対
策
を
徹
底
し
、
安
心
・
安
全
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

各
種
証
明
書
に
つ
い
て
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
個

人
番
号
カ
ー
ド
）
の
取
得
に
よ
り
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
で
交
付
が
可
能
と
な
る
よ
う
事
業
を
導
入
し
、
市
民
の
利

便
性
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
６
）人
の
和
が
支
え
る
市
民
主
役
の

　
　
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

次
に
「
人
の
和
が
支
え
る
市
民
主
役
の
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
」
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

本
市
で
は
、
先
達
が
築
き
あ
げ
て
き
た
地
域
づ
く
り
を
、

こ
れ
ま
で
に
培
っ
て
き
た
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
力
」
を
原
動

力
と
し
た
ム
ラ
ヤ
ー
構
想
を
平
成
24
年
度
に
策
定
い
た
し

ま
し
た
。

今
後
も
、
ム
ラ
ヤ
ー
構
想
を
よ
り
強
力
に
推
進
し
、
ム
ラ

ヤ
ー
を
中
心
に
互
い
に
支
え
合
う
仕
組
み
づ
く
り
を
構
築
し

て
ま
い
り
ま
す
。

市
民
と
行
政
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、
市
民

主
体
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
地
域
の
様
々
な
課

題
解
決
に
向
け
、
市
民
活
動
団
体
等
の
特
性
を
活
か
し
た
事

業
提
案
を
公
募
す
る
「
上
が
り
太
陽
プ
ラ
ン
」
を
継
続
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
な
ん
じ
ょ
う
地
域
デ
ザ
イ
ン
セ

ン
タ
ー
と
連
携
し
、
自
治
会
、
市
民
団
体
等
の
活
動
支
援
を

行
う
た
め
、
市
民
大
学
の
機
能
強
化
を
行
い
、
地
域
の
担
い

手
育
成
を
継
続
し
て
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

広
報
業
務
に
つ
い
て
は
、
F
M
な
ん
じ
ょ
う
の
活
用
、
広
報

誌
及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
連
携
、
さ
ら
に
F
a
c
e
b
o
o
k

等
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
と
の
相
乗
効
果
に
よ
り
、
市
民

の
皆
様
に
親
し
み
を
も
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
創
意
工
夫
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

新
庁
舎
建
設
事
業
に
つ
い
て
は
、「
市
民
に
親
し
ま
れ
、
環

境
に
配
慮
し
た
機
能
的
な
庁
舎
」
の
基
本
理
念
に
基
づ
き
、

庁
舎
建
設
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
平
成

27
年
度
に
は
、
庁
舎
建
設
に
関
し
広
く
市
民
の
意
見
を
聴
取

す
る
た
め
、
市
民
説
明
会
を
市
内
４
地
域
で
開
催
し
、
そ
の
後
、

実
施
設
計
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

平
成
28
年
度
に
つ
い
て
は
、
策
定
さ
れ
た
実
施
設
計
を
精

査
し
、
各
種
許
認
可
を
得
て
、
本
格
的
な
工
事
に
着
手
し
、

平
成
29
年
度
の
完
成
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

人
権
擁
護
相
談
及
び
行
政
相
談
に
つ
い
て
は
、
人
権
擁
護

委
員
や
行
政
相
談
委
員
の
活
動
の
活
発
化
を
図
る
と
と
も
に
、

人
権
の
確
立
、
行
政
相
談
に
関
す
る
情
報
提
供
や
相
談
体
制

の
強
化
に
引
き
続
き
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
て
は
、
今
年
度
、
条

例
の
制
定
と
都
市
宣
言
を
行
い
市
民
意
識
の
啓
発
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、
南
城
市
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
と
の
共
同

企
画
運
営
に
よ
る
、「
な
ん
じ
ょ
う
輝
き
フ
ェ
ス
タ
」
を
継
続

開
催
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
女
性
の
管
理
職
へ
の
登
用
、
審

議
会
及
び
委
員
会
等
の
政
策
・
方
針
決
定
過
程
へ
の
女
性
の

参
画
を
促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
効
率
的
な
行
財
政
運
営
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
南
城
市
行
政
改
革
大
綱
（
１
次
・
２
次
）
に
基
づ
き
、

行
財
政
改
革
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
合
併
に
伴
い

優
遇
さ
れ
て
き
た
普
通
交
付
税
は
、
本
年
度
よ
り
５
年
を

か
け
て
激
減
緩
和
策
が
講
じ
ら
れ
、
予
算
規
模
も
大
き
く

縮
減
さ
れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
歳
出
に
お
い
て
は
、

児
童
福
祉
費
、
社
会
福
祉
費
の
扶
助
費
や
補
助
金
、
国
民

健
康
保
険
会
計
及
び
下
水
道
会
計
へ
の
繰
出
金
の
増
額
な

ど
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
財
政
状
況

の
な
か
で
も
、
行
財
政
需
要
は
多
様
化
・
高
度
化
・
専
門

化
し
て
き
て
お
り
ま
す
。

今
後
は
、
将
来
を
見
据
え
た
堅
実
な
行
財
政
運
営
を
推
進

す
る
た
め
、
柔
軟
に
対
応
で
き
る
体
制
を
構
築
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
昨
年
、
第
３
次
南
城
市
行
政
改
革
大
綱
が
策
定

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
大
綱
に
基
づ
き
、
第
３
次
集
中
改
革
プ

ラ
ン
を
作
成
し
、
今
後
の
市
民
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
対
応
で
き

る
体
制
を
強
化
し
、
更
な
る
行
財
政
改
革
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
公
共
施
設
等
の
全
体
的
な
状
況
を
把
握
し
、

機
能
・
目
的
が
類
似
す
る
施
設
の
統
廃
合
を
積
極
的
に
推
進
し
、

行
財
政
負
担
の
軽
減
・
平
準
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

平
成
28
年
度
よ
り
、
職
員
の
能
力
を
最
大
限
に
引
き
出
し

活
用
す
る
こ
と
で
、
組
織
力
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

「
南
城
市
人
事
評
価
制
度
」
を
導
入
し
、
よ
り
適
正
な
人
事
管

理
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
27
年
度
に
策
定
さ
れ
た
「
第

２
次
定
員
適
正
化
計
画
」
に
基
づ
き
、
時
機
を
捉
え
た
職
員

の
集
中
配
置
な
ど
、
各
部
局
に
対
し
限
ら
れ
た
人
材
の
中
か

ら
職
員
配
置
の
必
要
数
を
的
確
に
見
極
め
、
よ
り
適
正
な
定

員
管
理
を
実
施
し
ま
す
。

平
成
28
年
度
に
お
い
て
は
、
中
核
地
を
中
心
と
し
た
新
た
な

ま
ち
づ
く
り
及
び
地
域
公
共
交
通
の
再
編
な
ど
を
強
力
に
推
進

し
て
い
く
た
め
、
企
画
部
内
に
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
を
発

足
し
ま
す
。
ま
た
、
教
育
部
内
に
生
涯
学
習
課
を
新
設
し
、
社
会

教
育
及
び
社
会
体
育
の
連
携
に
よ
り
、
市
民
の
生
涯
学
習
活
動
、

社
会
体
育
関
連
事
業
の
充
実
・
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
知
的
資
源
と
し
て
活
用
さ
れ
う
る
公
文
書
等
の
管

理
に
つ
い
て
実
効
性
を
確
保
し
、
適
正
か
つ
効
率
的
に
運
営

さ
れ
る
こ
と
で
情
報
公
開
や
個
人
情
報
保
護
に
適
切
に
対
応

し
う
る
こ
と
か
ら
平
成
28
年
度
よ
り
新
た
な
文
書
管
理
シ
ス

テ
ム
の
構
築
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
７
）市
民
の
心
で
世
界
へ
つ
な
ぐ

　
　
ま
ち
づ
く
り

次
に
「
市
民
の
心
で
世
界
へ
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ

い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

本
市
で
は
、
平
成
23
年
度
に
８
月
10
日
を
「
南
城
市
民
平

和
の
日
」
と
定
め
、
愛
、
真
心
、
平
和
、
感
謝
、
思
い
や
り
な
ど
、

の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
南
城
市
民
の
間
に
定
着
す
る
た
め
、「
ハ
ー

ト
の
ま
ち
宣
言
」
を
行
う
な
ど
の
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。

今
年
も
引
き
続
き
、
ハ
ー
ト
の
ま
ち
を
内
外
に
広
め
る
た

め
の
施
策
を
講
じ
、
南
城
市
か
ら
「
恒
久
平
和
」
を
発
信
し

て
ま
い
り
ま
す
。

観
光
産
業
は
、
本
市
の
基
幹
産
業
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

年
々
増
え
続
け
る
観
光
客
が
安
心
し
て
観
光
で
き
る
よ
う
、

地
域
Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ
の
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
を
増
や
す
と
と
も

に
、
観
光
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
と
連
動
し
、
観
光
情
報
発
信
力

を
高
め
、
外
国
人
観
光
客
で
も
安
心
し
て
、
満
足
で
き
る
環

境
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

本
市
は
こ
れ
ま
で
海
外
短
期
留
学
事
業
に
よ
り
、
市
内
の

中
高
校
生
１
８
０
名
余
を
米
国
の
大
学
に
派
遣
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
は
ア
メ
リ
カ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
カ

レ
ッ
ジ
２
校
と
協
定
を
結
び
、
長
期
留
学
へ
の
環
境
を
整
え

て
お
り
ま
す
。
平
成
28
年
度
も
ワ
シ
ン
ト
ン
州
立
大
学
へ
派

遣
す
る
と
と
も
に
、
中
学
生
中
国
国
際
交
流
派
遣
事
業
の
充

実
を
図
り
、
世
界
に
羽
ば
た
く
国
際
感
覚
豊
か
な
人
材
の
育

成
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
本
市
は
、
平
成
26
年
10
月
か
ら
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
国
際
協

力
機
構
の
「
草
の
根
技
術
協
力
事
業
（
地
域
活
性
化
特
別
枠
）」

に
よ
り
、
農
水
産
業
振
興
や
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
テ
ー
マ
と

し
て
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ビ
ク
ト
リ
ア
ス
市
と
の
受
入
・
派
遣

を
通
じ
た
人
的
交
流
、
技
術
支
援
等
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

こ
の
度
、
こ
の
草
の
根
技
術
協
力
事
業
が
き
っ
か
け
と
な
り
、

平
成
28
年
４
月
か
ら
２
期
４
年
に
わ
た
り
、
本
市
職
員
を
現

地
へ
派
遣
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
回
の
派
遣
目
的
は

ビ
ク
ト
リ
ア
ス
市
に
お
け
る
人
材
育
成
や
地
域
活
性
化
は
も

と
よ
り
、
南
城
市
の
人
材
育
成
及
び
帰
国
後
の
地
域
活
性
化

の
貢
献
を
図
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
な
ん
じ
ょ

う
市
民
大
学
の
取
り
組
み
等
と
と
も
に
、
多
様
で
多
彩
な
人

材
育
成
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

以
上
、
申
し
上
げ
ま
し
た
政
策
、
施
策
を
実
行
す
る
た
め

歳
入
の
面
に
お
い
て
は
、
市
税
は
増
収
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、

自
主
財
源
の
割
合
は
低
く
依
然
と
し
て
地
方
交
付
税
等
に
大

き
く
依
存
し
た
財
政
構
造
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

平
成
28
年
度
の
一
括
交
付
金
事
業
に
つ
い
て
は
、
32
事
業
、

交
付
金
ベ
ー
ス
で
９
億
６
百
50
万
１
千
円
を
計
上
い
た
し
ま

し
た
。
３
つ
の
新
規
事
業
に
つ
い
て
は
、
内
閣
府
の
内
諾
後

に
補
正
予
算
に
て
対
応
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
、

事
業
の
必
要
性
、
緊
急
性
等
を
勘
案
し
な
が
ら
、
観
光
、
農

水
産
業
、
教
育
、
防
災
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
分
野
に
一
括
交

付
金
及
び
地
方
創
生
に
係
る
新
型
交
付
金
を
活
用
し
、
本
市

の
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
を
見
据
え
た
事
業
展
開
を
図
っ
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
か
ら
平
成
32
年
度
ま
で
の
５
年
間
に
お
い
て
、

普
通
交
付
税
が
上
乗
せ
さ
れ
た
合
併
算
定
替
え
か
ら
一
本
算

定
へ
段
階
的
に
縮
減
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
一
方
で
歳
出
面
で
は
、

公
債
費
等
の
義
務
的
経
費
は
年
々
増
加
を
す
る
傾
向
に
あ
り
、

今
後
は
非
常
に
厳
し
い
財
政
運
営
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
が
想

定
さ
れ
ま
す
。

予
算
の
編
成
に
お
い
て
は
、
事
業
の
取
捨
選
択
を
実
施
、

市
民
が
安
心
し
て
安
全
に
暮
ら
せ
、
将
来
に
明
る
い
展
望
が

持
て
る
よ
う
、
限
ら
れ
た
財
源
を
緊
急
か
つ
重
要
な
施
策
に

重
点
的
・
効
率
的
に
配
分
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
ま
し
た
。

厳
し
い
中
で
の
予
算
編
成
で
し
た
が
、
今
ま
で
以
上
に
適
正

な
予
算
執
行
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

む
す
び
に

冒
頭
で
申
し
上
げ
た
よ
う
に
、
我
が
国
は
、
人
口
減
少
・

少
子
高
齢
化
へ
の
突
入
に
よ
る
困
難
な
時
代
に
対
応
す
る
た

め
、
国
・
地
方
が
同
じ
危
機
感
を
共
有
し
、
地
方
創
生
、
一

億
総
活
躍
社
会
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
新
年
度
は
、

各
地
方
自
治
体
が
策
定
し
た
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・
総
合
戦
略
に

基
づ
く
施
策
が
本
格
的
に
始
動
し
ま
す
。

沖
縄
県
に
お
い
て
は
、
人
口
が
減
る
と
い
う
現
実
は
ま
だ

実
感
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
　
し
か
し
本
市
は
、
そ
れ
を
経
験

し
合
併
後
10
年
間
で
様
々
な
課
題
に
挑
戦
し
、
徐
々
に
若
い

世
代
を
中
心
と
し
た
人
口
増
、
子
ど
も
の
人
口
増
に
繋
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

定
住
人
口
が
減
る
と
い
う
こ
と
は
、
市
民
生
活
や
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
地
域
産
業
ひ
い
て
は
市
の
行
財
政
運
営
ま
で

様
々
な
形
で
、
ま
ち
の
将
来
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

人
口
減
少
社
会
下
に
お
い
て
は
、
定
住
人
口
を
増
や
す
こ
と
、

或
い
は
交
流
人
口
を
増
や
す
こ
と
は
自
治
体
間
の
知
恵
比
べ

で
あ
り
、
ま
ち
づ
く
り
を
戦
略
的
視
点
か
ら
捉
え
、
果
敢
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

そ
の
戦
略
に
お
い
て
は
、
自
ら
の
弱
点
を
正
し
く
認
識
し
、

そ
れ
を
補
う
だ
け
で
は
な
く
弱
み
を
強
み
に
変
え
て
い
く

こ
と
、
同
時
に
固
有
の
強
み
の
上
に
立
脚
し
た
も
の
で
あ

る
こ
と
が
、
戦
略
策
定
に
お
い
て
〝
車
の
両
輪
〞
と
し
て

求
め
ら
れ
ま
す
。

私
は
、
先
人
達
か
ら
受
け
継
い
で
き
た
文
化
や
自
然
の
恵

み
と
、
そ
の
中
で
人
々
が
互
い
に
支
え
あ
っ
て
生
き
る
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
繋
が
り
の
強
さ
こ
そ
が
、
南
城
市
の
最
大

の
強
み
で
あ
り
、「
南
城
市
ら
し
さ
」
を
生
む
原
点
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
、〝
南
城
ら
し
さ
〞
を
核
と
し
て
、
地
域
の
総
合

力
の
結
集
と
市
民
主
役
の
市
政
を
基
本
に
、
本
市
の
豊
か
な

自
然
や
歴
史
・
文
化
、
育
ま
れ
た
人
々
の
ユ
イ
マ
ー
ル
精
神

を
育
み
な
が
ら
、
ム
ラ
ヤ
ー
を
活
か
し
た
地
域
づ
く
り
に
取

り
組
み
、「
日
本
一
元
気
で
魅
力
あ
る
南
城
市
」
の
実
現
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

以
上
、
行
政
運
営
に
臨
む
基
本
姿
勢
と
、
所
信
の
一
端
を

申
し
あ
げ
ま
し
た
が
、
市
民
の
皆
様
並
び
に
議
員
各
位
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
、
新
年
度
の
施

政
方
針
と
い
た
し
ま
す
。

平
成
28
年
３
月
１
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

南
城
市
長
　
古
　
謝
　
景
　
春
　

平成30年度の待機児童解消を目ざして保育園の認可化を進め
るとともに、子どもの貧困対策も実施していきます。

今年は南城市まつりを開催。斎場御嶽で行われた聞得大君の
就任儀礼「御新下り」も再現される予定です。
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昨
年
に
引
き
続
き
県
外
主
要
都
市
に
て
南
城
市
の
魅
力
を

発
信
す
る
た
め
の
観
光
と
物
産
の
Ｐ
Ｒ
活
動
の
展
開
及
び
世

界
遺
産
「
斎
場
御
嶽
」
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
の
運
用
を
開
始
し
、

聖
地
と
し
て
の
理
解
も
深
め
て
頂
く
取
り
組
み
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

新
産
業
の
創
出
に
つ
い
て
は
、
南
部
東
道
路
の
整
備
や
那

覇
空
港
の
拡
張
、
国
際
物
流
ハ
ブ
化
等
に
伴
う
地
域
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
の
向
上
、
巨
大
市
場
を
生
み
出
す
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
絶
好
の

チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
官
民
連
携
に
よ
る
地
域
特
産
物
の
国
内

外
へ
の
販
路
拡
大
、
未
利
用
資
源
の
他
分
野
活
用
に
よ
る
新

た
な
産
業
創
出
、
創
業
支
援
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
本
市
で
は
、
新
庁
舎
建
設
に
伴
う
大
里
庁
舎
の

跡
地
利
用
に
つ
い
て
、
民
間
事
業
者
か
ら
提
案
を
公
募
し
、

去
る
１
月
に
Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
を
優
先
交
渉
事
業
者
と
し
て

決
定
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
本
市
の
恵
ま
れ
た
自
然
環

境
と
共
存
可
能
な
優
良
企
業
等
の
誘
致
に
取
り
組
む
な
ど
、

本
市
の
多
様
な
地
域
資
源
、
財
産
を
フ
ル
活
用
し
て
、
自

立
可
能
な
就
労
の
場
を
創
り
出
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

（
２
）心
豊
か
な
人
材
を
育
む

　
　
教
育
・
文
化
の
ま
ち
づ
く
り

次
に
、「
心
豊
か
な
人
材
を
育
む
教
育
・
文
化
の
ま
ち
づ
く

り
」
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

南
城
市
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
ふ
る
さ
と
に
誇

り
と
愛
着
を
持
ち
、
心
身
と
も
に
健
や
か
に
成
長
す
る
こ
と
は
、

全
て
の
市
民
の
願
い
で
す
。
教
育
環
境
を
整
備
し
、
学
校
教

育
と
社
会
教
育
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
生
涯
学
習
を
通

し
て
教
育
・
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
平
成
27
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
「
南
城
市
教
育

の
日
」
の
充
実
に
努
め
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
教
育
力
の

向
上
を
図
る
た
め
の
取
組
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

学
校
教
育
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
電
子
黒
板
の
整
備
、
校

内
L
A
N
の
整
備
等
を
行
い
、
学
校
の
情
報
化
を
さ
ら
に
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
保
育
園
・
幼
稚
園
・
小
学
校

の
交
流
・
連
携
を
引
き
続
き
充
実
さ
せ
、
学
び
の
基
礎
力
の

育
成
に
取
り
組
み
ま
す
。
さ
ら
に
、
玉
城
幼
稚
園
と
大
里
南

幼
稚
園
の
２
園
を
利
用
し
た
土
曜
日
の
一
時
預
か
り
事
業
を

引
き
続
き
実
施
し
、
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
、
子
育
て

支
援
、
幼
児
教
育
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

小
学
校
・
中
学
校
で
は
、
学
力
向
上
を
最
重
要
課
題
と
し

て
取
り
組
ん
だ
成
果
が
徐
々
に
表
れ
て
お
り
、今
後
と
も
、知
・

徳
・
体
の
調
和
の
と
れ
た
児
童
生
徒
の
育
成
に
努
め
、
さ
ら
に
、

４
地
区
の
学
習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
に
よ
る
学
校
支
援

を
実
施
し
、
教
育
活
動
の
充
実
と
地
域
の
活
性
化
に
向
け
た

環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
平
成
27

年
度
に
馬
天
小
学
校
に
開
室
し
た
県
立
島
尻
特
別
支
援
学
校

の
分
教
室
に
つ
い
て
は
、
障
が
い
児
が
地
域
の
学
校
に
通
う

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
の
モ
デ
ル
と
し
て
、「
地
域
の
子
供
は

地
域
で
育
て
る
」
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
継
続
し
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

国
際
的
な
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、
引
き
続
き
教
育
課
程

特
例
校
と
し
て
生
き
た
英
語
教
育
を
実
践
す
る
と
と
も
に
Ｅ

Ｓ
Ｌ
キ
ャ
ン
プ
や
英
語
検
定
受
検
者
へ
の
支
援
・
拡
充
に
よ
り
、

実
用
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
選
挙
制
度
が
一
部
改
正
さ
れ
、
選
挙
権
年
齢
が
18

歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
る
事
に
伴
い
児
童
生
徒
の
市
議
会
の
傍

聴
、
子
供
議
会
の
開
催
等
、
主
権
者
教
育
強
化
に
も
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

学
校
施
設
等
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
馬
天
小
学
校
空
調
設

備
工
事
、
玉
城
中
学
校
図
書
館
・
技
術
教
室
・
パ
ソ
コ
ン
教

室
改
築
工
事
及
び
久
高
小
中
学
校
太
陽
光
発
電
設
備
工
事
を

引
き
続
き
実
施
す
る
と
と
も
に
、
玉
城
中
学
校
武
道
場
・
屋

外
水
泳
プ
ー
ル
改
築
工
事
、
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
キ
ャ
ン
プ
等
受

入
施
設
の
実
施
設
計
に
着
手
し
ま
す
。
ま
た
、
大
里
北
小
学

校
の
改
築
事
業
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
用
地
確
保
に
努
め

な
が
ら
、
校
舎
・
体
育
館
及
び
運
動
場
の
実
施
設
計
と
敷
地

造
成
工
事
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

地
域
文
化
振
興
に
つ
い
て
は
、『
南
城
市
歴
史
文
化
基
本
構

想
』
等
に
基
づ
き
、
地
域
資
源
の
調
査
や
国
指
定
の
史
跡
整

備
に
関
連
し
た
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、「
尚

巴
志
活
用
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
実
施
事
業
」
で
は
、
文
化
振
興
・

地
域
振
興
・
人
材
育
成
等
の
事
業
と
結
び
つ
け
、
関
係
す
る

機
関
と
連
携
し
た
事
業
を
展
開
い
た
し
ま
す
。

世
界
遺
産
「
斎
場
御
嶽
」
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
得
ら
れ
た

調
査
成
果
を
基
に
琉
球
王
国
最
高
聖
地
の
保
護
と
活
用
に
つ

い
て
、
関
係
機
関
と
の
議
論
を
重
ね
な
が
ら
そ
の
魅
力
を
最

大
限
に
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

市
史
編
さ
ん
事
業
に
つ
い
て
は
、「
グ
ス
ク
」「
御
嶽
」「
戦
争
」

「
民
俗
」の
発
刊
に
向
け
て
作
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

前
年
度
に
続
き
「
集
落
域
文
化
遺
産
サ
イ
ン
整
備
事
業
」
を

推
進
し
、
本
市
の
魅
力
発
信
と
と
も
に
住
民
と
観
光
客
等
と

の
交
流
促
進
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

市
民
の
文
化
芸
術
振
興
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
発
信
拠

点
で
あ
る
文
化
セ
ン
タ
ー
・
シ
ュ
ガ
ー
ホ
ー
ル
の
施
設
機
能

強
化
事
業
を
実
施
し
、
音
楽
専
用
ホ
ー
ル
と
し
て
の
機
能
や

ク
オ
リ
テ
ィ
ー
を
よ
り
一
層
高
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

市
制
施
行
10
周
年
記
念
事
業
創
作
オ
ペ
ラ
に
続
き
今
年
度
は
、

市
民
協
働
を
活
か
し
た
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
創
作
し
、
創
造
的

な
音
楽
芸
術
活
動
の
展
開
に
よ
る
利
用
者
の
増
加
、
県
立
芸

術
大
学
と
の
包
括
連
携
で
地
域
に
残
る
伝
統
文
化
や
芸
能
の

保
存
・
継
承
等
に
よ
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
を
図

る
と
と
も
に
、
今
後
の
シ
ュ
ガ
ー
ホ
ー
ル
の
管
理
・
運
営
、

更
な
る
事
業
展
開
を
見
据
え
、
引
き
続
き
指
定
管
理
者
制
度

の
検
討
・
調
査
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

平
和
学
習
拠
点
「
糸
数
ア
ブ
チ
ラ
ガ
マ
」
に
つ
い
て
は
、

第
二
次
大
戦
の
遺
物
の
大
砲
や
魚
雷
を
展
示
す
る
と
と
も
に
、

入
壕
者
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
行
う
た

め
の
危
険
度
調
査
を
実
施
し
、
平
和
の
尊
さ
を
実
感
で
き
る

教
育
の
場
と
し
て
活
用
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
３
）温
も
り
あ
ふ
れ
る
福
寿

　
　（
健
康
・
福
祉
）の
ま
ち
づ
く
り

次
に
、「
温
も
り
あ
ふ
れ
る
福
寿
（
健
康
・
福
祉
）
の
ま
ち

づ
く
り
」
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

心
と
体
の
健
康
づ
く
り
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
市
民
が
い

き
い
き
と
心
豊
か
に
活
動
す
る
た
め
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に

応
じ
た
健
康
増
進
の
取
り
組
み
が
重
要
で
、
か
つ
、
生
活
習

慣
病
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、
早
期
に
対
策
を
講
じ
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
根
幹
と
な
る
対
策
と
し
て
定
め
た
「
デ
ー

タ
ヘ
ル
ス
計
画
（
保
健
事
業
実
施
計
画
）」
に
基
づ
き
、
本
市

の
健
康
課
題
で
も
あ
る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
起

因
す
る
「
虚
血
性
心
疾
患
・
脳
血
管
疾
患
・
糖
尿
病
性
腎
症
」

の
発
症
予
防
・
重
症
化
予
防
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

心
臓
、
脳
、
腎
臓
の
病
因
と
な
る
動
脈
硬
化
発
症
の
共
通

点
は
、「
血
管
内
皮
機
能
低
下
」
か
ら
は
じ
ま
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
有
所
見
者
を
対
象
と
し
た
２
次
健
診
に
て
、

血
管
内
皮
機
能
検
査
（
F
M
D
）
を
取
り
入
れ
、
機
能
低
下

を
早
期
に
発
見
し
生
活
習
慣
改
善
が
図
れ
る
よ
う
支
援
を
強

化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
医
療
費
適
正
化
に
つ
い
て
は
、
と
り
わ
け
糖
尿
病

等
に
よ
る
腎
対
策
が
重
要
と
な
る
た
め
、
対
象
者
を
選
定
し

保
険
者
、
大
学
（
腎
専
門
医
）、
開
業
医
と
連
携
し
対
策
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
平
成
28
年
度
も
引
き
続
き
Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ
サ
イ
ク
ル
に
基
づ
い
た
保
健
事
業
を
実
践
し
医
療
費
の
適

正
化
に
努
め
ま
す
。

健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、
一
括
交
付
金
を

活
用
し
た
健
康
教
室
等
の
開
催
、
児
童
生
徒
へ
の
生
活
習
慣

病
予
防
対
策
、
お
よ
び
保
健
指
導
等
を
実
施
し
、
そ
の
効
果

等
を
調
査
検
証
し
な
が
ら
、
地
域
組
織
等
へ
の
健
康
教
育
活

動
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
南
城
市
高
齢
者
保

健
福
祉
計
画
に
基
づ
き
、
各
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
を
図
り
、

高
齢
者
等
の
生
き
が
い
づ
く
り
や
地
域
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、「
高
齢
者
が
要
介
護
状
態
に

な
っ
て
も
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
が
継
続
で
き
る
」
を

基
本
と
し
た
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
努
め
る
と
と

も
に
、
地
域
支
援
事
業
に
よ
る
地
域
ふ
れ
あ
い
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
等
の
実
施
、
更
に
は
、
今
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
介

護
予
防
・
日
常
生
活
総
合
事
業
の
実
施
に
よ
り
、
介
護
予
防

に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
認
知
症
施
策
に
つ
い
て
は
、
市
内
高
齢
者
福
祉
施

設
と
の
連
携
の
も
と
、
認
知
症
の
早
期
発
見
、
重
度
化
防
止

に
努
め
る
と
同
時
に
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
地
域
で
の
増

員
に
取
り
組
み
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
医
療
費
が
年
々
伸
び

続
け
て
お
り
非
常
に
厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
り
ま
す
。
現
在
、

国
に
沖
縄
県
の
特
殊
事
情
を
考
慮
し
た
財
政
支
援
を
要
請
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
年
か
ら
特
別
調
整
交
付
金
の
上

積
み
が
確
定
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
も
引
続
き
粘
り
強
く

要
請
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
に
つ
い
て
は
、
沖
縄
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
と
連
携
を
強
化
し
、
健
康
の
保
持
増
進
を
図
り

長
寿
健
診
の
実
施
等
医
療
費
の
抑
制
を
図
り
安
定
的
な
事
業

運
営
に
努
め
ま
す
。

国
民
年
金
に
つ
い
て
は
、
年
金
受
給
者
数
は
年
々
増
加

し
市
民
生
活
の
向
上
に
大
き
く
貢
献
し
て
お
り
ま
す
。
広

報
活
動
や
年
金
相
談
な
ど
を
通
じ
、
制
度
の
周
知
を
図
る

と
と
も
に
、
年
金
事
務
所
と
連
携
し
て
市
民
の
年
金
受
給

権
の
獲
得
に
努
め
ま
す
。

子
育
て
支
援
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
子
育
て
支
援

の
ニ
ー
ズ
調
査
を
踏
ま
え
策
定
し
た
「
南
城
市
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
事
業
計
画
」
に
掲
げ
る
各
種
施
策
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
平
成
27
年
度
か
ら
施
行
さ
れ
た
子
ど
も
・
子
育
て

新
制
度
に
お
け
る
、
多
様
化
す
る
保
育
・
子
育
て
ニ
ー
ズ
へ

の
対
応
策
を
必
要
に
応
じ
検
討
し
な
が
ら
、
子
育
て
支
援
の

充
実
強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
女
性
の
社
会

進
出
を
推
進
す
る
た
め
、
仕
事
と
育
児
を
両
立
で
き
る
よ
う

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
支
援
を
継
続
す
る
と
と

も
に
、
病
児
・
病
後
児
保
育
事
業
や
子
育
て
世
代
の
就
労
支

援
に
努
め
ま
す
。

母
子
保
健
事
業
に
つ
い
て
は
、
母
性
並
び
に
乳
幼
児
の
健

康
の
保
持
増
進
を
図
る
た
め
、
き
め
細
か
な
乳
幼
児
健
診
の

実
施
や
市
独
自
の
健
康
相
談
を
充
実
す
る
な
ど
、
毎
年
、
効

率
の
よ
い
改
善
策
を
講
じ
な
が
ら
保
健
指
導
の
質
を
高
め
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
妊
婦
に
お
い
て
も
引
き
続
き
マ
タ
ニ

テ
ィ
教
室
を
開
催
し
、
出
産
・
育
児
に
関
す
る
保
健
指
導
を

一
層
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
に
つ
い
て
は
、
入
院
医
療
費
の

対
象
年
齢
を
中
学
校
卒
業
時
ま
で
、
通
院
医
療
費
に
つ
い
て

は
対
象
年
齢
を
小
学
校
就
学
前
ま
で
引
き
上
げ
、
子
育
て
世

代
の
負
担
軽
減
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
県
と
の
連
携

を
強
化
し
、
対
象
年
齢
の
拡
充
に
向
け
て
努
め
ま
す
。

待
機
児
童
解
消
の
対
策
に
つ
い
て
は
、
市
立
保
育
所
及
び

法
人
保
育
園
の
定
員
の
弾
力
運
用
を
活
用
す
る
と
と
も
に
、

認
可
外
保
育
施
設
の
認
可
化
移
行
支
援
事
業
に
取
り
組
み
、

法
人
保
育
園
を
増
す
こ
と
に
よ
り
入
所
定
員
の
拡
大
を
図
り
、

平
成
30
年
度
４
月
１
日
時
点
で
待
機
児
童
解
消
を
目
指
し
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
市
立
保
育
所
の
民
営
化
に
つ
い
て
は
、

市
立
保
育
所
７
か
所
の
う
ち
６
ヶ
所
を
民
営
化
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
民
間
活
力
の
導
入
を
図
る
た
め
、
残
り
１
ヶ
所
の

市
立
み
ど
り
保
育
所
の
民
営
化
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
法
人
保
育
園
で
の
通
常
保
育
を
は
じ
め
、
延
長
保

育
事
業
等
の
各
種
事
業
に
取
り
組
み
、
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に

応
じ
た
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

学
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
は
、
平
成
26
年
度
よ
り
実
施
し
て

い
る
公
的
施
設
移
行
事
業
を
推
進
し
、
市
内
小
学
校
敷
地
内

へ
の
施
設
整
備
を
進
め
、
放
課
後
の
子
ど
も
の
安
全
・
安
心

な
居
場
所
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

障
害
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の

解
消
を
目
的
と
す
る
「
障
害
者
差
別
解
消
法
」
が
４
月
１
日

か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。「
沖
縄
県
障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も

共
に
暮
ら
し
や
す
い
社
会
づ
く
り
条
例
」
の
周
知
を
図
る
と

と
も
に
、
障
害
者
総
合
支
援
法
や
南
城
市
障
が
い
者
計
画
、

障
が
い
福
祉
計
画
に
基
づ
い
た
、
自
立
支
援
給
付
や
地
域
生

活
支
援
事
業
の
展
開
及
び
障
害
者
虐
待
防
止
、
成
年
後
見
人

制
度
な
ど
の
権
利
擁
護
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

障
害
者
の
地
域
活
動
及
び
相
談
支
援
に
つ
い
て
は
、
地
域

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
体
制
強
化
、
利
用
促
進
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

相
談
・
療
育
に
つ
い
て
は
、
家
庭
相
談
員
、
女
性
相
談
員

を
継
続
配
置
し
、
家
庭
児
童
相
談
や
女
性
相
談
業
務
の
充
実

を
図
る
と
と
も
に
、
臨
床
心
理
士
の
継
続
配
置
に
よ
り
親
子

通
園
事
業
所
へ
の
巡
回
指
導
を
強
化
し
、
発
達
障
が
い
児
に

関
す
る
窓
口
相
談
業
務
も
含
め
、
相
談
及
び
療
育
の
支
援
体

制
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

母
子
・
寡
婦
・
父
子
家
庭
に
つ
い
て
は
、
児
童
扶
養
手
当

の
支
給
、
ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
母
子
・
父
子
医
療
費
助
成
や

就
職
に
有
利
と
な
る
よ
う
な
資
格
取
得
の
た
め
の
、
母
子
家

庭
等
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金
等
事
業
を
継
続
し
、
さ
ら
に
、

南
城
市
母
子
寡
婦
福
祉
会
や
関
係
機
関
と
の
連
携
を
強
化
し

な
が
ら
、
母
子
家
庭
等
の
生
活
基
盤
や
子
育
て
支
援
の
強
化

を
図
り
、
生
活
の
負
担
を
軽
減
し
子
ど
も
の
健
全
な
育
成
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ
い
て
は
、
平
成
28
年
度
新
た
に

実
施
さ
れ
る
「
沖
縄
子
供
の
貧
困
緊
急
対
策
事
業
」
を
実
施
し
、

食
事
の
提
供
や
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
を
行
う
と
と
も
に
、

教
育
委
員
会
と
連
携
し
、
子
ど
も
の
貧
困
対
策
支
援
員
を
配

置
し
、
関
係
各
課
と
横
断
的
に
情
報
共
有
し
事
業
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

昨
年
度
に
施
行
さ
れ
た
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
に
基
づ

く
、
自
立
支
援
事
業
と
住
居
確
保
給
付
金
支
給
事
業
に
つ
い

て
は
、
今
年
度
も
２
人
の
相
談
支
援
員
を
配
置
し
、
生
活
困

窮
者
の
早
期
発
見
や
見
守
り
の
た
め
の
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
構
築
す
る
と
と
も
に
、
庁
内
関
連
課
や
関
係
機
関
と
の
連

携
を
図
り
な
が
ら
個
々
人
の
状
況
に
応
じ
た
適
切
な
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。
去
る
８
月
に
は
、
福
祉
事
務
所

内
に
生
活
困
窮
者
等
の
自
立
に
向
け
た
就
労
支
援
を
行
う
事

を
目
的
に
、
地
方
公
共
団
体
無
料
職
業
紹
介
事
業
所
「
南
城

市
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
相
談
者
の
ニ
ー

ズ
へ
の
迅
速
な
対
応
を
目
指
す
べ
く
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
求
人

情
報
オ
ン
ラ
イ
ン
提
供
利
用
申
請
を
行
い
、
本
年
４
月
か
ら

那
覇
公
共
職
業
安
定
所
に
お
け
る
職
業
紹
介
関
連
情
報
が
提

供
さ
れ
る
予
定
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
生
活
困
窮
者
等
の
就

労
意
欲
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
は
、
国
の
補
助
事
業
を
活
用
し
て
、
新
規
に

婚
姻
し
た
低
所
得
世
帯
を
対
象
に
、
住
宅
の
取
得
や
賃
借
等

に
係
る
経
費
の
一
部
を
支
援
し
、
稼
働
年
齢
層
の
定
住
促
進

と
少
子
化
対
策
の
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

全
国
的
に
急
速
な
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
南

城
市
に
は
、
元
気
な
高
齢
者
が
多
く
お
り
、
生
き
が
い
と
就

労
の
場
と
し
て
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
活
動
に
つ
い

て
も
支
援
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
４
）市
民
と
相
互
理
解
を
深
め
る

　
交
流
の
ま
ち
づ
く
り

次
に
「
市
民
と
相
互
理
解
を
深
め
る
交
流
の
ま
ち
づ
く
り
」

に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
は
４
年
に
一
度
の
第
３
回
南
城
市
ま
つ
り
の
開
催
年

度
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
回
の
ま
つ
り
に
お
い
て
は
、
市

制
施
行
10
周
年
式
典
を
開
催
し
全
市
民
で
祝
う
と
と
も
に
、

地
域
間
の
相
互
理
解
と
交
流
を
深
め
、
市
民
と
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
を
一
層
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
郷
土
に
伝
わ
る
伝
統
芸
能
や
御
新
下
り
（
お
あ
ら

お
り
）
を
開
催
す
る
こ
と
で
、
伝
統
芸
能
の
保
存
継
承
、
技

術
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
本
市
の
歴
史
・
文
化
を
学
習

し
郷
土
に
誇
り
と
愛
着
を
持
っ
た
人
材
を
育
成
し
、
地
域
活

性
化
を
図
り
ま
す
。

国
内
・
国
際
交
流
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
昨
年
、
姉
妹
都

市
盟
約
20
周
年
と
い
う
節
目
の
年
を
迎
え
た
宮
崎
県
高
千
穂

町
と
は
、
今
後
、
よ
り
一
層
若

い
世
代
や
商
工
・
観
光
関
連
の

交
流
を
図
り
、
官
民
を
挙
げ
て

交
流
を
深
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
中
国
江
陰
市
と
の
友
好

都
市
締
結
に
向
け
協
議
し
て
ま

い
り
ま
す
。

10
月
に
は
、
移
住
者
世
代
の

功
績
を
讃
え
る
と
と
も
に
、
沖

縄
が
誇
る
人
的
財
産
で
あ
る
海

外
の
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
と
絆
を

深
め
る
た
め
「
第
６
回
世
界
の

ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
大
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
本
市
に
ゆ
か
り

の
あ
る
大
会
参
加
者
の
皆
さ
ま

を
お
招
き
し
、
市
民
と
の
交
流

を
通
じ
、
南
城
市
へ
の
理
解
が
深
ま
る
よ
う
、
市
内
観
光
や

交
流
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
の
開
催
な
ど
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
南
城
市
海
外
移
住
者
子
弟
の
研
修
生
を
受
け
入
れ
、

技
術
等
の
習
得
及
び
市
民
と
の
交
流
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

「
尚
巴
志
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」、「
Ｅ
Ｃ
Ｏ
ス
ピ
リ
ッ
ト
ラ

イ
ド
＆
ウ
ォ
ー
ク
ｉ
ｎ
南
城
市
」、
を
引
き
続
き
開
催
し
、
更

な
る
内
容
の
充
実
を
図
り
、
本
市
の
魅
力
発
信
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
体
育
協
会
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
等
と
の
連
携

を
図
り
指
導
者
の
育
成
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
推
進
体

制
の
充
実
、
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
キ
ャ
ン
プ
受
入
の
拡
充
、
陸
上
競

技
場
の
施
設
機
能
の
強
化
等
を
進
め
て
い
く
と
と
も
に
、
市
民

の
ス
ポ
ー
ツ
に
携
わ
る
機
会
を
増
や
し
、
健
康
増
進
の
た
め

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
」「
壮
年
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
を
開
催
し
、
市

民
が
交
流
を
持
て
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

多
様
な
交
流
を
活
発
に
す
る
情
報
基
盤
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
教
育
や
防
災
な
ど
、
様
々
な
分
野
で
高
度
な
市
民
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
の
基
盤
と
な
る
「
地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ

ト
」
の
耐
用
年
数
と
新
庁
舎
建
設
計
画
が
同
時
期
と
な
る
こ

と
か
ら
、
庁
舎
建
設
に
合
わ
せ
て
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
再
構
築

の
検
討
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

広
域
行
政
の
強
化
に
つ
い
て
は
、
南
部
東
道
路
や
観
光
振

興
将
来
拠
点
（
中
核
地
）
等
の
整
備
と
併
せ
、
南
部
観
光
の

振
興
に
資
す
る
施
設
整
備
及
び
公
共
交
通
体
系
の
構
築
な
ど
、

広
域
で
の
対
応
が
不
可
欠
な
分
野
に
お
い
て
、
国
や
県
、
関

係
市
町
村
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
具
体
的
な
取
組
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

（
５
）安
全
で
安
心
、快
適
な
暮
ら
し
を

　
支
え
る
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

次
に
「
安
全
で
安
心
、
快
適
な
暮
ら
し
を
支
え
る
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

本
市
は
、
都
市
計
画
区
域
再
編
に
伴
い
、
住
宅
開
発
や

企
業
立
地
が
進
展
し
、
さ
ら
に
は
南
部
東
道
路
の
着
工
、

新
庁
舎
建
設
事
業
お
よ
び
観
光
振
興
将
来
拠
点
事
業
の
大

規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
展
も
見
ら
れ
る
な
ど
、
ま
ち
づ

く
り
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
し
て
お
り
ま
す
。

昨
年
10
月
、
本
市
は
、
こ
う
し
た
情
勢
変
化
に
あ
わ
せ
て
、

一
体
的
な
都
市
づ
く
り
の
〝
そ
の
先
〞
を
見
据
え
、
南
城

市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
改
訂
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
本
市
の
「
南
城
ち
ゃ
ー
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｊ
Ｕ
　
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ

創
生
戦
略
」
で
は
、
市
中
央
部
に
お
い
て
先
導
的
都
市
拠
点

の
創
出
も
重
点
戦
略
と
し
て
位
置
づ
け
て
お
り
、
南
城
市
ら

し
い
自
然
・
歴
史
文
化
遺
産
・
景
観
と
の
調
和
を
図
り
つ
つ
、

生
活
や
都
市
活
動
の
場
を
充
実
す
る
計
画
的
な
土
地
利
用
等

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

交
通
体
系
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
国
道
３
３
１
号
、
主
要

県
道
を
核
と
し
た
効
率
・
効
果
的
な
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

形
成
、
市
全
域
の
一
体
化
を
図
り
、
利
便
性
を
高
め
て
ま
い

り
ま
す
。
そ
の
一
つ
と
な
る
南
部
東
道
路
整
備
は
、
平
成
27

年
５
月
よ
り
工
事
に
着
手
し
て
お
り
、
今
後
も
、
沖
縄
県
及

び
南
風
原
町
と
連
携
し
事
業
の
早
期
完
成
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
基
幹
道
路
の
国
道
３
３
１
号
で
は
、

交
通
環
境
改
善
や
児
童
生
徒
の
通
学
時
の
安
全
確
保
の
た
め
、

津
波
古
地
区
道
路
改
良
事
業
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
バ
ス
停

の
設
置
な
ど
主
要
道
路
に
か
か
る
整
備
必
要
箇
所
は
、
早
期

事
業
化
に
向
け
て
要
請
し
て
ま
い
り
ま
す
。

市
道
整
備
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
運
座
新
開
線
を
事
業
化

し
、
南
風
原
田
原
線
、
南
風
原
福
原
線
、
西
原
南
風
原
線
、

大
里
南
小
学
校
線
、
喜
良
原
新
里
長
作
原
線
、
新
開
田
原
線
、

船
越
大
城
線
、
前
川
當
山
線
、
大
里
城
趾
連
絡
線
、
新
開
中

央
線
、
嶺
井
土
改
１
号
〜
高
俣
線
は
引
き
続
き
、
完
成
に
向

け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
そ
の
他
市
道
整
備
に
つ
い
て

は
、
平
成
22
年
度
に
策
定
し
た
南
城
市
道
路
網
整
備
計
画
の

見
直
し
を
行
い
、
補
助
事
業
の
新
規
採
択
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

新
た
な
公
共
交
通
の
確
保
に
向
け
、
試
験
運
行
し
て
き
た

デ
マ
ン
ド
交
通
「
お
で
か
け
な
ん
じ
ぃ
」
は
、
平
成
28
年
度

よ
り
本
格
運
行
へ
移
行
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
実
証
実
験
事

業
結
果
を
踏
ま
え
、
利
用
者
拡
大
、
効
率
運
行
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
南
部
東
道
路
整
備
、
新
庁
舎
建
設
お
よ
び
観
光
振

興
将
来
拠
点
整
備
等
を
見
据
え
、
本
市
の
公
共
交
通
体
系
の

改
善
に
向
け
、
バ
ス
事
業
者
等
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が

ら
調
査
・
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

港
湾
整
備
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
管
理
者
で
あ
る
県
と

連
携
し
中
城
湾
港
馬
天
港
、
仲
伊
保
港
、
安
座
真
港
、
徳
仁

港
の
港
湾
施
設
の
改
修
促
進
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
佐
敷

地
区
港
湾
計
画
の
見
直
し
に
向
け
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
南
城
市
水
道
事
業
基
盤
整
備
計

画
に
基
づ
き
、
安
定
的
な
水
の
供
給
を
行
う
た
め
各
水
道
施

設
の
再
構
築
や
新
設
、
老
朽
化
施
設
の
計
画
的
な
更
新
並
び

に
水
道
施
設
の
耐
震
化
整
備
を
平
成
28
年
度
も
引
き
続
き
取

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
水
道
事
業
経
営
に
つ
い
て
は
、
水
質
、

施
設
の
管
理
強
化
を
図
り
、
公
営
企
業
経
営
の
基
本
を
踏
ま

え
な
が
ら
、
経
営
の
健
全
化
・
効
率
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、地
域
住
民
の
生
活
環
境
、河
川
・

海
域
な
ど
、
公
共
水
域
の
水
質
保
全
を
目
的
に
整
備
促
進
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
未
整
備
地
域
に
お
い
て
は
、
効
率
的

な
整
備
計
画
及
び
事
業
選
択
等
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
既
設
処
理
施
設
に
お
い
て
は
、
順
次
機

能
強
化
事
業
に
向
け
て
の
団
体
営
調
査
設
計
業
務
を
行
い
、

施
設
統
合
も
踏
ま
え
た
長
寿
命
化
対
策
に
向
け
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。
下
水
道
事
業
運
営
に
つ
い
て
は
、
接
続
推
進

活
動
を
継
続
し
て
行
い
、
さ
ら
な
る
経
営
努
力
を
図
り
、
健

全
な
事
業
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

地
域
に
根
ざ
し
た
循
環
型
社
会
の
形
成
に
つ
い
て
は
、
引

き
続
き
市
民
へ
の
ご
み
問
題
の
市
民
意
識
の
啓
発
を
図
り
、

更
な
る
ご
み
の
減
量
化
や
資
源
の
再
生
利
用
に
取
り
組
み
、

不
法
投
棄
等
に
つ
い
て
は
、
不
法
投
棄
未
然
防
止
事
業
で
導

入
し
た
監
視
カ
メ
ラ
・
防
止
ネ
ッ
ト
に
よ
る
対
策
、
山
間
部

の
パ
ト
ロ
ー
ル
や
看
板
の
設
置
等
を
行
い
、
不
法
投
棄
等
に

対
す
る
市
民
意
識
の
啓
発
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
総
合
的
な
環
境
対
策
の
取
り
組
み
と
し
て
、
公
共

施
設
等
の
照
明
器
具
を
省
エ
ネ
型
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
に
切
り
替

え
る
な
ど
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
を
行
い
、
低
炭
素

な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

公
園
整
備
に
つ
い
て
は
、
大
里
城
趾
公
園
の
緑
地
空
間
確
保

と
と
も
に
、
管
理
棟
施
設
を
地
域
文
化
の
継
承
や
地
域
内
交
流

に
活
用
す
る
と
と
も
に
供
用
開
始
後
の
指
定
管
理
に
つ
い
て
検

討
い
た
し
ま
す
。
グ
ス
ク
ロ
ー
ド
公
園
、
知
念
岬
公
園
に
つ
い

て
は
、
市
民
や
観
光
客
等
の
利
用
者
が
快
適
に
過
ご
せ
る
よ
う

に
、
遊
具
等
を
整
備
し
、
公
園
機
能
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

景
観
形
成
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
景
観
特
性
に
応
じ
た
ま

ち
づ
く
り
、
良
好
な
景
観
保
全
・
創
出
に
努
め
る
と
と
も
に

広
報
活
動
を
引
き
続
き
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

定
住
促
進
策
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
市
営
住
宅
の
老
朽
化

が
著
し
い
こ
と
か
ら
、
南
城
市
公
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計
画

に
基
づ
き
、
適
切
な
管
理
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

老
朽
化
が
著
し
い
嶺
井
団
地
の
建
て
替
え
に
つ
い
て
は
、
南

城
市
地
域
居
住
機
能
再
生
計
画
書
に
基
づ
き
、
沖
縄
県
並
び

に
沖
縄
県
住
宅
供
給
公
社
と
連
携
し
、
改
築
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

離
島
で
あ
る
久
高
島
に
つ
い
て
は
、
産
業
振
興
や
観
光
・

交
流
の
促
進
、
離
島
航
路
の
維
持
、
確
保
す
る
と
と
も
に
、

今
年
度
か
ら
離
島
食
品
・
日
用
品
輸
送
費
等
補
助
事
業
に
お

い
て
、
海
上
輸
送
費
を
助
成
し
小
売
店
の
生
活
必
需
品
等
の

価
格
を
低
減
す
る
こ
と
に
よ
り
、
島
民
の
割
高
な
生
活
コ
ス

ト
を
軽
減
し
定
住
条
件
の
整
備
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

防
災
に
つ
い
て
は
、
阪
神
淡
路
大
震
災
や
東
日
本
大
震
災

の
教
訓
を
踏
ま
え
、
地
震
・
津
波
・
土
砂
災
害
・
台
風
災
害

等
か
ら
市
民
を
守
る
た
め
、
地
域
防
災
計
画
に
基
づ
き
災
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。
既
存
の
防

災
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
経
年
劣
化
等
か
ら
新
庁
舎
移
転
に

あ
わ
せ
、
平
成
28
年
度
よ
り
災
害
に
強
い
新
た
な
防
災
シ
ス

テ
ム
の
構
築
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
市
民
の

防
災
意
識
の
向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、
災
害
の
未
然
防
止
、

災
害
発
生
時
に
迅
速
な
対
応
を
行
う
た
め
、
市
民
自
ら
自
分

達
の
地
域
は
自
分
達
で
守
る
共
助
の
精
神
を
育
み
、
自
主
的

に
防
災
活
動
を
行
え
る
自
主
防
災
組
織
の
結
成
、
育
成
強
化

に
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

消
防
・
救
助
体
制
に
関
し
て
は
、
迅
速
な
救
急
・
救
助
活

動
の
充
実
・
強
化
を
図
る
と
と
も
に
津
波
に
よ
る
消
防
機
能

の
喪
失
が
想
定
さ
れ
る
佐
敷
出
張
所
を
被
害
が
受
け
に
く
い

位
置
に
移
転
致
し
ま
す
。

防
犯
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、
市
民
、
各
種
団
体
や
警

察
署
等
と
連
携
し
、
自
主
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
拡
充
及
び

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
等
の
取
組
強
化
、
子
ど
も
１
１
０
番
の
家

の
拡
充
に
努
め
る
と
と
も
に
、
防
犯
灯
の
設
置
補
助
を
継
続

す
る
な
ど
、
防
犯
対
策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、引
き
続
き
、地
域
、各
種
団
体
、

地
区
交
通
安
全
協
会
、
警
察
署
等
と
、
よ
り
一
層
の
連
携
を

図
り
、
交
通
安
全
思
想
の
普
及
、
及
び
道
路
環
境
の
整
備
を

促
進
し
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
、
い
わ
ゆ
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

に
つ
い
て
は
、
さ
ら
な
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
と

と
も
に
、
個
人
情
報
の
適
正
管
理
、
関
連
シ
ス
テ
ム
の
安
全

対
策
を
徹
底
し
、
安
心
・
安
全
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

各
種
証
明
書
に
つ
い
て
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
個

人
番
号
カ
ー
ド
）
の
取
得
に
よ
り
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
で
交
付
が
可
能
と
な
る
よ
う
事
業
を
導
入
し
、
市
民
の
利

便
性
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
６
）人
の
和
が
支
え
る
市
民
主
役
の

　
　
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

次
に
「
人
の
和
が
支
え
る
市
民
主
役
の
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
」
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

本
市
で
は
、
先
達
が
築
き
あ
げ
て
き
た
地
域
づ
く
り
を
、

こ
れ
ま
で
に
培
っ
て
き
た
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
力
」
を
原
動

力
と
し
た
ム
ラ
ヤ
ー
構
想
を
平
成
24
年
度
に
策
定
い
た
し

ま
し
た
。

今
後
も
、
ム
ラ
ヤ
ー
構
想
を
よ
り
強
力
に
推
進
し
、
ム
ラ

ヤ
ー
を
中
心
に
互
い
に
支
え
合
う
仕
組
み
づ
く
り
を
構
築
し

て
ま
い
り
ま
す
。

市
民
と
行
政
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、
市
民

主
体
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
地
域
の
様
々
な
課

題
解
決
に
向
け
、
市
民
活
動
団
体
等
の
特
性
を
活
か
し
た
事

業
提
案
を
公
募
す
る
「
上
が
り
太
陽
プ
ラ
ン
」
を
継
続
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
な
ん
じ
ょ
う
地
域
デ
ザ
イ
ン
セ

ン
タ
ー
と
連
携
し
、
自
治
会
、
市
民
団
体
等
の
活
動
支
援
を

行
う
た
め
、
市
民
大
学
の
機
能
強
化
を
行
い
、
地
域
の
担
い

手
育
成
を
継
続
し
て
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

広
報
業
務
に
つ
い
て
は
、
F
M
な
ん
じ
ょ
う
の
活
用
、
広
報

誌
及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
連
携
、
さ
ら
に
F
a
c
e
b
o
o
k

等
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
と
の
相
乗
効
果
に
よ
り
、
市
民

の
皆
様
に
親
し
み
を
も
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
創
意
工
夫
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

新
庁
舎
建
設
事
業
に
つ
い
て
は
、「
市
民
に
親
し
ま
れ
、
環

境
に
配
慮
し
た
機
能
的
な
庁
舎
」
の
基
本
理
念
に
基
づ
き
、

庁
舎
建
設
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
平
成

27
年
度
に
は
、
庁
舎
建
設
に
関
し
広
く
市
民
の
意
見
を
聴
取

す
る
た
め
、
市
民
説
明
会
を
市
内
４
地
域
で
開
催
し
、
そ
の
後
、

実
施
設
計
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

平
成
28
年
度
に
つ
い
て
は
、
策
定
さ
れ
た
実
施
設
計
を
精

査
し
、
各
種
許
認
可
を
得
て
、
本
格
的
な
工
事
に
着
手
し
、

平
成
29
年
度
の
完
成
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

人
権
擁
護
相
談
及
び
行
政
相
談
に
つ
い
て
は
、
人
権
擁
護

委
員
や
行
政
相
談
委
員
の
活
動
の
活
発
化
を
図
る
と
と
も
に
、

人
権
の
確
立
、
行
政
相
談
に
関
す
る
情
報
提
供
や
相
談
体
制

の
強
化
に
引
き
続
き
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
て
は
、
今
年
度
、
条

例
の
制
定
と
都
市
宣
言
を
行
い
市
民
意
識
の
啓
発
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、
南
城
市
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
と
の
共
同

企
画
運
営
に
よ
る
、「
な
ん
じ
ょ
う
輝
き
フ
ェ
ス
タ
」
を
継
続

開
催
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
女
性
の
管
理
職
へ
の
登
用
、
審

議
会
及
び
委
員
会
等
の
政
策
・
方
針
決
定
過
程
へ
の
女
性
の

参
画
を
促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
効
率
的
な
行
財
政
運
営
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

平成28年度 南城市施政方針 平成28年度 南城市施政方針

こ
れ
ま
で
南
城
市
行
政
改
革
大
綱
（
１
次
・
２
次
）
に
基
づ
き
、

行
財
政
改
革
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
合
併
に
伴
い

優
遇
さ
れ
て
き
た
普
通
交
付
税
は
、
本
年
度
よ
り
５
年
を

か
け
て
激
減
緩
和
策
が
講
じ
ら
れ
、
予
算
規
模
も
大
き
く

縮
減
さ
れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
歳
出
に
お
い
て
は
、

児
童
福
祉
費
、
社
会
福
祉
費
の
扶
助
費
や
補
助
金
、
国
民

健
康
保
険
会
計
及
び
下
水
道
会
計
へ
の
繰
出
金
の
増
額
な

ど
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
財
政
状
況

の
な
か
で
も
、
行
財
政
需
要
は
多
様
化
・
高
度
化
・
専
門

化
し
て
き
て
お
り
ま
す
。

今
後
は
、
将
来
を
見
据
え
た
堅
実
な
行
財
政
運
営
を
推
進

す
る
た
め
、
柔
軟
に
対
応
で
き
る
体
制
を
構
築
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
昨
年
、
第
３
次
南
城
市
行
政
改
革
大
綱
が
策
定

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
大
綱
に
基
づ
き
、
第
３
次
集
中
改
革
プ

ラ
ン
を
作
成
し
、
今
後
の
市
民
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
対
応
で
き

る
体
制
を
強
化
し
、
更
な
る
行
財
政
改
革
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
公
共
施
設
等
の
全
体
的
な
状
況
を
把
握
し
、

機
能
・
目
的
が
類
似
す
る
施
設
の
統
廃
合
を
積
極
的
に
推
進
し
、

行
財
政
負
担
の
軽
減
・
平
準
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

平
成
28
年
度
よ
り
、
職
員
の
能
力
を
最
大
限
に
引
き
出
し

活
用
す
る
こ
と
で
、
組
織
力
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

「
南
城
市
人
事
評
価
制
度
」
を
導
入
し
、
よ
り
適
正
な
人
事
管

理
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
27
年
度
に
策
定
さ
れ
た
「
第

２
次
定
員
適
正
化
計
画
」
に
基
づ
き
、
時
機
を
捉
え
た
職
員

の
集
中
配
置
な
ど
、
各
部
局
に
対
し
限
ら
れ
た
人
材
の
中
か

ら
職
員
配
置
の
必
要
数
を
的
確
に
見
極
め
、
よ
り
適
正
な
定

員
管
理
を
実
施
し
ま
す
。

平
成
28
年
度
に
お
い
て
は
、
中
核
地
を
中
心
と
し
た
新
た
な

ま
ち
づ
く
り
及
び
地
域
公
共
交
通
の
再
編
な
ど
を
強
力
に
推
進

し
て
い
く
た
め
、
企
画
部
内
に
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
を
発

足
し
ま
す
。
ま
た
、
教
育
部
内
に
生
涯
学
習
課
を
新
設
し
、
社
会

教
育
及
び
社
会
体
育
の
連
携
に
よ
り
、
市
民
の
生
涯
学
習
活
動
、

社
会
体
育
関
連
事
業
の
充
実
・
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
知
的
資
源
と
し
て
活
用
さ
れ
う
る
公
文
書
等
の
管

理
に
つ
い
て
実
効
性
を
確
保
し
、
適
正
か
つ
効
率
的
に
運
営

さ
れ
る
こ
と
で
情
報
公
開
や
個
人
情
報
保
護
に
適
切
に
対
応

し
う
る
こ
と
か
ら
平
成
28
年
度
よ
り
新
た
な
文
書
管
理
シ
ス

テ
ム
の
構
築
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
７
）市
民
の
心
で
世
界
へ
つ
な
ぐ

　
　
ま
ち
づ
く
り

次
に
「
市
民
の
心
で
世
界
へ
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ

い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

本
市
で
は
、
平
成
23
年
度
に
８
月
10
日
を
「
南
城
市
民
平

和
の
日
」
と
定
め
、
愛
、
真
心
、
平
和
、
感
謝
、
思
い
や
り
な
ど
、

の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
南
城
市
民
の
間
に
定
着
す
る
た
め
、「
ハ
ー

ト
の
ま
ち
宣
言
」
を
行
う
な
ど
の
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。

今
年
も
引
き
続
き
、
ハ
ー
ト
の
ま
ち
を
内
外
に
広
め
る
た

め
の
施
策
を
講
じ
、
南
城
市
か
ら
「
恒
久
平
和
」
を
発
信
し

て
ま
い
り
ま
す
。

観
光
産
業
は
、
本
市
の
基
幹
産
業
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

年
々
増
え
続
け
る
観
光
客
が
安
心
し
て
観
光
で
き
る
よ
う
、

地
域
Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ
の
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
を
増
や
す
と
と
も

に
、
観
光
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
と
連
動
し
、
観
光
情
報
発
信
力

を
高
め
、
外
国
人
観
光
客
で
も
安
心
し
て
、
満
足
で
き
る
環

境
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

本
市
は
こ
れ
ま
で
海
外
短
期
留
学
事
業
に
よ
り
、
市
内
の

中
高
校
生
１
８
０
名
余
を
米
国
の
大
学
に
派
遣
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
は
ア
メ
リ
カ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
カ

レ
ッ
ジ
２
校
と
協
定
を
結
び
、
長
期
留
学
へ
の
環
境
を
整
え

て
お
り
ま
す
。
平
成
28
年
度
も
ワ
シ
ン
ト
ン
州
立
大
学
へ
派

遣
す
る
と
と
も
に
、
中
学
生
中
国
国
際
交
流
派
遣
事
業
の
充

実
を
図
り
、
世
界
に
羽
ば
た
く
国
際
感
覚
豊
か
な
人
材
の
育

成
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
本
市
は
、
平
成
26
年
10
月
か
ら
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
国
際
協

力
機
構
の
「
草
の
根
技
術
協
力
事
業
（
地
域
活
性
化
特
別
枠
）」

に
よ
り
、
農
水
産
業
振
興
や
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
テ
ー
マ
と

し
て
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ビ
ク
ト
リ
ア
ス
市
と
の
受
入
・
派
遣

を
通
じ
た
人
的
交
流
、
技
術
支
援
等
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

こ
の
度
、
こ
の
草
の
根
技
術
協
力
事
業
が
き
っ
か
け
と
な
り
、

平
成
28
年
４
月
か
ら
２
期
４
年
に
わ
た
り
、
本
市
職
員
を
現

地
へ
派
遣
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
回
の
派
遣
目
的
は

ビ
ク
ト
リ
ア
ス
市
に
お
け
る
人
材
育
成
や
地
域
活
性
化
は
も

と
よ
り
、
南
城
市
の
人
材
育
成
及
び
帰
国
後
の
地
域
活
性
化

の
貢
献
を
図
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
な
ん
じ
ょ

う
市
民
大
学
の
取
り
組
み
等
と
と
も
に
、
多
様
で
多
彩
な
人

材
育
成
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

以
上
、
申
し
上
げ
ま
し
た
政
策
、
施
策
を
実
行
す
る
た
め

歳
入
の
面
に
お
い
て
は
、
市
税
は
増
収
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、

自
主
財
源
の
割
合
は
低
く
依
然
と
し
て
地
方
交
付
税
等
に
大

き
く
依
存
し
た
財
政
構
造
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

平
成
28
年
度
の
一
括
交
付
金
事
業
に
つ
い
て
は
、
32
事
業
、

交
付
金
ベ
ー
ス
で
９
億
６
百
50
万
１
千
円
を
計
上
い
た
し
ま

し
た
。
３
つ
の
新
規
事
業
に
つ
い
て
は
、
内
閣
府
の
内
諾
後

に
補
正
予
算
に
て
対
応
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
、

事
業
の
必
要
性
、
緊
急
性
等
を
勘
案
し
な
が
ら
、
観
光
、
農

水
産
業
、
教
育
、
防
災
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
分
野
に
一
括
交

付
金
及
び
地
方
創
生
に
係
る
新
型
交
付
金
を
活
用
し
、
本
市

の
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
を
見
据
え
た
事
業
展
開
を
図
っ
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
か
ら
平
成
32
年
度
ま
で
の
５
年
間
に
お
い
て
、

普
通
交
付
税
が
上
乗
せ
さ
れ
た
合
併
算
定
替
え
か
ら
一
本
算

定
へ
段
階
的
に
縮
減
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
一
方
で
歳
出
面
で
は
、

公
債
費
等
の
義
務
的
経
費
は
年
々
増
加
を
す
る
傾
向
に
あ
り
、

今
後
は
非
常
に
厳
し
い
財
政
運
営
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
が
想

定
さ
れ
ま
す
。

予
算
の
編
成
に
お
い
て
は
、
事
業
の
取
捨
選
択
を
実
施
、

市
民
が
安
心
し
て
安
全
に
暮
ら
せ
、
将
来
に
明
る
い
展
望
が

持
て
る
よ
う
、
限
ら
れ
た
財
源
を
緊
急
か
つ
重
要
な
施
策
に

重
点
的
・
効
率
的
に
配
分
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
ま
し
た
。

厳
し
い
中
で
の
予
算
編
成
で
し
た
が
、
今
ま
で
以
上
に
適
正

な
予
算
執
行
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

む
す
び
に

冒
頭
で
申
し
上
げ
た
よ
う
に
、
我
が
国
は
、
人
口
減
少
・

少
子
高
齢
化
へ
の
突
入
に
よ
る
困
難
な
時
代
に
対
応
す
る
た

め
、
国
・
地
方
が
同
じ
危
機
感
を
共
有
し
、
地
方
創
生
、
一

億
総
活
躍
社
会
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
新
年
度
は
、

各
地
方
自
治
体
が
策
定
し
た
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・
総
合
戦
略
に

基
づ
く
施
策
が
本
格
的
に
始
動
し
ま
す
。

沖
縄
県
に
お
い
て
は
、
人
口
が
減
る
と
い
う
現
実
は
ま
だ

実
感
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
　
し
か
し
本
市
は
、
そ
れ
を
経
験

し
合
併
後
10
年
間
で
様
々
な
課
題
に
挑
戦
し
、
徐
々
に
若
い

世
代
を
中
心
と
し
た
人
口
増
、
子
ど
も
の
人
口
増
に
繋
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

定
住
人
口
が
減
る
と
い
う
こ
と
は
、
市
民
生
活
や
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
地
域
産
業
ひ
い
て
は
市
の
行
財
政
運
営
ま
で

様
々
な
形
で
、
ま
ち
の
将
来
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

人
口
減
少
社
会
下
に
お
い
て
は
、
定
住
人
口
を
増
や
す
こ
と
、

或
い
は
交
流
人
口
を
増
や
す
こ
と
は
自
治
体
間
の
知
恵
比
べ

で
あ
り
、
ま
ち
づ
く
り
を
戦
略
的
視
点
か
ら
捉
え
、
果
敢
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

そ
の
戦
略
に
お
い
て
は
、
自
ら
の
弱
点
を
正
し
く
認
識
し
、

そ
れ
を
補
う
だ
け
で
は
な
く
弱
み
を
強
み
に
変
え
て
い
く

こ
と
、
同
時
に
固
有
の
強
み
の
上
に
立
脚
し
た
も
の
で
あ

る
こ
と
が
、
戦
略
策
定
に
お
い
て
〝
車
の
両
輪
〞
と
し
て

求
め
ら
れ
ま
す
。

私
は
、
先
人
達
か
ら
受
け
継
い
で
き
た
文
化
や
自
然
の
恵

み
と
、
そ
の
中
で
人
々
が
互
い
に
支
え
あ
っ
て
生
き
る
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
繋
が
り
の
強
さ
こ
そ
が
、
南
城
市
の
最
大

の
強
み
で
あ
り
、「
南
城
市
ら
し
さ
」
を
生
む
原
点
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
、〝
南
城
ら
し
さ
〞
を
核
と
し
て
、
地
域
の
総
合

力
の
結
集
と
市
民
主
役
の
市
政
を
基
本
に
、
本
市
の
豊
か
な

自
然
や
歴
史
・
文
化
、
育
ま
れ
た
人
々
の
ユ
イ
マ
ー
ル
精
神

を
育
み
な
が
ら
、
ム
ラ
ヤ
ー
を
活
か
し
た
地
域
づ
く
り
に
取

り
組
み
、「
日
本
一
元
気
で
魅
力
あ
る
南
城
市
」
の
実
現
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

以
上
、
行
政
運
営
に
臨
む
基
本
姿
勢
と
、
所
信
の
一
端
を

申
し
あ
げ
ま
し
た
が
、
市
民
の
皆
様
並
び
に
議
員
各
位
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
、
新
年
度
の
施

政
方
針
と
い
た
し
ま
す
。

平
成
28
年
３
月
１
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

南
城
市
長
　
古
　
謝
　
景
　
春
　

デマンド交通「おでかけ
なんじぃ」が本格運行。工
事の始まった南部東道路
と合わせ、新たな交通体
系を構築します。
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昨
年
に
引
き
続
き
県
外
主
要
都
市
に
て
南
城
市
の
魅
力
を

発
信
す
る
た
め
の
観
光
と
物
産
の
Ｐ
Ｒ
活
動
の
展
開
及
び
世

界
遺
産
「
斎
場
御
嶽
」
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
の
運
用
を
開
始
し
、

聖
地
と
し
て
の
理
解
も
深
め
て
頂
く
取
り
組
み
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

新
産
業
の
創
出
に
つ
い
て
は
、
南
部
東
道
路
の
整
備
や
那

覇
空
港
の
拡
張
、
国
際
物
流
ハ
ブ
化
等
に
伴
う
地
域
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
の
向
上
、
巨
大
市
場
を
生
み
出
す
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
絶
好
の

チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
官
民
連
携
に
よ
る
地
域
特
産
物
の
国
内

外
へ
の
販
路
拡
大
、
未
利
用
資
源
の
他
分
野
活
用
に
よ
る
新

た
な
産
業
創
出
、
創
業
支
援
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
本
市
で
は
、
新
庁
舎
建
設
に
伴
う
大
里
庁
舎
の

跡
地
利
用
に
つ
い
て
、
民
間
事
業
者
か
ら
提
案
を
公
募
し
、

去
る
１
月
に
Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
を
優
先
交
渉
事
業
者
と
し
て

決
定
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
本
市
の
恵
ま
れ
た
自
然
環

境
と
共
存
可
能
な
優
良
企
業
等
の
誘
致
に
取
り
組
む
な
ど
、

本
市
の
多
様
な
地
域
資
源
、
財
産
を
フ
ル
活
用
し
て
、
自

立
可
能
な
就
労
の
場
を
創
り
出
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

（
２
）心
豊
か
な
人
材
を
育
む

　
　
教
育
・
文
化
の
ま
ち
づ
く
り

次
に
、「
心
豊
か
な
人
材
を
育
む
教
育
・
文
化
の
ま
ち
づ
く

り
」
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

南
城
市
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
ふ
る
さ
と
に
誇

り
と
愛
着
を
持
ち
、
心
身
と
も
に
健
や
か
に
成
長
す
る
こ
と
は
、

全
て
の
市
民
の
願
い
で
す
。
教
育
環
境
を
整
備
し
、
学
校
教

育
と
社
会
教
育
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
生
涯
学
習
を
通

し
て
教
育
・
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
平
成
27
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
「
南
城
市
教
育

の
日
」
の
充
実
に
努
め
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
教
育
力
の

向
上
を
図
る
た
め
の
取
組
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

学
校
教
育
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
電
子
黒
板
の
整
備
、
校

内
L
A
N
の
整
備
等
を
行
い
、
学
校
の
情
報
化
を
さ
ら
に
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
保
育
園
・
幼
稚
園
・
小
学
校

の
交
流
・
連
携
を
引
き
続
き
充
実
さ
せ
、
学
び
の
基
礎
力
の

育
成
に
取
り
組
み
ま
す
。
さ
ら
に
、
玉
城
幼
稚
園
と
大
里
南

幼
稚
園
の
２
園
を
利
用
し
た
土
曜
日
の
一
時
預
か
り
事
業
を

引
き
続
き
実
施
し
、
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
、
子
育
て

支
援
、
幼
児
教
育
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

小
学
校
・
中
学
校
で
は
、
学
力
向
上
を
最
重
要
課
題
と
し

て
取
り
組
ん
だ
成
果
が
徐
々
に
表
れ
て
お
り
、今
後
と
も
、知
・

徳
・
体
の
調
和
の
と
れ
た
児
童
生
徒
の
育
成
に
努
め
、
さ
ら
に
、

４
地
区
の
学
習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
に
よ
る
学
校
支
援

を
実
施
し
、
教
育
活
動
の
充
実
と
地
域
の
活
性
化
に
向
け
た

環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
平
成
27

年
度
に
馬
天
小
学
校
に
開
室
し
た
県
立
島
尻
特
別
支
援
学
校

の
分
教
室
に
つ
い
て
は
、
障
が
い
児
が
地
域
の
学
校
に
通
う

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
の
モ
デ
ル
と
し
て
、「
地
域
の
子
供
は

地
域
で
育
て
る
」
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
継
続
し
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

国
際
的
な
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、
引
き
続
き
教
育
課
程

特
例
校
と
し
て
生
き
た
英
語
教
育
を
実
践
す
る
と
と
も
に
Ｅ

Ｓ
Ｌ
キ
ャ
ン
プ
や
英
語
検
定
受
検
者
へ
の
支
援
・
拡
充
に
よ
り
、

実
用
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
選
挙
制
度
が
一
部
改
正
さ
れ
、
選
挙
権
年
齢
が
18

歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
る
事
に
伴
い
児
童
生
徒
の
市
議
会
の
傍

聴
、
子
供
議
会
の
開
催
等
、
主
権
者
教
育
強
化
に
も
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

学
校
施
設
等
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
馬
天
小
学
校
空
調
設

備
工
事
、
玉
城
中
学
校
図
書
館
・
技
術
教
室
・
パ
ソ
コ
ン
教

室
改
築
工
事
及
び
久
高
小
中
学
校
太
陽
光
発
電
設
備
工
事
を

引
き
続
き
実
施
す
る
と
と
も
に
、
玉
城
中
学
校
武
道
場
・
屋

外
水
泳
プ
ー
ル
改
築
工
事
、
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
キ
ャ
ン
プ
等
受

入
施
設
の
実
施
設
計
に
着
手
し
ま
す
。
ま
た
、
大
里
北
小
学

校
の
改
築
事
業
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
用
地
確
保
に
努
め

な
が
ら
、
校
舎
・
体
育
館
及
び
運
動
場
の
実
施
設
計
と
敷
地

造
成
工
事
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

地
域
文
化
振
興
に
つ
い
て
は
、『
南
城
市
歴
史
文
化
基
本
構

想
』
等
に
基
づ
き
、
地
域
資
源
の
調
査
や
国
指
定
の
史
跡
整

備
に
関
連
し
た
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、「
尚

巴
志
活
用
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
実
施
事
業
」
で
は
、
文
化
振
興
・

地
域
振
興
・
人
材
育
成
等
の
事
業
と
結
び
つ
け
、
関
係
す
る

機
関
と
連
携
し
た
事
業
を
展
開
い
た
し
ま
す
。

世
界
遺
産
「
斎
場
御
嶽
」
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
得
ら
れ
た

調
査
成
果
を
基
に
琉
球
王
国
最
高
聖
地
の
保
護
と
活
用
に
つ

い
て
、
関
係
機
関
と
の
議
論
を
重
ね
な
が
ら
そ
の
魅
力
を
最

大
限
に
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

市
史
編
さ
ん
事
業
に
つ
い
て
は
、「
グ
ス
ク
」「
御
嶽
」「
戦
争
」

「
民
俗
」の
発
刊
に
向
け
て
作
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

前
年
度
に
続
き
「
集
落
域
文
化
遺
産
サ
イ
ン
整
備
事
業
」
を

推
進
し
、
本
市
の
魅
力
発
信
と
と
も
に
住
民
と
観
光
客
等
と

の
交
流
促
進
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

市
民
の
文
化
芸
術
振
興
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
発
信
拠

点
で
あ
る
文
化
セ
ン
タ
ー
・
シ
ュ
ガ
ー
ホ
ー
ル
の
施
設
機
能

強
化
事
業
を
実
施
し
、
音
楽
専
用
ホ
ー
ル
と
し
て
の
機
能
や

ク
オ
リ
テ
ィ
ー
を
よ
り
一
層
高
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

市
制
施
行
10
周
年
記
念
事
業
創
作
オ
ペ
ラ
に
続
き
今
年
度
は
、

市
民
協
働
を
活
か
し
た
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
創
作
し
、
創
造
的

な
音
楽
芸
術
活
動
の
展
開
に
よ
る
利
用
者
の
増
加
、
県
立
芸

術
大
学
と
の
包
括
連
携
で
地
域
に
残
る
伝
統
文
化
や
芸
能
の

保
存
・
継
承
等
に
よ
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
を
図

る
と
と
も
に
、
今
後
の
シ
ュ
ガ
ー
ホ
ー
ル
の
管
理
・
運
営
、

更
な
る
事
業
展
開
を
見
据
え
、
引
き
続
き
指
定
管
理
者
制
度

の
検
討
・
調
査
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

平
和
学
習
拠
点
「
糸
数
ア
ブ
チ
ラ
ガ
マ
」
に
つ
い
て
は
、

第
二
次
大
戦
の
遺
物
の
大
砲
や
魚
雷
を
展
示
す
る
と
と
も
に
、

入
壕
者
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
行
う
た

め
の
危
険
度
調
査
を
実
施
し
、
平
和
の
尊
さ
を
実
感
で
き
る

教
育
の
場
と
し
て
活
用
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
３
）温
も
り
あ
ふ
れ
る
福
寿

　
　（
健
康
・
福
祉
）の
ま
ち
づ
く
り

次
に
、「
温
も
り
あ
ふ
れ
る
福
寿
（
健
康
・
福
祉
）
の
ま
ち

づ
く
り
」
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

心
と
体
の
健
康
づ
く
り
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
市
民
が
い

き
い
き
と
心
豊
か
に
活
動
す
る
た
め
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に

応
じ
た
健
康
増
進
の
取
り
組
み
が
重
要
で
、
か
つ
、
生
活
習

慣
病
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、
早
期
に
対
策
を
講
じ
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
根
幹
と
な
る
対
策
と
し
て
定
め
た
「
デ
ー

タ
ヘ
ル
ス
計
画
（
保
健
事
業
実
施
計
画
）」
に
基
づ
き
、
本
市

の
健
康
課
題
で
も
あ
る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
起

因
す
る
「
虚
血
性
心
疾
患
・
脳
血
管
疾
患
・
糖
尿
病
性
腎
症
」

の
発
症
予
防
・
重
症
化
予
防
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

心
臓
、
脳
、
腎
臓
の
病
因
と
な
る
動
脈
硬
化
発
症
の
共
通

点
は
、「
血
管
内
皮
機
能
低
下
」
か
ら
は
じ
ま
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
有
所
見
者
を
対
象
と
し
た
２
次
健
診
に
て
、

血
管
内
皮
機
能
検
査
（
F
M
D
）
を
取
り
入
れ
、
機
能
低
下

を
早
期
に
発
見
し
生
活
習
慣
改
善
が
図
れ
る
よ
う
支
援
を
強

化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
医
療
費
適
正
化
に
つ
い
て
は
、
と
り
わ
け
糖
尿
病

等
に
よ
る
腎
対
策
が
重
要
と
な
る
た
め
、
対
象
者
を
選
定
し

保
険
者
、
大
学
（
腎
専
門
医
）、
開
業
医
と
連
携
し
対
策
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
平
成
28
年
度
も
引
き
続
き
Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ
サ
イ
ク
ル
に
基
づ
い
た
保
健
事
業
を
実
践
し
医
療
費
の
適

正
化
に
努
め
ま
す
。

健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、
一
括
交
付
金
を

活
用
し
た
健
康
教
室
等
の
開
催
、
児
童
生
徒
へ
の
生
活
習
慣

病
予
防
対
策
、
お
よ
び
保
健
指
導
等
を
実
施
し
、
そ
の
効
果

等
を
調
査
検
証
し
な
が
ら
、
地
域
組
織
等
へ
の
健
康
教
育
活

動
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
南
城
市
高
齢
者
保

健
福
祉
計
画
に
基
づ
き
、
各
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
を
図
り
、

高
齢
者
等
の
生
き
が
い
づ
く
り
や
地
域
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、「
高
齢
者
が
要
介
護
状
態
に

な
っ
て
も
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
が
継
続
で
き
る
」
を

基
本
と
し
た
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
努
め
る
と
と

も
に
、
地
域
支
援
事
業
に
よ
る
地
域
ふ
れ
あ
い
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
等
の
実
施
、
更
に
は
、
今
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
介

護
予
防
・
日
常
生
活
総
合
事
業
の
実
施
に
よ
り
、
介
護
予
防

に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
認
知
症
施
策
に
つ
い
て
は
、
市
内
高
齢
者
福
祉
施

設
と
の
連
携
の
も
と
、
認
知
症
の
早
期
発
見
、
重
度
化
防
止

に
努
め
る
と
同
時
に
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
地
域
で
の
増

員
に
取
り
組
み
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
医
療
費
が
年
々
伸
び

続
け
て
お
り
非
常
に
厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
り
ま
す
。
現
在
、

国
に
沖
縄
県
の
特
殊
事
情
を
考
慮
し
た
財
政
支
援
を
要
請
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
年
か
ら
特
別
調
整
交
付
金
の
上

積
み
が
確
定
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
も
引
続
き
粘
り
強
く

要
請
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
に
つ
い
て
は
、
沖
縄
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
と
連
携
を
強
化
し
、
健
康
の
保
持
増
進
を
図
り

長
寿
健
診
の
実
施
等
医
療
費
の
抑
制
を
図
り
安
定
的
な
事
業

運
営
に
努
め
ま
す
。

国
民
年
金
に
つ
い
て
は
、
年
金
受
給
者
数
は
年
々
増
加

し
市
民
生
活
の
向
上
に
大
き
く
貢
献
し
て
お
り
ま
す
。
広

報
活
動
や
年
金
相
談
な
ど
を
通
じ
、
制
度
の
周
知
を
図
る

と
と
も
に
、
年
金
事
務
所
と
連
携
し
て
市
民
の
年
金
受
給

権
の
獲
得
に
努
め
ま
す
。

子
育
て
支
援
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
子
育
て
支
援

の
ニ
ー
ズ
調
査
を
踏
ま
え
策
定
し
た
「
南
城
市
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
事
業
計
画
」
に
掲
げ
る
各
種
施
策
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
平
成
27
年
度
か
ら
施
行
さ
れ
た
子
ど
も
・
子
育
て

新
制
度
に
お
け
る
、
多
様
化
す
る
保
育
・
子
育
て
ニ
ー
ズ
へ

の
対
応
策
を
必
要
に
応
じ
検
討
し
な
が
ら
、
子
育
て
支
援
の

充
実
強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
女
性
の
社
会

進
出
を
推
進
す
る
た
め
、
仕
事
と
育
児
を
両
立
で
き
る
よ
う

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
支
援
を
継
続
す
る
と
と

も
に
、
病
児
・
病
後
児
保
育
事
業
や
子
育
て
世
代
の
就
労
支

援
に
努
め
ま
す
。

母
子
保
健
事
業
に
つ
い
て
は
、
母
性
並
び
に
乳
幼
児
の
健

康
の
保
持
増
進
を
図
る
た
め
、
き
め
細
か
な
乳
幼
児
健
診
の

実
施
や
市
独
自
の
健
康
相
談
を
充
実
す
る
な
ど
、
毎
年
、
効

率
の
よ
い
改
善
策
を
講
じ
な
が
ら
保
健
指
導
の
質
を
高
め
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
妊
婦
に
お
い
て
も
引
き
続
き
マ
タ
ニ

テ
ィ
教
室
を
開
催
し
、
出
産
・
育
児
に
関
す
る
保
健
指
導
を

一
層
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
に
つ
い
て
は
、
入
院
医
療
費
の

対
象
年
齢
を
中
学
校
卒
業
時
ま
で
、
通
院
医
療
費
に
つ
い
て

は
対
象
年
齢
を
小
学
校
就
学
前
ま
で
引
き
上
げ
、
子
育
て
世

代
の
負
担
軽
減
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
県
と
の
連
携

を
強
化
し
、
対
象
年
齢
の
拡
充
に
向
け
て
努
め
ま
す
。

待
機
児
童
解
消
の
対
策
に
つ
い
て
は
、
市
立
保
育
所
及
び

法
人
保
育
園
の
定
員
の
弾
力
運
用
を
活
用
す
る
と
と
も
に
、

認
可
外
保
育
施
設
の
認
可
化
移
行
支
援
事
業
に
取
り
組
み
、

法
人
保
育
園
を
増
す
こ
と
に
よ
り
入
所
定
員
の
拡
大
を
図
り
、

平
成
30
年
度
４
月
１
日
時
点
で
待
機
児
童
解
消
を
目
指
し
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
市
立
保
育
所
の
民
営
化
に
つ
い
て
は
、

市
立
保
育
所
７
か
所
の
う
ち
６
ヶ
所
を
民
営
化
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
民
間
活
力
の
導
入
を
図
る
た
め
、
残
り
１
ヶ
所
の

市
立
み
ど
り
保
育
所
の
民
営
化
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
法
人
保
育
園
で
の
通
常
保
育
を
は
じ
め
、
延
長
保

育
事
業
等
の
各
種
事
業
に
取
り
組
み
、
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に

応
じ
た
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

学
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
は
、
平
成
26
年
度
よ
り
実
施
し
て

い
る
公
的
施
設
移
行
事
業
を
推
進
し
、
市
内
小
学
校
敷
地
内

へ
の
施
設
整
備
を
進
め
、
放
課
後
の
子
ど
も
の
安
全
・
安
心

な
居
場
所
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

障
害
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の

解
消
を
目
的
と
す
る
「
障
害
者
差
別
解
消
法
」
が
４
月
１
日

か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。「
沖
縄
県
障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も

共
に
暮
ら
し
や
す
い
社
会
づ
く
り
条
例
」
の
周
知
を
図
る
と

と
も
に
、
障
害
者
総
合
支
援
法
や
南
城
市
障
が
い
者
計
画
、

障
が
い
福
祉
計
画
に
基
づ
い
た
、
自
立
支
援
給
付
や
地
域
生

活
支
援
事
業
の
展
開
及
び
障
害
者
虐
待
防
止
、
成
年
後
見
人

制
度
な
ど
の
権
利
擁
護
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

障
害
者
の
地
域
活
動
及
び
相
談
支
援
に
つ
い
て
は
、
地
域

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
体
制
強
化
、
利
用
促
進
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

相
談
・
療
育
に
つ
い
て
は
、
家
庭
相
談
員
、
女
性
相
談
員

を
継
続
配
置
し
、
家
庭
児
童
相
談
や
女
性
相
談
業
務
の
充
実

を
図
る
と
と
も
に
、
臨
床
心
理
士
の
継
続
配
置
に
よ
り
親
子

通
園
事
業
所
へ
の
巡
回
指
導
を
強
化
し
、
発
達
障
が
い
児
に

関
す
る
窓
口
相
談
業
務
も
含
め
、
相
談
及
び
療
育
の
支
援
体

制
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

母
子
・
寡
婦
・
父
子
家
庭
に
つ
い
て
は
、
児
童
扶
養
手
当

の
支
給
、
ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
母
子
・
父
子
医
療
費
助
成
や

就
職
に
有
利
と
な
る
よ
う
な
資
格
取
得
の
た
め
の
、
母
子
家

庭
等
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金
等
事
業
を
継
続
し
、
さ
ら
に
、

南
城
市
母
子
寡
婦
福
祉
会
や
関
係
機
関
と
の
連
携
を
強
化
し

な
が
ら
、
母
子
家
庭
等
の
生
活
基
盤
や
子
育
て
支
援
の
強
化

を
図
り
、
生
活
の
負
担
を
軽
減
し
子
ど
も
の
健
全
な
育
成
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ
い
て
は
、
平
成
28
年
度
新
た
に

実
施
さ
れ
る
「
沖
縄
子
供
の
貧
困
緊
急
対
策
事
業
」
を
実
施
し
、

食
事
の
提
供
や
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
を
行
う
と
と
も
に
、

教
育
委
員
会
と
連
携
し
、
子
ど
も
の
貧
困
対
策
支
援
員
を
配

置
し
、
関
係
各
課
と
横
断
的
に
情
報
共
有
し
事
業
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

昨
年
度
に
施
行
さ
れ
た
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
に
基
づ

く
、
自
立
支
援
事
業
と
住
居
確
保
給
付
金
支
給
事
業
に
つ
い

て
は
、
今
年
度
も
２
人
の
相
談
支
援
員
を
配
置
し
、
生
活
困

窮
者
の
早
期
発
見
や
見
守
り
の
た
め
の
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
構
築
す
る
と
と
も
に
、
庁
内
関
連
課
や
関
係
機
関
と
の
連

携
を
図
り
な
が
ら
個
々
人
の
状
況
に
応
じ
た
適
切
な
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。
去
る
８
月
に
は
、
福
祉
事
務
所

内
に
生
活
困
窮
者
等
の
自
立
に
向
け
た
就
労
支
援
を
行
う
事

を
目
的
に
、
地
方
公
共
団
体
無
料
職
業
紹
介
事
業
所
「
南
城

市
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
相
談
者
の
ニ
ー

ズ
へ
の
迅
速
な
対
応
を
目
指
す
べ
く
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
求
人

情
報
オ
ン
ラ
イ
ン
提
供
利
用
申
請
を
行
い
、
本
年
４
月
か
ら

那
覇
公
共
職
業
安
定
所
に
お
け
る
職
業
紹
介
関
連
情
報
が
提

供
さ
れ
る
予
定
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
生
活
困
窮
者
等
の
就

労
意
欲
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
は
、
国
の
補
助
事
業
を
活
用
し
て
、
新
規
に

婚
姻
し
た
低
所
得
世
帯
を
対
象
に
、
住
宅
の
取
得
や
賃
借
等

に
係
る
経
費
の
一
部
を
支
援
し
、
稼
働
年
齢
層
の
定
住
促
進

と
少
子
化
対
策
の
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

全
国
的
に
急
速
な
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
南

城
市
に
は
、
元
気
な
高
齢
者
が
多
く
お
り
、
生
き
が
い
と
就

労
の
場
と
し
て
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
活
動
に
つ
い

て
も
支
援
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
４
）市
民
と
相
互
理
解
を
深
め
る

　
交
流
の
ま
ち
づ
く
り

次
に
「
市
民
と
相
互
理
解
を
深
め
る
交
流
の
ま
ち
づ
く
り
」

に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
は
４
年
に
一
度
の
第
３
回
南
城
市
ま
つ
り
の
開
催
年

度
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
回
の
ま
つ
り
に
お
い
て
は
、
市

制
施
行
10
周
年
式
典
を
開
催
し
全
市
民
で
祝
う
と
と
も
に
、

地
域
間
の
相
互
理
解
と
交
流
を
深
め
、
市
民
と
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
を
一
層
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
郷
土
に
伝
わ
る
伝
統
芸
能
や
御
新
下
り
（
お
あ
ら

お
り
）
を
開
催
す
る
こ
と
で
、
伝
統
芸
能
の
保
存
継
承
、
技

術
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
本
市
の
歴
史
・
文
化
を
学
習

し
郷
土
に
誇
り
と
愛
着
を
持
っ
た
人
材
を
育
成
し
、
地
域
活

性
化
を
図
り
ま
す
。

国
内
・
国
際
交
流
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
昨
年
、
姉
妹
都

市
盟
約
20
周
年
と
い
う
節
目
の
年
を
迎
え
た
宮
崎
県
高
千
穂

町
と
は
、
今
後
、
よ
り
一
層
若

い
世
代
や
商
工
・
観
光
関
連
の

交
流
を
図
り
、
官
民
を
挙
げ
て

交
流
を
深
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
中
国
江
陰
市
と
の
友
好

都
市
締
結
に
向
け
協
議
し
て
ま

い
り
ま
す
。

10
月
に
は
、
移
住
者
世
代
の

功
績
を
讃
え
る
と
と
も
に
、
沖

縄
が
誇
る
人
的
財
産
で
あ
る
海

外
の
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
と
絆
を

深
め
る
た
め
「
第
６
回
世
界
の

ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
大
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
本
市
に
ゆ
か
り

の
あ
る
大
会
参
加
者
の
皆
さ
ま

を
お
招
き
し
、
市
民
と
の
交
流

を
通
じ
、
南
城
市
へ
の
理
解
が
深
ま
る
よ
う
、
市
内
観
光
や

交
流
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
の
開
催
な
ど
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
南
城
市
海
外
移
住
者
子
弟
の
研
修
生
を
受
け
入
れ
、

技
術
等
の
習
得
及
び
市
民
と
の
交
流
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

「
尚
巴
志
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」、「
Ｅ
Ｃ
Ｏ
ス
ピ
リ
ッ
ト
ラ

イ
ド
＆
ウ
ォ
ー
ク
ｉ
ｎ
南
城
市
」、
を
引
き
続
き
開
催
し
、
更

な
る
内
容
の
充
実
を
図
り
、
本
市
の
魅
力
発
信
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
体
育
協
会
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
等
と
の
連
携

を
図
り
指
導
者
の
育
成
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
推
進
体

制
の
充
実
、
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
キ
ャ
ン
プ
受
入
の
拡
充
、
陸
上
競

技
場
の
施
設
機
能
の
強
化
等
を
進
め
て
い
く
と
と
も
に
、
市
民

の
ス
ポ
ー
ツ
に
携
わ
る
機
会
を
増
や
し
、
健
康
増
進
の
た
め

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
」「
壮
年
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
を
開
催
し
、
市

民
が
交
流
を
持
て
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

多
様
な
交
流
を
活
発
に
す
る
情
報
基
盤
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
教
育
や
防
災
な
ど
、
様
々
な
分
野
で
高
度
な
市
民
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
の
基
盤
と
な
る
「
地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ

ト
」
の
耐
用
年
数
と
新
庁
舎
建
設
計
画
が
同
時
期
と
な
る
こ

と
か
ら
、
庁
舎
建
設
に
合
わ
せ
て
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
再
構
築

の
検
討
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

広
域
行
政
の
強
化
に
つ
い
て
は
、
南
部
東
道
路
や
観
光
振

興
将
来
拠
点
（
中
核
地
）
等
の
整
備
と
併
せ
、
南
部
観
光
の

振
興
に
資
す
る
施
設
整
備
及
び
公
共
交
通
体
系
の
構
築
な
ど
、

広
域
で
の
対
応
が
不
可
欠
な
分
野
に
お
い
て
、
国
や
県
、
関

係
市
町
村
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
具
体
的
な
取
組
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

（
５
）安
全
で
安
心
、快
適
な
暮
ら
し
を

　
支
え
る
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

次
に
「
安
全
で
安
心
、
快
適
な
暮
ら
し
を
支
え
る
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

本
市
は
、
都
市
計
画
区
域
再
編
に
伴
い
、
住
宅
開
発
や

企
業
立
地
が
進
展
し
、
さ
ら
に
は
南
部
東
道
路
の
着
工
、

新
庁
舎
建
設
事
業
お
よ
び
観
光
振
興
将
来
拠
点
事
業
の
大

規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
展
も
見
ら
れ
る
な
ど
、
ま
ち
づ

く
り
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
し
て
お
り
ま
す
。

昨
年
10
月
、
本
市
は
、
こ
う
し
た
情
勢
変
化
に
あ
わ
せ
て
、

一
体
的
な
都
市
づ
く
り
の
〝
そ
の
先
〞
を
見
据
え
、
南
城

市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
改
訂
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
本
市
の
「
南
城
ち
ゃ
ー
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｊ
Ｕ
　
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ

創
生
戦
略
」
で
は
、
市
中
央
部
に
お
い
て
先
導
的
都
市
拠
点

の
創
出
も
重
点
戦
略
と
し
て
位
置
づ
け
て
お
り
、
南
城
市
ら

し
い
自
然
・
歴
史
文
化
遺
産
・
景
観
と
の
調
和
を
図
り
つ
つ
、

生
活
や
都
市
活
動
の
場
を
充
実
す
る
計
画
的
な
土
地
利
用
等

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

交
通
体
系
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
国
道
３
３
１
号
、
主
要

県
道
を
核
と
し
た
効
率
・
効
果
的
な
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

形
成
、
市
全
域
の
一
体
化
を
図
り
、
利
便
性
を
高
め
て
ま
い

り
ま
す
。
そ
の
一
つ
と
な
る
南
部
東
道
路
整
備
は
、
平
成
27

年
５
月
よ
り
工
事
に
着
手
し
て
お
り
、
今
後
も
、
沖
縄
県
及

び
南
風
原
町
と
連
携
し
事
業
の
早
期
完
成
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
基
幹
道
路
の
国
道
３
３
１
号
で
は
、

交
通
環
境
改
善
や
児
童
生
徒
の
通
学
時
の
安
全
確
保
の
た
め
、

津
波
古
地
区
道
路
改
良
事
業
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
バ
ス
停

の
設
置
な
ど
主
要
道
路
に
か
か
る
整
備
必
要
箇
所
は
、
早
期

事
業
化
に
向
け
て
要
請
し
て
ま
い
り
ま
す
。

市
道
整
備
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
運
座
新
開
線
を
事
業
化

し
、
南
風
原
田
原
線
、
南
風
原
福
原
線
、
西
原
南
風
原
線
、

大
里
南
小
学
校
線
、
喜
良
原
新
里
長
作
原
線
、
新
開
田
原
線
、

船
越
大
城
線
、
前
川
當
山
線
、
大
里
城
趾
連
絡
線
、
新
開
中

央
線
、
嶺
井
土
改
１
号
〜
高
俣
線
は
引
き
続
き
、
完
成
に
向

け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
そ
の
他
市
道
整
備
に
つ
い
て

は
、
平
成
22
年
度
に
策
定
し
た
南
城
市
道
路
網
整
備
計
画
の

見
直
し
を
行
い
、
補
助
事
業
の
新
規
採
択
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

新
た
な
公
共
交
通
の
確
保
に
向
け
、
試
験
運
行
し
て
き
た

デ
マ
ン
ド
交
通
「
お
で
か
け
な
ん
じ
ぃ
」
は
、
平
成
28
年
度

よ
り
本
格
運
行
へ
移
行
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
実
証
実
験
事

業
結
果
を
踏
ま
え
、
利
用
者
拡
大
、
効
率
運
行
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
南
部
東
道
路
整
備
、
新
庁
舎
建
設
お
よ
び
観
光
振

興
将
来
拠
点
整
備
等
を
見
据
え
、
本
市
の
公
共
交
通
体
系
の

改
善
に
向
け
、
バ
ス
事
業
者
等
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が

ら
調
査
・
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

港
湾
整
備
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
管
理
者
で
あ
る
県
と

連
携
し
中
城
湾
港
馬
天
港
、
仲
伊
保
港
、
安
座
真
港
、
徳
仁

港
の
港
湾
施
設
の
改
修
促
進
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
佐
敷

地
区
港
湾
計
画
の
見
直
し
に
向
け
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
南
城
市
水
道
事
業
基
盤
整
備
計

画
に
基
づ
き
、
安
定
的
な
水
の
供
給
を
行
う
た
め
各
水
道
施

設
の
再
構
築
や
新
設
、
老
朽
化
施
設
の
計
画
的
な
更
新
並
び

に
水
道
施
設
の
耐
震
化
整
備
を
平
成
28
年
度
も
引
き
続
き
取

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
水
道
事
業
経
営
に
つ
い
て
は
、
水
質
、

施
設
の
管
理
強
化
を
図
り
、
公
営
企
業
経
営
の
基
本
を
踏
ま

え
な
が
ら
、
経
営
の
健
全
化
・
効
率
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、地
域
住
民
の
生
活
環
境
、河
川
・

海
域
な
ど
、
公
共
水
域
の
水
質
保
全
を
目
的
に
整
備
促
進
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
未
整
備
地
域
に
お
い
て
は
、
効
率
的

な
整
備
計
画
及
び
事
業
選
択
等
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
既
設
処
理
施
設
に
お
い
て
は
、
順
次
機

能
強
化
事
業
に
向
け
て
の
団
体
営
調
査
設
計
業
務
を
行
い
、

施
設
統
合
も
踏
ま
え
た
長
寿
命
化
対
策
に
向
け
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。
下
水
道
事
業
運
営
に
つ
い
て
は
、
接
続
推
進

活
動
を
継
続
し
て
行
い
、
さ
ら
な
る
経
営
努
力
を
図
り
、
健

全
な
事
業
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

地
域
に
根
ざ
し
た
循
環
型
社
会
の
形
成
に
つ
い
て
は
、
引

き
続
き
市
民
へ
の
ご
み
問
題
の
市
民
意
識
の
啓
発
を
図
り
、

更
な
る
ご
み
の
減
量
化
や
資
源
の
再
生
利
用
に
取
り
組
み
、

不
法
投
棄
等
に
つ
い
て
は
、
不
法
投
棄
未
然
防
止
事
業
で
導

入
し
た
監
視
カ
メ
ラ
・
防
止
ネ
ッ
ト
に
よ
る
対
策
、
山
間
部

の
パ
ト
ロ
ー
ル
や
看
板
の
設
置
等
を
行
い
、
不
法
投
棄
等
に

対
す
る
市
民
意
識
の
啓
発
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
総
合
的
な
環
境
対
策
の
取
り
組
み
と
し
て
、
公
共

施
設
等
の
照
明
器
具
を
省
エ
ネ
型
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
に
切
り
替

え
る
な
ど
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
を
行
い
、
低
炭
素

な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

公
園
整
備
に
つ
い
て
は
、
大
里
城
趾
公
園
の
緑
地
空
間
確
保

と
と
も
に
、
管
理
棟
施
設
を
地
域
文
化
の
継
承
や
地
域
内
交
流

に
活
用
す
る
と
と
も
に
供
用
開
始
後
の
指
定
管
理
に
つ
い
て
検

討
い
た
し
ま
す
。
グ
ス
ク
ロ
ー
ド
公
園
、
知
念
岬
公
園
に
つ
い

て
は
、
市
民
や
観
光
客
等
の
利
用
者
が
快
適
に
過
ご
せ
る
よ
う

に
、
遊
具
等
を
整
備
し
、
公
園
機
能
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

景
観
形
成
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
景
観
特
性
に
応
じ
た
ま

ち
づ
く
り
、
良
好
な
景
観
保
全
・
創
出
に
努
め
る
と
と
も
に

広
報
活
動
を
引
き
続
き
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

定
住
促
進
策
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
市
営
住
宅
の
老
朽
化

が
著
し
い
こ
と
か
ら
、
南
城
市
公
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計
画

に
基
づ
き
、
適
切
な
管
理
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

老
朽
化
が
著
し
い
嶺
井
団
地
の
建
て
替
え
に
つ
い
て
は
、
南

城
市
地
域
居
住
機
能
再
生
計
画
書
に
基
づ
き
、
沖
縄
県
並
び

に
沖
縄
県
住
宅
供
給
公
社
と
連
携
し
、
改
築
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

離
島
で
あ
る
久
高
島
に
つ
い
て
は
、
産
業
振
興
や
観
光
・

交
流
の
促
進
、
離
島
航
路
の
維
持
、
確
保
す
る
と
と
も
に
、

今
年
度
か
ら
離
島
食
品
・
日
用
品
輸
送
費
等
補
助
事
業
に
お

い
て
、
海
上
輸
送
費
を
助
成
し
小
売
店
の
生
活
必
需
品
等
の

価
格
を
低
減
す
る
こ
と
に
よ
り
、
島
民
の
割
高
な
生
活
コ
ス

ト
を
軽
減
し
定
住
条
件
の
整
備
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

防
災
に
つ
い
て
は
、
阪
神
淡
路
大
震
災
や
東
日
本
大
震
災

の
教
訓
を
踏
ま
え
、
地
震
・
津
波
・
土
砂
災
害
・
台
風
災
害

等
か
ら
市
民
を
守
る
た
め
、
地
域
防
災
計
画
に
基
づ
き
災
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。
既
存
の
防

災
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
経
年
劣
化
等
か
ら
新
庁
舎
移
転
に

あ
わ
せ
、
平
成
28
年
度
よ
り
災
害
に
強
い
新
た
な
防
災
シ
ス

テ
ム
の
構
築
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
市
民
の

防
災
意
識
の
向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、
災
害
の
未
然
防
止
、

災
害
発
生
時
に
迅
速
な
対
応
を
行
う
た
め
、
市
民
自
ら
自
分

達
の
地
域
は
自
分
達
で
守
る
共
助
の
精
神
を
育
み
、
自
主
的

に
防
災
活
動
を
行
え
る
自
主
防
災
組
織
の
結
成
、
育
成
強
化

に
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

消
防
・
救
助
体
制
に
関
し
て
は
、
迅
速
な
救
急
・
救
助
活

動
の
充
実
・
強
化
を
図
る
と
と
も
に
津
波
に
よ
る
消
防
機
能

の
喪
失
が
想
定
さ
れ
る
佐
敷
出
張
所
を
被
害
が
受
け
に
く
い

位
置
に
移
転
致
し
ま
す
。

防
犯
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、
市
民
、
各
種
団
体
や
警

察
署
等
と
連
携
し
、
自
主
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
拡
充
及
び

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
等
の
取
組
強
化
、
子
ど
も
１
１
０
番
の
家

の
拡
充
に
努
め
る
と
と
も
に
、
防
犯
灯
の
設
置
補
助
を
継
続

す
る
な
ど
、
防
犯
対
策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、引
き
続
き
、地
域
、各
種
団
体
、

地
区
交
通
安
全
協
会
、
警
察
署
等
と
、
よ
り
一
層
の
連
携
を

図
り
、
交
通
安
全
思
想
の
普
及
、
及
び
道
路
環
境
の
整
備
を

促
進
し
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
、
い
わ
ゆ
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

に
つ
い
て
は
、
さ
ら
な
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
と

と
も
に
、
個
人
情
報
の
適
正
管
理
、
関
連
シ
ス
テ
ム
の
安
全

対
策
を
徹
底
し
、
安
心
・
安
全
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

各
種
証
明
書
に
つ
い
て
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
個

人
番
号
カ
ー
ド
）
の
取
得
に
よ
り
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
で
交
付
が
可
能
と
な
る
よ
う
事
業
を
導
入
し
、
市
民
の
利

便
性
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
６
）人
の
和
が
支
え
る
市
民
主
役
の

　
　
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

次
に
「
人
の
和
が
支
え
る
市
民
主
役
の
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
」
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

本
市
で
は
、
先
達
が
築
き
あ
げ
て
き
た
地
域
づ
く
り
を
、

こ
れ
ま
で
に
培
っ
て
き
た
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
力
」
を
原
動

力
と
し
た
ム
ラ
ヤ
ー
構
想
を
平
成
24
年
度
に
策
定
い
た
し

ま
し
た
。

今
後
も
、
ム
ラ
ヤ
ー
構
想
を
よ
り
強
力
に
推
進
し
、
ム
ラ

ヤ
ー
を
中
心
に
互
い
に
支
え
合
う
仕
組
み
づ
く
り
を
構
築
し

て
ま
い
り
ま
す
。

市
民
と
行
政
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、
市
民

主
体
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
地
域
の
様
々
な
課

題
解
決
に
向
け
、
市
民
活
動
団
体
等
の
特
性
を
活
か
し
た
事

業
提
案
を
公
募
す
る
「
上
が
り
太
陽
プ
ラ
ン
」
を
継
続
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
な
ん
じ
ょ
う
地
域
デ
ザ
イ
ン
セ

ン
タ
ー
と
連
携
し
、
自
治
会
、
市
民
団
体
等
の
活
動
支
援
を

行
う
た
め
、
市
民
大
学
の
機
能
強
化
を
行
い
、
地
域
の
担
い

手
育
成
を
継
続
し
て
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

広
報
業
務
に
つ
い
て
は
、
F
M
な
ん
じ
ょ
う
の
活
用
、
広
報

誌
及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
連
携
、
さ
ら
に
F
a
c
e
b
o
o
k

等
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
と
の
相
乗
効
果
に
よ
り
、
市
民

の
皆
様
に
親
し
み
を
も
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
創
意
工
夫
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

新
庁
舎
建
設
事
業
に
つ
い
て
は
、「
市
民
に
親
し
ま
れ
、
環

境
に
配
慮
し
た
機
能
的
な
庁
舎
」
の
基
本
理
念
に
基
づ
き
、

庁
舎
建
設
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
平
成

27
年
度
に
は
、
庁
舎
建
設
に
関
し
広
く
市
民
の
意
見
を
聴
取

す
る
た
め
、
市
民
説
明
会
を
市
内
４
地
域
で
開
催
し
、
そ
の
後
、

実
施
設
計
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

平
成
28
年
度
に
つ
い
て
は
、
策
定
さ
れ
た
実
施
設
計
を
精

査
し
、
各
種
許
認
可
を
得
て
、
本
格
的
な
工
事
に
着
手
し
、

平
成
29
年
度
の
完
成
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

人
権
擁
護
相
談
及
び
行
政
相
談
に
つ
い
て
は
、
人
権
擁
護

委
員
や
行
政
相
談
委
員
の
活
動
の
活
発
化
を
図
る
と
と
も
に
、

人
権
の
確
立
、
行
政
相
談
に
関
す
る
情
報
提
供
や
相
談
体
制

の
強
化
に
引
き
続
き
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
て
は
、
今
年
度
、
条

例
の
制
定
と
都
市
宣
言
を
行
い
市
民
意
識
の
啓
発
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、
南
城
市
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
と
の
共
同

企
画
運
営
に
よ
る
、「
な
ん
じ
ょ
う
輝
き
フ
ェ
ス
タ
」
を
継
続

開
催
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
女
性
の
管
理
職
へ
の
登
用
、
審

議
会
及
び
委
員
会
等
の
政
策
・
方
針
決
定
過
程
へ
の
女
性
の

参
画
を
促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
効
率
的
な
行
財
政
運
営
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
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こ
れ
ま
で
南
城
市
行
政
改
革
大
綱
（
１
次
・
２
次
）
に
基
づ
き
、

行
財
政
改
革
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
合
併
に
伴
い

優
遇
さ
れ
て
き
た
普
通
交
付
税
は
、
本
年
度
よ
り
５
年
を

か
け
て
激
減
緩
和
策
が
講
じ
ら
れ
、
予
算
規
模
も
大
き
く

縮
減
さ
れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
歳
出
に
お
い
て
は
、

児
童
福
祉
費
、
社
会
福
祉
費
の
扶
助
費
や
補
助
金
、
国
民

健
康
保
険
会
計
及
び
下
水
道
会
計
へ
の
繰
出
金
の
増
額
な

ど
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
財
政
状
況

の
な
か
で
も
、
行
財
政
需
要
は
多
様
化
・
高
度
化
・
専
門

化
し
て
き
て
お
り
ま
す
。

今
後
は
、
将
来
を
見
据
え
た
堅
実
な
行
財
政
運
営
を
推
進

す
る
た
め
、
柔
軟
に
対
応
で
き
る
体
制
を
構
築
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
昨
年
、
第
３
次
南
城
市
行
政
改
革
大
綱
が
策
定

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
大
綱
に
基
づ
き
、
第
３
次
集
中
改
革
プ

ラ
ン
を
作
成
し
、
今
後
の
市
民
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
対
応
で
き

る
体
制
を
強
化
し
、
更
な
る
行
財
政
改
革
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
公
共
施
設
等
の
全
体
的
な
状
況
を
把
握
し
、

機
能
・
目
的
が
類
似
す
る
施
設
の
統
廃
合
を
積
極
的
に
推
進
し
、

行
財
政
負
担
の
軽
減
・
平
準
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

平
成
28
年
度
よ
り
、
職
員
の
能
力
を
最
大
限
に
引
き
出
し

活
用
す
る
こ
と
で
、
組
織
力
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

「
南
城
市
人
事
評
価
制
度
」
を
導
入
し
、
よ
り
適
正
な
人
事
管

理
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
27
年
度
に
策
定
さ
れ
た
「
第

２
次
定
員
適
正
化
計
画
」
に
基
づ
き
、
時
機
を
捉
え
た
職
員

の
集
中
配
置
な
ど
、
各
部
局
に
対
し
限
ら
れ
た
人
材
の
中
か

ら
職
員
配
置
の
必
要
数
を
的
確
に
見
極
め
、
よ
り
適
正
な
定

員
管
理
を
実
施
し
ま
す
。

平
成
28
年
度
に
お
い
て
は
、
中
核
地
を
中
心
と
し
た
新
た
な

ま
ち
づ
く
り
及
び
地
域
公
共
交
通
の
再
編
な
ど
を
強
力
に
推
進

し
て
い
く
た
め
、
企
画
部
内
に
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
を
発

足
し
ま
す
。
ま
た
、
教
育
部
内
に
生
涯
学
習
課
を
新
設
し
、
社
会

教
育
及
び
社
会
体
育
の
連
携
に
よ
り
、
市
民
の
生
涯
学
習
活
動
、

社
会
体
育
関
連
事
業
の
充
実
・
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
知
的
資
源
と
し
て
活
用
さ
れ
う
る
公
文
書
等
の
管

理
に
つ
い
て
実
効
性
を
確
保
し
、
適
正
か
つ
効
率
的
に
運
営

さ
れ
る
こ
と
で
情
報
公
開
や
個
人
情
報
保
護
に
適
切
に
対
応

し
う
る
こ
と
か
ら
平
成
28
年
度
よ
り
新
た
な
文
書
管
理
シ
ス

テ
ム
の
構
築
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
７
）市
民
の
心
で
世
界
へ
つ
な
ぐ

　
　
ま
ち
づ
く
り

次
に
「
市
民
の
心
で
世
界
へ
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ

い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

本
市
で
は
、
平
成
23
年
度
に
８
月
10
日
を
「
南
城
市
民
平

和
の
日
」
と
定
め
、
愛
、
真
心
、
平
和
、
感
謝
、
思
い
や
り
な
ど
、

の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
南
城
市
民
の
間
に
定
着
す
る
た
め
、「
ハ
ー

ト
の
ま
ち
宣
言
」
を
行
う
な
ど
の
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。

今
年
も
引
き
続
き
、
ハ
ー
ト
の
ま
ち
を
内
外
に
広
め
る
た

め
の
施
策
を
講
じ
、
南
城
市
か
ら
「
恒
久
平
和
」
を
発
信
し

て
ま
い
り
ま
す
。

観
光
産
業
は
、
本
市
の
基
幹
産
業
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

年
々
増
え
続
け
る
観
光
客
が
安
心
し
て
観
光
で
き
る
よ
う
、

地
域
Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ
の
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
を
増
や
す
と
と
も

に
、
観
光
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
と
連
動
し
、
観
光
情
報
発
信
力

を
高
め
、
外
国
人
観
光
客
で
も
安
心
し
て
、
満
足
で
き
る
環

境
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

本
市
は
こ
れ
ま
で
海
外
短
期
留
学
事
業
に
よ
り
、
市
内
の

中
高
校
生
１
８
０
名
余
を
米
国
の
大
学
に
派
遣
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
は
ア
メ
リ
カ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
カ

レ
ッ
ジ
２
校
と
協
定
を
結
び
、
長
期
留
学
へ
の
環
境
を
整
え

て
お
り
ま
す
。
平
成
28
年
度
も
ワ
シ
ン
ト
ン
州
立
大
学
へ
派

遣
す
る
と
と
も
に
、
中
学
生
中
国
国
際
交
流
派
遣
事
業
の
充

実
を
図
り
、
世
界
に
羽
ば
た
く
国
際
感
覚
豊
か
な
人
材
の
育

成
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
本
市
は
、
平
成
26
年
10
月
か
ら
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
国
際
協

力
機
構
の
「
草
の
根
技
術
協
力
事
業
（
地
域
活
性
化
特
別
枠
）」

に
よ
り
、
農
水
産
業
振
興
や
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
テ
ー
マ
と

し
て
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ビ
ク
ト
リ
ア
ス
市
と
の
受
入
・
派
遣

を
通
じ
た
人
的
交
流
、
技
術
支
援
等
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

こ
の
度
、
こ
の
草
の
根
技
術
協
力
事
業
が
き
っ
か
け
と
な
り
、

平
成
28
年
４
月
か
ら
２
期
４
年
に
わ
た
り
、
本
市
職
員
を
現

地
へ
派
遣
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
回
の
派
遣
目
的
は

ビ
ク
ト
リ
ア
ス
市
に
お
け
る
人
材
育
成
や
地
域
活
性
化
は
も

と
よ
り
、
南
城
市
の
人
材
育
成
及
び
帰
国
後
の
地
域
活
性
化

の
貢
献
を
図
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
な
ん
じ
ょ

う
市
民
大
学
の
取
り
組
み
等
と
と
も
に
、
多
様
で
多
彩
な
人

材
育
成
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

以
上
、
申
し
上
げ
ま
し
た
政
策
、
施
策
を
実
行
す
る
た
め

歳
入
の
面
に
お
い
て
は
、
市
税
は
増
収
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、

自
主
財
源
の
割
合
は
低
く
依
然
と
し
て
地
方
交
付
税
等
に
大

き
く
依
存
し
た
財
政
構
造
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

平
成
28
年
度
の
一
括
交
付
金
事
業
に
つ
い
て
は
、
32
事
業
、

交
付
金
ベ
ー
ス
で
９
億
６
百
50
万
１
千
円
を
計
上
い
た
し
ま

し
た
。
３
つ
の
新
規
事
業
に
つ
い
て
は
、
内
閣
府
の
内
諾
後

に
補
正
予
算
に
て
対
応
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
、

事
業
の
必
要
性
、
緊
急
性
等
を
勘
案
し
な
が
ら
、
観
光
、
農

水
産
業
、
教
育
、
防
災
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
分
野
に
一
括
交

付
金
及
び
地
方
創
生
に
係
る
新
型
交
付
金
を
活
用
し
、
本
市

の
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
を
見
据
え
た
事
業
展
開
を
図
っ
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
か
ら
平
成
32
年
度
ま
で
の
５
年
間
に
お
い
て
、

普
通
交
付
税
が
上
乗
せ
さ
れ
た
合
併
算
定
替
え
か
ら
一
本
算

定
へ
段
階
的
に
縮
減
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
一
方
で
歳
出
面
で
は
、

公
債
費
等
の
義
務
的
経
費
は
年
々
増
加
を
す
る
傾
向
に
あ
り
、

今
後
は
非
常
に
厳
し
い
財
政
運
営
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
が
想

定
さ
れ
ま
す
。

予
算
の
編
成
に
お
い
て
は
、
事
業
の
取
捨
選
択
を
実
施
、

市
民
が
安
心
し
て
安
全
に
暮
ら
せ
、
将
来
に
明
る
い
展
望
が

持
て
る
よ
う
、
限
ら
れ
た
財
源
を
緊
急
か
つ
重
要
な
施
策
に

重
点
的
・
効
率
的
に
配
分
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
ま
し
た
。

厳
し
い
中
で
の
予
算
編
成
で
し
た
が
、
今
ま
で
以
上
に
適
正

な
予
算
執
行
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

む
す
び
に

冒
頭
で
申
し
上
げ
た
よ
う
に
、
我
が
国
は
、
人
口
減
少
・

少
子
高
齢
化
へ
の
突
入
に
よ
る
困
難
な
時
代
に
対
応
す
る
た

め
、
国
・
地
方
が
同
じ
危
機
感
を
共
有
し
、
地
方
創
生
、
一

億
総
活
躍
社
会
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
新
年
度
は
、

各
地
方
自
治
体
が
策
定
し
た
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・
総
合
戦
略
に

基
づ
く
施
策
が
本
格
的
に
始
動
し
ま
す
。

沖
縄
県
に
お
い
て
は
、
人
口
が
減
る
と
い
う
現
実
は
ま
だ

実
感
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
　
し
か
し
本
市
は
、
そ
れ
を
経
験

し
合
併
後
10
年
間
で
様
々
な
課
題
に
挑
戦
し
、
徐
々
に
若
い

世
代
を
中
心
と
し
た
人
口
増
、
子
ど
も
の
人
口
増
に
繋
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

定
住
人
口
が
減
る
と
い
う
こ
と
は
、
市
民
生
活
や
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
地
域
産
業
ひ
い
て
は
市
の
行
財
政
運
営
ま
で

様
々
な
形
で
、
ま
ち
の
将
来
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

人
口
減
少
社
会
下
に
お
い
て
は
、
定
住
人
口
を
増
や
す
こ
と
、

或
い
は
交
流
人
口
を
増
や
す
こ
と
は
自
治
体
間
の
知
恵
比
べ

で
あ
り
、
ま
ち
づ
く
り
を
戦
略
的
視
点
か
ら
捉
え
、
果
敢
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

そ
の
戦
略
に
お
い
て
は
、
自
ら
の
弱
点
を
正
し
く
認
識
し
、

そ
れ
を
補
う
だ
け
で
は
な
く
弱
み
を
強
み
に
変
え
て
い
く

こ
と
、
同
時
に
固
有
の
強
み
の
上
に
立
脚
し
た
も
の
で
あ

る
こ
と
が
、
戦
略
策
定
に
お
い
て
〝
車
の
両
輪
〞
と
し
て

求
め
ら
れ
ま
す
。

私
は
、
先
人
達
か
ら
受
け
継
い
で
き
た
文
化
や
自
然
の
恵

み
と
、
そ
の
中
で
人
々
が
互
い
に
支
え
あ
っ
て
生
き
る
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
繋
が
り
の
強
さ
こ
そ
が
、
南
城
市
の
最
大

の
強
み
で
あ
り
、「
南
城
市
ら
し
さ
」
を
生
む
原
点
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
、〝
南
城
ら
し
さ
〞
を
核
と
し
て
、
地
域
の
総
合

力
の
結
集
と
市
民
主
役
の
市
政
を
基
本
に
、
本
市
の
豊
か
な

自
然
や
歴
史
・
文
化
、
育
ま
れ
た
人
々
の
ユ
イ
マ
ー
ル
精
神

を
育
み
な
が
ら
、
ム
ラ
ヤ
ー
を
活
か
し
た
地
域
づ
く
り
に
取

り
組
み
、「
日
本
一
元
気
で
魅
力
あ
る
南
城
市
」
の
実
現
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

以
上
、
行
政
運
営
に
臨
む
基
本
姿
勢
と
、
所
信
の
一
端
を

申
し
あ
げ
ま
し
た
が
、
市
民
の
皆
様
並
び
に
議
員
各
位
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
、
新
年
度
の
施

政
方
針
と
い
た
し
ま
す
。

平
成
28
年
３
月
１
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

南
城
市
長
　
古
　
謝
　
景
　
春
　

デマンド交通「おでかけ
なんじぃ」が本格運行。工
事の始まった南部東道路
と合わせ、新たな交通体
系を構築します。
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昨
年
に
引
き
続
き
県
外
主
要
都
市
に
て
南
城
市
の
魅
力
を

発
信
す
る
た
め
の
観
光
と
物
産
の
Ｐ
Ｒ
活
動
の
展
開
及
び
世

界
遺
産
「
斎
場
御
嶽
」
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
の
運
用
を
開
始
し
、

聖
地
と
し
て
の
理
解
も
深
め
て
頂
く
取
り
組
み
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

新
産
業
の
創
出
に
つ
い
て
は
、
南
部
東
道
路
の
整
備
や
那

覇
空
港
の
拡
張
、
国
際
物
流
ハ
ブ
化
等
に
伴
う
地
域
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
の
向
上
、
巨
大
市
場
を
生
み
出
す
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
絶
好
の

チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
官
民
連
携
に
よ
る
地
域
特
産
物
の
国
内

外
へ
の
販
路
拡
大
、
未
利
用
資
源
の
他
分
野
活
用
に
よ
る
新

た
な
産
業
創
出
、
創
業
支
援
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
本
市
で
は
、
新
庁
舎
建
設
に
伴
う
大
里
庁
舎
の

跡
地
利
用
に
つ
い
て
、
民
間
事
業
者
か
ら
提
案
を
公
募
し
、

去
る
１
月
に
Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
を
優
先
交
渉
事
業
者
と
し
て

決
定
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
本
市
の
恵
ま
れ
た
自
然
環

境
と
共
存
可
能
な
優
良
企
業
等
の
誘
致
に
取
り
組
む
な
ど
、

本
市
の
多
様
な
地
域
資
源
、
財
産
を
フ
ル
活
用
し
て
、
自

立
可
能
な
就
労
の
場
を
創
り
出
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

（
２
）心
豊
か
な
人
材
を
育
む

　
　
教
育
・
文
化
の
ま
ち
づ
く
り

次
に
、「
心
豊
か
な
人
材
を
育
む
教
育
・
文
化
の
ま
ち
づ
く

り
」
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

南
城
市
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
ふ
る
さ
と
に
誇

り
と
愛
着
を
持
ち
、
心
身
と
も
に
健
や
か
に
成
長
す
る
こ
と
は
、

全
て
の
市
民
の
願
い
で
す
。
教
育
環
境
を
整
備
し
、
学
校
教

育
と
社
会
教
育
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
生
涯
学
習
を
通

し
て
教
育
・
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
平
成
27
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
「
南
城
市
教
育

の
日
」
の
充
実
に
努
め
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
教
育
力
の

向
上
を
図
る
た
め
の
取
組
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

学
校
教
育
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
電
子
黒
板
の
整
備
、
校

内
L
A
N
の
整
備
等
を
行
い
、
学
校
の
情
報
化
を
さ
ら
に
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
保
育
園
・
幼
稚
園
・
小
学
校

の
交
流
・
連
携
を
引
き
続
き
充
実
さ
せ
、
学
び
の
基
礎
力
の

育
成
に
取
り
組
み
ま
す
。
さ
ら
に
、
玉
城
幼
稚
園
と
大
里
南

幼
稚
園
の
２
園
を
利
用
し
た
土
曜
日
の
一
時
預
か
り
事
業
を

引
き
続
き
実
施
し
、
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
、
子
育
て

支
援
、
幼
児
教
育
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

小
学
校
・
中
学
校
で
は
、
学
力
向
上
を
最
重
要
課
題
と
し

て
取
り
組
ん
だ
成
果
が
徐
々
に
表
れ
て
お
り
、今
後
と
も
、知
・

徳
・
体
の
調
和
の
と
れ
た
児
童
生
徒
の
育
成
に
努
め
、
さ
ら
に
、

４
地
区
の
学
習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
に
よ
る
学
校
支
援

を
実
施
し
、
教
育
活
動
の
充
実
と
地
域
の
活
性
化
に
向
け
た

環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
平
成
27

年
度
に
馬
天
小
学
校
に
開
室
し
た
県
立
島
尻
特
別
支
援
学
校

の
分
教
室
に
つ
い
て
は
、
障
が
い
児
が
地
域
の
学
校
に
通
う

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
の
モ
デ
ル
と
し
て
、「
地
域
の
子
供
は

地
域
で
育
て
る
」
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
継
続
し
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

国
際
的
な
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、
引
き
続
き
教
育
課
程

特
例
校
と
し
て
生
き
た
英
語
教
育
を
実
践
す
る
と
と
も
に
Ｅ

Ｓ
Ｌ
キ
ャ
ン
プ
や
英
語
検
定
受
検
者
へ
の
支
援
・
拡
充
に
よ
り
、

実
用
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
選
挙
制
度
が
一
部
改
正
さ
れ
、
選
挙
権
年
齢
が
18

歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
る
事
に
伴
い
児
童
生
徒
の
市
議
会
の
傍

聴
、
子
供
議
会
の
開
催
等
、
主
権
者
教
育
強
化
に
も
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

学
校
施
設
等
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
馬
天
小
学
校
空
調
設

備
工
事
、
玉
城
中
学
校
図
書
館
・
技
術
教
室
・
パ
ソ
コ
ン
教

室
改
築
工
事
及
び
久
高
小
中
学
校
太
陽
光
発
電
設
備
工
事
を

引
き
続
き
実
施
す
る
と
と
も
に
、
玉
城
中
学
校
武
道
場
・
屋

外
水
泳
プ
ー
ル
改
築
工
事
、
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
キ
ャ
ン
プ
等
受

入
施
設
の
実
施
設
計
に
着
手
し
ま
す
。
ま
た
、
大
里
北
小
学

校
の
改
築
事
業
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
用
地
確
保
に
努
め

な
が
ら
、
校
舎
・
体
育
館
及
び
運
動
場
の
実
施
設
計
と
敷
地

造
成
工
事
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

地
域
文
化
振
興
に
つ
い
て
は
、『
南
城
市
歴
史
文
化
基
本
構

想
』
等
に
基
づ
き
、
地
域
資
源
の
調
査
や
国
指
定
の
史
跡
整

備
に
関
連
し
た
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、「
尚

巴
志
活
用
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
実
施
事
業
」
で
は
、
文
化
振
興
・

地
域
振
興
・
人
材
育
成
等
の
事
業
と
結
び
つ
け
、
関
係
す
る

機
関
と
連
携
し
た
事
業
を
展
開
い
た
し
ま
す
。

世
界
遺
産
「
斎
場
御
嶽
」
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
得
ら
れ
た

調
査
成
果
を
基
に
琉
球
王
国
最
高
聖
地
の
保
護
と
活
用
に
つ

い
て
、
関
係
機
関
と
の
議
論
を
重
ね
な
が
ら
そ
の
魅
力
を
最

大
限
に
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

市
史
編
さ
ん
事
業
に
つ
い
て
は
、「
グ
ス
ク
」「
御
嶽
」「
戦
争
」

「
民
俗
」の
発
刊
に
向
け
て
作
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

前
年
度
に
続
き
「
集
落
域
文
化
遺
産
サ
イ
ン
整
備
事
業
」
を

推
進
し
、
本
市
の
魅
力
発
信
と
と
も
に
住
民
と
観
光
客
等
と

の
交
流
促
進
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

市
民
の
文
化
芸
術
振
興
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
発
信
拠

点
で
あ
る
文
化
セ
ン
タ
ー
・
シ
ュ
ガ
ー
ホ
ー
ル
の
施
設
機
能

強
化
事
業
を
実
施
し
、
音
楽
専
用
ホ
ー
ル
と
し
て
の
機
能
や

ク
オ
リ
テ
ィ
ー
を
よ
り
一
層
高
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

市
制
施
行
10
周
年
記
念
事
業
創
作
オ
ペ
ラ
に
続
き
今
年
度
は
、

市
民
協
働
を
活
か
し
た
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
創
作
し
、
創
造
的

な
音
楽
芸
術
活
動
の
展
開
に
よ
る
利
用
者
の
増
加
、
県
立
芸

術
大
学
と
の
包
括
連
携
で
地
域
に
残
る
伝
統
文
化
や
芸
能
の

保
存
・
継
承
等
に
よ
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
を
図

る
と
と
も
に
、
今
後
の
シ
ュ
ガ
ー
ホ
ー
ル
の
管
理
・
運
営
、

更
な
る
事
業
展
開
を
見
据
え
、
引
き
続
き
指
定
管
理
者
制
度

の
検
討
・
調
査
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

平
和
学
習
拠
点
「
糸
数
ア
ブ
チ
ラ
ガ
マ
」
に
つ
い
て
は
、

第
二
次
大
戦
の
遺
物
の
大
砲
や
魚
雷
を
展
示
す
る
と
と
も
に
、

入
壕
者
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
行
う
た

め
の
危
険
度
調
査
を
実
施
し
、
平
和
の
尊
さ
を
実
感
で
き
る

教
育
の
場
と
し
て
活
用
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
３
）温
も
り
あ
ふ
れ
る
福
寿

　
　（
健
康
・
福
祉
）の
ま
ち
づ
く
り

次
に
、「
温
も
り
あ
ふ
れ
る
福
寿
（
健
康
・
福
祉
）
の
ま
ち

づ
く
り
」
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

心
と
体
の
健
康
づ
く
り
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
市
民
が
い

き
い
き
と
心
豊
か
に
活
動
す
る
た
め
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に

応
じ
た
健
康
増
進
の
取
り
組
み
が
重
要
で
、
か
つ
、
生
活
習

慣
病
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、
早
期
に
対
策
を
講
じ
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
根
幹
と
な
る
対
策
と
し
て
定
め
た
「
デ
ー

タ
ヘ
ル
ス
計
画
（
保
健
事
業
実
施
計
画
）」
に
基
づ
き
、
本
市

の
健
康
課
題
で
も
あ
る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
起

因
す
る
「
虚
血
性
心
疾
患
・
脳
血
管
疾
患
・
糖
尿
病
性
腎
症
」

の
発
症
予
防
・
重
症
化
予
防
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

心
臓
、
脳
、
腎
臓
の
病
因
と
な
る
動
脈
硬
化
発
症
の
共
通

点
は
、「
血
管
内
皮
機
能
低
下
」
か
ら
は
じ
ま
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
有
所
見
者
を
対
象
と
し
た
２
次
健
診
に
て
、

血
管
内
皮
機
能
検
査
（
F
M
D
）
を
取
り
入
れ
、
機
能
低
下

を
早
期
に
発
見
し
生
活
習
慣
改
善
が
図
れ
る
よ
う
支
援
を
強

化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
医
療
費
適
正
化
に
つ
い
て
は
、
と
り
わ
け
糖
尿
病

等
に
よ
る
腎
対
策
が
重
要
と
な
る
た
め
、
対
象
者
を
選
定
し

保
険
者
、
大
学
（
腎
専
門
医
）、
開
業
医
と
連
携
し
対
策
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
平
成
28
年
度
も
引
き
続
き
Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ
サ
イ
ク
ル
に
基
づ
い
た
保
健
事
業
を
実
践
し
医
療
費
の
適

正
化
に
努
め
ま
す
。

健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、
一
括
交
付
金
を

活
用
し
た
健
康
教
室
等
の
開
催
、
児
童
生
徒
へ
の
生
活
習
慣

病
予
防
対
策
、
お
よ
び
保
健
指
導
等
を
実
施
し
、
そ
の
効
果

等
を
調
査
検
証
し
な
が
ら
、
地
域
組
織
等
へ
の
健
康
教
育
活

動
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
南
城
市
高
齢
者
保

健
福
祉
計
画
に
基
づ
き
、
各
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
を
図
り
、

高
齢
者
等
の
生
き
が
い
づ
く
り
や
地
域
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、「
高
齢
者
が
要
介
護
状
態
に

な
っ
て
も
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
が
継
続
で
き
る
」
を

基
本
と
し
た
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
努
め
る
と
と

も
に
、
地
域
支
援
事
業
に
よ
る
地
域
ふ
れ
あ
い
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
等
の
実
施
、
更
に
は
、
今
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
介

護
予
防
・
日
常
生
活
総
合
事
業
の
実
施
に
よ
り
、
介
護
予
防

に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
認
知
症
施
策
に
つ
い
て
は
、
市
内
高
齢
者
福
祉
施

設
と
の
連
携
の
も
と
、
認
知
症
の
早
期
発
見
、
重
度
化
防
止

に
努
め
る
と
同
時
に
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
地
域
で
の
増

員
に
取
り
組
み
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
医
療
費
が
年
々
伸
び

続
け
て
お
り
非
常
に
厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
り
ま
す
。
現
在
、

国
に
沖
縄
県
の
特
殊
事
情
を
考
慮
し
た
財
政
支
援
を
要
請
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
年
か
ら
特
別
調
整
交
付
金
の
上

積
み
が
確
定
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
も
引
続
き
粘
り
強
く

要
請
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
に
つ
い
て
は
、
沖
縄
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
と
連
携
を
強
化
し
、
健
康
の
保
持
増
進
を
図
り

長
寿
健
診
の
実
施
等
医
療
費
の
抑
制
を
図
り
安
定
的
な
事
業

運
営
に
努
め
ま
す
。

国
民
年
金
に
つ
い
て
は
、
年
金
受
給
者
数
は
年
々
増
加

し
市
民
生
活
の
向
上
に
大
き
く
貢
献
し
て
お
り
ま
す
。
広

報
活
動
や
年
金
相
談
な
ど
を
通
じ
、
制
度
の
周
知
を
図
る

と
と
も
に
、
年
金
事
務
所
と
連
携
し
て
市
民
の
年
金
受
給

権
の
獲
得
に
努
め
ま
す
。

子
育
て
支
援
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
子
育
て
支
援

の
ニ
ー
ズ
調
査
を
踏
ま
え
策
定
し
た
「
南
城
市
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
事
業
計
画
」
に
掲
げ
る
各
種
施
策
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
平
成
27
年
度
か
ら
施
行
さ
れ
た
子
ど
も
・
子
育
て

新
制
度
に
お
け
る
、
多
様
化
す
る
保
育
・
子
育
て
ニ
ー
ズ
へ

の
対
応
策
を
必
要
に
応
じ
検
討
し
な
が
ら
、
子
育
て
支
援
の

充
実
強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
女
性
の
社
会

進
出
を
推
進
す
る
た
め
、
仕
事
と
育
児
を
両
立
で
き
る
よ
う

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
支
援
を
継
続
す
る
と
と

も
に
、
病
児
・
病
後
児
保
育
事
業
や
子
育
て
世
代
の
就
労
支

援
に
努
め
ま
す
。

母
子
保
健
事
業
に
つ
い
て
は
、
母
性
並
び
に
乳
幼
児
の
健

康
の
保
持
増
進
を
図
る
た
め
、
き
め
細
か
な
乳
幼
児
健
診
の

実
施
や
市
独
自
の
健
康
相
談
を
充
実
す
る
な
ど
、
毎
年
、
効

率
の
よ
い
改
善
策
を
講
じ
な
が
ら
保
健
指
導
の
質
を
高
め
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
妊
婦
に
お
い
て
も
引
き
続
き
マ
タ
ニ

テ
ィ
教
室
を
開
催
し
、
出
産
・
育
児
に
関
す
る
保
健
指
導
を

一
層
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
に
つ
い
て
は
、
入
院
医
療
費
の

対
象
年
齢
を
中
学
校
卒
業
時
ま
で
、
通
院
医
療
費
に
つ
い
て

は
対
象
年
齢
を
小
学
校
就
学
前
ま
で
引
き
上
げ
、
子
育
て
世

代
の
負
担
軽
減
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
県
と
の
連
携

を
強
化
し
、
対
象
年
齢
の
拡
充
に
向
け
て
努
め
ま
す
。

待
機
児
童
解
消
の
対
策
に
つ
い
て
は
、
市
立
保
育
所
及
び

法
人
保
育
園
の
定
員
の
弾
力
運
用
を
活
用
す
る
と
と
も
に
、

認
可
外
保
育
施
設
の
認
可
化
移
行
支
援
事
業
に
取
り
組
み
、

法
人
保
育
園
を
増
す
こ
と
に
よ
り
入
所
定
員
の
拡
大
を
図
り
、

平
成
30
年
度
４
月
１
日
時
点
で
待
機
児
童
解
消
を
目
指
し
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
市
立
保
育
所
の
民
営
化
に
つ
い
て
は
、

市
立
保
育
所
７
か
所
の
う
ち
６
ヶ
所
を
民
営
化
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
民
間
活
力
の
導
入
を
図
る
た
め
、
残
り
１
ヶ
所
の

市
立
み
ど
り
保
育
所
の
民
営
化
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
法
人
保
育
園
で
の
通
常
保
育
を
は
じ
め
、
延
長
保

育
事
業
等
の
各
種
事
業
に
取
り
組
み
、
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に

応
じ
た
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

学
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
は
、
平
成
26
年
度
よ
り
実
施
し
て

い
る
公
的
施
設
移
行
事
業
を
推
進
し
、
市
内
小
学
校
敷
地
内

へ
の
施
設
整
備
を
進
め
、
放
課
後
の
子
ど
も
の
安
全
・
安
心

な
居
場
所
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

障
害
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の

解
消
を
目
的
と
す
る
「
障
害
者
差
別
解
消
法
」
が
４
月
１
日

か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。「
沖
縄
県
障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も

共
に
暮
ら
し
や
す
い
社
会
づ
く
り
条
例
」
の
周
知
を
図
る
と

と
も
に
、
障
害
者
総
合
支
援
法
や
南
城
市
障
が
い
者
計
画
、

障
が
い
福
祉
計
画
に
基
づ
い
た
、
自
立
支
援
給
付
や
地
域
生

活
支
援
事
業
の
展
開
及
び
障
害
者
虐
待
防
止
、
成
年
後
見
人

制
度
な
ど
の
権
利
擁
護
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

障
害
者
の
地
域
活
動
及
び
相
談
支
援
に
つ
い
て
は
、
地
域

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
体
制
強
化
、
利
用
促
進
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

相
談
・
療
育
に
つ
い
て
は
、
家
庭
相
談
員
、
女
性
相
談
員

を
継
続
配
置
し
、
家
庭
児
童
相
談
や
女
性
相
談
業
務
の
充
実

を
図
る
と
と
も
に
、
臨
床
心
理
士
の
継
続
配
置
に
よ
り
親
子

通
園
事
業
所
へ
の
巡
回
指
導
を
強
化
し
、
発
達
障
が
い
児
に

関
す
る
窓
口
相
談
業
務
も
含
め
、
相
談
及
び
療
育
の
支
援
体

制
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

母
子
・
寡
婦
・
父
子
家
庭
に
つ
い
て
は
、
児
童
扶
養
手
当

の
支
給
、
ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
母
子
・
父
子
医
療
費
助
成
や

就
職
に
有
利
と
な
る
よ
う
な
資
格
取
得
の
た
め
の
、
母
子
家

庭
等
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金
等
事
業
を
継
続
し
、
さ
ら
に
、

南
城
市
母
子
寡
婦
福
祉
会
や
関
係
機
関
と
の
連
携
を
強
化
し

な
が
ら
、
母
子
家
庭
等
の
生
活
基
盤
や
子
育
て
支
援
の
強
化

を
図
り
、
生
活
の
負
担
を
軽
減
し
子
ど
も
の
健
全
な
育
成
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ
い
て
は
、
平
成
28
年
度
新
た
に

実
施
さ
れ
る
「
沖
縄
子
供
の
貧
困
緊
急
対
策
事
業
」
を
実
施
し
、

食
事
の
提
供
や
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
を
行
う
と
と
も
に
、

教
育
委
員
会
と
連
携
し
、
子
ど
も
の
貧
困
対
策
支
援
員
を
配

置
し
、
関
係
各
課
と
横
断
的
に
情
報
共
有
し
事
業
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

昨
年
度
に
施
行
さ
れ
た
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
に
基
づ

く
、
自
立
支
援
事
業
と
住
居
確
保
給
付
金
支
給
事
業
に
つ
い

て
は
、
今
年
度
も
２
人
の
相
談
支
援
員
を
配
置
し
、
生
活
困

窮
者
の
早
期
発
見
や
見
守
り
の
た
め
の
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
構
築
す
る
と
と
も
に
、
庁
内
関
連
課
や
関
係
機
関
と
の
連

携
を
図
り
な
が
ら
個
々
人
の
状
況
に
応
じ
た
適
切
な
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。
去
る
８
月
に
は
、
福
祉
事
務
所

内
に
生
活
困
窮
者
等
の
自
立
に
向
け
た
就
労
支
援
を
行
う
事

を
目
的
に
、
地
方
公
共
団
体
無
料
職
業
紹
介
事
業
所
「
南
城

市
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
相
談
者
の
ニ
ー

ズ
へ
の
迅
速
な
対
応
を
目
指
す
べ
く
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
求
人

情
報
オ
ン
ラ
イ
ン
提
供
利
用
申
請
を
行
い
、
本
年
４
月
か
ら

那
覇
公
共
職
業
安
定
所
に
お
け
る
職
業
紹
介
関
連
情
報
が
提

供
さ
れ
る
予
定
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
生
活
困
窮
者
等
の
就

労
意
欲
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
は
、
国
の
補
助
事
業
を
活
用
し
て
、
新
規
に

婚
姻
し
た
低
所
得
世
帯
を
対
象
に
、
住
宅
の
取
得
や
賃
借
等

に
係
る
経
費
の
一
部
を
支
援
し
、
稼
働
年
齢
層
の
定
住
促
進

と
少
子
化
対
策
の
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

全
国
的
に
急
速
な
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
南

城
市
に
は
、
元
気
な
高
齢
者
が
多
く
お
り
、
生
き
が
い
と
就

労
の
場
と
し
て
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
活
動
に
つ
い

て
も
支
援
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
４
）市
民
と
相
互
理
解
を
深
め
る

　
交
流
の
ま
ち
づ
く
り

次
に
「
市
民
と
相
互
理
解
を
深
め
る
交
流
の
ま
ち
づ
く
り
」

に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
は
４
年
に
一
度
の
第
３
回
南
城
市
ま
つ
り
の
開
催
年

度
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
回
の
ま
つ
り
に
お
い
て
は
、
市

制
施
行
10
周
年
式
典
を
開
催
し
全
市
民
で
祝
う
と
と
も
に
、

地
域
間
の
相
互
理
解
と
交
流
を
深
め
、
市
民
と
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
を
一
層
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
郷
土
に
伝
わ
る
伝
統
芸
能
や
御
新
下
り
（
お
あ
ら

お
り
）
を
開
催
す
る
こ
と
で
、
伝
統
芸
能
の
保
存
継
承
、
技

術
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
本
市
の
歴
史
・
文
化
を
学
習

し
郷
土
に
誇
り
と
愛
着
を
持
っ
た
人
材
を
育
成
し
、
地
域
活

性
化
を
図
り
ま
す
。

国
内
・
国
際
交
流
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
昨
年
、
姉
妹
都

市
盟
約
20
周
年
と
い
う
節
目
の
年
を
迎
え
た
宮
崎
県
高
千
穂

町
と
は
、
今
後
、
よ
り
一
層
若

い
世
代
や
商
工
・
観
光
関
連
の

交
流
を
図
り
、
官
民
を
挙
げ
て

交
流
を
深
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
中
国
江
陰
市
と
の
友
好

都
市
締
結
に
向
け
協
議
し
て
ま

い
り
ま
す
。

10
月
に
は
、
移
住
者
世
代
の

功
績
を
讃
え
る
と
と
も
に
、
沖

縄
が
誇
る
人
的
財
産
で
あ
る
海

外
の
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
と
絆
を

深
め
る
た
め
「
第
６
回
世
界
の

ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
大
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
本
市
に
ゆ
か
り

の
あ
る
大
会
参
加
者
の
皆
さ
ま

を
お
招
き
し
、
市
民
と
の
交
流

を
通
じ
、
南
城
市
へ
の
理
解
が
深
ま
る
よ
う
、
市
内
観
光
や

交
流
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
の
開
催
な
ど
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
南
城
市
海
外
移
住
者
子
弟
の
研
修
生
を
受
け
入
れ
、

技
術
等
の
習
得
及
び
市
民
と
の
交
流
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

「
尚
巴
志
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」、「
Ｅ
Ｃ
Ｏ
ス
ピ
リ
ッ
ト
ラ

イ
ド
＆
ウ
ォ
ー
ク
ｉ
ｎ
南
城
市
」、
を
引
き
続
き
開
催
し
、
更

な
る
内
容
の
充
実
を
図
り
、
本
市
の
魅
力
発
信
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
体
育
協
会
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
等
と
の
連
携

を
図
り
指
導
者
の
育
成
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
推
進
体

制
の
充
実
、
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
キ
ャ
ン
プ
受
入
の
拡
充
、
陸
上
競

技
場
の
施
設
機
能
の
強
化
等
を
進
め
て
い
く
と
と
も
に
、
市
民

の
ス
ポ
ー
ツ
に
携
わ
る
機
会
を
増
や
し
、
健
康
増
進
の
た
め

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
」「
壮
年
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
を
開
催
し
、
市

民
が
交
流
を
持
て
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

多
様
な
交
流
を
活
発
に
す
る
情
報
基
盤
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
教
育
や
防
災
な
ど
、
様
々
な
分
野
で
高
度
な
市
民
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
の
基
盤
と
な
る
「
地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ

ト
」
の
耐
用
年
数
と
新
庁
舎
建
設
計
画
が
同
時
期
と
な
る
こ

と
か
ら
、
庁
舎
建
設
に
合
わ
せ
て
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
再
構
築

の
検
討
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

広
域
行
政
の
強
化
に
つ
い
て
は
、
南
部
東
道
路
や
観
光
振

興
将
来
拠
点
（
中
核
地
）
等
の
整
備
と
併
せ
、
南
部
観
光
の

振
興
に
資
す
る
施
設
整
備
及
び
公
共
交
通
体
系
の
構
築
な
ど
、

広
域
で
の
対
応
が
不
可
欠
な
分
野
に
お
い
て
、
国
や
県
、
関

係
市
町
村
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
具
体
的
な
取
組
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

（
５
）安
全
で
安
心
、快
適
な
暮
ら
し
を

　
支
え
る
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

次
に
「
安
全
で
安
心
、
快
適
な
暮
ら
し
を
支
え
る
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

本
市
は
、
都
市
計
画
区
域
再
編
に
伴
い
、
住
宅
開
発
や

企
業
立
地
が
進
展
し
、
さ
ら
に
は
南
部
東
道
路
の
着
工
、

新
庁
舎
建
設
事
業
お
よ
び
観
光
振
興
将
来
拠
点
事
業
の
大

規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
展
も
見
ら
れ
る
な
ど
、
ま
ち
づ

く
り
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
し
て
お
り
ま
す
。

昨
年
10
月
、
本
市
は
、
こ
う
し
た
情
勢
変
化
に
あ
わ
せ
て
、

一
体
的
な
都
市
づ
く
り
の
〝
そ
の
先
〞
を
見
据
え
、
南
城

市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
改
訂
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
本
市
の
「
南
城
ち
ゃ
ー
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｊ
Ｕ
　
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ

創
生
戦
略
」
で
は
、
市
中
央
部
に
お
い
て
先
導
的
都
市
拠
点

の
創
出
も
重
点
戦
略
と
し
て
位
置
づ
け
て
お
り
、
南
城
市
ら

し
い
自
然
・
歴
史
文
化
遺
産
・
景
観
と
の
調
和
を
図
り
つ
つ
、

生
活
や
都
市
活
動
の
場
を
充
実
す
る
計
画
的
な
土
地
利
用
等

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

交
通
体
系
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
国
道
３
３
１
号
、
主
要

県
道
を
核
と
し
た
効
率
・
効
果
的
な
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

形
成
、
市
全
域
の
一
体
化
を
図
り
、
利
便
性
を
高
め
て
ま
い

り
ま
す
。
そ
の
一
つ
と
な
る
南
部
東
道
路
整
備
は
、
平
成
27

年
５
月
よ
り
工
事
に
着
手
し
て
お
り
、
今
後
も
、
沖
縄
県
及

び
南
風
原
町
と
連
携
し
事
業
の
早
期
完
成
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
基
幹
道
路
の
国
道
３
３
１
号
で
は
、

交
通
環
境
改
善
や
児
童
生
徒
の
通
学
時
の
安
全
確
保
の
た
め
、

津
波
古
地
区
道
路
改
良
事
業
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
バ
ス
停

の
設
置
な
ど
主
要
道
路
に
か
か
る
整
備
必
要
箇
所
は
、
早
期

事
業
化
に
向
け
て
要
請
し
て
ま
い
り
ま
す
。

市
道
整
備
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
運
座
新
開
線
を
事
業
化

し
、
南
風
原
田
原
線
、
南
風
原
福
原
線
、
西
原
南
風
原
線
、

大
里
南
小
学
校
線
、
喜
良
原
新
里
長
作
原
線
、
新
開
田
原
線
、

船
越
大
城
線
、
前
川
當
山
線
、
大
里
城
趾
連
絡
線
、
新
開
中

央
線
、
嶺
井
土
改
１
号
〜
高
俣
線
は
引
き
続
き
、
完
成
に
向

け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
そ
の
他
市
道
整
備
に
つ
い
て

は
、
平
成
22
年
度
に
策
定
し
た
南
城
市
道
路
網
整
備
計
画
の

見
直
し
を
行
い
、
補
助
事
業
の
新
規
採
択
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

新
た
な
公
共
交
通
の
確
保
に
向
け
、
試
験
運
行
し
て
き
た

デ
マ
ン
ド
交
通
「
お
で
か
け
な
ん
じ
ぃ
」
は
、
平
成
28
年
度

よ
り
本
格
運
行
へ
移
行
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
実
証
実
験
事

業
結
果
を
踏
ま
え
、
利
用
者
拡
大
、
効
率
運
行
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
南
部
東
道
路
整
備
、
新
庁
舎
建
設
お
よ
び
観
光
振

興
将
来
拠
点
整
備
等
を
見
据
え
、
本
市
の
公
共
交
通
体
系
の

改
善
に
向
け
、
バ
ス
事
業
者
等
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が

ら
調
査
・
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

港
湾
整
備
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
管
理
者
で
あ
る
県
と

連
携
し
中
城
湾
港
馬
天
港
、
仲
伊
保
港
、
安
座
真
港
、
徳
仁

港
の
港
湾
施
設
の
改
修
促
進
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
佐
敷

地
区
港
湾
計
画
の
見
直
し
に
向
け
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
南
城
市
水
道
事
業
基
盤
整
備
計

画
に
基
づ
き
、
安
定
的
な
水
の
供
給
を
行
う
た
め
各
水
道
施

設
の
再
構
築
や
新
設
、
老
朽
化
施
設
の
計
画
的
な
更
新
並
び

に
水
道
施
設
の
耐
震
化
整
備
を
平
成
28
年
度
も
引
き
続
き
取

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
水
道
事
業
経
営
に
つ
い
て
は
、
水
質
、

施
設
の
管
理
強
化
を
図
り
、
公
営
企
業
経
営
の
基
本
を
踏
ま

え
な
が
ら
、
経
営
の
健
全
化
・
効
率
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、地
域
住
民
の
生
活
環
境
、河
川
・

海
域
な
ど
、
公
共
水
域
の
水
質
保
全
を
目
的
に
整
備
促
進
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
未
整
備
地
域
に
お
い
て
は
、
効
率
的

な
整
備
計
画
及
び
事
業
選
択
等
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
既
設
処
理
施
設
に
お
い
て
は
、
順
次
機

能
強
化
事
業
に
向
け
て
の
団
体
営
調
査
設
計
業
務
を
行
い
、

施
設
統
合
も
踏
ま
え
た
長
寿
命
化
対
策
に
向
け
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。
下
水
道
事
業
運
営
に
つ
い
て
は
、
接
続
推
進

活
動
を
継
続
し
て
行
い
、
さ
ら
な
る
経
営
努
力
を
図
り
、
健

全
な
事
業
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

地
域
に
根
ざ
し
た
循
環
型
社
会
の
形
成
に
つ
い
て
は
、
引

き
続
き
市
民
へ
の
ご
み
問
題
の
市
民
意
識
の
啓
発
を
図
り
、

更
な
る
ご
み
の
減
量
化
や
資
源
の
再
生
利
用
に
取
り
組
み
、

不
法
投
棄
等
に
つ
い
て
は
、
不
法
投
棄
未
然
防
止
事
業
で
導

入
し
た
監
視
カ
メ
ラ
・
防
止
ネ
ッ
ト
に
よ
る
対
策
、
山
間
部

の
パ
ト
ロ
ー
ル
や
看
板
の
設
置
等
を
行
い
、
不
法
投
棄
等
に

対
す
る
市
民
意
識
の
啓
発
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
総
合
的
な
環
境
対
策
の
取
り
組
み
と
し
て
、
公
共

施
設
等
の
照
明
器
具
を
省
エ
ネ
型
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
に
切
り
替

え
る
な
ど
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
を
行
い
、
低
炭
素

な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

公
園
整
備
に
つ
い
て
は
、
大
里
城
趾
公
園
の
緑
地
空
間
確
保

と
と
も
に
、
管
理
棟
施
設
を
地
域
文
化
の
継
承
や
地
域
内
交
流

に
活
用
す
る
と
と
も
に
供
用
開
始
後
の
指
定
管
理
に
つ
い
て
検

討
い
た
し
ま
す
。
グ
ス
ク
ロ
ー
ド
公
園
、
知
念
岬
公
園
に
つ
い

て
は
、
市
民
や
観
光
客
等
の
利
用
者
が
快
適
に
過
ご
せ
る
よ
う

に
、
遊
具
等
を
整
備
し
、
公
園
機
能
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

景
観
形
成
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
景
観
特
性
に
応
じ
た
ま

ち
づ
く
り
、
良
好
な
景
観
保
全
・
創
出
に
努
め
る
と
と
も
に

広
報
活
動
を
引
き
続
き
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

定
住
促
進
策
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
市
営
住
宅
の
老
朽
化

が
著
し
い
こ
と
か
ら
、
南
城
市
公
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計
画

に
基
づ
き
、
適
切
な
管
理
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

老
朽
化
が
著
し
い
嶺
井
団
地
の
建
て
替
え
に
つ
い
て
は
、
南

城
市
地
域
居
住
機
能
再
生
計
画
書
に
基
づ
き
、
沖
縄
県
並
び

に
沖
縄
県
住
宅
供
給
公
社
と
連
携
し
、
改
築
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

離
島
で
あ
る
久
高
島
に
つ
い
て
は
、
産
業
振
興
や
観
光
・

交
流
の
促
進
、
離
島
航
路
の
維
持
、
確
保
す
る
と
と
も
に
、

今
年
度
か
ら
離
島
食
品
・
日
用
品
輸
送
費
等
補
助
事
業
に
お

い
て
、
海
上
輸
送
費
を
助
成
し
小
売
店
の
生
活
必
需
品
等
の

価
格
を
低
減
す
る
こ
と
に
よ
り
、
島
民
の
割
高
な
生
活
コ
ス

ト
を
軽
減
し
定
住
条
件
の
整
備
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

防
災
に
つ
い
て
は
、
阪
神
淡
路
大
震
災
や
東
日
本
大
震
災

の
教
訓
を
踏
ま
え
、
地
震
・
津
波
・
土
砂
災
害
・
台
風
災
害

等
か
ら
市
民
を
守
る
た
め
、
地
域
防
災
計
画
に
基
づ
き
災
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。
既
存
の
防

災
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
経
年
劣
化
等
か
ら
新
庁
舎
移
転
に

あ
わ
せ
、
平
成
28
年
度
よ
り
災
害
に
強
い
新
た
な
防
災
シ
ス

テ
ム
の
構
築
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
市
民
の

防
災
意
識
の
向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、
災
害
の
未
然
防
止
、

災
害
発
生
時
に
迅
速
な
対
応
を
行
う
た
め
、
市
民
自
ら
自
分

達
の
地
域
は
自
分
達
で
守
る
共
助
の
精
神
を
育
み
、
自
主
的

に
防
災
活
動
を
行
え
る
自
主
防
災
組
織
の
結
成
、
育
成
強
化

に
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

消
防
・
救
助
体
制
に
関
し
て
は
、
迅
速
な
救
急
・
救
助
活

動
の
充
実
・
強
化
を
図
る
と
と
も
に
津
波
に
よ
る
消
防
機
能

の
喪
失
が
想
定
さ
れ
る
佐
敷
出
張
所
を
被
害
が
受
け
に
く
い

位
置
に
移
転
致
し
ま
す
。

防
犯
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、
市
民
、
各
種
団
体
や
警

察
署
等
と
連
携
し
、
自
主
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
拡
充
及
び

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
等
の
取
組
強
化
、
子
ど
も
１
１
０
番
の
家

の
拡
充
に
努
め
る
と
と
も
に
、
防
犯
灯
の
設
置
補
助
を
継
続

す
る
な
ど
、
防
犯
対
策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、引
き
続
き
、地
域
、各
種
団
体
、

地
区
交
通
安
全
協
会
、
警
察
署
等
と
、
よ
り
一
層
の
連
携
を

図
り
、
交
通
安
全
思
想
の
普
及
、
及
び
道
路
環
境
の
整
備
を

促
進
し
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
、
い
わ
ゆ
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

に
つ
い
て
は
、
さ
ら
な
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
と

と
も
に
、
個
人
情
報
の
適
正
管
理
、
関
連
シ
ス
テ
ム
の
安
全

対
策
を
徹
底
し
、
安
心
・
安
全
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

各
種
証
明
書
に
つ
い
て
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
個

人
番
号
カ
ー
ド
）
の
取
得
に
よ
り
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
で
交
付
が
可
能
と
な
る
よ
う
事
業
を
導
入
し
、
市
民
の
利

便
性
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
６
）人
の
和
が
支
え
る
市
民
主
役
の

　
　
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

次
に
「
人
の
和
が
支
え
る
市
民
主
役
の
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
」
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

本
市
で
は
、
先
達
が
築
き
あ
げ
て
き
た
地
域
づ
く
り
を
、

こ
れ
ま
で
に
培
っ
て
き
た
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
力
」
を
原
動

力
と
し
た
ム
ラ
ヤ
ー
構
想
を
平
成
24
年
度
に
策
定
い
た
し

ま
し
た
。

今
後
も
、
ム
ラ
ヤ
ー
構
想
を
よ
り
強
力
に
推
進
し
、
ム
ラ

ヤ
ー
を
中
心
に
互
い
に
支
え
合
う
仕
組
み
づ
く
り
を
構
築
し

て
ま
い
り
ま
す
。

市
民
と
行
政
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、
市
民

主
体
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
地
域
の
様
々
な
課

題
解
決
に
向
け
、
市
民
活
動
団
体
等
の
特
性
を
活
か
し
た
事

業
提
案
を
公
募
す
る
「
上
が
り
太
陽
プ
ラ
ン
」
を
継
続
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
な
ん
じ
ょ
う
地
域
デ
ザ
イ
ン
セ

ン
タ
ー
と
連
携
し
、
自
治
会
、
市
民
団
体
等
の
活
動
支
援
を

行
う
た
め
、
市
民
大
学
の
機
能
強
化
を
行
い
、
地
域
の
担
い

手
育
成
を
継
続
し
て
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

広
報
業
務
に
つ
い
て
は
、
F
M
な
ん
じ
ょ
う
の
活
用
、
広
報

誌
及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
連
携
、
さ
ら
に
F
a
c
e
b
o
o
k

等
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
と
の
相
乗
効
果
に
よ
り
、
市
民

の
皆
様
に
親
し
み
を
も
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
創
意
工
夫
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

新
庁
舎
建
設
事
業
に
つ
い
て
は
、「
市
民
に
親
し
ま
れ
、
環

境
に
配
慮
し
た
機
能
的
な
庁
舎
」
の
基
本
理
念
に
基
づ
き
、

庁
舎
建
設
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
平
成

27
年
度
に
は
、
庁
舎
建
設
に
関
し
広
く
市
民
の
意
見
を
聴
取

す
る
た
め
、
市
民
説
明
会
を
市
内
４
地
域
で
開
催
し
、
そ
の
後
、

実
施
設
計
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

平
成
28
年
度
に
つ
い
て
は
、
策
定
さ
れ
た
実
施
設
計
を
精

査
し
、
各
種
許
認
可
を
得
て
、
本
格
的
な
工
事
に
着
手
し
、

平
成
29
年
度
の
完
成
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

人
権
擁
護
相
談
及
び
行
政
相
談
に
つ
い
て
は
、
人
権
擁
護

委
員
や
行
政
相
談
委
員
の
活
動
の
活
発
化
を
図
る
と
と
も
に
、

人
権
の
確
立
、
行
政
相
談
に
関
す
る
情
報
提
供
や
相
談
体
制

の
強
化
に
引
き
続
き
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
て
は
、
今
年
度
、
条

例
の
制
定
と
都
市
宣
言
を
行
い
市
民
意
識
の
啓
発
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、
南
城
市
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
と
の
共
同

企
画
運
営
に
よ
る
、「
な
ん
じ
ょ
う
輝
き
フ
ェ
ス
タ
」
を
継
続

開
催
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
女
性
の
管
理
職
へ
の
登
用
、
審

議
会
及
び
委
員
会
等
の
政
策
・
方
針
決
定
過
程
へ
の
女
性
の

参
画
を
促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
効
率
的
な
行
財
政
運
営
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

平成28年度 南城市施政方針

こ
れ
ま
で
南
城
市
行
政
改
革
大
綱
（
１
次
・
２
次
）
に
基
づ
き
、

行
財
政
改
革
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
合
併
に
伴
い

優
遇
さ
れ
て
き
た
普
通
交
付
税
は
、
本
年
度
よ
り
５
年
を

か
け
て
激
減
緩
和
策
が
講
じ
ら
れ
、
予
算
規
模
も
大
き
く

縮
減
さ
れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
歳
出
に
お
い
て
は
、

児
童
福
祉
費
、
社
会
福
祉
費
の
扶
助
費
や
補
助
金
、
国
民

健
康
保
険
会
計
及
び
下
水
道
会
計
へ
の
繰
出
金
の
増
額
な

ど
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
財
政
状
況

の
な
か
で
も
、
行
財
政
需
要
は
多
様
化
・
高
度
化
・
専
門

化
し
て
き
て
お
り
ま
す
。

今
後
は
、
将
来
を
見
据
え
た
堅
実
な
行
財
政
運
営
を
推
進

す
る
た
め
、
柔
軟
に
対
応
で
き
る
体
制
を
構
築
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
昨
年
、
第
３
次
南
城
市
行
政
改
革
大
綱
が
策
定

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
大
綱
に
基
づ
き
、
第
３
次
集
中
改
革
プ

ラ
ン
を
作
成
し
、
今
後
の
市
民
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
対
応
で
き

る
体
制
を
強
化
し
、
更
な
る
行
財
政
改
革
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
公
共
施
設
等
の
全
体
的
な
状
況
を
把
握
し
、

機
能
・
目
的
が
類
似
す
る
施
設
の
統
廃
合
を
積
極
的
に
推
進
し
、

行
財
政
負
担
の
軽
減
・
平
準
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

平
成
28
年
度
よ
り
、
職
員
の
能
力
を
最
大
限
に
引
き
出
し

活
用
す
る
こ
と
で
、
組
織
力
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

「
南
城
市
人
事
評
価
制
度
」
を
導
入
し
、
よ
り
適
正
な
人
事
管

理
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
27
年
度
に
策
定
さ
れ
た
「
第

２
次
定
員
適
正
化
計
画
」
に
基
づ
き
、
時
機
を
捉
え
た
職
員

の
集
中
配
置
な
ど
、
各
部
局
に
対
し
限
ら
れ
た
人
材
の
中
か

ら
職
員
配
置
の
必
要
数
を
的
確
に
見
極
め
、
よ
り
適
正
な
定

員
管
理
を
実
施
し
ま
す
。

平
成
28
年
度
に
お
い
て
は
、
中
核
地
を
中
心
と
し
た
新
た
な

ま
ち
づ
く
り
及
び
地
域
公
共
交
通
の
再
編
な
ど
を
強
力
に
推
進

し
て
い
く
た
め
、
企
画
部
内
に
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
を
発

足
し
ま
す
。
ま
た
、
教
育
部
内
に
生
涯
学
習
課
を
新
設
し
、
社
会

教
育
及
び
社
会
体
育
の
連
携
に
よ
り
、
市
民
の
生
涯
学
習
活
動
、

社
会
体
育
関
連
事
業
の
充
実
・
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
知
的
資
源
と
し
て
活
用
さ
れ
う
る
公
文
書
等
の
管

理
に
つ
い
て
実
効
性
を
確
保
し
、
適
正
か
つ
効
率
的
に
運
営

さ
れ
る
こ
と
で
情
報
公
開
や
個
人
情
報
保
護
に
適
切
に
対
応

し
う
る
こ
と
か
ら
平
成
28
年
度
よ
り
新
た
な
文
書
管
理
シ
ス

テ
ム
の
構
築
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
７
）市
民
の
心
で
世
界
へ
つ
な
ぐ

　
　
ま
ち
づ
く
り

次
に
「
市
民
の
心
で
世
界
へ
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ

い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

本
市
で
は
、
平
成
23
年
度
に
８
月
10
日
を
「
南
城
市
民
平

和
の
日
」
と
定
め
、
愛
、
真
心
、
平
和
、
感
謝
、
思
い
や
り
な
ど
、

の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
南
城
市
民
の
間
に
定
着
す
る
た
め
、「
ハ
ー

ト
の
ま
ち
宣
言
」
を
行
う
な
ど
の
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。

今
年
も
引
き
続
き
、
ハ
ー
ト
の
ま
ち
を
内
外
に
広
め
る
た

め
の
施
策
を
講
じ
、
南
城
市
か
ら
「
恒
久
平
和
」
を
発
信
し

て
ま
い
り
ま
す
。

観
光
産
業
は
、
本
市
の
基
幹
産
業
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

年
々
増
え
続
け
る
観
光
客
が
安
心
し
て
観
光
で
き
る
よ
う
、

地
域
Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ
の
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
を
増
や
す
と
と
も

に
、
観
光
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
と
連
動
し
、
観
光
情
報
発
信
力

を
高
め
、
外
国
人
観
光
客
で
も
安
心
し
て
、
満
足
で
き
る
環

境
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

本
市
は
こ
れ
ま
で
海
外
短
期
留
学
事
業
に
よ
り
、
市
内
の

中
高
校
生
１
８
０
名
余
を
米
国
の
大
学
に
派
遣
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
は
ア
メ
リ
カ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
カ

レ
ッ
ジ
２
校
と
協
定
を
結
び
、
長
期
留
学
へ
の
環
境
を
整
え

て
お
り
ま
す
。
平
成
28
年
度
も
ワ
シ
ン
ト
ン
州
立
大
学
へ
派

遣
す
る
と
と
も
に
、
中
学
生
中
国
国
際
交
流
派
遣
事
業
の
充

実
を
図
り
、
世
界
に
羽
ば
た
く
国
際
感
覚
豊
か
な
人
材
の
育

成
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
本
市
は
、
平
成
26
年
10
月
か
ら
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
国
際
協

力
機
構
の
「
草
の
根
技
術
協
力
事
業
（
地
域
活
性
化
特
別
枠
）」

に
よ
り
、
農
水
産
業
振
興
や
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
テ
ー
マ
と

し
て
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ビ
ク
ト
リ
ア
ス
市
と
の
受
入
・
派
遣

を
通
じ
た
人
的
交
流
、
技
術
支
援
等
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

こ
の
度
、
こ
の
草
の
根
技
術
協
力
事
業
が
き
っ
か
け
と
な
り
、

平
成
28
年
４
月
か
ら
２
期
４
年
に
わ
た
り
、
本
市
職
員
を
現

地
へ
派
遣
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
回
の
派
遣
目
的
は

ビ
ク
ト
リ
ア
ス
市
に
お
け
る
人
材
育
成
や
地
域
活
性
化
は
も

と
よ
り
、
南
城
市
の
人
材
育
成
及
び
帰
国
後
の
地
域
活
性
化

の
貢
献
を
図
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
な
ん
じ
ょ

う
市
民
大
学
の
取
り
組
み
等
と
と
も
に
、
多
様
で
多
彩
な
人

材
育
成
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

以
上
、
申
し
上
げ
ま
し
た
政
策
、
施
策
を
実
行
す
る
た
め

歳
入
の
面
に
お
い
て
は
、
市
税
は
増
収
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、

自
主
財
源
の
割
合
は
低
く
依
然
と
し
て
地
方
交
付
税
等
に
大

き
く
依
存
し
た
財
政
構
造
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

平
成
28
年
度
の
一
括
交
付
金
事
業
に
つ
い
て
は
、
32
事
業
、

交
付
金
ベ
ー
ス
で
９
億
６
百
50
万
１
千
円
を
計
上
い
た
し
ま

し
た
。
３
つ
の
新
規
事
業
に
つ
い
て
は
、
内
閣
府
の
内
諾
後

に
補
正
予
算
に
て
対
応
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
、

事
業
の
必
要
性
、
緊
急
性
等
を
勘
案
し
な
が
ら
、
観
光
、
農

水
産
業
、
教
育
、
防
災
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
分
野
に
一
括
交

付
金
及
び
地
方
創
生
に
係
る
新
型
交
付
金
を
活
用
し
、
本
市

の
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
を
見
据
え
た
事
業
展
開
を
図
っ
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
か
ら
平
成
32
年
度
ま
で
の
５
年
間
に
お
い
て
、

普
通
交
付
税
が
上
乗
せ
さ
れ
た
合
併
算
定
替
え
か
ら
一
本
算

定
へ
段
階
的
に
縮
減
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
一
方
で
歳
出
面
で
は
、

公
債
費
等
の
義
務
的
経
費
は
年
々
増
加
を
す
る
傾
向
に
あ
り
、

今
後
は
非
常
に
厳
し
い
財
政
運
営
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
が
想

定
さ
れ
ま
す
。

予
算
の
編
成
に
お
い
て
は
、
事
業
の
取
捨
選
択
を
実
施
、

市
民
が
安
心
し
て
安
全
に
暮
ら
せ
、
将
来
に
明
る
い
展
望
が

持
て
る
よ
う
、
限
ら
れ
た
財
源
を
緊
急
か
つ
重
要
な
施
策
に

重
点
的
・
効
率
的
に
配
分
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
ま
し
た
。

厳
し
い
中
で
の
予
算
編
成
で
し
た
が
、
今
ま
で
以
上
に
適
正

な
予
算
執
行
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

む
す
び
に

冒
頭
で
申
し
上
げ
た
よ
う
に
、
我
が
国
は
、
人
口
減
少
・

少
子
高
齢
化
へ
の
突
入
に
よ
る
困
難
な
時
代
に
対
応
す
る
た

め
、
国
・
地
方
が
同
じ
危
機
感
を
共
有
し
、
地
方
創
生
、
一

億
総
活
躍
社
会
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
新
年
度
は
、

各
地
方
自
治
体
が
策
定
し
た
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・
総
合
戦
略
に

基
づ
く
施
策
が
本
格
的
に
始
動
し
ま
す
。

沖
縄
県
に
お
い
て
は
、
人
口
が
減
る
と
い
う
現
実
は
ま
だ

実
感
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
　
し
か
し
本
市
は
、
そ
れ
を
経
験

し
合
併
後
10
年
間
で
様
々
な
課
題
に
挑
戦
し
、
徐
々
に
若
い

世
代
を
中
心
と
し
た
人
口
増
、
子
ど
も
の
人
口
増
に
繋
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

定
住
人
口
が
減
る
と
い
う
こ
と
は
、
市
民
生
活
や
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
地
域
産
業
ひ
い
て
は
市
の
行
財
政
運
営
ま
で

様
々
な
形
で
、
ま
ち
の
将
来
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

人
口
減
少
社
会
下
に
お
い
て
は
、
定
住
人
口
を
増
や
す
こ
と
、

或
い
は
交
流
人
口
を
増
や
す
こ
と
は
自
治
体
間
の
知
恵
比
べ

で
あ
り
、
ま
ち
づ
く
り
を
戦
略
的
視
点
か
ら
捉
え
、
果
敢
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

そ
の
戦
略
に
お
い
て
は
、
自
ら
の
弱
点
を
正
し
く
認
識
し
、

そ
れ
を
補
う
だ
け
で
は
な
く
弱
み
を
強
み
に
変
え
て
い
く

こ
と
、
同
時
に
固
有
の
強
み
の
上
に
立
脚
し
た
も
の
で
あ

る
こ
と
が
、
戦
略
策
定
に
お
い
て
〝
車
の
両
輪
〞
と
し
て

求
め
ら
れ
ま
す
。

私
は
、
先
人
達
か
ら
受
け
継
い
で
き
た
文
化
や
自
然
の
恵

み
と
、
そ
の
中
で
人
々
が
互
い
に
支
え
あ
っ
て
生
き
る
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
繋
が
り
の
強
さ
こ
そ
が
、
南
城
市
の
最
大

の
強
み
で
あ
り
、「
南
城
市
ら
し
さ
」
を
生
む
原
点
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
、〝
南
城
ら
し
さ
〞
を
核
と
し
て
、
地
域
の
総
合

力
の
結
集
と
市
民
主
役
の
市
政
を
基
本
に
、
本
市
の
豊
か
な

自
然
や
歴
史
・
文
化
、
育
ま
れ
た
人
々
の
ユ
イ
マ
ー
ル
精
神

を
育
み
な
が
ら
、
ム
ラ
ヤ
ー
を
活
か
し
た
地
域
づ
く
り
に
取

り
組
み
、「
日
本
一
元
気
で
魅
力
あ
る
南
城
市
」
の
実
現
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

以
上
、
行
政
運
営
に
臨
む
基
本
姿
勢
と
、
所
信
の
一
端
を

申
し
あ
げ
ま
し
た
が
、
市
民
の
皆
様
並
び
に
議
員
各
位
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
、
新
年
度
の
施

政
方
針
と
い
た
し
ま
す
。

平
成
28
年
３
月
１
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

南
城
市
長
　
古
　
謝
　
景
　
春
　

男女が共に輝く南城市を目ざし、男女共同参画社会の条例制定と都市宣言にむけて懇話会が始動しています。

３ 

平
成
28
年
度
当
初
予
算
に
つ
い
て

一般会計

特別会計

企業会計

総　　計

22,514,000 千円

8,670,973 千円

1,364,753 千円

32,549,726 千円
の規模と
なっております。

平成 28 年度
当初予算は、
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昨
年
に
引
き
続
き
県
外
主
要
都
市
に
て
南
城
市
の
魅
力
を

発
信
す
る
た
め
の
観
光
と
物
産
の
Ｐ
Ｒ
活
動
の
展
開
及
び
世

界
遺
産
「
斎
場
御
嶽
」
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
の
運
用
を
開
始
し
、

聖
地
と
し
て
の
理
解
も
深
め
て
頂
く
取
り
組
み
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

新
産
業
の
創
出
に
つ
い
て
は
、
南
部
東
道
路
の
整
備
や
那

覇
空
港
の
拡
張
、
国
際
物
流
ハ
ブ
化
等
に
伴
う
地
域
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
の
向
上
、
巨
大
市
場
を
生
み
出
す
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
絶
好
の

チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
官
民
連
携
に
よ
る
地
域
特
産
物
の
国
内

外
へ
の
販
路
拡
大
、
未
利
用
資
源
の
他
分
野
活
用
に
よ
る
新

た
な
産
業
創
出
、
創
業
支
援
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
本
市
で
は
、
新
庁
舎
建
設
に
伴
う
大
里
庁
舎
の

跡
地
利
用
に
つ
い
て
、
民
間
事
業
者
か
ら
提
案
を
公
募
し
、

去
る
１
月
に
Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
を
優
先
交
渉
事
業
者
と
し
て

決
定
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
本
市
の
恵
ま
れ
た
自
然
環

境
と
共
存
可
能
な
優
良
企
業
等
の
誘
致
に
取
り
組
む
な
ど
、

本
市
の
多
様
な
地
域
資
源
、
財
産
を
フ
ル
活
用
し
て
、
自

立
可
能
な
就
労
の
場
を
創
り
出
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

（
２
）心
豊
か
な
人
材
を
育
む

　
　
教
育
・
文
化
の
ま
ち
づ
く
り

次
に
、「
心
豊
か
な
人
材
を
育
む
教
育
・
文
化
の
ま
ち
づ
く

り
」
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

南
城
市
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
ふ
る
さ
と
に
誇

り
と
愛
着
を
持
ち
、
心
身
と
も
に
健
や
か
に
成
長
す
る
こ
と
は
、

全
て
の
市
民
の
願
い
で
す
。
教
育
環
境
を
整
備
し
、
学
校
教

育
と
社
会
教
育
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
生
涯
学
習
を
通

し
て
教
育
・
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
平
成
27
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
「
南
城
市
教
育

の
日
」
の
充
実
に
努
め
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
教
育
力
の

向
上
を
図
る
た
め
の
取
組
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

学
校
教
育
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
電
子
黒
板
の
整
備
、
校

内
L
A
N
の
整
備
等
を
行
い
、
学
校
の
情
報
化
を
さ
ら
に
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
保
育
園
・
幼
稚
園
・
小
学
校

の
交
流
・
連
携
を
引
き
続
き
充
実
さ
せ
、
学
び
の
基
礎
力
の

育
成
に
取
り
組
み
ま
す
。
さ
ら
に
、
玉
城
幼
稚
園
と
大
里
南

幼
稚
園
の
２
園
を
利
用
し
た
土
曜
日
の
一
時
預
か
り
事
業
を

引
き
続
き
実
施
し
、
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
、
子
育
て

支
援
、
幼
児
教
育
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

小
学
校
・
中
学
校
で
は
、
学
力
向
上
を
最
重
要
課
題
と
し

て
取
り
組
ん
だ
成
果
が
徐
々
に
表
れ
て
お
り
、今
後
と
も
、知
・

徳
・
体
の
調
和
の
と
れ
た
児
童
生
徒
の
育
成
に
努
め
、
さ
ら
に
、

４
地
区
の
学
習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
に
よ
る
学
校
支
援

を
実
施
し
、
教
育
活
動
の
充
実
と
地
域
の
活
性
化
に
向
け
た

環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
平
成
27

年
度
に
馬
天
小
学
校
に
開
室
し
た
県
立
島
尻
特
別
支
援
学
校

の
分
教
室
に
つ
い
て
は
、
障
が
い
児
が
地
域
の
学
校
に
通
う

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
の
モ
デ
ル
と
し
て
、「
地
域
の
子
供
は

地
域
で
育
て
る
」
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
継
続
し
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

国
際
的
な
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、
引
き
続
き
教
育
課
程

特
例
校
と
し
て
生
き
た
英
語
教
育
を
実
践
す
る
と
と
も
に
Ｅ

Ｓ
Ｌ
キ
ャ
ン
プ
や
英
語
検
定
受
検
者
へ
の
支
援
・
拡
充
に
よ
り
、

実
用
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
選
挙
制
度
が
一
部
改
正
さ
れ
、
選
挙
権
年
齢
が
18

歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
る
事
に
伴
い
児
童
生
徒
の
市
議
会
の
傍

聴
、
子
供
議
会
の
開
催
等
、
主
権
者
教
育
強
化
に
も
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

学
校
施
設
等
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
馬
天
小
学
校
空
調
設

備
工
事
、
玉
城
中
学
校
図
書
館
・
技
術
教
室
・
パ
ソ
コ
ン
教

室
改
築
工
事
及
び
久
高
小
中
学
校
太
陽
光
発
電
設
備
工
事
を

引
き
続
き
実
施
す
る
と
と
も
に
、
玉
城
中
学
校
武
道
場
・
屋

外
水
泳
プ
ー
ル
改
築
工
事
、
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
キ
ャ
ン
プ
等
受

入
施
設
の
実
施
設
計
に
着
手
し
ま
す
。
ま
た
、
大
里
北
小
学

校
の
改
築
事
業
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
用
地
確
保
に
努
め

な
が
ら
、
校
舎
・
体
育
館
及
び
運
動
場
の
実
施
設
計
と
敷
地

造
成
工
事
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

地
域
文
化
振
興
に
つ
い
て
は
、『
南
城
市
歴
史
文
化
基
本
構

想
』
等
に
基
づ
き
、
地
域
資
源
の
調
査
や
国
指
定
の
史
跡
整

備
に
関
連
し
た
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、「
尚

巴
志
活
用
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
実
施
事
業
」
で
は
、
文
化
振
興
・

地
域
振
興
・
人
材
育
成
等
の
事
業
と
結
び
つ
け
、
関
係
す
る

機
関
と
連
携
し
た
事
業
を
展
開
い
た
し
ま
す
。

世
界
遺
産
「
斎
場
御
嶽
」
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
得
ら
れ
た

調
査
成
果
を
基
に
琉
球
王
国
最
高
聖
地
の
保
護
と
活
用
に
つ

い
て
、
関
係
機
関
と
の
議
論
を
重
ね
な
が
ら
そ
の
魅
力
を
最

大
限
に
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

市
史
編
さ
ん
事
業
に
つ
い
て
は
、「
グ
ス
ク
」「
御
嶽
」「
戦
争
」

「
民
俗
」の
発
刊
に
向
け
て
作
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

前
年
度
に
続
き
「
集
落
域
文
化
遺
産
サ
イ
ン
整
備
事
業
」
を

推
進
し
、
本
市
の
魅
力
発
信
と
と
も
に
住
民
と
観
光
客
等
と

の
交
流
促
進
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

市
民
の
文
化
芸
術
振
興
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
発
信
拠

点
で
あ
る
文
化
セ
ン
タ
ー
・
シ
ュ
ガ
ー
ホ
ー
ル
の
施
設
機
能

強
化
事
業
を
実
施
し
、
音
楽
専
用
ホ
ー
ル
と
し
て
の
機
能
や

ク
オ
リ
テ
ィ
ー
を
よ
り
一
層
高
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

市
制
施
行
10
周
年
記
念
事
業
創
作
オ
ペ
ラ
に
続
き
今
年
度
は
、

市
民
協
働
を
活
か
し
た
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
創
作
し
、
創
造
的

な
音
楽
芸
術
活
動
の
展
開
に
よ
る
利
用
者
の
増
加
、
県
立
芸

術
大
学
と
の
包
括
連
携
で
地
域
に
残
る
伝
統
文
化
や
芸
能
の

保
存
・
継
承
等
に
よ
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
を
図

る
と
と
も
に
、
今
後
の
シ
ュ
ガ
ー
ホ
ー
ル
の
管
理
・
運
営
、

更
な
る
事
業
展
開
を
見
据
え
、
引
き
続
き
指
定
管
理
者
制
度

の
検
討
・
調
査
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

平
和
学
習
拠
点
「
糸
数
ア
ブ
チ
ラ
ガ
マ
」
に
つ
い
て
は
、

第
二
次
大
戦
の
遺
物
の
大
砲
や
魚
雷
を
展
示
す
る
と
と
も
に
、

入
壕
者
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
行
う
た

め
の
危
険
度
調
査
を
実
施
し
、
平
和
の
尊
さ
を
実
感
で
き
る

教
育
の
場
と
し
て
活
用
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
３
）温
も
り
あ
ふ
れ
る
福
寿

　
　（
健
康
・
福
祉
）の
ま
ち
づ
く
り

次
に
、「
温
も
り
あ
ふ
れ
る
福
寿
（
健
康
・
福
祉
）
の
ま
ち

づ
く
り
」
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

心
と
体
の
健
康
づ
く
り
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
市
民
が
い

き
い
き
と
心
豊
か
に
活
動
す
る
た
め
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に

応
じ
た
健
康
増
進
の
取
り
組
み
が
重
要
で
、
か
つ
、
生
活
習

慣
病
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、
早
期
に
対
策
を
講
じ
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
根
幹
と
な
る
対
策
と
し
て
定
め
た
「
デ
ー

タ
ヘ
ル
ス
計
画
（
保
健
事
業
実
施
計
画
）」
に
基
づ
き
、
本
市

の
健
康
課
題
で
も
あ
る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
起

因
す
る
「
虚
血
性
心
疾
患
・
脳
血
管
疾
患
・
糖
尿
病
性
腎
症
」

の
発
症
予
防
・
重
症
化
予
防
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

心
臓
、
脳
、
腎
臓
の
病
因
と
な
る
動
脈
硬
化
発
症
の
共
通

点
は
、「
血
管
内
皮
機
能
低
下
」
か
ら
は
じ
ま
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
有
所
見
者
を
対
象
と
し
た
２
次
健
診
に
て
、

血
管
内
皮
機
能
検
査
（
F
M
D
）
を
取
り
入
れ
、
機
能
低
下

を
早
期
に
発
見
し
生
活
習
慣
改
善
が
図
れ
る
よ
う
支
援
を
強

化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
医
療
費
適
正
化
に
つ
い
て
は
、
と
り
わ
け
糖
尿
病

等
に
よ
る
腎
対
策
が
重
要
と
な
る
た
め
、
対
象
者
を
選
定
し

保
険
者
、
大
学
（
腎
専
門
医
）、
開
業
医
と
連
携
し
対
策
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
平
成
28
年
度
も
引
き
続
き
Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ
サ
イ
ク
ル
に
基
づ
い
た
保
健
事
業
を
実
践
し
医
療
費
の
適

正
化
に
努
め
ま
す
。

健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、
一
括
交
付
金
を

活
用
し
た
健
康
教
室
等
の
開
催
、
児
童
生
徒
へ
の
生
活
習
慣

病
予
防
対
策
、
お
よ
び
保
健
指
導
等
を
実
施
し
、
そ
の
効
果

等
を
調
査
検
証
し
な
が
ら
、
地
域
組
織
等
へ
の
健
康
教
育
活

動
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
南
城
市
高
齢
者
保

健
福
祉
計
画
に
基
づ
き
、
各
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
を
図
り
、

高
齢
者
等
の
生
き
が
い
づ
く
り
や
地
域
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、「
高
齢
者
が
要
介
護
状
態
に

な
っ
て
も
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
が
継
続
で
き
る
」
を

基
本
と
し
た
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
努
め
る
と
と

も
に
、
地
域
支
援
事
業
に
よ
る
地
域
ふ
れ
あ
い
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
等
の
実
施
、
更
に
は
、
今
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
介

護
予
防
・
日
常
生
活
総
合
事
業
の
実
施
に
よ
り
、
介
護
予
防

に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
認
知
症
施
策
に
つ
い
て
は
、
市
内
高
齢
者
福
祉
施

設
と
の
連
携
の
も
と
、
認
知
症
の
早
期
発
見
、
重
度
化
防
止

に
努
め
る
と
同
時
に
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
地
域
で
の
増

員
に
取
り
組
み
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
医
療
費
が
年
々
伸
び

続
け
て
お
り
非
常
に
厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
り
ま
す
。
現
在
、

国
に
沖
縄
県
の
特
殊
事
情
を
考
慮
し
た
財
政
支
援
を
要
請
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
年
か
ら
特
別
調
整
交
付
金
の
上

積
み
が
確
定
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
も
引
続
き
粘
り
強
く

要
請
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
に
つ
い
て
は
、
沖
縄
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
と
連
携
を
強
化
し
、
健
康
の
保
持
増
進
を
図
り

長
寿
健
診
の
実
施
等
医
療
費
の
抑
制
を
図
り
安
定
的
な
事
業

運
営
に
努
め
ま
す
。

国
民
年
金
に
つ
い
て
は
、
年
金
受
給
者
数
は
年
々
増
加

し
市
民
生
活
の
向
上
に
大
き
く
貢
献
し
て
お
り
ま
す
。
広

報
活
動
や
年
金
相
談
な
ど
を
通
じ
、
制
度
の
周
知
を
図
る

と
と
も
に
、
年
金
事
務
所
と
連
携
し
て
市
民
の
年
金
受
給

権
の
獲
得
に
努
め
ま
す
。

子
育
て
支
援
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
子
育
て
支
援

の
ニ
ー
ズ
調
査
を
踏
ま
え
策
定
し
た
「
南
城
市
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
事
業
計
画
」
に
掲
げ
る
各
種
施
策
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
平
成
27
年
度
か
ら
施
行
さ
れ
た
子
ど
も
・
子
育
て

新
制
度
に
お
け
る
、
多
様
化
す
る
保
育
・
子
育
て
ニ
ー
ズ
へ

の
対
応
策
を
必
要
に
応
じ
検
討
し
な
が
ら
、
子
育
て
支
援
の

充
実
強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
女
性
の
社
会

進
出
を
推
進
す
る
た
め
、
仕
事
と
育
児
を
両
立
で
き
る
よ
う

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
支
援
を
継
続
す
る
と
と

も
に
、
病
児
・
病
後
児
保
育
事
業
や
子
育
て
世
代
の
就
労
支

援
に
努
め
ま
す
。

母
子
保
健
事
業
に
つ
い
て
は
、
母
性
並
び
に
乳
幼
児
の
健

康
の
保
持
増
進
を
図
る
た
め
、
き
め
細
か
な
乳
幼
児
健
診
の

実
施
や
市
独
自
の
健
康
相
談
を
充
実
す
る
な
ど
、
毎
年
、
効

率
の
よ
い
改
善
策
を
講
じ
な
が
ら
保
健
指
導
の
質
を
高
め
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
妊
婦
に
お
い
て
も
引
き
続
き
マ
タ
ニ

テ
ィ
教
室
を
開
催
し
、
出
産
・
育
児
に
関
す
る
保
健
指
導
を

一
層
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
に
つ
い
て
は
、
入
院
医
療
費
の

対
象
年
齢
を
中
学
校
卒
業
時
ま
で
、
通
院
医
療
費
に
つ
い
て

は
対
象
年
齢
を
小
学
校
就
学
前
ま
で
引
き
上
げ
、
子
育
て
世

代
の
負
担
軽
減
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
県
と
の
連
携

を
強
化
し
、
対
象
年
齢
の
拡
充
に
向
け
て
努
め
ま
す
。

待
機
児
童
解
消
の
対
策
に
つ
い
て
は
、
市
立
保
育
所
及
び

法
人
保
育
園
の
定
員
の
弾
力
運
用
を
活
用
す
る
と
と
も
に
、

認
可
外
保
育
施
設
の
認
可
化
移
行
支
援
事
業
に
取
り
組
み
、

法
人
保
育
園
を
増
す
こ
と
に
よ
り
入
所
定
員
の
拡
大
を
図
り
、

平
成
30
年
度
４
月
１
日
時
点
で
待
機
児
童
解
消
を
目
指
し
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
市
立
保
育
所
の
民
営
化
に
つ
い
て
は
、

市
立
保
育
所
７
か
所
の
う
ち
６
ヶ
所
を
民
営
化
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
民
間
活
力
の
導
入
を
図
る
た
め
、
残
り
１
ヶ
所
の

市
立
み
ど
り
保
育
所
の
民
営
化
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
法
人
保
育
園
で
の
通
常
保
育
を
は
じ
め
、
延
長
保

育
事
業
等
の
各
種
事
業
に
取
り
組
み
、
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に

応
じ
た
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

学
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
は
、
平
成
26
年
度
よ
り
実
施
し
て

い
る
公
的
施
設
移
行
事
業
を
推
進
し
、
市
内
小
学
校
敷
地
内

へ
の
施
設
整
備
を
進
め
、
放
課
後
の
子
ど
も
の
安
全
・
安
心

な
居
場
所
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

障
害
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の

解
消
を
目
的
と
す
る
「
障
害
者
差
別
解
消
法
」
が
４
月
１
日

か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。「
沖
縄
県
障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も

共
に
暮
ら
し
や
す
い
社
会
づ
く
り
条
例
」
の
周
知
を
図
る
と

と
も
に
、
障
害
者
総
合
支
援
法
や
南
城
市
障
が
い
者
計
画
、

障
が
い
福
祉
計
画
に
基
づ
い
た
、
自
立
支
援
給
付
や
地
域
生

活
支
援
事
業
の
展
開
及
び
障
害
者
虐
待
防
止
、
成
年
後
見
人

制
度
な
ど
の
権
利
擁
護
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

障
害
者
の
地
域
活
動
及
び
相
談
支
援
に
つ
い
て
は
、
地
域

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
体
制
強
化
、
利
用
促
進
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

相
談
・
療
育
に
つ
い
て
は
、
家
庭
相
談
員
、
女
性
相
談
員

を
継
続
配
置
し
、
家
庭
児
童
相
談
や
女
性
相
談
業
務
の
充
実

を
図
る
と
と
も
に
、
臨
床
心
理
士
の
継
続
配
置
に
よ
り
親
子

通
園
事
業
所
へ
の
巡
回
指
導
を
強
化
し
、
発
達
障
が
い
児
に

関
す
る
窓
口
相
談
業
務
も
含
め
、
相
談
及
び
療
育
の
支
援
体

制
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

母
子
・
寡
婦
・
父
子
家
庭
に
つ
い
て
は
、
児
童
扶
養
手
当

の
支
給
、
ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
母
子
・
父
子
医
療
費
助
成
や

就
職
に
有
利
と
な
る
よ
う
な
資
格
取
得
の
た
め
の
、
母
子
家

庭
等
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金
等
事
業
を
継
続
し
、
さ
ら
に
、

南
城
市
母
子
寡
婦
福
祉
会
や
関
係
機
関
と
の
連
携
を
強
化
し

な
が
ら
、
母
子
家
庭
等
の
生
活
基
盤
や
子
育
て
支
援
の
強
化

を
図
り
、
生
活
の
負
担
を
軽
減
し
子
ど
も
の
健
全
な
育
成
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ
い
て
は
、
平
成
28
年
度
新
た
に

実
施
さ
れ
る
「
沖
縄
子
供
の
貧
困
緊
急
対
策
事
業
」
を
実
施
し
、

食
事
の
提
供
や
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
を
行
う
と
と
も
に
、

教
育
委
員
会
と
連
携
し
、
子
ど
も
の
貧
困
対
策
支
援
員
を
配

置
し
、
関
係
各
課
と
横
断
的
に
情
報
共
有
し
事
業
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

昨
年
度
に
施
行
さ
れ
た
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
に
基
づ

く
、
自
立
支
援
事
業
と
住
居
確
保
給
付
金
支
給
事
業
に
つ
い

て
は
、
今
年
度
も
２
人
の
相
談
支
援
員
を
配
置
し
、
生
活
困

窮
者
の
早
期
発
見
や
見
守
り
の
た
め
の
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
構
築
す
る
と
と
も
に
、
庁
内
関
連
課
や
関
係
機
関
と
の
連

携
を
図
り
な
が
ら
個
々
人
の
状
況
に
応
じ
た
適
切
な
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。
去
る
８
月
に
は
、
福
祉
事
務
所

内
に
生
活
困
窮
者
等
の
自
立
に
向
け
た
就
労
支
援
を
行
う
事

を
目
的
に
、
地
方
公
共
団
体
無
料
職
業
紹
介
事
業
所
「
南
城

市
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
相
談
者
の
ニ
ー

ズ
へ
の
迅
速
な
対
応
を
目
指
す
べ
く
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
求
人

情
報
オ
ン
ラ
イ
ン
提
供
利
用
申
請
を
行
い
、
本
年
４
月
か
ら

那
覇
公
共
職
業
安
定
所
に
お
け
る
職
業
紹
介
関
連
情
報
が
提

供
さ
れ
る
予
定
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
生
活
困
窮
者
等
の
就

労
意
欲
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
は
、
国
の
補
助
事
業
を
活
用
し
て
、
新
規
に

婚
姻
し
た
低
所
得
世
帯
を
対
象
に
、
住
宅
の
取
得
や
賃
借
等

に
係
る
経
費
の
一
部
を
支
援
し
、
稼
働
年
齢
層
の
定
住
促
進

と
少
子
化
対
策
の
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

全
国
的
に
急
速
な
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
南

城
市
に
は
、
元
気
な
高
齢
者
が
多
く
お
り
、
生
き
が
い
と
就

労
の
場
と
し
て
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
活
動
に
つ
い

て
も
支
援
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
４
）市
民
と
相
互
理
解
を
深
め
る

　
交
流
の
ま
ち
づ
く
り

次
に
「
市
民
と
相
互
理
解
を
深
め
る
交
流
の
ま
ち
づ
く
り
」

に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
は
４
年
に
一
度
の
第
３
回
南
城
市
ま
つ
り
の
開
催
年

度
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
回
の
ま
つ
り
に
お
い
て
は
、
市

制
施
行
10
周
年
式
典
を
開
催
し
全
市
民
で
祝
う
と
と
も
に
、

地
域
間
の
相
互
理
解
と
交
流
を
深
め
、
市
民
と
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
を
一
層
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
郷
土
に
伝
わ
る
伝
統
芸
能
や
御
新
下
り
（
お
あ
ら

お
り
）
を
開
催
す
る
こ
と
で
、
伝
統
芸
能
の
保
存
継
承
、
技

術
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
本
市
の
歴
史
・
文
化
を
学
習

し
郷
土
に
誇
り
と
愛
着
を
持
っ
た
人
材
を
育
成
し
、
地
域
活

性
化
を
図
り
ま
す
。

国
内
・
国
際
交
流
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
昨
年
、
姉
妹
都

市
盟
約
20
周
年
と
い
う
節
目
の
年
を
迎
え
た
宮
崎
県
高
千
穂

町
と
は
、
今
後
、
よ
り
一
層
若

い
世
代
や
商
工
・
観
光
関
連
の

交
流
を
図
り
、
官
民
を
挙
げ
て

交
流
を
深
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
中
国
江
陰
市
と
の
友
好

都
市
締
結
に
向
け
協
議
し
て
ま

い
り
ま
す
。

10
月
に
は
、
移
住
者
世
代
の

功
績
を
讃
え
る
と
と
も
に
、
沖

縄
が
誇
る
人
的
財
産
で
あ
る
海

外
の
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
と
絆
を

深
め
る
た
め
「
第
６
回
世
界
の

ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
大
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
本
市
に
ゆ
か
り

の
あ
る
大
会
参
加
者
の
皆
さ
ま

を
お
招
き
し
、
市
民
と
の
交
流

を
通
じ
、
南
城
市
へ
の
理
解
が
深
ま
る
よ
う
、
市
内
観
光
や

交
流
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
の
開
催
な
ど
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
南
城
市
海
外
移
住
者
子
弟
の
研
修
生
を
受
け
入
れ
、

技
術
等
の
習
得
及
び
市
民
と
の
交
流
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

「
尚
巴
志
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」、「
Ｅ
Ｃ
Ｏ
ス
ピ
リ
ッ
ト
ラ

イ
ド
＆
ウ
ォ
ー
ク
ｉ
ｎ
南
城
市
」、
を
引
き
続
き
開
催
し
、
更

な
る
内
容
の
充
実
を
図
り
、
本
市
の
魅
力
発
信
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
体
育
協
会
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
等
と
の
連
携

を
図
り
指
導
者
の
育
成
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
推
進
体

制
の
充
実
、
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
キ
ャ
ン
プ
受
入
の
拡
充
、
陸
上
競

技
場
の
施
設
機
能
の
強
化
等
を
進
め
て
い
く
と
と
も
に
、
市
民

の
ス
ポ
ー
ツ
に
携
わ
る
機
会
を
増
や
し
、
健
康
増
進
の
た
め

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
」「
壮
年
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
を
開
催
し
、
市

民
が
交
流
を
持
て
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

多
様
な
交
流
を
活
発
に
す
る
情
報
基
盤
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
教
育
や
防
災
な
ど
、
様
々
な
分
野
で
高
度
な
市
民
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
の
基
盤
と
な
る
「
地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ

ト
」
の
耐
用
年
数
と
新
庁
舎
建
設
計
画
が
同
時
期
と
な
る
こ

と
か
ら
、
庁
舎
建
設
に
合
わ
せ
て
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
再
構
築

の
検
討
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

広
域
行
政
の
強
化
に
つ
い
て
は
、
南
部
東
道
路
や
観
光
振

興
将
来
拠
点
（
中
核
地
）
等
の
整
備
と
併
せ
、
南
部
観
光
の

振
興
に
資
す
る
施
設
整
備
及
び
公
共
交
通
体
系
の
構
築
な
ど
、

広
域
で
の
対
応
が
不
可
欠
な
分
野
に
お
い
て
、
国
や
県
、
関

係
市
町
村
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
具
体
的
な
取
組
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

（
５
）安
全
で
安
心
、快
適
な
暮
ら
し
を

　
支
え
る
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

次
に
「
安
全
で
安
心
、
快
適
な
暮
ら
し
を
支
え
る
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

本
市
は
、
都
市
計
画
区
域
再
編
に
伴
い
、
住
宅
開
発
や

企
業
立
地
が
進
展
し
、
さ
ら
に
は
南
部
東
道
路
の
着
工
、

新
庁
舎
建
設
事
業
お
よ
び
観
光
振
興
将
来
拠
点
事
業
の
大

規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
展
も
見
ら
れ
る
な
ど
、
ま
ち
づ

く
り
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
し
て
お
り
ま
す
。

昨
年
10
月
、
本
市
は
、
こ
う
し
た
情
勢
変
化
に
あ
わ
せ
て
、

一
体
的
な
都
市
づ
く
り
の
〝
そ
の
先
〞
を
見
据
え
、
南
城

市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
改
訂
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
本
市
の
「
南
城
ち
ゃ
ー
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｊ
Ｕ
　
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ

創
生
戦
略
」
で
は
、
市
中
央
部
に
お
い
て
先
導
的
都
市
拠
点

の
創
出
も
重
点
戦
略
と
し
て
位
置
づ
け
て
お
り
、
南
城
市
ら

し
い
自
然
・
歴
史
文
化
遺
産
・
景
観
と
の
調
和
を
図
り
つ
つ
、

生
活
や
都
市
活
動
の
場
を
充
実
す
る
計
画
的
な
土
地
利
用
等

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

交
通
体
系
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
国
道
３
３
１
号
、
主
要

県
道
を
核
と
し
た
効
率
・
効
果
的
な
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

形
成
、
市
全
域
の
一
体
化
を
図
り
、
利
便
性
を
高
め
て
ま
い

り
ま
す
。
そ
の
一
つ
と
な
る
南
部
東
道
路
整
備
は
、
平
成
27

年
５
月
よ
り
工
事
に
着
手
し
て
お
り
、
今
後
も
、
沖
縄
県
及

び
南
風
原
町
と
連
携
し
事
業
の
早
期
完
成
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
基
幹
道
路
の
国
道
３
３
１
号
で
は
、

交
通
環
境
改
善
や
児
童
生
徒
の
通
学
時
の
安
全
確
保
の
た
め
、

津
波
古
地
区
道
路
改
良
事
業
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
バ
ス
停

の
設
置
な
ど
主
要
道
路
に
か
か
る
整
備
必
要
箇
所
は
、
早
期

事
業
化
に
向
け
て
要
請
し
て
ま
い
り
ま
す
。

市
道
整
備
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
運
座
新
開
線
を
事
業
化

し
、
南
風
原
田
原
線
、
南
風
原
福
原
線
、
西
原
南
風
原
線
、

大
里
南
小
学
校
線
、
喜
良
原
新
里
長
作
原
線
、
新
開
田
原
線
、

船
越
大
城
線
、
前
川
當
山
線
、
大
里
城
趾
連
絡
線
、
新
開
中

央
線
、
嶺
井
土
改
１
号
〜
高
俣
線
は
引
き
続
き
、
完
成
に
向

け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
そ
の
他
市
道
整
備
に
つ
い
て

は
、
平
成
22
年
度
に
策
定
し
た
南
城
市
道
路
網
整
備
計
画
の

見
直
し
を
行
い
、
補
助
事
業
の
新
規
採
択
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

新
た
な
公
共
交
通
の
確
保
に
向
け
、
試
験
運
行
し
て
き
た

デ
マ
ン
ド
交
通
「
お
で
か
け
な
ん
じ
ぃ
」
は
、
平
成
28
年
度

よ
り
本
格
運
行
へ
移
行
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
実
証
実
験
事

業
結
果
を
踏
ま
え
、
利
用
者
拡
大
、
効
率
運
行
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
南
部
東
道
路
整
備
、
新
庁
舎
建
設
お
よ
び
観
光
振

興
将
来
拠
点
整
備
等
を
見
据
え
、
本
市
の
公
共
交
通
体
系
の

改
善
に
向
け
、
バ
ス
事
業
者
等
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が

ら
調
査
・
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

港
湾
整
備
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
管
理
者
で
あ
る
県
と

連
携
し
中
城
湾
港
馬
天
港
、
仲
伊
保
港
、
安
座
真
港
、
徳
仁

港
の
港
湾
施
設
の
改
修
促
進
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
佐
敷

地
区
港
湾
計
画
の
見
直
し
に
向
け
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
南
城
市
水
道
事
業
基
盤
整
備
計

画
に
基
づ
き
、
安
定
的
な
水
の
供
給
を
行
う
た
め
各
水
道
施

設
の
再
構
築
や
新
設
、
老
朽
化
施
設
の
計
画
的
な
更
新
並
び

に
水
道
施
設
の
耐
震
化
整
備
を
平
成
28
年
度
も
引
き
続
き
取

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
水
道
事
業
経
営
に
つ
い
て
は
、
水
質
、

施
設
の
管
理
強
化
を
図
り
、
公
営
企
業
経
営
の
基
本
を
踏
ま

え
な
が
ら
、
経
営
の
健
全
化
・
効
率
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、地
域
住
民
の
生
活
環
境
、河
川
・

海
域
な
ど
、
公
共
水
域
の
水
質
保
全
を
目
的
に
整
備
促
進
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
未
整
備
地
域
に
お
い
て
は
、
効
率
的

な
整
備
計
画
及
び
事
業
選
択
等
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
既
設
処
理
施
設
に
お
い
て
は
、
順
次
機

能
強
化
事
業
に
向
け
て
の
団
体
営
調
査
設
計
業
務
を
行
い
、

施
設
統
合
も
踏
ま
え
た
長
寿
命
化
対
策
に
向
け
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。
下
水
道
事
業
運
営
に
つ
い
て
は
、
接
続
推
進

活
動
を
継
続
し
て
行
い
、
さ
ら
な
る
経
営
努
力
を
図
り
、
健

全
な
事
業
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

地
域
に
根
ざ
し
た
循
環
型
社
会
の
形
成
に
つ
い
て
は
、
引

き
続
き
市
民
へ
の
ご
み
問
題
の
市
民
意
識
の
啓
発
を
図
り
、

更
な
る
ご
み
の
減
量
化
や
資
源
の
再
生
利
用
に
取
り
組
み
、

不
法
投
棄
等
に
つ
い
て
は
、
不
法
投
棄
未
然
防
止
事
業
で
導

入
し
た
監
視
カ
メ
ラ
・
防
止
ネ
ッ
ト
に
よ
る
対
策
、
山
間
部

の
パ
ト
ロ
ー
ル
や
看
板
の
設
置
等
を
行
い
、
不
法
投
棄
等
に

対
す
る
市
民
意
識
の
啓
発
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
総
合
的
な
環
境
対
策
の
取
り
組
み
と
し
て
、
公
共

施
設
等
の
照
明
器
具
を
省
エ
ネ
型
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
に
切
り
替

え
る
な
ど
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
を
行
い
、
低
炭
素

な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

公
園
整
備
に
つ
い
て
は
、
大
里
城
趾
公
園
の
緑
地
空
間
確
保

と
と
も
に
、
管
理
棟
施
設
を
地
域
文
化
の
継
承
や
地
域
内
交
流

に
活
用
す
る
と
と
も
に
供
用
開
始
後
の
指
定
管
理
に
つ
い
て
検

討
い
た
し
ま
す
。
グ
ス
ク
ロ
ー
ド
公
園
、
知
念
岬
公
園
に
つ
い

て
は
、
市
民
や
観
光
客
等
の
利
用
者
が
快
適
に
過
ご
せ
る
よ
う

に
、
遊
具
等
を
整
備
し
、
公
園
機
能
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

景
観
形
成
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
景
観
特
性
に
応
じ
た
ま

ち
づ
く
り
、
良
好
な
景
観
保
全
・
創
出
に
努
め
る
と
と
も
に

広
報
活
動
を
引
き
続
き
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

定
住
促
進
策
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
市
営
住
宅
の
老
朽
化

が
著
し
い
こ
と
か
ら
、
南
城
市
公
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計
画

に
基
づ
き
、
適
切
な
管
理
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

老
朽
化
が
著
し
い
嶺
井
団
地
の
建
て
替
え
に
つ
い
て
は
、
南

城
市
地
域
居
住
機
能
再
生
計
画
書
に
基
づ
き
、
沖
縄
県
並
び

に
沖
縄
県
住
宅
供
給
公
社
と
連
携
し
、
改
築
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

離
島
で
あ
る
久
高
島
に
つ
い
て
は
、
産
業
振
興
や
観
光
・

交
流
の
促
進
、
離
島
航
路
の
維
持
、
確
保
す
る
と
と
も
に
、

今
年
度
か
ら
離
島
食
品
・
日
用
品
輸
送
費
等
補
助
事
業
に
お

い
て
、
海
上
輸
送
費
を
助
成
し
小
売
店
の
生
活
必
需
品
等
の

価
格
を
低
減
す
る
こ
と
に
よ
り
、
島
民
の
割
高
な
生
活
コ
ス

ト
を
軽
減
し
定
住
条
件
の
整
備
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

防
災
に
つ
い
て
は
、
阪
神
淡
路
大
震
災
や
東
日
本
大
震
災

の
教
訓
を
踏
ま
え
、
地
震
・
津
波
・
土
砂
災
害
・
台
風
災
害

等
か
ら
市
民
を
守
る
た
め
、
地
域
防
災
計
画
に
基
づ
き
災
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。
既
存
の
防

災
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
経
年
劣
化
等
か
ら
新
庁
舎
移
転
に

あ
わ
せ
、
平
成
28
年
度
よ
り
災
害
に
強
い
新
た
な
防
災
シ
ス

テ
ム
の
構
築
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
市
民
の

防
災
意
識
の
向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、
災
害
の
未
然
防
止
、

災
害
発
生
時
に
迅
速
な
対
応
を
行
う
た
め
、
市
民
自
ら
自
分

達
の
地
域
は
自
分
達
で
守
る
共
助
の
精
神
を
育
み
、
自
主
的

に
防
災
活
動
を
行
え
る
自
主
防
災
組
織
の
結
成
、
育
成
強
化

に
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

消
防
・
救
助
体
制
に
関
し
て
は
、
迅
速
な
救
急
・
救
助
活

動
の
充
実
・
強
化
を
図
る
と
と
も
に
津
波
に
よ
る
消
防
機
能

の
喪
失
が
想
定
さ
れ
る
佐
敷
出
張
所
を
被
害
が
受
け
に
く
い

位
置
に
移
転
致
し
ま
す
。

防
犯
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、
市
民
、
各
種
団
体
や
警

察
署
等
と
連
携
し
、
自
主
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
拡
充
及
び

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
等
の
取
組
強
化
、
子
ど
も
１
１
０
番
の
家

の
拡
充
に
努
め
る
と
と
も
に
、
防
犯
灯
の
設
置
補
助
を
継
続

す
る
な
ど
、
防
犯
対
策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、引
き
続
き
、地
域
、各
種
団
体
、

地
区
交
通
安
全
協
会
、
警
察
署
等
と
、
よ
り
一
層
の
連
携
を

図
り
、
交
通
安
全
思
想
の
普
及
、
及
び
道
路
環
境
の
整
備
を

促
進
し
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
、
い
わ
ゆ
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

に
つ
い
て
は
、
さ
ら
な
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
と

と
も
に
、
個
人
情
報
の
適
正
管
理
、
関
連
シ
ス
テ
ム
の
安
全

対
策
を
徹
底
し
、
安
心
・
安
全
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

各
種
証
明
書
に
つ
い
て
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
個

人
番
号
カ
ー
ド
）
の
取
得
に
よ
り
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
で
交
付
が
可
能
と
な
る
よ
う
事
業
を
導
入
し
、
市
民
の
利

便
性
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
６
）人
の
和
が
支
え
る
市
民
主
役
の

　
　
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

次
に
「
人
の
和
が
支
え
る
市
民
主
役
の
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
」
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

本
市
で
は
、
先
達
が
築
き
あ
げ
て
き
た
地
域
づ
く
り
を
、

こ
れ
ま
で
に
培
っ
て
き
た
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
力
」
を
原
動

力
と
し
た
ム
ラ
ヤ
ー
構
想
を
平
成
24
年
度
に
策
定
い
た
し

ま
し
た
。

今
後
も
、
ム
ラ
ヤ
ー
構
想
を
よ
り
強
力
に
推
進
し
、
ム
ラ

ヤ
ー
を
中
心
に
互
い
に
支
え
合
う
仕
組
み
づ
く
り
を
構
築
し

て
ま
い
り
ま
す
。

市
民
と
行
政
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、
市
民

主
体
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
地
域
の
様
々
な
課

題
解
決
に
向
け
、
市
民
活
動
団
体
等
の
特
性
を
活
か
し
た
事

業
提
案
を
公
募
す
る
「
上
が
り
太
陽
プ
ラ
ン
」
を
継
続
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
な
ん
じ
ょ
う
地
域
デ
ザ
イ
ン
セ

ン
タ
ー
と
連
携
し
、
自
治
会
、
市
民
団
体
等
の
活
動
支
援
を

行
う
た
め
、
市
民
大
学
の
機
能
強
化
を
行
い
、
地
域
の
担
い

手
育
成
を
継
続
し
て
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

広
報
業
務
に
つ
い
て
は
、
F
M
な
ん
じ
ょ
う
の
活
用
、
広
報

誌
及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
連
携
、
さ
ら
に
F
a
c
e
b
o
o
k

等
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
と
の
相
乗
効
果
に
よ
り
、
市
民

の
皆
様
に
親
し
み
を
も
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
創
意
工
夫
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

新
庁
舎
建
設
事
業
に
つ
い
て
は
、「
市
民
に
親
し
ま
れ
、
環

境
に
配
慮
し
た
機
能
的
な
庁
舎
」
の
基
本
理
念
に
基
づ
き
、

庁
舎
建
設
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
平
成

27
年
度
に
は
、
庁
舎
建
設
に
関
し
広
く
市
民
の
意
見
を
聴
取

す
る
た
め
、
市
民
説
明
会
を
市
内
４
地
域
で
開
催
し
、
そ
の
後
、

実
施
設
計
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

平
成
28
年
度
に
つ
い
て
は
、
策
定
さ
れ
た
実
施
設
計
を
精

査
し
、
各
種
許
認
可
を
得
て
、
本
格
的
な
工
事
に
着
手
し
、

平
成
29
年
度
の
完
成
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

人
権
擁
護
相
談
及
び
行
政
相
談
に
つ
い
て
は
、
人
権
擁
護

委
員
や
行
政
相
談
委
員
の
活
動
の
活
発
化
を
図
る
と
と
も
に
、

人
権
の
確
立
、
行
政
相
談
に
関
す
る
情
報
提
供
や
相
談
体
制

の
強
化
に
引
き
続
き
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
て
は
、
今
年
度
、
条

例
の
制
定
と
都
市
宣
言
を
行
い
市
民
意
識
の
啓
発
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、
南
城
市
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
と
の
共
同

企
画
運
営
に
よ
る
、「
な
ん
じ
ょ
う
輝
き
フ
ェ
ス
タ
」
を
継
続

開
催
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
女
性
の
管
理
職
へ
の
登
用
、
審

議
会
及
び
委
員
会
等
の
政
策
・
方
針
決
定
過
程
へ
の
女
性
の

参
画
を
促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
効
率
的
な
行
財
政
運
営
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

平成28年度 南城市施政方針

こ
れ
ま
で
南
城
市
行
政
改
革
大
綱
（
１
次
・
２
次
）
に
基
づ
き
、

行
財
政
改
革
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
合
併
に
伴
い

優
遇
さ
れ
て
き
た
普
通
交
付
税
は
、
本
年
度
よ
り
５
年
を

か
け
て
激
減
緩
和
策
が
講
じ
ら
れ
、
予
算
規
模
も
大
き
く

縮
減
さ
れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
歳
出
に
お
い
て
は
、

児
童
福
祉
費
、
社
会
福
祉
費
の
扶
助
費
や
補
助
金
、
国
民

健
康
保
険
会
計
及
び
下
水
道
会
計
へ
の
繰
出
金
の
増
額
な

ど
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
財
政
状
況

の
な
か
で
も
、
行
財
政
需
要
は
多
様
化
・
高
度
化
・
専
門

化
し
て
き
て
お
り
ま
す
。

今
後
は
、
将
来
を
見
据
え
た
堅
実
な
行
財
政
運
営
を
推
進

す
る
た
め
、
柔
軟
に
対
応
で
き
る
体
制
を
構
築
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
昨
年
、
第
３
次
南
城
市
行
政
改
革
大
綱
が
策
定

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
大
綱
に
基
づ
き
、
第
３
次
集
中
改
革
プ

ラ
ン
を
作
成
し
、
今
後
の
市
民
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
対
応
で
き

る
体
制
を
強
化
し
、
更
な
る
行
財
政
改
革
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
公
共
施
設
等
の
全
体
的
な
状
況
を
把
握
し
、

機
能
・
目
的
が
類
似
す
る
施
設
の
統
廃
合
を
積
極
的
に
推
進
し
、

行
財
政
負
担
の
軽
減
・
平
準
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

平
成
28
年
度
よ
り
、
職
員
の
能
力
を
最
大
限
に
引
き
出
し

活
用
す
る
こ
と
で
、
組
織
力
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

「
南
城
市
人
事
評
価
制
度
」
を
導
入
し
、
よ
り
適
正
な
人
事
管

理
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
27
年
度
に
策
定
さ
れ
た
「
第

２
次
定
員
適
正
化
計
画
」
に
基
づ
き
、
時
機
を
捉
え
た
職
員

の
集
中
配
置
な
ど
、
各
部
局
に
対
し
限
ら
れ
た
人
材
の
中
か

ら
職
員
配
置
の
必
要
数
を
的
確
に
見
極
め
、
よ
り
適
正
な
定

員
管
理
を
実
施
し
ま
す
。

平
成
28
年
度
に
お
い
て
は
、
中
核
地
を
中
心
と
し
た
新
た
な

ま
ち
づ
く
り
及
び
地
域
公
共
交
通
の
再
編
な
ど
を
強
力
に
推
進

し
て
い
く
た
め
、
企
画
部
内
に
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
を
発

足
し
ま
す
。
ま
た
、
教
育
部
内
に
生
涯
学
習
課
を
新
設
し
、
社
会

教
育
及
び
社
会
体
育
の
連
携
に
よ
り
、
市
民
の
生
涯
学
習
活
動
、

社
会
体
育
関
連
事
業
の
充
実
・
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
知
的
資
源
と
し
て
活
用
さ
れ
う
る
公
文
書
等
の
管

理
に
つ
い
て
実
効
性
を
確
保
し
、
適
正
か
つ
効
率
的
に
運
営

さ
れ
る
こ
と
で
情
報
公
開
や
個
人
情
報
保
護
に
適
切
に
対
応

し
う
る
こ
と
か
ら
平
成
28
年
度
よ
り
新
た
な
文
書
管
理
シ
ス

テ
ム
の
構
築
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
７
）市
民
の
心
で
世
界
へ
つ
な
ぐ

　
　
ま
ち
づ
く
り

次
に
「
市
民
の
心
で
世
界
へ
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ

い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

本
市
で
は
、
平
成
23
年
度
に
８
月
10
日
を
「
南
城
市
民
平

和
の
日
」
と
定
め
、
愛
、
真
心
、
平
和
、
感
謝
、
思
い
や
り
な
ど
、

の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
南
城
市
民
の
間
に
定
着
す
る
た
め
、「
ハ
ー

ト
の
ま
ち
宣
言
」
を
行
う
な
ど
の
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。

今
年
も
引
き
続
き
、
ハ
ー
ト
の
ま
ち
を
内
外
に
広
め
る
た

め
の
施
策
を
講
じ
、
南
城
市
か
ら
「
恒
久
平
和
」
を
発
信
し

て
ま
い
り
ま
す
。

観
光
産
業
は
、
本
市
の
基
幹
産
業
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

年
々
増
え
続
け
る
観
光
客
が
安
心
し
て
観
光
で
き
る
よ
う
、

地
域
Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ
の
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
を
増
や
す
と
と
も

に
、
観
光
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
と
連
動
し
、
観
光
情
報
発
信
力

を
高
め
、
外
国
人
観
光
客
で
も
安
心
し
て
、
満
足
で
き
る
環

境
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

本
市
は
こ
れ
ま
で
海
外
短
期
留
学
事
業
に
よ
り
、
市
内
の

中
高
校
生
１
８
０
名
余
を
米
国
の
大
学
に
派
遣
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
は
ア
メ
リ
カ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
カ

レ
ッ
ジ
２
校
と
協
定
を
結
び
、
長
期
留
学
へ
の
環
境
を
整
え

て
お
り
ま
す
。
平
成
28
年
度
も
ワ
シ
ン
ト
ン
州
立
大
学
へ
派

遣
す
る
と
と
も
に
、
中
学
生
中
国
国
際
交
流
派
遣
事
業
の
充

実
を
図
り
、
世
界
に
羽
ば
た
く
国
際
感
覚
豊
か
な
人
材
の
育

成
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
本
市
は
、
平
成
26
年
10
月
か
ら
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
国
際
協

力
機
構
の
「
草
の
根
技
術
協
力
事
業
（
地
域
活
性
化
特
別
枠
）」

に
よ
り
、
農
水
産
業
振
興
や
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
テ
ー
マ
と

し
て
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ビ
ク
ト
リ
ア
ス
市
と
の
受
入
・
派
遣

を
通
じ
た
人
的
交
流
、
技
術
支
援
等
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

こ
の
度
、
こ
の
草
の
根
技
術
協
力
事
業
が
き
っ
か
け
と
な
り
、

平
成
28
年
４
月
か
ら
２
期
４
年
に
わ
た
り
、
本
市
職
員
を
現

地
へ
派
遣
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
回
の
派
遣
目
的
は

ビ
ク
ト
リ
ア
ス
市
に
お
け
る
人
材
育
成
や
地
域
活
性
化
は
も

と
よ
り
、
南
城
市
の
人
材
育
成
及
び
帰
国
後
の
地
域
活
性
化

の
貢
献
を
図
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
な
ん
じ
ょ

う
市
民
大
学
の
取
り
組
み
等
と
と
も
に
、
多
様
で
多
彩
な
人

材
育
成
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

以
上
、
申
し
上
げ
ま
し
た
政
策
、
施
策
を
実
行
す
る
た
め

歳
入
の
面
に
お
い
て
は
、
市
税
は
増
収
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、

自
主
財
源
の
割
合
は
低
く
依
然
と
し
て
地
方
交
付
税
等
に
大

き
く
依
存
し
た
財
政
構
造
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

平
成
28
年
度
の
一
括
交
付
金
事
業
に
つ
い
て
は
、
32
事
業
、

交
付
金
ベ
ー
ス
で
９
億
６
百
50
万
１
千
円
を
計
上
い
た
し
ま

し
た
。
３
つ
の
新
規
事
業
に
つ
い
て
は
、
内
閣
府
の
内
諾
後

に
補
正
予
算
に
て
対
応
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
、

事
業
の
必
要
性
、
緊
急
性
等
を
勘
案
し
な
が
ら
、
観
光
、
農

水
産
業
、
教
育
、
防
災
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
分
野
に
一
括
交

付
金
及
び
地
方
創
生
に
係
る
新
型
交
付
金
を
活
用
し
、
本
市

の
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
を
見
据
え
た
事
業
展
開
を
図
っ
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
か
ら
平
成
32
年
度
ま
で
の
５
年
間
に
お
い
て
、

普
通
交
付
税
が
上
乗
せ
さ
れ
た
合
併
算
定
替
え
か
ら
一
本
算

定
へ
段
階
的
に
縮
減
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
一
方
で
歳
出
面
で
は
、

公
債
費
等
の
義
務
的
経
費
は
年
々
増
加
を
す
る
傾
向
に
あ
り
、

今
後
は
非
常
に
厳
し
い
財
政
運
営
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
が
想

定
さ
れ
ま
す
。

予
算
の
編
成
に
お
い
て
は
、
事
業
の
取
捨
選
択
を
実
施
、

市
民
が
安
心
し
て
安
全
に
暮
ら
せ
、
将
来
に
明
る
い
展
望
が

持
て
る
よ
う
、
限
ら
れ
た
財
源
を
緊
急
か
つ
重
要
な
施
策
に

重
点
的
・
効
率
的
に
配
分
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
ま
し
た
。

厳
し
い
中
で
の
予
算
編
成
で
し
た
が
、
今
ま
で
以
上
に
適
正

な
予
算
執
行
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

む
す
び
に

冒
頭
で
申
し
上
げ
た
よ
う
に
、
我
が
国
は
、
人
口
減
少
・

少
子
高
齢
化
へ
の
突
入
に
よ
る
困
難
な
時
代
に
対
応
す
る
た

め
、
国
・
地
方
が
同
じ
危
機
感
を
共
有
し
、
地
方
創
生
、
一

億
総
活
躍
社
会
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
新
年
度
は
、

各
地
方
自
治
体
が
策
定
し
た
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・
総
合
戦
略
に

基
づ
く
施
策
が
本
格
的
に
始
動
し
ま
す
。

沖
縄
県
に
お
い
て
は
、
人
口
が
減
る
と
い
う
現
実
は
ま
だ

実
感
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
　
し
か
し
本
市
は
、
そ
れ
を
経
験

し
合
併
後
10
年
間
で
様
々
な
課
題
に
挑
戦
し
、
徐
々
に
若
い

世
代
を
中
心
と
し
た
人
口
増
、
子
ど
も
の
人
口
増
に
繋
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

定
住
人
口
が
減
る
と
い
う
こ
と
は
、
市
民
生
活
や
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
地
域
産
業
ひ
い
て
は
市
の
行
財
政
運
営
ま
で

様
々
な
形
で
、
ま
ち
の
将
来
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

人
口
減
少
社
会
下
に
お
い
て
は
、
定
住
人
口
を
増
や
す
こ
と
、

或
い
は
交
流
人
口
を
増
や
す
こ
と
は
自
治
体
間
の
知
恵
比
べ

で
あ
り
、
ま
ち
づ
く
り
を
戦
略
的
視
点
か
ら
捉
え
、
果
敢
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

そ
の
戦
略
に
お
い
て
は
、
自
ら
の
弱
点
を
正
し
く
認
識
し
、

そ
れ
を
補
う
だ
け
で
は
な
く
弱
み
を
強
み
に
変
え
て
い
く

こ
と
、
同
時
に
固
有
の
強
み
の
上
に
立
脚
し
た
も
の
で
あ

る
こ
と
が
、
戦
略
策
定
に
お
い
て
〝
車
の
両
輪
〞
と
し
て

求
め
ら
れ
ま
す
。

私
は
、
先
人
達
か
ら
受
け
継
い
で
き
た
文
化
や
自
然
の
恵

み
と
、
そ
の
中
で
人
々
が
互
い
に
支
え
あ
っ
て
生
き
る
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
繋
が
り
の
強
さ
こ
そ
が
、
南
城
市
の
最
大

の
強
み
で
あ
り
、「
南
城
市
ら
し
さ
」
を
生
む
原
点
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
、〝
南
城
ら
し
さ
〞
を
核
と
し
て
、
地
域
の
総
合

力
の
結
集
と
市
民
主
役
の
市
政
を
基
本
に
、
本
市
の
豊
か
な

自
然
や
歴
史
・
文
化
、
育
ま
れ
た
人
々
の
ユ
イ
マ
ー
ル
精
神

を
育
み
な
が
ら
、
ム
ラ
ヤ
ー
を
活
か
し
た
地
域
づ
く
り
に
取

り
組
み
、「
日
本
一
元
気
で
魅
力
あ
る
南
城
市
」
の
実
現
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

以
上
、
行
政
運
営
に
臨
む
基
本
姿
勢
と
、
所
信
の
一
端
を

申
し
あ
げ
ま
し
た
が
、
市
民
の
皆
様
並
び
に
議
員
各
位
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
、
新
年
度
の
施

政
方
針
と
い
た
し
ま
す
。

平
成
28
年
３
月
１
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

南
城
市
長
　
古
　
謝
　
景
　
春
　

男女が共に輝く南城市を目ざし、男女共同参画社会の条例制定と都市宣言にむけて懇話会が始動しています。

３ 

平
成
28
年
度
当
初
予
算
に
つ
い
て

一般会計

特別会計

企業会計

総　　計

22,514,000 千円

8,670,973 千円

1,364,753 千円

32,549,726 千円
の規模と
なっております。

平成 28 年度
当初予算は、
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児童家庭課（大里庁舎） ☎946-8995お問合せ

都市建設課（玉城庁舎） ☎948-7146お問合せ 税務課（大里庁舎） ☎948-7124お問合せ

①初度検査が平成27年3月以前の車両：検査から13年を経過するまでは現行税率のままです。
②初度検査が平成27年4月以後の車両：新税率が適用されます。
③初度検査後13年を経過した車両：経年重課の税率が適用されます。

特例①（税率を概ね75％軽減）
電気自動車、天然ガス自動車（平成21年排出ガス10％低減）
特例②（税率を概ね50％軽減）
乗用…平成17年排出ガス基準75％低減（以下★★★★）
　　　かつ平成32年度燃費基準＋20％達成車
貨物…★★★★かつ平成27年度燃費基準＋35％達成車
特例③（税率を概ね25％軽減）
乗用…★★★★かつ平成32年度燃費基準達成車
貨物…★★★★かつ平成27年度燃費基準+15％達成車

軽自動車

原動機付自転車、二輪車など

※初度検査…新車購入時に最初にナンバーを取得するための検査。初度検査年月は、自動車検査証に記載されています。
初度検査年月に応じて、税率が決まります。（表1）

税負担を軽減「グリーン化特例 ( 軽課）」

※燃費基準の達成状況は、自動車検査証の備考欄に記載されています。軽課年度は28年度分（1年限り）のみとなります。

※賦課期日の4月1日時点で13年を経過しているか判断します。
※平成28年度に重課税率の対象となるのは、平成14年以前に新車新規登録を受けた車両となります。

平成28年度は、三輪と四輪の軽自動車で、排出ガス、燃費性能の優れた車に、「グリーン化特例」が適
用されます。（表3）適用されるのは、平成27年４月１日～平成28年3月31日までに初度検査を受け、次の
条件を満たしたものに限ります。

車　　種

四
　輪

乗　用 自家用
営業用
自家用
営業用

7,200円
5,500円
4,000円
3,000円
3,100円

10,800円
6,900円
5,000円
3,800円
3,900円

12,900円
8,200円
6,000円
4,500円
4,600円

貨物用

表１. 軽自動車（四輪以上及び三輪）

三　輪

税率（年額）
現行税率 新税率 28年度分から　

車　　種

四
　輪

乗　用 自家用営業用
自家用
営業用

2,700円
1,800円
1,300円
1,000円
1,000円

5,400円
3,500円
2,500円
1,900円
2,000円

8,100円
5,200円
3,800円
2,900円
3,000円

貨物用

表３. 軽自動車のグリーン化特例（軽課）

三　輪

税率（年額）
特例① 特例② 特例③

②初度検査が平成27年4月以降 ③初度検査後13年を経過（経年重課）①初度検査が平成27年3月以前

車　　種

2,000円
2,000円
2,400円
3,700円
3,600円
6,000円
2,400円
5,900円

1,000円
1,200円
1,600円
2,500円
2,400円
4,000円
1,600円
4,700円

50cc以下 
50cc超90cc以下 
90cc超125cc以下 
50cc以下ミニカー 
二輪（125cc超250cc以下）

農耕作業用 
その他のもの  

表２. 原付や二輪車など

小型特殊自動車

二輪の小型自動車（250cc超）

原動機付自転車

軽自動車

税率（年額）
平成27年度まで 平成28年度から

〇母子家庭等高等職業訓練促進給付金事業 
ひとり親家庭の母又は父で、看護師や保育士など
の資格取得を目指すために２年以上養成機関へ修
業している方を対象に、生活の負担軽減を図るため、
「高等職業訓練促進給付金」として月額１０万円（課
税世帯は７万５００円）を支給します。また、修学期
間の終了後、支援金を支給します

都市計画法（昭和43年法律第100号）第16条第1項の規定により、次の都市計画案に関する住民説明
会及び公聴会を開催します。なお、都市計画案の区域内について法律上の利害関係を有する者は、南城市
長に公述を申し出ることができます。

平成28年4月1日　南城市長　古謝景春

● 募集期間：平成28年４月１日～４月28日まで

● 入学準備金：50万円
● 就職準備金：20万円

〇高等職業訓練促進資金の貸付
高等職業訓練促進給付金支給対象者に対して、
以下の資金を貸付けます。資格を活かして５年間就
労した場合、返済が免除になります。

〇母子家庭等自立支援教育訓練給付金制度
雇用保険の受給資格のないひとり親家庭の母又

は父が、就職に結びつく可能性の高い指定教育講
座※を受講した際に、受講料の一部を支給します。

※指定教育講座とは、雇用保険制度の教育訓練給付の
指定教育訓練講座（税理士・医療事務など）のことです。

〇母子家庭等日常生活支援事業
一時的に援助を必要とする状況になったとき

（児童のケガや病気、冠婚葬祭の時など）に、沖縄
県母子寡婦福祉連合会より保育や日常生活のお
手伝いを行うヘルパー(家庭生活支援員)を派遣し
ます。事前登録・利用料金が必要です。

※注意事項※
各制度条件が異なり、事前相談が必ず必要です。詳しくは担当課までお問い合わせください。

1. 都市計画案の内容
● 南城都市計画用途地域の変更
● 南城都市計画特定用途制限地域の変更

2. 住民説明会の日時及び場所
【日時】平成28年4月13日（水）午後７時
【場所】大里農村環境改善センター

3. 公聴会の日時及び場所
【日時】平成28年5月12日（木）午後7時
【場所】大里農村環境改善センター

4. 公述の申出方法及び期限

5. 都市計画案の縦覧場所、期間及び時間

公聴会において意見を述べようとする者は、平成
28年4月28日（木）までに所定の様式に基づき、公述
申出書を南城市長に提出すること。なお、公述の申出
がない等の場合は、公聴会の開催を中止します。

【縦覧場所】南城市 土木建築部 
　　　　　都市建設課（玉城庁舎２階）
【期間】平成28年4月15日（金）から
　　　平成28年4月28日（木）まで（ただし、土日を除く）
【時間】午前8時30分から午後5時15分まで
　　　（ただし、正午から午後1時までを除く。）
※南城市ホームページにも掲載しています。
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児童家庭課（大里庁舎） ☎946-8995お問合せ

都市建設課（玉城庁舎） ☎948-7146お問合せ 税務課（大里庁舎） ☎948-7124お問合せ

①初度検査が平成27年3月以前の車両：検査から13年を経過するまでは現行税率のままです。
②初度検査が平成27年4月以後の車両：新税率が適用されます。
③初度検査後13年を経過した車両：経年重課の税率が適用されます。

特例①（税率を概ね75％軽減）
電気自動車、天然ガス自動車（平成21年排出ガス10％低減）
特例②（税率を概ね50％軽減）
乗用…平成17年排出ガス基準75％低減（以下★★★★）
　　　かつ平成32年度燃費基準＋20％達成車
貨物…★★★★かつ平成27年度燃費基準＋35％達成車
特例③（税率を概ね25％軽減）
乗用…★★★★かつ平成32年度燃費基準達成車
貨物…★★★★かつ平成27年度燃費基準+15％達成車

軽自動車

原動機付自転車、二輪車など

※初度検査…新車購入時に最初にナンバーを取得するための検査。初度検査年月は、自動車検査証に記載されています。
初度検査年月に応じて、税率が決まります。（表1）

税負担を軽減「グリーン化特例 ( 軽課）」

※燃費基準の達成状況は、自動車検査証の備考欄に記載されています。軽課年度は28年度分（1年限り）のみとなります。

※賦課期日の4月1日時点で13年を経過しているか判断します。
※平成28年度に重課税率の対象となるのは、平成14年以前に新車新規登録を受けた車両となります。

平成28年度は、三輪と四輪の軽自動車で、排出ガス、燃費性能の優れた車に、「グリーン化特例」が適
用されます。（表3）適用されるのは、平成27年４月１日～平成28年3月31日までに初度検査を受け、次の
条件を満たしたものに限ります。

車　　種

四
　輪

乗　用 自家用
営業用
自家用
営業用

7,200円
5,500円
4,000円
3,000円
3,100円

10,800円
6,900円
5,000円
3,800円
3,900円

12,900円
8,200円
6,000円
4,500円
4,600円

貨物用

表１. 軽自動車（四輪以上及び三輪）

三　輪

税率（年額）
現行税率 新税率 28年度分から　

車　　種

四
　輪

乗　用 自家用営業用
自家用
営業用

2,700円
1,800円
1,300円
1,000円
1,000円

5,400円
3,500円
2,500円
1,900円
2,000円

8,100円
5,200円
3,800円
2,900円
3,000円

貨物用

表３. 軽自動車のグリーン化特例（軽課）

三　輪

税率（年額）
特例① 特例② 特例③

②初度検査が平成27年4月以降 ③初度検査後13年を経過（経年重課）①初度検査が平成27年3月以前

車　　種

2,000円
2,000円
2,400円
3,700円
3,600円
6,000円
2,400円
5,900円

1,000円
1,200円
1,600円
2,500円
2,400円
4,000円
1,600円
4,700円

50cc以下 
50cc超90cc以下 
90cc超125cc以下 
50cc以下ミニカー 
二輪（125cc超250cc以下）

農耕作業用 
その他のもの  

表２. 原付や二輪車など

小型特殊自動車

二輪の小型自動車（250cc超）

原動機付自転車

軽自動車

税率（年額）
平成27年度まで 平成28年度から

〇母子家庭等高等職業訓練促進給付金事業 
ひとり親家庭の母又は父で、看護師や保育士など
の資格取得を目指すために２年以上養成機関へ修
業している方を対象に、生活の負担軽減を図るため、
「高等職業訓練促進給付金」として月額１０万円（課
税世帯は７万５００円）を支給します。また、修学期
間の終了後、支援金を支給します

都市計画法（昭和43年法律第100号）第16条第1項の規定により、次の都市計画案に関する住民説明
会及び公聴会を開催します。なお、都市計画案の区域内について法律上の利害関係を有する者は、南城市
長に公述を申し出ることができます。

平成28年4月1日　南城市長　古謝景春

● 募集期間：平成28年４月１日～４月28日まで

● 入学準備金：50万円
● 就職準備金：20万円

〇高等職業訓練促進資金の貸付
高等職業訓練促進給付金支給対象者に対して、
以下の資金を貸付けます。資格を活かして５年間就
労した場合、返済が免除になります。

〇母子家庭等自立支援教育訓練給付金制度
雇用保険の受給資格のないひとり親家庭の母又

は父が、就職に結びつく可能性の高い指定教育講
座※を受講した際に、受講料の一部を支給します。

※指定教育講座とは、雇用保険制度の教育訓練給付の
指定教育訓練講座（税理士・医療事務など）のことです。

〇母子家庭等日常生活支援事業
一時的に援助を必要とする状況になったとき

（児童のケガや病気、冠婚葬祭の時など）に、沖縄
県母子寡婦福祉連合会より保育や日常生活のお
手伝いを行うヘルパー(家庭生活支援員)を派遣し
ます。事前登録・利用料金が必要です。

※注意事項※
各制度条件が異なり、事前相談が必ず必要です。詳しくは担当課までお問い合わせください。

1. 都市計画案の内容
● 南城都市計画用途地域の変更
● 南城都市計画特定用途制限地域の変更

2. 住民説明会の日時及び場所
【日時】平成28年4月13日（水）午後７時
【場所】大里農村環境改善センター

3. 公聴会の日時及び場所
【日時】平成28年5月12日（木）午後7時
【場所】大里農村環境改善センター

4. 公述の申出方法及び期限

5. 都市計画案の縦覧場所、期間及び時間

公聴会において意見を述べようとする者は、平成
28年4月28日（木）までに所定の様式に基づき、公述
申出書を南城市長に提出すること。なお、公述の申出
がない等の場合は、公聴会の開催を中止します。

【縦覧場所】南城市 土木建築部 
　　　　　都市建設課（玉城庁舎２階）
【期間】平成28年4月15日（金）から
　　　平成28年4月28日（木）まで（ただし、土日を除く）
【時間】午前8時30分から午後5時15分まで
　　　（ただし、正午から午後1時までを除く。）
※南城市ホームページにも掲載しています。
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南城市農業委員会（玉城庁舎）☎948-1377お問合せ

社会福祉課（大里庁舎） ☎946-8991／☎946-8996お問合せ 健康増進課（大里庁舎） ☎946-8987お問合せ

平成２７年度の臨時福祉給付金の支給対象者で平成２８年度中に６５歳以上に達する方（昭和２７年４
月１日以前生まれ）に低所得者の高齢者向けの年金生活者等支援臨時福祉給付金が支給されます。
受給できる可能性のある方（世帯）に対しては、申請書を郵送します。必要事項を記入・押印の上、必要書
類を添えて郵送又は窓口にて申請してください。（申込開始は４月下旬を予定）

受診については年齢や加入医療保険（保険証）で違いがあります。
また、受診の方法は下記日程で実施する集団健診と医療機関などで実施する個別健診があります。
都合の良い方法で受診して下さい。

集団健診日程
◎下記の日程をご確認の上、受診券と保険証を持参して会場へお越し下さい。
◎受付時間：午前8時30分～午前11時00分 予約不要
　【対象者】南城市在住の 20歳～75歳未満の方
　※社会保険等加入被扶養者で40歳以上は受診券と保険証必須 

私は治療しているから、
特定健診は受けなくて
いいよね～

法律上…
治療している方も特定健診
を受けなくてはいけません！

病院で治療中の方は？

厚生労働省

そこで、こんな方法も
あります。

結
果

わずらわしい方は・・・ な
る
ほ
ど

②特定健診を受ける
　無料♪

①病院での血液検査
　結果を提供する方法
※但し、必須項目すべて検査
していることが条件

健診受診（または結果を
提供）していただきありが
とうございます!!
受診率向上に向けて
がんばります！

10
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27
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27
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21

4

13

27

4

13

20

20

27

29

5
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8

9
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1

大里)総合保健福祉センター

佐敷)老人福祉センター

玉城)中央公民館

知念)社会福祉センター

大里)総合保健福祉センター

佐敷)老人福祉センター

久高)離島振興総合センター

玉城)中央公民館

大里)総合保健福祉センター

知念)社会福祉センター

佐敷)老人福祉センター

大里)総合保健福祉センター

玉城)中央公民館

大里)総合保健福祉センター

佐敷)老人福祉センター

玉城)中央公民館

大里)総合保健福祉センター

知念)社会福祉センター

佐敷)老人福祉センター

大里)総合保健福祉センター

大里)総合保健福祉センター

『検査内容』
身体計測、血圧、腹囲測定、
尿検査（糖･蛋白･潜血）
〈血液検査〉
肝機能検査（GOT･GPT､γ-GTP）
脂質検査（HDL･LDL･中性脂肪）
総コレステロール検査
腎機能検査（クレアチニン･尿酸）
血糖検査（血糖値･HbA1c）
※心電図検査
（40歳以上国保加入者のみ）
〈医師による診察〉
詳細健診（医師の判断による追加項目）
貧血検査･心電図検査･眼底検査

火

木

火

金

日

日

火

木

水

日

木

日

日

火

火

火

木

木

日

日

日

対
象
者
で
あ
れ
ば
ど
の
地
区
で
も
受
診
可
能
で
す
。都
合
の
良
い
日
に
受
診
し
て
下
さ
い
。

受診率反映！

※ 当日は、尿検査があります。お手洗いのタイミングにご注意下さい。
　また、飲食した場合でも胃がん検診を除く検査は実施可能です。
※ 集団健診では、胃がん検診はバリウム検査のみです。胃カメラ検査は実施しておりません。
※ 常用薬がある方は、健診前にかかりつけ医に相談し、その指示に従って下さい。

職場健診又は通院先の健診結果がある場合、健診結果の提供にご協力下さい。
国保加入の40歳以上の方へ!!

◆◇ 特定健康診査(無料) ◇◆

○胃がん検診
　バリウム検査…1,000円
○肺がん検診
　胸部レントゲン…200円
　喀痰検査…700円
○大腸がん検査
　便潜血2日法…500円

★☆ がん検診(自己負担額) ☆★

○心電図検査…500円
○眼底検査…300円
○貧血検査…300円
○前立腺がん検査…2,060円（血液検査）

■□ 追加検査(希望者) □■

前年度市民税非課税世帯･生活保護受
給者及び年度末年齢70歳以上の方は
がん検診において料金免除となります。
（集団健診のみ）
※追加検査は料金が発生します。

【任期】平成28年4月1日～平成31年3月31日
農業、農地に関する相談は、農業委員にお気軽にご相談下さい。
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【対象者】平成27年１月１日南城市に住民登録のある方で、平成27年度の市民税（均等割）が課税
されていない方（但し、課税者に扶養されている場合及び生活保護者を除く。）で平成28
年度中に65歳以上に達する方。

【支給額】対象者１人につき30,000円

健診費用
約6千円分
が無料♪

月 日 健診会場 検査項目・料金等曜
日
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南城市農業委員会（玉城庁舎）☎948-1377お問合せ

社会福祉課（大里庁舎） ☎946-8991／☎946-8996お問合せ 健康増進課（大里庁舎） ☎946-8987お問合せ

平成２７年度の臨時福祉給付金の支給対象者で平成２８年度中に６５歳以上に達する方（昭和２７年４
月１日以前生まれ）に低所得者の高齢者向けの年金生活者等支援臨時福祉給付金が支給されます。
受給できる可能性のある方（世帯）に対しては、申請書を郵送します。必要事項を記入・押印の上、必要書
類を添えて郵送又は窓口にて申請してください。（申込開始は４月下旬を予定）

受診については年齢や加入医療保険（保険証）で違いがあります。
また、受診の方法は下記日程で実施する集団健診と医療機関などで実施する個別健診があります。
都合の良い方法で受診して下さい。

集団健診日程
◎下記の日程をご確認の上、受診券と保険証を持参して会場へお越し下さい。
◎受付時間：午前8時30分～午前11時00分 予約不要
　【対象者】南城市在住の 20歳～75歳未満の方
　※社会保険等加入被扶養者で40歳以上は受診券と保険証必須 

私は治療しているから、
特定健診は受けなくて
いいよね～

法律上…
治療している方も特定健診
を受けなくてはいけません！

病院で治療中の方は？

厚生労働省

そこで、こんな方法も
あります。

結
果

わずらわしい方は・・・ な
る
ほ
ど

②特定健診を受ける
　無料♪

①病院での血液検査
　結果を提供する方法
※但し、必須項目すべて検査
していることが条件

健診受診（または結果を
提供）していただきありが
とうございます!!
受診率向上に向けて
がんばります！
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大里)総合保健福祉センター

佐敷)老人福祉センター

玉城)中央公民館

知念)社会福祉センター

大里)総合保健福祉センター

佐敷)老人福祉センター

久高)離島振興総合センター

玉城)中央公民館

大里)総合保健福祉センター

知念)社会福祉センター
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玉城)中央公民館
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大里)総合保健福祉センター

大里)総合保健福祉センター

『検査内容』
身体計測、血圧、腹囲測定、
尿検査（糖･蛋白･潜血）
〈血液検査〉
肝機能検査（GOT･GPT､γ-GTP）
脂質検査（HDL･LDL･中性脂肪）
総コレステロール検査
腎機能検査（クレアチニン･尿酸）
血糖検査（血糖値･HbA1c）
※心電図検査
（40歳以上国保加入者のみ）
〈医師による診察〉
詳細健診（医師の判断による追加項目）
貧血検査･心電図検査･眼底検査

火

木

火

金

日

日

火

木

水

日

木

日

日

火

火

火

木

木

日

日

日

対
象
者
で
あ
れ
ば
ど
の
地
区
で
も
受
診
可
能
で
す
。都
合
の
良
い
日
に
受
診
し
て
下
さ
い
。

受診率反映！

※ 当日は、尿検査があります。お手洗いのタイミングにご注意下さい。
　また、飲食した場合でも胃がん検診を除く検査は実施可能です。
※ 集団健診では、胃がん検診はバリウム検査のみです。胃カメラ検査は実施しておりません。
※ 常用薬がある方は、健診前にかかりつけ医に相談し、その指示に従って下さい。

職場健診又は通院先の健診結果がある場合、健診結果の提供にご協力下さい。
国保加入の40歳以上の方へ!!

◆◇ 特定健康診査(無料) ◇◆

○胃がん検診
　バリウム検査…1,000円
○肺がん検診
　胸部レントゲン…200円
　喀痰検査…700円
○大腸がん検査
　便潜血2日法…500円

★☆ がん検診(自己負担額) ☆★

○心電図検査…500円
○眼底検査…300円
○貧血検査…300円
○前立腺がん検査…2,060円（血液検査）

■□ 追加検査(希望者) □■

前年度市民税非課税世帯･生活保護受
給者及び年度末年齢70歳以上の方は
がん検診において料金免除となります。
（集団健診のみ）
※追加検査は料金が発生します。

【任期】平成28年4月1日～平成31年3月31日
農業、農地に関する相談は、農業委員にお気軽にご相談下さい。
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【対象者】平成27年１月１日南城市に住民登録のある方で、平成27年度の市民税（均等割）が課税
されていない方（但し、課税者に扶養されている場合及び生活保護者を除く。）で平成28
年度中に65歳以上に達する方。

【支給額】対象者１人につき30,000円

健診費用
約6千円分
が無料♪

月 日 健診会場 検査項目・料金等曜
日

広報なんじょう No124 2016.4.5 広報なんじょう No124 2016.4.515 14



Nanjo Diary

南城市交通安全母の会の皆さまが、大里南小学校
の6年生へ『交通安全なんじぃお守り』を贈呈しました。
母の会特製のお守りは魔よけの塩入りで、新開にある
交通安全碑で祈願したもの。贈呈式で会長の嶺

みね

井
い

夏
なつ

子
こ

さんは「交通安全に気を付けて、中学校で部活や勉強を
がんばってください」と贈呈。お守りは大里南小学校の
ほか、市内のすべての6年生へ贈られました。

交通安全を願う
『なんじぃお守り』を贈呈

2016 おきなわECOスピリット
ライド＆ウォーク in 南城市

総合型地域スポーツクラブ・チーム玉城のメンバー
が、創立70周年を迎える百名小学校を訪れ、サッカー
ボール12個を寄贈しました。チームは 毎年フットサル
大会を開催し、その収益の一部で市内の小学校や児
童養護施設へサッカーボールなどをプレゼントしてい
ます。代表の金

きん

城
じょう

道
みち

年
とし

さんは「ボールを使ってたくさん
遊んで健康な体を作ってほしい」と笑顔。子ども達へ
素敵なプレゼントとなりました。 2 23

火曜日

2 25
木曜日

チーム玉城が百名小へ
サッカーボールを寄贈

2月21日、南城市をサイクリングとウォーキングで巡る『2016 
おきなわECOスピリットライド＆ウォーク in 南城市』が開催
されました。ライド部門に209人、ウォーク・ノルディック部門に
945人。合計1154人がエントリーし、南城路を楽しみながら心
地のよい汗を流しました。

ボランティアが支えています
大会コースの沿線や歩道の花々は、
地域のボランティアにより植えられま
した。色鮮やかな花々が参加者を応援
しました。

ご協力お礼
『2016 おきなわECOスピリットライド＆ウォーク in 南城市』は成功裏に終えるこ
とができました。参加者の皆さま、ボランティア、大会関係者をはじめ、多くの方々のご
協力に感謝いたします。ありがとうございました。生活環境課（大里庁舎） ☎946-8981お問合せ

狂犬病は犬だけの病気ではありません!人にも感染し、発症した場合はほぼ100％死に至るとても怖
い病気です。犬の飼い主は狂犬病予防法にて生後３カ月以上の犬に一生涯一度の登録と、年一度の狂犬病予
防注射を受けさせる義務があります。犬を飼っている方は必ず狂犬病予防注射を受けさせましょう。
南城市では下記のとおり実施しますが、お住まいの区域と別日・別所でも注射を受けることができます。

☆各区集合注射の日程（場所は各字公民館等で行います。）

☆下記の動物病院でも狂犬病予防注射、済票交付及び登録等の手続を行うことができます !!

5月14日（土曜日）
予防注射時間
9:00～9:30
9:40～10:10
10:20～10:50
11:00～11:20
11:30～11:50
13:10～13:40
13:50～14:20
14:30～14:50
15:00～15:30

9:00～10:00
10:10～11:00
11:10～11:50
13:10～13:30
13:40～14:00
14:10～14:30
14:40～15:00
15:10～15:30
15:40～16:00

予防注射時間 実施場所
島　袋
福　原
当　間
仲　程
大里団地
銭　又
平　川
高宮城

ニュータウン

実施場所
船　越
前　川
愛　地
西　原
南風原
平　良
古　堅
嶺井団地
嶺　井

4月23日（土曜日）
予防注射時間
9:00～9:20
9:30～10:30
10:40～11:10
11:20～11:50
13:10～13:40
13:50～14:20
14:30～14:50
15:00～15:30
15:40～16:00

9:10～9:30
9:40～10:30
10:40～11:50
13:10～13:40
13:50～14:20
14:30～15:05
15:15～15:35
15:45～16:00

予防注射時間 実施場所
中　山
奥　武
志堅原
堀　川
富　里
當　山
屋嘉部
糸　数
喜良原

実施場所
山　里
志喜屋
親慶原
垣　花
仲村渠
百　名
新　原
玉　城

動物病院名
ほんだ動物病院
ひろみ動物クリニック
さくらペットクリニック
くどう動物病院
赤瓦動物病院
ピュアペットクリニック
ヒマワリ動物病院
こにし動物病院
南の往診獣医さん※往診専門獣医

住　　所
与那原町字与那原3062
与那原町字与那原3587
南風原町与那覇507-1
南風原町字兼城587-2
八重瀬町字屋宜原186
那覇市繁多川4-22-1
那覇市牧志1-19-13
那覇市赤嶺2-1-7
南風原町津嘉山1640-2

連　絡　先

5月28日（土曜日）
予防注射時間
9:10～9:30
9:40～10:20
10:30～10:50
11:00～11:20
11:30～12:00
13:10～13:50
14:00～14:20
14:30～14:50
15:00～15:30

9:00～10:00
10:10～11:10
11:20～11:50
13:10～14:10
14:20～14:50
15:00～15:30

予防注射時間 実施場所
具志堅
知　念
吉　富
久手堅
安座真
知　名
海　野
久　原
仲伊保

実施場所
つきしろ
新　里
小　谷
新　開
兼　久
冨祖崎

5月21日（土曜日）
予防注射時間
9:00～10:30
10:45～11:15
11:25～11:50
13:10～14:00
14:10～15:00
15:10～15:30

098-944-2427
098-946-9311
098-888-1525
098-888-3514
098-998-1006
098-884-8161
098-869-1645
098-859-5240
098-987-1413

9:00～9:40
9:50～10:20
10:30～10:50
11:00～11:50
13:10～13:40
13:50～14:10
14:20～15:50

予防注射時間 実施場所
津波古
屋比久
外　間
佐　敷
手登根
伊　原

実施場所
大　城
目取真
湧稲国
稲　嶺
真境名
稲　福

グリーンタウン

金　額手数料等の種類
狂犬病予防注射料金
注射済票交付手数料
合計

2,650円
550円
3,200円

継続注射手数料

犬の鑑札再交付手数料 1,600円 注射済票再交付手数料 340円
再交付手数料

金　額手数料等の種類
登録手数料
狂犬病予防注射料金
注射済票交付手数料
合計

3,000円
2,650円
550円
6,200円

新規登録の手数料及び注射手数料

※犬の登録は生涯に一度だけです。まだ、登録を済まされてない方は登録手数料が必要です。
※飼い犬の変更や飼い犬が死亡した場合、市役所生活環境課までご連絡をお願いします。

※狂犬病予防注射の料金については各病院によって異なる場合があります。

つきしろ自治会の皆さん あかゆらぬ花会の皆さん
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Nanjo Diary
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の6年生へ『交通安全なんじぃお守り』を贈呈しました。
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ほか、市内のすべての6年生へ贈られました。

交通安全を願う
『なんじぃお守り』を贈呈

2016 おきなわECOスピリット
ライド＆ウォーク in 南城市

総合型地域スポーツクラブ・チーム玉城のメンバー
が、創立70周年を迎える百名小学校を訪れ、サッカー
ボール12個を寄贈しました。チームは 毎年フットサル
大会を開催し、その収益の一部で市内の小学校や児
童養護施設へサッカーボールなどをプレゼントしてい
ます。代表の金
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素敵なプレゼントとなりました。 2 23

火曜日

2 25
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チーム玉城が百名小へ
サッカーボールを寄贈

2月21日、南城市をサイクリングとウォーキングで巡る『2016 
おきなわECOスピリットライド＆ウォーク in 南城市』が開催
されました。ライド部門に209人、ウォーク・ノルディック部門に
945人。合計1154人がエントリーし、南城路を楽しみながら心
地のよい汗を流しました。

ボランティアが支えています
大会コースの沿線や歩道の花々は、
地域のボランティアにより植えられま
した。色鮮やかな花々が参加者を応援
しました。

ご協力お礼
『2016 おきなわECOスピリットライド＆ウォーク in 南城市』は成功裏に終えるこ
とができました。参加者の皆さま、ボランティア、大会関係者をはじめ、多くの方々のご
協力に感謝いたします。ありがとうございました。生活環境課（大里庁舎） ☎946-8981お問合せ

狂犬病は犬だけの病気ではありません!人にも感染し、発症した場合はほぼ100％死に至るとても怖
い病気です。犬の飼い主は狂犬病予防法にて生後３カ月以上の犬に一生涯一度の登録と、年一度の狂犬病予
防注射を受けさせる義務があります。犬を飼っている方は必ず狂犬病予防注射を受けさせましょう。
南城市では下記のとおり実施しますが、お住まいの区域と別日・別所でも注射を受けることができます。

☆各区集合注射の日程（場所は各字公民館等で行います。）
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予防注射時間 実施場所
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奥　武
志堅原
堀　川
富　里
當　山
屋嘉部
糸　数
喜良原

実施場所
山　里
志喜屋
親慶原
垣　花
仲村渠
百　名
新　原
玉　城

動物病院名
ほんだ動物病院
ひろみ動物クリニック
さくらペットクリニック
くどう動物病院
赤瓦動物病院
ピュアペットクリニック
ヒマワリ動物病院
こにし動物病院
南の往診獣医さん※往診専門獣医

住　　所
与那原町字与那原3062
与那原町字与那原3587
南風原町与那覇507-1
南風原町字兼城587-2
八重瀬町字屋宜原186
那覇市繁多川4-22-1
那覇市牧志1-19-13
那覇市赤嶺2-1-7
南風原町津嘉山1640-2

連　絡　先

5月28日（土曜日）
予防注射時間
9:10～9:30
9:40～10:20
10:30～10:50
11:00～11:20
11:30～12:00
13:10～13:50
14:00～14:20
14:30～14:50
15:00～15:30

9:00～10:00
10:10～11:10
11:20～11:50
13:10～14:10
14:20～14:50
15:00～15:30

予防注射時間 実施場所
具志堅
知　念
吉　富
久手堅
安座真
知　名
海　野
久　原
仲伊保

実施場所
つきしろ
新　里
小　谷
新　開
兼　久
冨祖崎

5月21日（土曜日）
予防注射時間
9:00～10:30
10:45～11:15
11:25～11:50
13:10～14:00
14:10～15:00
15:10～15:30

098-944-2427
098-946-9311
098-888-1525
098-888-3514
098-998-1006
098-884-8161
098-869-1645
098-859-5240
098-987-1413

9:00～9:40
9:50～10:20
10:30～10:50
11:00～11:50
13:10～13:40
13:50～14:10
14:20～15:50

予防注射時間 実施場所
津波古
屋比久
外　間
佐　敷
手登根
伊　原

実施場所
大　城
目取真
湧稲国
稲　嶺
真境名
稲　福

グリーンタウン

金　額手数料等の種類
狂犬病予防注射料金
注射済票交付手数料
合計

2,650円
550円
3,200円

継続注射手数料

犬の鑑札再交付手数料 1,600円 注射済票再交付手数料 340円
再交付手数料

金　額手数料等の種類
登録手数料
狂犬病予防注射料金
注射済票交付手数料
合計

3,000円
2,650円
550円
6,200円

新規登録の手数料及び注射手数料

※犬の登録は生涯に一度だけです。まだ、登録を済まされてない方は登録手数料が必要です。
※飼い犬の変更や飼い犬が死亡した場合、市役所生活環境課までご連絡をお願いします。

※狂犬病予防注射の料金については各病院によって異なる場合があります。

つきしろ自治会の皆さん あかゆらぬ花会の皆さん
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お知らせ

なん♥

問 南城市国保年金課（大里庁舎） ☎946-8961／浦添年金事務所 ☎877-0343

納め忘れにご注意！

平成28年度 国民年金保険料の納付について
国民年金第1号被保険者のうち、現金（納付書）で納付されている方に、日本年金機構から平成28年度分（H28.4月
～H29.3月）の納付書が送られます。（注：保険料の一部が免除されている方は、4月～6月分までの納付書）
保険料の納め忘れがあると、将来の老齢基礎年金が少なくなるほか、万一の事故や病気で障害が残ったときの障害
基礎年金や、一家の働き手が亡くなったときの遺族基礎年金が受けられない場合があります。納付が困難な場合は、
免除や猶予制度がありますので、ご相談ください。
また、受給額を増やすための付加保険料や、保険料が割引になる前納制度もありますので、ご検討ください。

なんじぃマーチ♪　いかしたおんがくだいすきで　トレードマークはおひげです

申込は4/28まで 手当の月額変更のお知らせ

問 生きがい推進課（大里庁舎） ☎946-8985問・申込先 都市建設課（玉城庁舎）☎948-2141

障害児福祉手当・特別障害者手当等を
受給されている皆さまへ

平成28年4月から下記のとおり手当の月額が変更
となります。

市営住宅空家待ち入居者募集について
１.団地所在地：市営百名団地（玉城字百名626～647-3）/
市営ワンヂン原団地（知念字久手堅754-2～819-3）/
市営久高団地（知念字久高103-1）

２.申込期間：平成28年4月4日（月）～平成28年4月28日（木）まで
３.申込方法：都市建設課及び市役所各庁舎市民課窓口に
備え付けの市営住宅入居申込書に必要事項を記入し、
都市建設課へ直接申込みしてください。申請書の仮審査
の後、合格者に抽選会の案内を通知します。

４.空家入居候補者（有効期限）：空家待ち資格決定後から
次期補充入居者の順位決定の日 まで（おおむね平成29
年5月末ごろ）

５.空家状況（平成28年3月10日 現在）：全市営住宅において0戸

税のお知らせ 試験のお知らせ

問 税務課（大里庁舎） ☎948-7124

危険物取扱者試験
◆試験日：6月5日（日）
◆試験の種類：甲種、乙種（第1類～第6類）、丙種
◆試験会場：琉球大学、北部農林高校、南部農林高校、
　　　　　  宮古工業高校、八重山農林高校、
◆願書受付期間：4月18日（月）～4月25日（月）
◆願書配布先：各消防本部予防課、沖縄県宮古事務所

総務課、沖縄県八重山事務所総務課、
　　　　　　 消防試験研究センター沖縄県支部
※ホームページから電子申請できます。

平成28年度
「固定資産税第1期」の納付について

4月は固定資産税第1期の納付月となっております。
納め忘れのないよう早めの納付をお願いします。
※口座振替の方は残高の確認をお願いします。
　尚、振替日は4月20日です。

随時受付中です！ 海外留学のチャンス！

問 教育指導課（大里庁舎） ☎947-6017問 南城市教育委員会（大里庁舎） ☎947-6017

平成28年度 南城市海外短期留学生募集
市教育委員会では、夏休みを含む21日間、アメリカの
大学で行う短期留学（語学研修）参加者を募集します。
【募集期間】４月１日（金）～４月２５日（月）
※興味・関心のある生徒及びその保護者への説明会を
　4月15日（金）に予定しています。
【応募資格】市内在住の中学生・高校生
（平成28年４月２日以降も引き続き在住するもの）
【募集人員】20名　中学生（15名）／高校生（5名）
【応募方法】教育指導課にて配布する募集要項または
　　　　　市ホームページをご覧下さい。

平成28年度 リカレント教育受講者募集
戦中・戦後期に学校で授業が受けられなかった方々
で、もう一度、小学校または中学校で勉強してみたい
という方に学ぶ機会を提供する事業です。
（１）受講対象者は当時の社会の状況や家庭の事情な

どにより十分に義務教育を受けられなかった
方々です。なお、受講料は無料です。

（２）市内の希望する小学校、中学校で、週１～３日程
度子どもたちと一緒に希望する学習ができます。

（３）受講する学年や教科などは、受講者と教育委員会、
学校で相談して希望に添うようにします。

※随時受付中、詳しくは市教育委員会までお問い合わせください。

国保の加入は14日以内に届出を！
納付書は7月から発送

問 国保年金課（大里庁舎） ☎946-8961問 国保年金課（大里庁舎） ☎946-8961

平成２８年度より
国保税の納期が変わります！

平成28年度より仮算定を廃止し、本算定のみの課
税となります。納期は7月～翌年3月です。詳細につい
ては担当課までお問合せ下さい。

14日以内に届出しないと病院を
受診した分が全額自己負担になります

◆退職した方
　退職後すぐに会社から健康保険資格喪失証明書を
発行してもらい、国保加入の手続きをしましょう！
◆住所が変わった方
　市民課で届出をしたら、すぐに国保加入の手続をし
ましょう！
　（市内で住所が変わった方は現在お持ちの保険証を
ご持参下さい。）

平成28年度南城市地域支援事業

問 生きがい推進課・地域支援係（大里庁舎） ☎946-8985

シニアライフ向上事業（第１期）参加者募集(65歳以上の方)
南城市に暮らす65歳以上の方（介護保険の認定を受けていない方）を対象に、（６月～８月の約3ヶ月）を下記のとお
り実施します。参加希望者は、生きがい推進課までお申込み下さい。

特別障害者手当
障害児福祉手当
福祉手当（経過措置分）

平成27年度 平成28年4年～
26,620円 ⇒ 26,830円
14,480円 ⇒ 14,600円
14,480円 ⇒ 14,600円

納期限：平成28年5月2日（月）

　　　　　 消防試験研究センター
沖縄県支部（自治会館6階） ☎941-5201
ホームページ http://www.shoubo-shiken.or.jp

願書提出先

◆定額保険料（月額）：16,260円　　　◆付加保険料（月額）：400円
◆納付期限：納付対象月の翌月末日
◆納付方法：窓口納付（金融機関、郵便局、コンビニなど）、口座振替、クレジットカード納付など

【支払い無し】4月・5月・6月
【本算定期間】 7月（1期） 納税通知書送付
8月（2期）・9月（3期）・10月（4期）・11月（5期）
12月（6期）・1月（7期）・2月（8期）・3月（9期）

【募集期間】４月11日（月）～5月6日（金）※新規申込者を優先いたします。
※参加対象者は「運動をする上で身体上問題のない方」などの条件があります。応募人数が少人数となった場合は、
 　事業を実施できない場合がありますのでご了承ください。

※水中運動はバス停での送迎有。要申込（第1期：知念・佐敷地区、第2期：玉城・大里地区）

ストレッチ＆マシントレーニング
ストレッチ＆マシントレーニング
水中運動

15名（女性）
10名
20名

カーブス南城大里
ユインチホテル南城
寿スイミングスクール

週2～3回
毎週火曜日（全10回）10時～11時30分
毎週木曜コース（全10回）10時10分～11時10分

計1,800円
計1,200円
計1,500円

募集人員 実施場所 実施日（8月～10月） 利用料★

★事業所で直接支払い
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お知らせ

なん♥

問 南城市国保年金課（大里庁舎） ☎946-8961／浦添年金事務所 ☎877-0343

納め忘れにご注意！

平成28年度 国民年金保険料の納付について
国民年金第1号被保険者のうち、現金（納付書）で納付されている方に、日本年金機構から平成28年度分（H28.4月
～H29.3月）の納付書が送られます。（注：保険料の一部が免除されている方は、4月～6月分までの納付書）
保険料の納め忘れがあると、将来の老齢基礎年金が少なくなるほか、万一の事故や病気で障害が残ったときの障害
基礎年金や、一家の働き手が亡くなったときの遺族基礎年金が受けられない場合があります。納付が困難な場合は、
免除や猶予制度がありますので、ご相談ください。
また、受給額を増やすための付加保険料や、保険料が割引になる前納制度もありますので、ご検討ください。

なんじぃマーチ♪　いかしたおんがくだいすきで　トレードマークはおひげです

申込は4/28まで 手当の月額変更のお知らせ

問 生きがい推進課（大里庁舎） ☎946-8985問・申込先 都市建設課（玉城庁舎）☎948-2141

障害児福祉手当・特別障害者手当等を
受給されている皆さまへ

平成28年4月から下記のとおり手当の月額が変更
となります。

市営住宅空家待ち入居者募集について
１.団地所在地：市営百名団地（玉城字百名626～647-3）/
市営ワンヂン原団地（知念字久手堅754-2～819-3）/
市営久高団地（知念字久高103-1）

２.申込期間：平成28年4月4日（月）～平成28年4月28日（木）まで
３.申込方法：都市建設課及び市役所各庁舎市民課窓口に
備え付けの市営住宅入居申込書に必要事項を記入し、
都市建設課へ直接申込みしてください。申請書の仮審査
の後、合格者に抽選会の案内を通知します。

４.空家入居候補者（有効期限）：空家待ち資格決定後から
次期補充入居者の順位決定の日 まで（おおむね平成29
年5月末ごろ）

５.空家状況（平成28年3月10日 現在）：全市営住宅において0戸

税のお知らせ 試験のお知らせ

問 税務課（大里庁舎） ☎948-7124

危険物取扱者試験
◆試験日：6月5日（日）
◆試験の種類：甲種、乙種（第1類～第6類）、丙種
◆試験会場：琉球大学、北部農林高校、南部農林高校、
　　　　　  宮古工業高校、八重山農林高校、
◆願書受付期間：4月18日（月）～4月25日（月）
◆願書配布先：各消防本部予防課、沖縄県宮古事務所

総務課、沖縄県八重山事務所総務課、
　　　　　　 消防試験研究センター沖縄県支部
※ホームページから電子申請できます。

平成28年度
「固定資産税第1期」の納付について

4月は固定資産税第1期の納付月となっております。
納め忘れのないよう早めの納付をお願いします。
※口座振替の方は残高の確認をお願いします。
　尚、振替日は4月20日です。

随時受付中です！ 海外留学のチャンス！

問 教育指導課（大里庁舎） ☎947-6017問 南城市教育委員会（大里庁舎） ☎947-6017

平成28年度 南城市海外短期留学生募集
市教育委員会では、夏休みを含む21日間、アメリカの
大学で行う短期留学（語学研修）参加者を募集します。
【募集期間】４月１日（金）～４月２５日（月）
※興味・関心のある生徒及びその保護者への説明会を
　4月15日（金）に予定しています。
【応募資格】市内在住の中学生・高校生
（平成28年４月２日以降も引き続き在住するもの）
【募集人員】20名　中学生（15名）／高校生（5名）
【応募方法】教育指導課にて配布する募集要項または
　　　　　市ホームページをご覧下さい。

平成28年度 リカレント教育受講者募集
戦中・戦後期に学校で授業が受けられなかった方々
で、もう一度、小学校または中学校で勉強してみたい
という方に学ぶ機会を提供する事業です。
（１）受講対象者は当時の社会の状況や家庭の事情な

どにより十分に義務教育を受けられなかった
方々です。なお、受講料は無料です。

（２）市内の希望する小学校、中学校で、週１～３日程
度子どもたちと一緒に希望する学習ができます。

（３）受講する学年や教科などは、受講者と教育委員会、
学校で相談して希望に添うようにします。

※随時受付中、詳しくは市教育委員会までお問い合わせください。

国保の加入は14日以内に届出を！
納付書は7月から発送

問 国保年金課（大里庁舎） ☎946-8961問 国保年金課（大里庁舎） ☎946-8961

平成２８年度より
国保税の納期が変わります！

平成28年度より仮算定を廃止し、本算定のみの課
税となります。納期は7月～翌年3月です。詳細につい
ては担当課までお問合せ下さい。

14日以内に届出しないと病院を
受診した分が全額自己負担になります

◆退職した方
　退職後すぐに会社から健康保険資格喪失証明書を
発行してもらい、国保加入の手続きをしましょう！
◆住所が変わった方
　市民課で届出をしたら、すぐに国保加入の手続をし
ましょう！
　（市内で住所が変わった方は現在お持ちの保険証を
ご持参下さい。）

平成28年度南城市地域支援事業

問 生きがい推進課・地域支援係（大里庁舎） ☎946-8985

シニアライフ向上事業（第１期）参加者募集(65歳以上の方)
南城市に暮らす65歳以上の方（介護保険の認定を受けていない方）を対象に、（６月～８月の約3ヶ月）を下記のとお
り実施します。参加希望者は、生きがい推進課までお申込み下さい。

特別障害者手当
障害児福祉手当
福祉手当（経過措置分）

平成27年度 平成28年4年～
26,620円 ⇒ 26,830円
14,480円 ⇒ 14,600円
14,480円 ⇒ 14,600円

納期限：平成28年5月2日（月）

　　　　　 消防試験研究センター
沖縄県支部（自治会館6階） ☎941-5201
ホームページ http://www.shoubo-shiken.or.jp

願書提出先

◆定額保険料（月額）：16,260円　　　◆付加保険料（月額）：400円
◆納付期限：納付対象月の翌月末日
◆納付方法：窓口納付（金融機関、郵便局、コンビニなど）、口座振替、クレジットカード納付など

【支払い無し】4月・5月・6月
【本算定期間】 7月（1期） 納税通知書送付
8月（2期）・9月（3期）・10月（4期）・11月（5期）
12月（6期）・1月（7期）・2月（8期）・3月（9期）

【募集期間】４月11日（月）～5月6日（金）※新規申込者を優先いたします。
※参加対象者は「運動をする上で身体上問題のない方」などの条件があります。応募人数が少人数となった場合は、
 　事業を実施できない場合がありますのでご了承ください。

※水中運動はバス停での送迎有。要申込（第1期：知念・佐敷地区、第2期：玉城・大里地区）

ストレッチ＆マシントレーニング
ストレッチ＆マシントレーニング
水中運動

15名（女性）
10名
20名

カーブス南城大里
ユインチホテル南城
寿スイミングスクール

週2～3回
毎週火曜日（全10回）10時～11時30分
毎週木曜コース（全10回）10時10分～11時10分

計1,800円
計1,200円
計1,500円

募集人員 実施場所 実施日（8月～10月） 利用料★

★事業所で直接支払い

広報なんじょう No124 2016.4.5 広報なんじょう No124 2016.4.519 18



2
0
0
文
字
以
内
。日
時
、場
所
、主
催
ま
た
は
お
問
合
せ

先
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。商
業
性
の
高
い
情
報
に
つ
い

て
は
掲
載
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。発
行
月
の
前
月

10
日
ま
で
に
送
付
く
だ
さ
い
。

基　準 市
民
が
主
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
掲
載
致
し
ま
す
。

基
準
に
従
い
、左
記
メ
ー
ル
に
て
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　 koho@

city.nanjo.okinaw
a.jp

市
民
が
主
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
掲
載
致
し
ま
す
。

基
準
に
従
い
、左
記
メ
ー
ル
に
て
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　 koho@

city.nanjo.okinaw
a.jp

市
民
が
主
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
掲
載
致
し
ま
す
。

基
準
に
従
い
、左
記
メ
ー
ル
に
て
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　 koho@

city.nanjo.okinaw
a.jp

Ｅ
メ
ー
ル

イ
ベ
ン
ト
広
場

情報お待ち
してるなん♪

南
城
市
中
央
公
民
館
講
座 

受
講
生
大
募
集

行政
関連

①
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン

【
日
時
】4
月
23
日（
土
）13
時
〜
14
時

【
場
所
】シ
ュ
ガ
ー
ホ
ー
ル
裏 

佐
敷
干
潟

＊
手
袋
、汚
れ
て
も
い
い
服
装

②
母
娘
共
演
♪
ト
ル
ン
と
マ
リ
ン
バ
わ
く
わ
く
コ
ン
サ
ー
ト

【
日
時
】4
月
24
日（
日
）10
時
〜（
45
分
）

【
会
場
】シ
ュ
ガ
ー
ホ
ー
ル
２
階
集
会
室

【
料
金
】大
人
1
0
0
0
円
　
こ
ど
も
無
料

③
コ
コ
ロ
わ
く
わ
く
体
験
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

【
日
時
】4
月
24
日（
日
）11
時
〜
16
時

【
会
場
】シ
ュ
ガ
ー
ホ
ー
ル
2
階 

集
会
室
、和
室
、会
議
室

※
入
場
無
料
：
体
験
ブ
ー
ス
１
０
０
円
〜
糸
の
こ
体
験
、

ス
ト
ロ
ー
工
作
、親
子
ヨ
ガ
、ア
ク
セ
サ
リ
ー
作
り
な
ど
。

【
主
催
】ぷ
ろ
お
き
な
わ

【
後
援
】南
城
市
教
育
委
員
会
、生
活
環
境
課
、

F
M
な
ん
じ
ょ
う
、沖
縄
タ
イ
ム
ス
、琉
球
新
報

【
問
】☎
0
9
0

‒

4
2
2
8

‒

1
1
2
4（
あ
べ
） 

F
a
c
e
b
o
o
k「
う
む
さ
ん
祭
り
」で
検
索

う
む
さ
ん
祭
り 

〜
お
も
し
ろ
い
大
人
と

一
緒
に
コ
コ
ロ
わ
く
わ
く
体
験
〜

行政
関連

【
開
催
期
間
】平
成
28
年
5
月
12
日
〜
平
成
29
年
3
月
9
日

【
時
間
】14
時
〜
16
時

【
場
所
】南
城
市
大
里
庁
舎 

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
／

南
風
原
町 

ち
む
ぐ
く
る
館 

研
修
室

【
対
象
者
】初
心
者（
入
門
編・基
礎
編
）

【
受
講
条
件
】将
来
南
城
市
の
登
録
手
話
奉
仕
員
と

し
て
の
登
録
を
承
諾
活
動
で
き
る
方

【
受
講
料
】無
料（
た
だ
し
テ
キ
ス
ト
代
は
実
費
）

【
定
員
】10
名（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、選
考
に
な
り
ま
す
）

【
申
込
締
切
】平
成
28
年
5
月
13
日（
金
）

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問・申
込
先
】生
き
が
い
推
進
課（
大
里
庁
舎
）

☎
9
4
6

‒

8
9
8
5
／
F
A
X 

8
8
2

‒

8
1
1
4

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
受
講
生
募
集
　

（
入
門
編・基
礎
編
）

行政
関連

【
期
間
】4
月
16
日（
土
）〜
24
日（
日
）

※
南
城
市
大
里
庁
舎
、ユ
イ
ン
チ
ホ
テ
ル
南
城
、南
城
地
域

物
産
館 

な
ど
に
て
地
図
付
パ
ス
ポ
ー
ト
販
売（
5
0
0
円
）

●
同
時
開
催
イ
ベ
ン
ト：ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
フ
ェ
ス
タ

【
期
間
】4
月
22
日（
金
）〜
24
日（
日
） 

3
日
間 

10
時
〜
17
時 

【
場
所
】ユ
イ
ン
チ
ホ
テ
ル
南
城
※
花
卉・苗
木
等
販
売

2
0
1
6
春
南
城
市
憩
い
の
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン

【
日
時
】4
月
24
日（
日
）11
時
〜
14
時

【
料
金
】当
日
の
み
駐
車
場
無
料

【
問
】あ
ざ
ま
サ
ン
サ
ン
ビ
ー
チ
管
理
事
務
所

☎
9
4
8

-

3
5
2
1

【
日
時
】5
月
4
日（
水・み
ど
り
の
日
）15
時
半
開
場

　
16
時
開
演

【
会
場
】南
城
市
文
化
セ
ン
タ
ー・シ
ュ
ガ
ー
ホ
ー
ル

野
外
ス
テ
ー
ジ（
雨
天
の
場
合
集
会
室
に
て
開
催
）

【
料
金
】一
般
1
5
0
0
円
、高
校
生
5
0
0
円
、

中
学
生
以
下
無
料（
当
日
5
0
0
円
増
）

【
出
演
】南
部
マ
ン
ゴ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
ズ
、a
l
l 

j
a
p
a
n 

g
o
i
t
h
、ク
ロ
ネ
コ
リ
ズ
ム
、

j
a
h
s
t
i
c
e
、D
J 

カ
リ
ブ
ソ
ウ
ル
、宮
島
真
一（
M
C
）

【
主
催
】シ
ュ
ガ
ー
ホ
ー
ル
助
っ
人
倶
楽
部

【
問・電
話
予
約
】0
9
0

-

3
7
9
0

-

6
6
3
9（
平
田
）

※
当
日
は
飲
食
の
販
売
も
あ
り
ま
す
。

あ
ざ
ま
サ
ン
サ
ン
ビ
ー
チ

海
開
き
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
2
0
1
6

S
K
A 

i
n 

N
a
n
j
o 

2
0
1
6

ゴ
ー
ル
デ
ン
マ
ン
ゴ
ー

南
城
市
で
は
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座（
入
門
・
基

礎
編
）を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。手
話
学
習
に

興
味・関
心
の
あ
る
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す（
南
城
市・南
風
原
町
合
同
講
座
）

南
城
市
の
夏
を
告
げ
る
海
開
き
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

を
開
催
し
ま
す
。地
域
の
青
年
会
に
よ
る
伝
統
芸
能
、も

ず
く
掴
み
取
り
、 

バ
ナ
ナ
ボ
ー
ト
無
料
体
験
な
ど
イ
ベ

ン
ト
盛
り
だ
く
さ
ん
！
な
ん
じ
ぃ
も
遊
び
に
来
る
よ
！

第10回オーディション（２００４年）にてグランプリを受賞した知念利津子さ
んのソプラノリサイタルを開催いたします。
知念利津子さんは、グランプリ受賞後、ドイツ、イタリアにて研鑽を積み、帰

国後は、国内外にて様々なコンサートへご出演されています。復帰40周年記念
式典では国歌演奏を務められ、オペラやコンサート、コマーシャル出演と、現在
最も注目されているソプラノ歌手です。
シュガーホールから誕生した音楽家が、若手実力派ソプラノ歌手としてシュ

ガーホールへ戻ってきます。素晴らしい歌声をどうぞお聴きください。

【日時】５月15日（日）15時開演（14時半開場）
【場所】南城市文化センター・シュガーホール
【料金】一般：2,000円、高校生以下1,000円（当日各500円増） 
※未就学児の入場はご遠慮ください。
【前売券】シュガーホールほか県内プレイガイドにて販売
●シュガーホール電話予約：予約したチケットは当日ホール入口にて受取・精算
【問】南城市文化センター・シュガーホール
☎９４７-１１００（窓口販売＆電話予約 ※月曜休館）

【
名
称
】南
城
市
制
施
行
１０
周
年
記
念

ラ
ジ
オ「
上
方
演
芸
会
」公
開
収
録

【
日
時
】平
成
28
年
5
月
27
日（
金
）

開
場：18
時
半
　
開
演：19
時
　
終
演
予
定：20
時
半

【
会
場
】南
城
市
文
化
セ
ン
タ
ー・シ
ュ
ガ
ー
ホ
ー
ル

【
出
演
】1
本
目：シ
ン
ク
タ
ン
ク
、プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス

　
　
　
2
本
目：Ｗ
ヤ
ン
グ
、な
す
な
か
に
し

【
司
会
】柴
田 

徹
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
阪
放
送
局
）

【
観
覧
申
込
】観
覧
は
無
料
で
す
が
、入
場
整
理
券
が

必
要
で
す
。

郵
便
往
復
は
が
き（
私
製
を
除
く
）の
往
信
用
裏
面

に（
1
）郵
便
番
号
、（
２
）住
所
、（
３
）名
前
、（
４
）電

話
番
号
、返
信
用
表
面
に（
１
）郵
便
番
号
、（
２
）住

所
、（
３
）名
前
を
明
記
し
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
応
募
多
数
の
場
合
は
、抽
選
の
う
え
、当
選
の
方
に
は
入

場
整
理
券（
１
枚
で
２
人
入
場
可
）を
、落
選
の
方
に
は
落

選
通
知
を
、平
成
28
年
5
月
16
日（
月
）頃
発
送
し
ま
す
。

※
記
入
に
不
備
が
あ
っ
た
場
合
は
無
効
と
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※「
返
信
用
裏
面
」に
は
抽
選
結
果
を
印
刷
し
ま
す
の
で
、

白
紙
の
ま
ま
お
送
り
く
だ
さ
い
。紙
・
シ
ー
ル
等
の
貼

り
付
け
、修
正
液
の
ご
使
用
も
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
等
で
の
転
売
を
目

的
と
し
た
お
申
し
込
み
は
固
く
お
断
り
し
ま
す
。

　
な
お
、売
買
を
目
的
と
し
た
お
申
し
込
み
で
あ
る
と
判
明

し
た
場
合
に
は
、抽
選
対
象
外
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
あ
て
先
】〒
9
0
1

-

1
4
0
3 

南
城
市
佐
敷
字

佐
敷
3
0
7 

南
城
市
文
化
セ
ン
タ
ー
・
シ
ュ
ガ
ー

ホ
ー
ル
　「
上
方
演
芸
会
」係

【
締
め
切
り
】平
成
28
年
5
月
9
日（
月
）必
着

【
放
送
予
定
】1
本
目：平
成
28
年
7
月
3
日（
日
）15
時

半
〜
15
時
55
分
／
2
本
目：平
成
28
年
7
月
10
日（
日
）

15
時
半
〜
15
時
55
分〈
ラ
ジ
オ
第
１・国
際
放
送
〉

【
主
催
】Ｎ
Ｈ
Ｋ
沖
縄
放
送
局
、南
城
市

【
問
】Ｎ
Ｈ
Ｋ
沖
縄
放
送
局「
上
方
演
芸
会
」係

☎
8
6
5

‒

2
2
2
2（
平
日 

9
時
〜
18
時
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
沖
縄
放
送
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http

：//w
w
w
.nhk.or.jp/okinaw

a/

南
城
市
文
化
セ
ン
タ
ー・シ
ュ
ガ
ー
ホ
ー
ル

☎
9
4
7

‒

1
1
0
0（
8
時
半
〜
17
時
15
分
※
月
曜
休
館
）

※
ご
応
募
の
際
に
い
た
だ
い
た
情
報
は
、抽
選
結
果
の
ご

連
絡
の
ほ
か
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
は
受
信
料
の
お
願
い
に
使
用

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

南
城
市
制
施
行
１０
周
年
記
念
　

ラ
ジ
オ「
上
方
演
芸
会
」公
開
収
録

の
実
施
に
つ
い
て

行政
関連

Ｎ
Ｈ
Ｋ
沖
縄
放
送
局
と
南
城
市
で
は
、南
城
市
制

施
行
１０
周
年
を
記
念
し
て
、ラ
ジ
オ
番
組「
上
方
演
芸

会
」公
開
収
録
を
実
施
し
ま
す
。こ
の
番
組
で
は
、上

方
芸
人
に
よ
る
漫
才
、漫
談
な
ど
、上
方
な
ら
で
は
の

話
芸
の
数
々
を
お
届
け
し
ま
す
。観
覧
を
ご
希
望
の

方
は
、次
の
要
領
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

上がり太陽プラン事業説明会（平成27年度成果発表会）

地域の活力を生み出そうとする事業を実現したい自治会、市民団体を応援
します。事業を提案していただき、書類審査、プレゼンテーション審査を行い、
優秀な提案事業を行う団体には50万円を上限として助成します。

平成28年度の上がり太陽プラン事業の説明と、昨年度採択された5団体
の成果発表会を開催します。応募予定の方、市民協働に興味がある方は
ぜひご参加ください。

●
一
般
講
座 『
健
康
体
操
』

　【講
師
】 

国
吉 

初
子（
健
康
体
操 
結
の
会
）

　【日
時
】6
月
7
日・14
日・21
日（
火
）19
時
〜
21
時

　【場
所
】南
城
市
中
央
公
民
館 

ホ
ー
ル

　【対
象（
定
員
）】 

一
般 

20
名
　
　【費
用
】無
料

●
一
般
講
座 『
陶
芸
教
室
』

　【日
時
】6
月
22
日（
水
） 

14
時
〜
16
時

　【講
師
】 

秀
陶
房

　【場
所
】南
城
市
中
央
公
民
館 

第
１
研
修
室

　【対
象（
定
員
）】一
般 

15
名
　【
費
用
】材
料
費

　
　
　
　
　
4
月
20
日（
水
）〜
5
月
11
日（
水
）

　
　
　
　
　
募
集
期
間
内
に
、左
記
の
場
所
に
設
置

さ
れ
て
い
る『
申
込
用
紙
』に 

必
要
事
項
を
記
入
の

上
、応
募
箱
に
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

※
応
募
者
が
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
と
な
り
、結
果

は
ハ
ガ
キ
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。（
先
着
順
で
は
あ

り
ま
せ
ん
）

募
集
期
間

申
込
方
法

【
問
】南
城
市
中
央
公
民
館

☎
9
4
8

‒

7
3
2
0（
※
月
曜
日
休
館
日
）

❶
中
央
公
民
館（
玉
城
） 

❷
大
里
庁
舎（
３
階 

生

涯
学
習
課
） 

❸
知
念
出
張
所 

❹
佐
敷
出
張
所

❺
図
書
館（
大
里
分
館
） 

❻
図
書
館（
佐
敷
分
館
）

【
対
象
】①
南
城
市
に
愛
着
を
持
ち
、卒
業
後
南
城
市

ガ
イ
ド
・
ア
マ
ミ
キ
ヨ
浪
漫
の
会
に
入
会
し
、月
に

少
な
く
と
も
3
、4
回
は
活
動
出
来
る
方
。

②
5
月
〜
9
月
末
ま
で
の
10
回
の
講
座
を
受
講
出
来

る
方
。＊
開
催
日
は
基
本
的
に
土
、日（
月
2
〜
3
回
程
度
）

③
南
城
市
内
在
住・在
勤
者
を
優
先
し
ま
す
。

【
募
集
期
間
】平
成
28
年
4
月
1
日
〜
4
月
30
日
　

＊
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
に
よ
る
。

【
参
加
費
】3
0
0
0
円 

※
講
座
資
料
代
と
し
て

【
受
付
方
法
】電
話
で
住
所・氏
名・年
齢・連
絡
先
　

を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。後
日
、講
座
申
し
込
み
書
を

お
送
り
し
ま
す
。受
付
時
間（
9
時
〜
17
時
）

【
問・申
込
み
】南
城
市
観
光
協
会
☎
9
4
8

-

4
6
6
0

南
城
市
ガ
イ
ド・ア
マ
ミ
キ
ヨ
浪
漫
の
会

南
城
市
ガ
イ
ド
４
期
生
募
集（
定
員
20
名
）
行政
関連

南
城
市
を
訪
れ
る
お
客
様
に
市
内
の
観
光
資
源

（
歴
史
、伝
統
文
化
、自
然
な
ど
）を
案
内
す
る
ガ
イ

ド
団
体「
ア
マ
ミ
キ
ヨ
浪
漫
の
会
」で
は
、5
月
か
ら

ガ
イ
ド
養
成
講
座
を
開
催
致
し
ま
す
。南
城
市
に
つ

い
て
学
び
、お
客
様
に
南
城
市
の
魅
力
を
一
緒
に
伝

え
て
い
き
ま
せ
ん
か
？

掲載内容のお詫びと訂正
広報なんじょう2016年3月号3ページにて、「ママカフェ」の開催が月1回となっていましたが、正しくは月2回でした。
この度の掲載誤りについて、訂正してお詫びを申し上げます。

【場所】玉城庁舎2階ホール　【日時】4月14日（木）19時半～
【問】まちづくり推進課（玉城庁舎）☎948-7110
E-mail: machi@city.nanjo.okinawa.jp

平成2８年度 上がり太陽プラン事業
～市民提案型まちづくり活動助成事業を募集!!～

あがりてぃーだ 募集期間：4月4日（月）
～5月6日（金）17時有限会社

社員:募集中！ 多くの方のご応募お待ちしています。

みどり食品

連絡先／998-3410　八重瀬町字港川222

自社農場での人参収穫が始まります。

収穫のお手伝い募集中
ＡＭ8：00～17：00

広報なんじょう No124 2016.4.5 広報なんじょう No124 2016.4.521 20



2
0
0
文
字
以
内
。日
時
、場
所
、主
催
ま
た
は
お
問
合
せ

先
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。商
業
性
の
高
い
情
報
に
つ
い

て
は
掲
載
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。発
行
月
の
前
月

10
日
ま
で
に
送
付
く
だ
さ
い
。

基　準 市
民
が
主
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
掲
載
致
し
ま
す
。

基
準
に
従
い
、左
記
メ
ー
ル
に
て
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　 koho@

city.nanjo.okinaw
a.jp

市
民
が
主
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
掲
載
致
し
ま
す
。

基
準
に
従
い
、左
記
メ
ー
ル
に
て
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　 koho@

city.nanjo.okinaw
a.jp

市
民
が
主
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
掲
載
致
し
ま
す
。

基
準
に
従
い
、左
記
メ
ー
ル
に
て
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　 koho@

city.nanjo.okinaw
a.jp

Ｅ
メ
ー
ル

イ
ベ
ン
ト
広
場

情報お待ち
してるなん♪

南
城
市
中
央
公
民
館
講
座 

受
講
生
大
募
集

行政
関連

①
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン

【
日
時
】4
月
23
日（
土
）13
時
〜
14
時

【
場
所
】シ
ュ
ガ
ー
ホ
ー
ル
裏 

佐
敷
干
潟

＊
手
袋
、汚
れ
て
も
い
い
服
装

②
母
娘
共
演
♪
ト
ル
ン
と
マ
リ
ン
バ
わ
く
わ
く
コ
ン
サ
ー
ト

【
日
時
】4
月
24
日（
日
）10
時
〜（
45
分
）

【
会
場
】シ
ュ
ガ
ー
ホ
ー
ル
２
階
集
会
室

【
料
金
】大
人
1
0
0
0
円
　
こ
ど
も
無
料

③
コ
コ
ロ
わ
く
わ
く
体
験
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

【
日
時
】4
月
24
日（
日
）11
時
〜
16
時

【
会
場
】シ
ュ
ガ
ー
ホ
ー
ル
2
階 

集
会
室
、和
室
、会
議
室

※
入
場
無
料
：
体
験
ブ
ー
ス
１
０
０
円
〜
糸
の
こ
体
験
、

ス
ト
ロ
ー
工
作
、親
子
ヨ
ガ
、ア
ク
セ
サ
リ
ー
作
り
な
ど
。

【
主
催
】ぷ
ろ
お
き
な
わ

【
後
援
】南
城
市
教
育
委
員
会
、生
活
環
境
課
、

F
M
な
ん
じ
ょ
う
、沖
縄
タ
イ
ム
ス
、琉
球
新
報

【
問
】☎
0
9
0

‒

4
2
2
8

‒

1
1
2
4（
あ
べ
） 

F
a
c
e
b
o
o
k「
う
む
さ
ん
祭
り
」で
検
索

う
む
さ
ん
祭
り 

〜
お
も
し
ろ
い
大
人
と

一
緒
に
コ
コ
ロ
わ
く
わ
く
体
験
〜

行政
関連

【
開
催
期
間
】平
成
28
年
5
月
12
日
〜
平
成
29
年
3
月
9
日

【
時
間
】14
時
〜
16
時

【
場
所
】南
城
市
大
里
庁
舎 

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
／

南
風
原
町 

ち
む
ぐ
く
る
館 

研
修
室

【
対
象
者
】初
心
者（
入
門
編・基
礎
編
）

【
受
講
条
件
】将
来
南
城
市
の
登
録
手
話
奉
仕
員
と

し
て
の
登
録
を
承
諾
活
動
で
き
る
方

【
受
講
料
】無
料（
た
だ
し
テ
キ
ス
ト
代
は
実
費
）

【
定
員
】10
名（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、選
考
に
な
り
ま
す
）

【
申
込
締
切
】平
成
28
年
5
月
13
日（
金
）

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問・申
込
先
】生
き
が
い
推
進
課（
大
里
庁
舎
）

☎
9
4
6

‒

8
9
8
5
／
F
A
X 

8
8
2

‒

8
1
1
4

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
受
講
生
募
集
　

（
入
門
編・基
礎
編
）

行政
関連

【
期
間
】4
月
16
日（
土
）〜
24
日（
日
）

※
南
城
市
大
里
庁
舎
、ユ
イ
ン
チ
ホ
テ
ル
南
城
、南
城
地
域

物
産
館 

な
ど
に
て
地
図
付
パ
ス
ポ
ー
ト
販
売（
5
0
0
円
）

●
同
時
開
催
イ
ベ
ン
ト：ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
フ
ェ
ス
タ

【
期
間
】4
月
22
日（
金
）〜
24
日（
日
） 

3
日
間 

10
時
〜
17
時 

【
場
所
】ユ
イ
ン
チ
ホ
テ
ル
南
城
※
花
卉・苗
木
等
販
売

2
0
1
6
春
南
城
市
憩
い
の
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン

【
日
時
】4
月
24
日（
日
）11
時
〜
14
時

【
料
金
】当
日
の
み
駐
車
場
無
料

【
問
】あ
ざ
ま
サ
ン
サ
ン
ビ
ー
チ
管
理
事
務
所

☎
9
4
8

-

3
5
2
1

【
日
時
】5
月
4
日（
水・み
ど
り
の
日
）15
時
半
開
場

　
16
時
開
演

【
会
場
】南
城
市
文
化
セ
ン
タ
ー・シ
ュ
ガ
ー
ホ
ー
ル

野
外
ス
テ
ー
ジ（
雨
天
の
場
合
集
会
室
に
て
開
催
）

【
料
金
】一
般
1
5
0
0
円
、高
校
生
5
0
0
円
、

中
学
生
以
下
無
料（
当
日
5
0
0
円
増
）

【
出
演
】南
部
マ
ン
ゴ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
ズ
、a
l
l 

j
a
p
a
n 

g
o
i
t
h
、ク
ロ
ネ
コ
リ
ズ
ム
、

j
a
h
s
t
i
c
e
、D
J 

カ
リ
ブ
ソ
ウ
ル
、宮
島
真
一（
M
C
）

【
主
催
】シ
ュ
ガ
ー
ホ
ー
ル
助
っ
人
倶
楽
部

【
問・電
話
予
約
】0
9
0

-

3
7
9
0

-

6
6
3
9（
平
田
）

※
当
日
は
飲
食
の
販
売
も
あ
り
ま
す
。

あ
ざ
ま
サ
ン
サ
ン
ビ
ー
チ

海
開
き
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
2
0
1
6

S
K
A 

i
n 

N
a
n
j
o 
2
0
1
6

ゴ
ー
ル
デ
ン
マ
ン
ゴ
ー

南
城
市
で
は
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座（
入
門
・
基

礎
編
）を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。手
話
学
習
に

興
味・関
心
の
あ
る
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す（
南
城
市・南
風
原
町
合
同
講
座
）

南
城
市
の
夏
を
告
げ
る
海
開
き
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

を
開
催
し
ま
す
。地
域
の
青
年
会
に
よ
る
伝
統
芸
能
、も

ず
く
掴
み
取
り
、 

バ
ナ
ナ
ボ
ー
ト
無
料
体
験
な
ど
イ
ベ

ン
ト
盛
り
だ
く
さ
ん
！
な
ん
じ
ぃ
も
遊
び
に
来
る
よ
！

第10回オーディション（２００４年）にてグランプリを受賞した知念利津子さ
んのソプラノリサイタルを開催いたします。
知念利津子さんは、グランプリ受賞後、ドイツ、イタリアにて研鑽を積み、帰

国後は、国内外にて様々なコンサートへご出演されています。復帰40周年記念
式典では国歌演奏を務められ、オペラやコンサート、コマーシャル出演と、現在
最も注目されているソプラノ歌手です。
シュガーホールから誕生した音楽家が、若手実力派ソプラノ歌手としてシュ

ガーホールへ戻ってきます。素晴らしい歌声をどうぞお聴きください。

【日時】５月15日（日）15時開演（14時半開場）
【場所】南城市文化センター・シュガーホール
【料金】一般：2,000円、高校生以下1,000円（当日各500円増） 
※未就学児の入場はご遠慮ください。
【前売券】シュガーホールほか県内プレイガイドにて販売
●シュガーホール電話予約：予約したチケットは当日ホール入口にて受取・精算
【問】南城市文化センター・シュガーホール
☎９４７-１１００（窓口販売＆電話予約 ※月曜休館）

【
名
称
】南
城
市
制
施
行
１０
周
年
記
念

ラ
ジ
オ「
上
方
演
芸
会
」公
開
収
録

【
日
時
】平
成
28
年
5
月
27
日（
金
）

開
場：18
時
半
　
開
演：19
時
　
終
演
予
定：20
時
半

【
会
場
】南
城
市
文
化
セ
ン
タ
ー・シ
ュ
ガ
ー
ホ
ー
ル

【
出
演
】1
本
目：シ
ン
ク
タ
ン
ク
、プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス

　
　
　
2
本
目：Ｗ
ヤ
ン
グ
、な
す
な
か
に
し

【
司
会
】柴
田 

徹
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
阪
放
送
局
）

【
観
覧
申
込
】観
覧
は
無
料
で
す
が
、入
場
整
理
券
が

必
要
で
す
。

郵
便
往
復
は
が
き（
私
製
を
除
く
）の
往
信
用
裏
面

に（
1
）郵
便
番
号
、（
２
）住
所
、（
３
）名
前
、（
４
）電

話
番
号
、返
信
用
表
面
に（
１
）郵
便
番
号
、（
２
）住

所
、（
３
）名
前
を
明
記
し
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
応
募
多
数
の
場
合
は
、抽
選
の
う
え
、当
選
の
方
に
は
入

場
整
理
券（
１
枚
で
２
人
入
場
可
）を
、落
選
の
方
に
は
落

選
通
知
を
、平
成
28
年
5
月
16
日（
月
）頃
発
送
し
ま
す
。

※
記
入
に
不
備
が
あ
っ
た
場
合
は
無
効
と
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※「
返
信
用
裏
面
」に
は
抽
選
結
果
を
印
刷
し
ま
す
の
で
、

白
紙
の
ま
ま
お
送
り
く
だ
さ
い
。紙
・
シ
ー
ル
等
の
貼

り
付
け
、修
正
液
の
ご
使
用
も
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
等
で
の
転
売
を
目

的
と
し
た
お
申
し
込
み
は
固
く
お
断
り
し
ま
す
。

　
な
お
、売
買
を
目
的
と
し
た
お
申
し
込
み
で
あ
る
と
判
明

し
た
場
合
に
は
、抽
選
対
象
外
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
あ
て
先
】〒
9
0
1

-

1
4
0
3 

南
城
市
佐
敷
字

佐
敷
3
0
7 

南
城
市
文
化
セ
ン
タ
ー
・
シ
ュ
ガ
ー

ホ
ー
ル
　「
上
方
演
芸
会
」係

【
締
め
切
り
】平
成
28
年
5
月
9
日（
月
）必
着

【
放
送
予
定
】1
本
目：平
成
28
年
7
月
3
日（
日
）15
時

半
〜
15
時
55
分
／
2
本
目：平
成
28
年
7
月
10
日（
日
）

15
時
半
〜
15
時
55
分〈
ラ
ジ
オ
第
１・国
際
放
送
〉

【
主
催
】Ｎ
Ｈ
Ｋ
沖
縄
放
送
局
、南
城
市

【
問
】Ｎ
Ｈ
Ｋ
沖
縄
放
送
局「
上
方
演
芸
会
」係

☎
8
6
5

‒

2
2
2
2（
平
日 

9
時
〜
18
時
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
沖
縄
放
送
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http

：//w
w
w
.nhk.or.jp/okinaw

a/

南
城
市
文
化
セ
ン
タ
ー・シ
ュ
ガ
ー
ホ
ー
ル

☎
9
4
7

‒

1
1
0
0（
8
時
半
〜
17
時
15
分
※
月
曜
休
館
）

※
ご
応
募
の
際
に
い
た
だ
い
た
情
報
は
、抽
選
結
果
の
ご

連
絡
の
ほ
か
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
は
受
信
料
の
お
願
い
に
使
用

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

南
城
市
制
施
行
１０
周
年
記
念
　

ラ
ジ
オ「
上
方
演
芸
会
」公
開
収
録

の
実
施
に
つ
い
て

行政
関連

Ｎ
Ｈ
Ｋ
沖
縄
放
送
局
と
南
城
市
で
は
、南
城
市
制

施
行
１０
周
年
を
記
念
し
て
、ラ
ジ
オ
番
組「
上
方
演
芸

会
」公
開
収
録
を
実
施
し
ま
す
。こ
の
番
組
で
は
、上

方
芸
人
に
よ
る
漫
才
、漫
談
な
ど
、上
方
な
ら
で
は
の

話
芸
の
数
々
を
お
届
け
し
ま
す
。観
覧
を
ご
希
望
の

方
は
、次
の
要
領
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

上がり太陽プラン事業説明会（平成27年度成果発表会）

地域の活力を生み出そうとする事業を実現したい自治会、市民団体を応援
します。事業を提案していただき、書類審査、プレゼンテーション審査を行い、
優秀な提案事業を行う団体には50万円を上限として助成します。

平成28年度の上がり太陽プラン事業の説明と、昨年度採択された5団体
の成果発表会を開催します。応募予定の方、市民協働に興味がある方は
ぜひご参加ください。

●
一
般
講
座 『
健
康
体
操
』

　【講
師
】 

国
吉 

初
子（
健
康
体
操 

結
の
会
）

　【日
時
】6
月
7
日・14
日・21
日（
火
）19
時
〜
21
時

　【場
所
】南
城
市
中
央
公
民
館 

ホ
ー
ル

　【対
象（
定
員
）】 

一
般 

20
名
　
　【費
用
】無
料

●
一
般
講
座 『
陶
芸
教
室
』

　【日
時
】6
月
22
日（
水
） 

14
時
〜
16
時

　【講
師
】 

秀
陶
房

　【場
所
】南
城
市
中
央
公
民
館 

第
１
研
修
室

　【対
象（
定
員
）】一
般 

15
名
　【
費
用
】材
料
費

　
　
　
　
　
4
月
20
日（
水
）〜
5
月
11
日（
水
）

　
　
　
　
　
募
集
期
間
内
に
、左
記
の
場
所
に
設
置

さ
れ
て
い
る『
申
込
用
紙
』に 

必
要
事
項
を
記
入
の

上
、応
募
箱
に
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

※
応
募
者
が
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
と
な
り
、結
果

は
ハ
ガ
キ
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。（
先
着
順
で
は
あ

り
ま
せ
ん
）

募
集
期
間

申
込
方
法

【
問
】南
城
市
中
央
公
民
館

☎
9
4
8

‒

7
3
2
0（
※
月
曜
日
休
館
日
）

❶
中
央
公
民
館（
玉
城
） 

❷
大
里
庁
舎（
３
階 

生

涯
学
習
課
） 

❸
知
念
出
張
所 

❹
佐
敷
出
張
所

❺
図
書
館（
大
里
分
館
） 

❻
図
書
館（
佐
敷
分
館
）

【
対
象
】①
南
城
市
に
愛
着
を
持
ち
、卒
業
後
南
城
市

ガ
イ
ド
・
ア
マ
ミ
キ
ヨ
浪
漫
の
会
に
入
会
し
、月
に

少
な
く
と
も
3
、4
回
は
活
動
出
来
る
方
。

②
5
月
〜
9
月
末
ま
で
の
10
回
の
講
座
を
受
講
出
来

る
方
。＊
開
催
日
は
基
本
的
に
土
、日（
月
2
〜
3
回
程
度
）

③
南
城
市
内
在
住・在
勤
者
を
優
先
し
ま
す
。

【
募
集
期
間
】平
成
28
年
4
月
1
日
〜
4
月
30
日
　

＊
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
に
よ
る
。

【
参
加
費
】3
0
0
0
円 

※
講
座
資
料
代
と
し
て

【
受
付
方
法
】電
話
で
住
所・氏
名・年
齢・連
絡
先
　

を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。後
日
、講
座
申
し
込
み
書
を

お
送
り
し
ま
す
。受
付
時
間（
9
時
〜
17
時
）

【
問・申
込
み
】南
城
市
観
光
協
会
☎
9
4
8

-

4
6
6
0

南
城
市
ガ
イ
ド・ア
マ
ミ
キ
ヨ
浪
漫
の
会

南
城
市
ガ
イ
ド
４
期
生
募
集（
定
員
20
名
）
行政
関連

南
城
市
を
訪
れ
る
お
客
様
に
市
内
の
観
光
資
源

（
歴
史
、伝
統
文
化
、自
然
な
ど
）を
案
内
す
る
ガ
イ

ド
団
体「
ア
マ
ミ
キ
ヨ
浪
漫
の
会
」で
は
、5
月
か
ら

ガ
イ
ド
養
成
講
座
を
開
催
致
し
ま
す
。南
城
市
に
つ

い
て
学
び
、お
客
様
に
南
城
市
の
魅
力
を
一
緒
に
伝

え
て
い
き
ま
せ
ん
か
？

掲載内容のお詫びと訂正
広報なんじょう2016年3月号3ページにて、「ママカフェ」の開催が月1回となっていましたが、正しくは月2回でした。
この度の掲載誤りについて、訂正してお詫びを申し上げます。

【場所】玉城庁舎2階ホール　【日時】4月14日（木）19時半～
【問】まちづくり推進課（玉城庁舎）☎948-7110
E-mail: machi@city.nanjo.okinawa.jp

平成2８年度 上がり太陽プラン事業
～市民提案型まちづくり活動助成事業を募集!!～

あがりてぃーだ 募集期間：4月4日（月）
～5月6日（金）17時有限会社

社員:募集中！ 多くの方のご応募お待ちしています。

みどり食品

連絡先／998-3410　八重瀬町字港川222

自社農場での人参収穫が始まります。

収穫のお手伝い募集中
ＡＭ8：00～17：00
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FMなんじょう
聴いてね！

FM 77.2

くらし手帖

無料法律相談
日常のちょっとした悩み解決に・・・

ご予約：総務課（玉城庁舎）☎948-7111
◆4月 相談日
　日時：4月14日（木）14:00～17:00
　場所：大里庁舎２階　福祉部相談室
◆5月 相談日
　日時：5月13日（金）14:00～17:00
　場所：玉城庁舎２階　農事研修室

消費生活相談

ご予約：生活環境課（大里庁舎）☎946-8981
◆日時：毎週火曜日
　　　 10:00～12:00/13:00～16:00
◆場所：大里庁舎 ２階東側相談室

「おかしいな」「困ったな」と感じたら
ひとりで悩まずにご相談ください。

生活困窮者自立支援制度

問：南城市 就職・生活支援パーソナルサポートセンター
　 （社会福祉課内） 
　 ☎946-8996　FAX.882-8114
　 メール syakai@city.nanjo.okinawa.jp
◆対象者：南城市にお住いの方で、
　　　　 経済的な面で生活にお困りの方
　　　　 （生活保護受給者は除く）
◆開所日：月～金（祝日・年末年始除く）
　　　　 8:30～17:15

※知念図書館以外は土・日の12時～13時まで休憩の
　ため閉館します。祝祭日は全館休館です。

開館
時間

【平 日】午前９時～午後６時
【土・日】午前９時～午後５時

☎948-7340
知念図書館　知念児童館となり

◆休館日・・・・・・・毎週火曜日
◆館内整理日・・・毎月第4木曜日

☎946-9512
大里分館　大里農村環境改善センター1階

◆休館日・・・・・・・毎週火曜日
◆館内整理日・・・毎月第4木曜日

☎947-1100
佐敷分館　シュガーホール併設

◆休館日・・・・・・・毎週月曜日
◆館内整理日・・・毎月第3木曜日

☎948-7320
玉城分館　中央公民館2階

◆休館日・・・・・・・毎週月曜日
◆館内整理日・・・毎月第3木曜日

通園・通学に必要なバッグや小物を簡単
にわかりやすく作れる本を２冊ピック
アップしました！

図書館からの
お知らせ

※館内整理日は休館です。

働きたくても働けない、家賃が支払えずに困ってい
るなど、就職や生活に困っていることをお聞かせく
ださい。解決へのお手伝いをします（相談無料）

社協 法律相談

問：南城市社会福祉協議会 ☎882ｰ8008
◆4月7日（木）佐敷／４月21日（木）大里
◆5月6日（金）佐敷／5月15（日）大里
※赤い羽根共同募金の配分金等で行われています。

これまで毎月2回、平日に市内の福祉センターで
実施していた法律相談を、平成28年度から奇数
月の第3週は日曜日とし、より市民が利用しやすい
日程を設定しました。（相談員：司法書士）

南城市在住の落語家・春風亭めん好が、様々なゲストを迎えてあなたの耳
にハートフルで気楽な時間をお届け。YouTubeでも番組を配信中。身のま
わりの話題、リクエスト（ハガキ・FAX）募集中！
毎週木曜 正午より生放送（再放送：水曜 午後9時、日曜 午後9時）毎週木曜 正午より生放送（再放送：水曜 午後9時、日曜 午後9時）

【FMなんじょう】〒901-1205 南城市大里字高平高宮城原97-2 イオンタウン南城大里1F
☎988-9266  FAX 988-8230/ホームページ http://www.fm-nanjo.net/
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○こ

○こ

○こ

○消○こ

○消○こ

○消○こ

○消○こ

○消○こ

知念漁協ウミンチュ
とれとれ朝市
（海野漁港）
南城市清明祭

うむさん祭り
あざまサンサン
ビーチ海開き

海外短期留学生
募集締切

固定資産税納期限

ラジオ「上方演芸会」
公開収録観覧募集締切

特定健診・がん検診
（総合保健センター○大）
8:30～11:00

4か月児健診
9:15～10:30
3歳児健診
13:30～14:45

都市計画公聴会
特定健診・がん検診
（老人福祉センター○佐）
8:30～11:00
1歳6か月児健診
13:30～14:45

手話奉仕員養成講座
募集締切
無料法律相談
1歳6か月児健診
13:30～14:45

狂犬病予防注射

SKA in Nanjo 2016 社協法律相談
上がり太陽プラン
事業募集締切

10か月児健診
 9:15～10:30

母子家庭等職業訓練
給付金募集締切

2歳児健康相談

アマミキヨ浪漫の会
ガイド４期生
募集締切

危険物取扱者試験
受付開始（～4/25）

中央公民館講座
募集開始（～5/11）

社協法律相談
7か月児健康相談

ガーデニング
フェスタ（～4/24）

うむさん祭り・ビーチ
クリーン
狂犬病予防注射

市営住宅入居者
募集開始（～4/28）

幼稚園入園式
シニアライフ向上
事業募集開始（～5/6）

無料職業紹介所市雇用
サポートセンター大里庁舎出張
9:00～12:00
４か月児健診
9:15～10:30
3歳児健診 
13:30～14:45 

区長会 小中学校始業式
久高小中学校入学式
社協法律相談
1歳6か月児健診　
13:30～14:45

上がり太陽プラン
事業説明会
無料法律相談

都市計画案の
縦覧開始（～4/28）

1歳児健康相談

オープンガーデン
(～4/24）

小中学校入学式
10か月児健診
9:15～10:30

10か月児健診
9:15～10:30

平成28年度 生ゴミ処理容器・処理機の奨励金について

ゴミの減量化と生ゴミを推肥として有効利用を推進するため、生ゴミ処理

機に対し50,000円を限度に、また、生ゴミ処理容器に対し、3,000円を上限

に奨励金を交付します。　ただし、購入金額の10分の8とします。

ご希望の方は生活環境課へ申請をお願いします。申請書の提出後、決定

書が届いてから処理容器・処理機をご購入していただき、奨励金の請求と

なります。（奨励金の交付条件あり）

生活環境課（大里庁舎）☎946-8981問

南城市雇用創出サポートセンターからのお知らせ

平成２８年３月１日に南城市雇用創出サポートセンターホームページ（HP）を

リニューアルしました。　ご自宅のパソコンやスマートフォンからも、南城市内

及び近隣市町村の求人情報のご確認や面談日程の申請も簡単に行えます。

また、人材をお探しの事業者様もこのHPから無料で求人情報を掲載いた

だけますので、是非ご活用ください。

南城市雇用創出サポートセンター
観光商工課内☎946-8817 ※祝日を除く平日午前9時～午後3時まで

問
昭和の日

憲法記念日 みどりの日 こどもの日

〈申請必要書類〉
①カタログ（メーカー、機種及び価格が確認できる書類）の写し
②身分証明書（運転免許証、健康保険証等）、③印鑑（認印可）
※市税、国民健康保険税の納税状況を確認いたします。
※奨励金の交付は、予算の範囲以内となります。 

●ご利用対象：求職者／南城市民及び今後市内へ転居予定の方
　　　　　　 事業者／南城市内及びその近隣の事業者
●南城市雇用創出サポートセンターHPは、南城市公式HPのトッ
プから「南城市雇用創出サポートセンター」のバナーをクリック、
またはWebサイトで「南城市雇用創出サポートセンター」と入力
して検索してください。

本の返却期日をお守りください。
次に借りたい方が待っています。

★『こどもがまいにちつかうもの』 
　石川 ゆみ/著　〈玉城分館所蔵〉
★『いちばんよくわかる 
　かんたんかわいい通園通学グッズ』
　日本ボーグ社　〈玉城分館所蔵〉

入園・入学
おめでとう!!

予定行事カレンダー
○消

○こ

消費者相談
〈大里庁舎 ２階〉毎週火曜／１０時～１２時・１３時～１６時

シュガーホール
長寿健診
特定健診・がん検診・予防接種・母子保健事業

☎947-1100
☎946-8961
☎946-8987

……………………………………
……………………………………………

……

……………………………

……………こころとからだの健康相談
〈地域活動支援センター〉毎週月・火・木・金曜／１２時～１６時

☎946-8981

☎880-0576

2016年

4月 5月
南 城 市 の

平成２８年度 赤十字運動月間実施中！５月１日～３１日 人間を救うのは、人間だ　赤十字の活動と資金にご協力ください！
日本赤十字社沖縄県支部　南城市地区

P19

P18

P19

P18

P19

P20

P21

P13

P22

P20

P20

P13

P22

P13
P20 P17

P22

P13
P21

P20

P21

P17

P20

都市計画住民
説明会

P22

P22

P21

P20

P21

母の日

広報なんじょう No124 2016.4.5 広報なんじょう No124 2016.4.523 22



18 19 20 21 22 23

30

17

25 26 27 292824

72 3 54 6

149 10 11 13128

64 5 7

14

8 9

11 12 13 15 1610

日 　 月 　 火 　 水 　 木 　 金 　 土

34

15

FMなんじょう
聴いてね！

FM 77.2

くらし手帖

無料法律相談
日常のちょっとした悩み解決に・・・

ご予約：総務課（玉城庁舎）☎948-7111
◆4月 相談日
　日時：4月14日（木）14:00～17:00
　場所：大里庁舎２階　福祉部相談室
◆5月 相談日
　日時：5月13日（金）14:00～17:00
　場所：玉城庁舎２階　農事研修室

消費生活相談

ご予約：生活環境課（大里庁舎）☎946-8981
◆日時：毎週火曜日
　　　 10:00～12:00/13:00～16:00
◆場所：大里庁舎 ２階東側相談室

「おかしいな」「困ったな」と感じたら
ひとりで悩まずにご相談ください。

生活困窮者自立支援制度

問：南城市 就職・生活支援パーソナルサポートセンター
　 （社会福祉課内） 
　 ☎946-8996　FAX.882-8114
　 メール syakai@city.nanjo.okinawa.jp
◆対象者：南城市にお住いの方で、
　　　　 経済的な面で生活にお困りの方
　　　　 （生活保護受給者は除く）
◆開所日：月～金（祝日・年末年始除く）
　　　　 8:30～17:15

※知念図書館以外は土・日の12時～13時まで休憩の
　ため閉館します。祝祭日は全館休館です。

開館
時間

【平 日】午前９時～午後６時
【土・日】午前９時～午後５時

☎948-7340
知念図書館　知念児童館となり

◆休館日・・・・・・・毎週火曜日
◆館内整理日・・・毎月第4木曜日

☎946-9512
大里分館　大里農村環境改善センター1階

◆休館日・・・・・・・毎週火曜日
◆館内整理日・・・毎月第4木曜日

☎947-1100
佐敷分館　シュガーホール併設

◆休館日・・・・・・・毎週月曜日
◆館内整理日・・・毎月第3木曜日

☎948-7320
玉城分館　中央公民館2階

◆休館日・・・・・・・毎週月曜日
◆館内整理日・・・毎月第3木曜日

通園・通学に必要なバッグや小物を簡単
にわかりやすく作れる本を２冊ピック
アップしました！

図書館からの
お知らせ

※館内整理日は休館です。

働きたくても働けない、家賃が支払えずに困ってい
るなど、就職や生活に困っていることをお聞かせく
ださい。解決へのお手伝いをします（相談無料）

社協 法律相談

問：南城市社会福祉協議会 ☎882ｰ8008
◆4月7日（木）佐敷／４月21日（木）大里
◆5月6日（金）佐敷／5月15（日）大里
※赤い羽根共同募金の配分金等で行われています。

これまで毎月2回、平日に市内の福祉センターで
実施していた法律相談を、平成28年度から奇数
月の第3週は日曜日とし、より市民が利用しやすい
日程を設定しました。（相談員：司法書士）

南城市在住の落語家・春風亭めん好が、様々なゲストを迎えてあなたの耳
にハートフルで気楽な時間をお届け。YouTubeでも番組を配信中。身のま
わりの話題、リクエスト（ハガキ・FAX）募集中！
毎週木曜 正午より生放送（再放送：水曜 午後9時、日曜 午後9時）毎週木曜 正午より生放送（再放送：水曜 午後9時、日曜 午後9時）

【FMなんじょう】〒901-1205 南城市大里字高平高宮城原97-2 イオンタウン南城大里1F
☎988-9266  FAX 988-8230/ホームページ http://www.fm-nanjo.net/
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知念漁協ウミンチュ
とれとれ朝市
（海野漁港）
南城市清明祭

うむさん祭り
あざまサンサン
ビーチ海開き

海外短期留学生
募集締切

固定資産税納期限

ラジオ「上方演芸会」
公開収録観覧募集締切

特定健診・がん検診
（総合保健センター○大）
8:30～11:00

4か月児健診
9:15～10:30
3歳児健診
13:30～14:45

都市計画公聴会
特定健診・がん検診
（老人福祉センター○佐）
8:30～11:00
1歳6か月児健診
13:30～14:45

手話奉仕員養成講座
募集締切
無料法律相談
1歳6か月児健診
13:30～14:45

狂犬病予防注射

SKA in Nanjo 2016 社協法律相談
上がり太陽プラン
事業募集締切

10か月児健診
 9:15～10:30

母子家庭等職業訓練
給付金募集締切

2歳児健康相談

アマミキヨ浪漫の会
ガイド４期生
募集締切

危険物取扱者試験
受付開始（～4/25）

中央公民館講座
募集開始（～5/11）

社協法律相談
7か月児健康相談

ガーデニング
フェスタ（～4/24）

うむさん祭り・ビーチ
クリーン
狂犬病予防注射

市営住宅入居者
募集開始（～4/28）

幼稚園入園式
シニアライフ向上
事業募集開始（～5/6）

無料職業紹介所市雇用
サポートセンター大里庁舎出張
9:00～12:00
４か月児健診
9:15～10:30
3歳児健診 
13:30～14:45 

区長会 小中学校始業式
久高小中学校入学式
社協法律相談
1歳6か月児健診　
13:30～14:45

上がり太陽プラン
事業説明会
無料法律相談

都市計画案の
縦覧開始（～4/28）

1歳児健康相談

オープンガーデン
(～4/24）

小中学校入学式
10か月児健診
9:15～10:30

10か月児健診
9:15～10:30

平成28年度 生ゴミ処理容器・処理機の奨励金について

ゴミの減量化と生ゴミを推肥として有効利用を推進するため、生ゴミ処理

機に対し50,000円を限度に、また、生ゴミ処理容器に対し、3,000円を上限

に奨励金を交付します。　ただし、購入金額の10分の8とします。

ご希望の方は生活環境課へ申請をお願いします。申請書の提出後、決定

書が届いてから処理容器・処理機をご購入していただき、奨励金の請求と

なります。（奨励金の交付条件あり）

生活環境課（大里庁舎）☎946-8981問

南城市雇用創出サポートセンターからのお知らせ

平成２８年３月１日に南城市雇用創出サポートセンターホームページ（HP）を

リニューアルしました。　ご自宅のパソコンやスマートフォンからも、南城市内

及び近隣市町村の求人情報のご確認や面談日程の申請も簡単に行えます。

また、人材をお探しの事業者様もこのHPから無料で求人情報を掲載いた

だけますので、是非ご活用ください。

南城市雇用創出サポートセンター
観光商工課内☎946-8817 ※祝日を除く平日午前9時～午後3時まで

問
昭和の日

憲法記念日 みどりの日 こどもの日

〈申請必要書類〉
①カタログ（メーカー、機種及び価格が確認できる書類）の写し
②身分証明書（運転免許証、健康保険証等）、③印鑑（認印可）
※市税、国民健康保険税の納税状況を確認いたします。
※奨励金の交付は、予算の範囲以内となります。 

●ご利用対象：求職者／南城市民及び今後市内へ転居予定の方
　　　　　　 事業者／南城市内及びその近隣の事業者
●南城市雇用創出サポートセンターHPは、南城市公式HPのトッ
プから「南城市雇用創出サポートセンター」のバナーをクリック、
またはWebサイトで「南城市雇用創出サポートセンター」と入力
して検索してください。

本の返却期日をお守りください。
次に借りたい方が待っています。

★『こどもがまいにちつかうもの』 
　石川 ゆみ/著　〈玉城分館所蔵〉
★『いちばんよくわかる 
　かんたんかわいい通園通学グッズ』
　日本ボーグ社　〈玉城分館所蔵〉

入園・入学
おめでとう!!

予定行事カレンダー
○消

○こ

消費者相談
〈大里庁舎 ２階〉毎週火曜／１０時～１２時・１３時～１６時

シュガーホール
長寿健診
特定健診・がん検診・予防接種・母子保健事業

☎947-1100
☎946-8961
☎946-8987

……………………………………
……………………………………………

……

……………………………

……………こころとからだの健康相談
〈地域活動支援センター〉毎週月・火・木・金曜／１２時～１６時

☎946-8981

☎880-0576

2016年

4月 5月
南 城 市 の

平成２８年度 赤十字運動月間実施中！５月１日～３１日 人間を救うのは、人間だ　赤十字の活動と資金にご協力ください！
日本赤十字社沖縄県支部　南城市地区
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説明会
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南城市公式
ホームページ
http://www.city.nanjo.okinawa.jp/

南城市ウェルネス事業
南城スタイル
http://www.nanjo-wellness.com/

南城市の
観光ポータルサイト
らしいね南城

観光に関するお問い合せ
南城市観光協会 TEL.948-4611
各サイトに関するお問い合せ

観 光 商 工 課 TEL.946-8817http://www.kankou-nanjo.okinawa/

なんじょうなんじょう

南城市の人口（前月比）　2016年2月末日（外国人登録含む）
【計】42,914人（+46） 【女】21,324人（+45） 【男】21,590人（+1） 【世帯数】16,434戸（+40）
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